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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女が武器を持っているものとする。

　それは短刀、剣、槍やり、弓矢、鎌かま、斧おの、医療刃メス、注射器、針、鋏はさみ、薬くすり、鎚つち、釘、拳けん銃じゆう、機き関かん銃じゆう、果ては爆ばく弾だんなど、他者を傷付けることが可能なありとあらゆるものであるとする。その中には無む論ろん、涙や笑え顔がおや憎しみや裏切りや憐れん憫びんや気き紛まぐれや自己犠ぎ牲せいや性器なども含まれている。

　しかし少女はその武器を決して扱えないものとする。自らの手や意思でそれらを使うには、少女という存在は酷ひどく脆もろく、同時に優やさし過ぎるからである。その脆さや優しさが真実のものかどうかは定かでないが──とにかく少女は武器を持っているが、使用することはできない。

　故ゆえに少女の持つ武器を使うのは、少年であるとする。

　少年は時には言葉巧みに、時には言葉少なに、時には酷く冷れい徹てつに、時には微ほほ笑えましいほど不器用に、少女の隠かくした武器を誘おびき寄せ、引っ張り出し、唆そそのかして使用する。少女の武器で他者を傷付けることで、少年は少女の気を惹ひき、少女の涙や笑顔や憎しみや裏切りや憐憫や気紛れや自己犠牲や性器などを自分ひとりで独占しようと試こころみるのだ。

　さて、この場合、主体は果たしてどちらにあるのか。

　少年か、少女か。それとも共同作業であるのか、或あるいは主体などどこにも存在しないのか。

　少年も少女も、答えは知らない。
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　今回のすべてが一応の終わりを見せた後、柿かき原はる里り緒おと話をした。

　五月。場所は夜の公園。梅つ雨ゆ入りの雨でぬかるんだ地面は子供たちの足跡も汚きたならしく、街灯の明かりがその様よう子すを残酷に照らす。人ひと気けはなく、騒そう音おんもなく、時折ばちばちと、感電して焼け死んだ早生まれの蛾がが、断だん末まつ魔まの悲鳴で以もつて静せい寂じやくを軋きしませている。

　里緒はブランコに座り、僕はブランコの支柱に背を預け、夜空を見たり地面を見たり視し線せんを交こう叉ささせたりしながら、言葉を交かわしていた。

「だから、ね？　里緒の言った通りだったでしょう？」

　薄うす手でのカーディガンに大おお仰ぎようなプリーツのロングスカートという出いで立たちの里緒は、服装と合っているのか合っていないのか微妙な程度にごてごてとしたブーツの踵かかとで、とんとんと土を均ならしながら、上うわ目め遣づかいに僕の顔を覗のぞき込み、嬉うれしそうに笑った。

　煩うるさいな、と、僕は不快さを前面に出してそっぽを向く。

　里緒は構わずにブランコを僅わずかに漕こいで鎖くさりを軋ませ、

「怒った？　違うの、別にそのことを自慢したい訳わけじゃないんだよ。もちろんどちらかと言えば嬉しいけど。でも、里緒は晶あきらが悲しい顔をするのはあまり好きじゃないから、里緒の主張が外れてればよかったのにな、とはちょっとだけ思う」首を傾かしげる。

　僕は里緒を見下ろして応こたえた。

　だったらどうして蒸むし返す？

「うん。実はね。晶の悲しい顔はイヤだけど、それよりも嬉しいの。やっぱり晶は里緒と同じなんだ、って。それが確かく認にんできたから、嬉しいよ」

　僕は里緒と同じなんかじゃない。

「そうかもね。確たしかに里緒も晶も『虚軸キヤスト』だけど、同じっていうのとは違うかな。『有識分体分裂病』と名付けられた里緒は『全一オール・イン・ワン』と名付けられた晶とは違うね。そもそも虚軸キヤストはそれぞれがまったく別の存在なんだから……同じものなんて、ただのひとつとしてないんだ」

　何度言えばわかるんだ？　僕は、違う。

『全一オール・イン・ワン』なのは──『虚軸キヤスト』なのは、硝しよう子こだ。僕じゃない。

「詭き弁べんだよ、晶。里緒は何回、晶の詭弁を訂正すればいいのかな？　確かに硝子は『全一オール・イン・ワン』で、『全一オール・イン・ワン』こそが硝子だけど、でも硝子と一いつ緒しよにいていいのは『固定剤リターダ』である晶だけなんだよ。硝子は完全無欠に晶のもので、晶は徹てつ頭とう徹てつ尾びに硝子のものなの。この関係に個体識しき別べつによる線引きが意味あるのかな？」

　里緒の背はい後ご、闇やみの中で存在を主張しているかのように、純白の猫が後ろ脚で頭を掻かいた。

「ね、小こ町まち」同意を求めるように、里緒は振り返って、猫──小町に一いち瞥べつをくれる。

　僕は言葉に詰まった。

「ねえ、どうして里緒が、晶を見分けられるかわかる？　個人を、個体を、外見でも声でも中身でも見分けることのできない里緒が、個人という概がい念ねんを認識できない里緒が、晶のことをちゃんと捉とらえられているかわかる？　それは晶あきらが虚軸キヤストだからって、そんな、それだけの理由では、決して決して、ないんだよ……？」

　それは。

　質問に答えたくなくて眼を泳がせるけれど、里り緒おは見み逃のがしてくれない。

「晶は欠落してるの」

　違う、とだけ、辛かろうじて言った。

「違わないよ」里緒は即座に否定する。

「晶は欠落してる。大事なものが抜け落ちてる。そしてね……その欠落を、里緒は認にん識しきするの。里緒が見分けられるのは欠落だけなの。欠落、欠損、欠片かけら、それが個性になって、晶を他ほかとは決定的に違う存在にしてるの」

　僕には──。

「虚軸キヤストだろうと、固定剤リターダだろうと同じ。ただひとつの例外もなく、欠落してるんだ」

　だから僕は……、

「堂々巡りだよ、晶。晶は固定剤リターダだけど、固定剤リターダっていうのは虚軸キヤストと同化した存在なんだよ。大きな違いなんてないの。それはまず、大、大、大前提。でもね、その上で──晶は……欠落してるの。晶だけじゃなくて、もちろん硝しよう子こも欠落してる。言うまでもないけれど、大事なものが何ひとつとしてない。硝子にないのは……感情と、それから」

　やめろ。僕は低い声で言った。

「あ……ごめんなさい」里緒は目を伏せる。

「でも、ね」だけど、喋しやべることをやめようとはしない。

「硝子はやっぱり欠落してるよ。ううん、硝子だけじゃない。殊こと子こも、蜜みつも、ネアも欠落してる。あとは……晶の大嫌いな、だけど晶のことが大好きな『無限回廊エターナル・アイドル』も、やっぱりそう。あ、違うね。『無限回廊エターナル・アイドル』は欠落してるんじゃない。欠落しかないんだ。沢山の『虚軸キヤスト』を抱え込み過ぎて、欠落以外の全部を喪なくしてしまったのが『無限回廊エターナル・アイドル』なんだよ」

　それが何だって言うんだ。

　確たしかに僕には、あいつに言われた通り、何か大事なものが足りない。

　だけど、それは決して致命的なことではないはずだ。

　欠落してるというなら、完かん璧ぺきな人間がいったいどこにいる？　そもそも完璧や完全なんてもの、概がい念ねんだけでしかあり得ない。欠落のないものなんて、この世のどこにもありはしない。

　だったら、たとえ何かが足りなくても、それは本質的な意味では大したことじゃない──。

「じゃあさ、晶」

　焦燥にかき立てられて必死に弁明する僕に、里緒は笑え顔がおのまま、だけどどこか泣きそうな表情で、それでも無む慈じ悲ひに、無神経に、告つげた。

「晶は、どうして泣かないの？　あんなことを言われたのに、あんな選せん択たくをしてしまったのに、それは本当に酷ひどくて最低で最悪の行為だったのに、それでもどうして……後こう悔かいしないの？　悲しまないの？　涙を一滴も流さないの？」

　僕は思わず、頬ほおに手を遣やった。

　里り緒おが立ち上がり、ゆっくりと僕のその手に、掌てのひらを重ねる。

「晶あきらは泣けないんだよ。晶の後悔は、悲しみは、涙は欠落してる。死んでしまっているの」

　欠落という二文字が、僕の口を塞ふさいだ。

　そんな僕に、ゆっくりと目を瞑つむり、里緒は──僕の親友は、震ふるえる声で、

「だから……里緒が代わりに、泣いてあげようと思うんだ」

　僕は答えない。

　里緒の閉じた瞼まぶたから、透明な雫しずくがひとつ落ちて、僕はそれを羨うらやましいと、そう思った。
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　朝。目覚まし時計に仕掛けた朝七時のアラームが煩うるさくて布ふ団とんを頭から被かぶった。

　カーテン越しに伝わる春先の陽気が寝起きの体温を上げ、すぐに暑苦しくなる。だけど、起きなければならないという強きよう迫はく観かん念ねんよりも、もっと寝ていたいという衝しよう動どうの方が今は上だ。電子音を無視しながら、朝あさ陽ひが眩まぶしいので今度遮光カーテンを買おうと決心する。決心すると覚悟ができた。眩しさや煩さや、そういった些さ事じをシャットアウトする覚悟が。

　つまり、二度寝を実行しようとした。が、

「……がんがんがんがんがんがん」かんかんかんかんかんかん。

　部屋の扉とびらがけたたましく開き、それと共に耳障りな不協和音が僕の鼓膜を揺ゆさぶる。中ちゆう華か鍋なべとお玉を打ち合わせた独特で不ふ愉ゆ快かいな音色だった。

「がんがんがんがんがんがん……」かんかんかんかんかんかん。

　それに合わせて聞こえてくるのは、ややか細く透すき通った少女の声。中華鍋をお玉で連打しながら効果音を口にする、間抜けな行為。

「……莫ば迦かか、こいつは」覚かく醒せい未み満まんの声で呟つぶやく。毎朝のことだったが、それでも律りち儀ぎに。

「がんがんがんがんがんがん。起きて下さいもう朝です目玉焼きができましたがんがんがん」

　かんかんかんかんかんかん。台詞せりふは殆ほとんど棒読みだった。ルーティンワークに感情は必要ない。ただ諦てい念ねんと根気と無関心があればいい。

　故ゆえに彼女は毎朝──文字通り、毎朝──飽あきもせず、この作業を繰くり返している。

「がんがんがんがんがんがん。先せん輩ぱい、早く起きて下さいがんがんがんがん。早く起きなければ朝食の準備に多大な時間が与えられたと解釈します。よって朝食はその時間を最大限に活用し家計の優ゆう先せん順位を脇わきに置いてエンゲル係数を無視した上で子羊の林りん檎ごソース和あえをメインディッシュに前菜はコンビーフのサンドイッチ、デザートにレバ刺しを」

「全部肉じゃないか！」理不尽な提案に、僕は思わず飛び起きた。

　かんかんかんかん……か。

　出来合の打楽器が止まる。

　エプロン姿の小さな身体からだが、そこには立っていた。

「覚醒しましたか、先輩」

　その少女、僕の同居人はぺこりと頭を下げる。

「……ああ」仕方なく、憮ぶ然ぜんとして、そんな彼女の頭頂部をぼんやりと見た。

　髪は細く、長い。艶つやのある流れに、カーテン越しの朝陽が反射して天使の輪わが浮かぶ。後頭部に乗っかった大きめのリボンが、重力と下げた頭に連動して羽根のように揺れた。

　エプロンの下には制服。彼女の支し度たくはすっかりと整ととのっているらしい。

「おはようございます。今日きようも天候は快晴、不快指数は標準を下回っております」

　お辞じ儀ぎを終えて上げた顔は、凪なぎ。

　僕は上半身を起こし、彼女の名をぼんやりと呟いた。

「……硝しよう子こ」

　それは読み方を変えれば、柔らかくガそして鋭ラい壊れ物スとなる呼称。

　材質は同じなのではないか、そう錯さつ覚かくしてしまうほどに、容姿もまた繊せん細さいだった。

　柔らかな睫まつげに守られた双そう眸ぼうは大きく、腰まで伸びた髪や控えめな口元と相あいまって細工の人形を思わせる。平均よりもひと回り以上小さな体たい躯くと絹のように白い手足もまた、触れた途と端たんに壊こわれてしまいそうな儚はかなさを纏まとっていた。

　高校入学以来、上級生男子たちの間で硝子の代名詞となった『犯罪寸前に可愛かわいいあの一年生』という形容はある意味で嘘うそではないのだろう。確たしかに──ずっと一いつ緒しよに暮らし、慣なれているはずの僕でさえ、綺き麗れいだ、とは思う。子供の頃ころからそうだった。

　だけど、噂うわさしている奴やつらは知らない。

「朝ご飯ができています。食べますか」

「……いらない」

「朝ご飯ができています。食べなさい」

「命令かよ！」

　──外見と内面は必ずしも一致しないという、当たり前の真理を。

　底意地の悪い言葉を紡つむぎながらも、無表情極きわまりない顔。口元すらも動かない。いつの間にこんな性格……いや、性質になったのだろう。硝子の容姿について騒さわぐ僕のクラスメイトたちを始めとした男子連中は、こいつのこの性質を知らないのだ。

「急いでください、先せん輩ぱい」

　硝子は憮ぶ然ぜんとする僕に構わず、いつもと同じ、棒読みの台詞せりふを口にする。

「着替える。出て行ってくれ」

「虚きよ偽ぎと断定します。二度寝は許しません」

「本当に着替えるって。だから早く……」

「信用する条件が不足しています。私の見ている前で着替えてください」

　棒読みでとんでもないことをさらりと言う。

「私は先輩の一いつ糸し纏わぬ姿を見ても体温や心拍数に変化はありませんので」

「そういう問題じゃなくて……」

「さあ先輩」表情を変えないまま、硝子の手が布ふ団とんに掛かった。

「促すな！　あと布団を剥はごうとするな！」

「それは命令ですか、先輩」

「学校じゃないんだから『先輩』もやめてくれ」

「それも命令ですか、先輩」

　僕は寝ね癖ぐせのついた自分の頭髪をぞんざいに掻かき乱した。
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　──毎朝毎朝……。

　いつの間にこいつの教育を間違えたのだろうと思う。一いつ緒しよに暮らし始めて六年──最初からこうだったかどうかは、もう覚えていない。いや確かく実じつにこうではなかった。もっと素直で、聞き分けがよく、可愛かわいらしい──、

「強制脱衣まであと十秒です。九、前略中略後略ゼロ。開始」

「時を吹っ飛ばすな！」

　僕は仕方なく、慌あわてて布ふ団とんから出る。立ち上がると、硝子の眼前に掌てのひらを突き出した。

「わかった。わかったから……」言う。

「命令する。硝しよう子こ、取り敢えず部屋から出ろ」

「最初からそう言ってくれたらよかったんです」すると。

　硝子は途と端たん、にこやかな笑えみを浮かべる。妙に悪戯いたずらっぽい視し線せんで、わざわざ制服のスカートを両手で大おお仰ぎように持って、片足を引きお辞じ儀ぎ。

「イエス、マスター。

　最初からそのようにしてくだされば、私もこのような荒事をせずに済むのですよ？」

　硝子は──感情の籠こもらない、だけど起伏に富んだ声こわ音ねで弾はずむように笑った。

　笑うと同時、踵きびすを返し、部屋から出ていく。

　机の上に置かれた目覚まし時計はまだぴぴぴぴと鳴っていたから、歩いていって止める。着替えようと思いクローゼットに手を伸ばすと、視界の端に大きな黒いものが映った。

「持って帰れよ……」思わず溜ため息いきを吐つく。

　──本当に毎朝毎朝、何な故ぜあの手この手で僕を疲れさせるのだろう、あいつは──。

　中ちゆう華か鍋なべとお玉は、無造作に部屋の床ゆかに放り出されていた。




　制服に着替え、洗顔歯磨き調ちよう髪はつなどの諸事を済ませてから階下に降りると、ごくごく一般的で質素な朝食の匂においが鼻び腔こうを刺し激げきする。それなりに覚かく醒せいを促してくれる匂いだった。キッチン兼食事場所である台所は広く、少なくとも四人は座れるテーブルにはふたり分の食器しか用意されていなかったが、それはいつものことだ。

「硝しよう子こ、忘れ物だ」ようやく思考回路が正常な機き能のうに戻り始めた僕は、ホットサンドをひっくり返している硝子の後ろ姿に向け、お玉と中華鍋をまとめて放り投げる。

「あ」振り返り「申もうし訳わけありません」

　まったく申し訳ない顔をせず、彼女は片手で器用にそのふたつを同時にキャッチ。腕を一回転して慣かん性せいを殺害し、からりとコンロの横に置いた。

「機能不全でも起こしたか？」

「いえ。単に優ゆう先せん順位構築の際の切り捨てです。申し訳ありません」

　──要するに『わかっていたけど面めん倒どうだった』ということか？

　もう諦あきらめるべきかもしれない。僕は眉まゆに掛かった前髪を弄いじりながら席に着いた。

　すぐに朝食が並べられていく。手て際ぎわはいい。手際だけは。

　僕は、いただきますと呟つぶやいてからナイフを手に取った。即席のコーンポタージュ、ホットサンド、目玉焼き。簡かん素そ過ぎるが故ゆえに食欲に拘かかわらず完食可能なメニューだ。

　無表情で食事を口に運び始める僕の向かいに、硝子はエプロンを付けたまま行ぎよう儀ぎよく座る。おいしいですかと尋きいてきたので、いつも通りだと答えた。でしたら万全ですと硝子は笑い、食事に手を付け始めた。そろそろ皮肉という概がい念ねんを念入りに教えた方がいい気がする。

　それにしても、毎朝七時はさすがに早い。学校は八時半に始業で、ここから学校までは急げば十五分かからない。事実、家を出るのは毎朝八時。

　朝にゆっくりする時間を削けずれば、もっと寝ていられる。

「今何時だ？」

「〇七一五です」

「そうか……明日あしたからは七時半でいい」試ためしにそう提案してみた。

「却下します」だけど即座に否定される。

「命令でもか？」予想していた範はん囲い内ないの回答だったから切り返すが、

「命令ならばそう致します。でも……」硝子は姿勢を変えず、表情だけを更に緩ゆるめ、言う。

「マスターはそんな自じ堕だ落らくな命令をなさる方ではありません」

　僕は苦笑する。

「読まれてるな」

　その程度の無む駄だは生活に取り入れておかないと、硝しよう子この教育によくない。そして、そういった僕の打算を見み逃のがすほどに、硝子は甘くない。そう考えるとますます思考はクリアになっていく。本当にこいつは僕を起こす術すべを心得ている──考えると楽しくなって、コップに注そそがれたミルクを流し込んだあと、硝子に向かって笑えんだ。

「今日きようはいいことがありそうだ」

　硝子は少しむくれた表情で応こたえる。

「マスター。朝の会話で今日の運勢を占うのは結けつ構こうですが、私にはその方程式が計測も予測も不能です。いったいどういう根拠でそうなっているのですか？」

「教えない」

　そうこうしている内に、大きな瞳ひとみでこちらを見守る視し線せんの中での食事は終わる。形式としてごちそうさまと呟つぶやくと、硝子は恭うやうやしく頭を下げ、お粗末様でした、と返した。

「食器を片付けます」

「……ああ」僕は目の前の皿を重ねた。それを慣なれた手付きで持ち上げ、まとめてキッチンへ持っていく硝子。小さな食器洗い機きに突っ込んでスイッチを入れ、手間を文明で解決してからエプロンを外す。動作の度たびに後頭部のリボンが揺ゆれる。そのてきぱきとしたリズムは見ていて心地ここちいいが、同時にこっちも急せかされているようで、僕は欠伸あくびを噛かみ殺した。

「マスター」そうして、すぐに戻ってきた硝子は、僕の前に立つ。

「ん？　……終わったのなら、ニュースでも見るか？」

　基本的に僕はテレビや新聞にはあまり興きよう味みがない。情報というものの取しゆ捨しや選せん択たくを他ひ人とに任されているようで苛いら々いらするからだ。だけど最近、隣となりの市で頻ひん発ぱつしている連続殺人事件が多少気になっていて、朝のニュースは取とり敢あえず見ることにしていた。

「いえ、マスター」だけど、もう制服に着替えてある硝子は、そんな僕の方を真まつ直すぐに見て、

「残念ながらその時間はありません。現在〇八一五、出発の時間を十五分ほど過ぎています」

「……え？」さっき、七時十五分と言わなかったか？

　硝子は笑んだ。

「はい。最近マスターはどうにも寝起きが悪いので、意い識しき改善の必要があると判断しました。よって昨晩ゆうべ、家中の時計すべてを六十分ほど遅らせておきましたが如何いかがでしょう？」

「……余計なことをするなっ！」

　僕は慌あわてて立ち上がる。硝子は落ち着き払った様よう子すで、表情を変えずに呟く。

「置き時計から携帯電話まで手抜かりはありません。誉ほめてくださいますか？」

「誉めるかっ！」

　八時十五分。やや早足で、僕らは家を出た。




　僕──城き島じま晶あきらと、その同居人──城島硝しよう子こ。

　ふたりが通う私立狭はさ間ま学園は、およそ中の上という言葉が似合う一般的な進学高校だ。生徒数九百十三人、各学年十クラスで構成され、一クラスには三十人前後の生徒が配置されている。学業成せい績せきも中の上で、トップクラスは有名大学に合格し、就しゆう職しよく者しやは少ない。二年生からは選せん択たく教科、三年生からは希望進路に応じ、文系と理系、国立大進学用と私立大進学用とでクラス分けが為なされるというごく有り触れた進学システムを採用している。

　教員は部活よりも学業を重視しているだけあって成績にはそれなりに口くち煩うるさいが、逆に言えばそれは、成績さえ一定の水準を保っていればその他ほかのことにはそれほど干渉しないということだ。つまりテストで平均点以上の結果を出しておけば、多少生活態たい度どが悪くても放置される。

　故ゆえにこの学校の成績優ゆう秀しゆう者しやは、様さま々ざまな意味で少し問題のある人間が多い。

「おう晶、今日きようはちっと遅えな」

　登校途と中ちゆうに必ずと言っていいほど出会う敷しき戸ど良りよう司じもそのひとりだった。

　痩やせぎすで背ばかり高く、だけど異様に力が強い。部活には入っていないが柔道道場に通っている黒帯で、どうも筋がいいらしく既すでに二段、道場でも将来を期待されているそうだ。

　しかし何が問題といって本人が柔道に青春を捧ささげる気がまったくないのが問題で、将来の夢はロッカーだと豪ごう語ごしている。髪は校則を殆ほとんど無視したドレッドで、痩こけた頬ほおに焼けた肌と相あいまって本当にモンゴロイドかどうかを疑う。ちなみに軽音楽部所属。ギター。ただしプログレッシブロックに傾倒しておりバンドを組んでは音楽性の違いを理由に解散という行為を繰くり返していた。尊敬する人はシド・バレット。才能という点では遠い存在だが、頭がおかしいという点では或あるいは比ひ肩けんし得るというのが僕の見解だ。

　外見の派は手でさは、常に上位五十人に名を連ねる成績によって黙もく認にんされている。ちなみにこいつと友人関係にある僕自身の成績は──すべて平凡な平均点なので、容姿や性格や趣しゆ味み嗜し好こうをこいつに合わせる義理も必要もない。むしろ、何な故ぜ僕と良司が友人関係にあるのかという謎なぞは、クラス内では割とよく笑いの種として話される。

　ともあれ、それは何かの武術かと言いたくなるような破は壊かい力りよくで肩を叩たたかれた僕は、

「……おはよう。時計と同居人が故障しててね。やや遅延気味だ」顔を歪ゆがめつつ挨あい拶さつを返す。

　ついでに隣となりの硝子を皮肉げに一いち瞥べつしたが無視された。もういいや。

「故障してんのはお前だろ。毎朝毎朝お前は何だってそうテンション低いんだ、あ？」

「煩い。僕は血圧が低いんだ」

「あーもうまたそれかよお前その通説何の根拠もねえんだぞ。な、硝子ちゃん」

「はい。結局毎朝私が起こす羽は目めになるのです。敷戸先せん輩ぱい、いっそ私の代わりに起こしにきて下さい。拳こぶしとか、蹴けりとかで」

　硝子は相変わらず、あまり表情を変えずに呟つぶやく。この性格──というよりも性質──で、クラスメイトと仲よくやっていけているのかどうか、それが目下の疑問だ。

「こいつに殴られると永遠に眠る」

「お、ちゃんと手加減するぞ？」

「そういう問題じゃない」叩たたかれた肩を摩さすりながら、僕は苦笑する。

　結局のところ登校はこうして毎朝同じ面子めんつになり、必然、交かわされる会話も似たようなものになる。そういう繰くり返しは嫌いではない。

「おっはよおー」そしてここにも繰り返しがひとり。

　ちりちりん、と自転車のベルを鳴らして、三人の横を颯さつ爽そうと通り過ぎていく女子生徒。健けん康こう的てきに後頭部で結んだポニーテールが風を孕はらんで揺ゆれている。

　追い越す途と中ちゆうでこちらを一いち瞥べつし、にこやかに笑えんで片手を挙あげていったのは森もり町まち芹せり菜なだった。彼女とは古い付き合いで──というよりは、城き島じま家けの向かいの家に住んでいる。

　僕はいつものように、無言で片手を挙げる。硝しよう子こはおはようございます、と笑む。

　良りよう司じは──、

「お、おう」吃どもって、憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「良司さ、お前やっぱり体育会系だよ」冷静に僕は突っ込む。まるわかりだ。

　多た分ぶん、良司が──容姿も趣しゆ味みも成せい績せきも平凡な僕と友人である理由のひとつがそこにある。

　良司の芹菜に対する感情について何も思わない訳わけではないが、僕は努めて態たい度どに出さない。

「大体、二年から同じクラスになったんだからわざわざ去年と同じように僕らに登校合わせなくてもいいだろうに」故ゆえにからかう。これもいつものこと。

「……何のことだ？」とぼけつつも、良司の声は震ふるえていた。

「俺おれは偶然にも同じ時間にお前と」わかったよと腰を折って、僕は唇くちびるの片端を上げる。

　何もかもが、本当にいつもと変わりのない日常だった。

　──だったら万全だ。

　それから五分ほど歩き、学校へと到着。一年生である硝子とは必然的に靴くつ箱ばこで別れ、僕と良司は二年三組の教室へ揃そろって入室する。クラスの殆ほとんどが登校していた。二度目の春でクラスの顔ぶれはまだ新しん鮮せんだが、さすがに二年生ともなると初うい々ういしさはない。硝子のクラスはまだ制服姿もぎこちない集団が妙によそよそしい空気を作っているのだろうなとふと思う。

　馴な染じめているだろうか、と、硝子のことが少し心配になった。

　初めて出会ってから六年、喋しやべり方は流りゆう暢ちようになったし、表情も自然なものを出せるようになった。しかし相変わらず口く調ちようはそっけないし、機き械かいじみた言葉遣づかいは変わらない。

　親友ができることまでは期待していない。ただ、クラスに馴染んでくれればとは思う。例えば、三年後に誰だれかが硝子のことを思い出した時に顔と名前が一致しているくらい。その程度の友人関係が作れるなら。硝子も成長したと、そう言えるのではないか。

　前向きなのか後ろ向きなのか自分でも判断しかねる思考だけど。

　そんなことを考えていると、教室の後方で友人たちと談だん笑しようしている森町芹菜と目が合った。

　彼女は、何をぼうっとしてるの？　とでも言うような微妙な笑え顔がおでこっちを見る。僕は軽く肩を竦すくませ、取とり敢あえず自分の席へ鞄かばんを置きに向かった。

　僕の席の近くで何やらを話していたグループのひとりが、僕に挨あい拶さつをした。

「……や、おはよう城き島じま」

「おはよう」

「しかし、いつもぎりぎりだね。あの彼女と宜よろしくやってて寝坊してんの？」

　僕は眉まゆをひそめる。その軽口は大おお田た敦あつし。今年ことしから同じクラスになった。口はやや悪いが人当たりがよく、いつの間にかクラスの牽けん引いん役やくになってしまうような男子だ。積せつ極きよく的てきに友人を作ろうとしない僕にもこうやって話し掛けてくる。恐らくは、いろいろな意味で目立つ良りよう司じと僕とが友人同士であるのが原因なのだろう。こうすることでクラスでの地位を築きずいているのだ。

　その証しよう拠こに、捨てた方がクラスがまとまると判断した人間には決して眼を向けようとはしない。そういう意味で如じよ才さいない奴やつ。正直に言ってあまり好きではない人格だが、無理に敵対する必要もない。僕は話を合わせる。

「だから彼女じゃないって言ってるだろ」

「わかったわかった。まあいいよ。でもさ……今日きようも一いつ緒しよに来たんだろ？　ショーコちゃんと。彼女に密ひそやかな想おもいを寄せている私立挾はさ間ま学園男子生徒推定二百五十人くらいの殺意を背中に受けての登校はどうだった？　ファンクラブに刺されたりとかしてない？」

「……いい加減にそのネタやめてくれ……」

　成せい績せきも容姿も平凡で、特に目立ったところもない人物、城島晶あきら。

　そんな、僕が作り上げた人物像にどうしてもそぐわないものがある。硝しよう子こだ。上級生の間で硝子のことが評判になった一カ月前、『いつも登校中に張り付いているあの野郎は誰だれだ』と、僕は注目を浴びてしまった。彼女をこの高校に通わせると決めた時に覚悟はしていたつもりだったが、どうやらそれは甘かったらしい。硝子の容姿は予想以上に目立っていた。

　あと、実は──もう一点、僕が目立ってしまう要素というのがあるにはあるのだが、こちらは表立って言う人間はいない。それは暗あん黙もくの禁きん忌きだからだ。僕は大田へ顔をしかめながら、そのもうひとつの原因になっている人物の席──僕の隣となりの机──を一いち瞥べつした。

　誰も座っていない席。

　だけど学校には来ているだろう。あとで顔を見に行こうと思う。

　ともあれ、硝子に関してだけは、否定だけはしておかないと色々とまずい。

　からかわれるだけならいいが、最近は妙な嫌いやがらせまである。この間は靴くつ箱ばこに『あの娘こに近づくな』というような手紙があった。正直、勘弁して欲しい。

「すっごい美少女だもんねぇ、ショーコちゃん。小さくて可愛かわいらしいし。きみが保ほ護ご者しやみたいにまとわりついてなかったら今いま頃ごろは……」

「もう、またその話？　やめなよ、それ」

　調ちよう子しに乗ってへらへらと笑う大おお田たの背はい後ごへ、立つ影かげがあった。

　少しだけ眉まゆ根ねを寄せた長身。芹せり菜なだ。

「城き島じまと硝しよう子こちゃんは従妹いとこ同士。あんまりしつこいと城島も嫌いや気けが差すじゃない」

　思わぬ助け舟に僕は苦笑しつつも安あん堵どする。

「お、森もり町まち、やけに城島の肩持つな」だけどその安堵はコンマ一秒で吹ふき飛んだ。

　大田の取り巻きのひとりが、芹菜へ厭いやらしい笑えみを向けたのだ。

「……だってあたし、城島と硝子ちゃんのこと、昔から知ってるし」

　芹菜が語気を強める。僕は彼女を肘ひじで突いて制した。背が高く快活な性格の芹菜は、筋の通らないことを嫌う。昔はよく男子とも取っ組み合いの喧けん嘩かをしていた。今はもう大人おとなしくなったのだが──とは、お世せ辞じにも言えない。去年、ちょっとしたいざこざでクラスメイトの男子に張り手を喰くらわせたことがあったらしい。違うクラスだったから又聞きだが事実だろう。

　と、厄やつ介かいなことに。

「あ、ひょっとしてさ、森町って城島のこと……」

「……え？」芹菜の表情が固まる。まずい、と僕は思う。

「……っ！」

　言葉にならないほど歯は咬がみして、芹菜が右腕を振りかぶった。

「……おい！」僕は慌あわててその手首を掴つかむ。

　勢いに押され、僕は中腰の情なさけない姿勢になったが、ともあれ芹菜の平手は寸前で止まる。

　芹菜の腰に僕の机が当たり、教室に音が響ひびく。

　だから、僕は──、

「そろそろ勘弁してくれる？　大田」隣となりで薄うすく笑う大田敦あつしに向かって、困った顔で言った。

　所属グループのリーダーである大田は、少なくともクラスでトラブルを巻き起こすことを避けている。だったら取り巻きに食って掛かるより、大田へ直じき訴そした方が遙はるかに有効だ。

「ああ……そうだな。やめなよ」案あんの定じよう、

「……悪かったね、森町さん、城島。言い過ぎた」狙ねらいは当たる。

　大田の謝しや罪ざいにより、取り巻きのそいつはしぶしぶながら、そっぽを向いた。

　こいつからの謝罪は期待しないし必要ない。この場が収まればそれでいい。

「席、戻りなよ。森町。そろそろチャイム鳴るし」僕は仕上げにかかる。

　剣けん呑のんな気け配はいを発する芹菜の手首をもう一度握り、合図。

「……え？」

　芹菜は強こわ張ばった表情のまま、僕の顔と握られた手首とを交互に見み遣やり、数すう瞬しゆん後、

「あ、……！　う、うん、ごめん！」

　僕の腕を強引に振りほどくと、見る間に頬ほおを紅こう潮ちようさせた。そのまま両手で口元を押さえ、しまった、と言わんばかりの表情で踵きびすを返し、自分の席へ向かっていく。さすがにこのクラスで怒るのは初めてで、それに恥はじ入ったのだろうか？

　と、芹せり菜なや大おお田たたちや僕が黙だまり込んだ、そのタイミングだった。

　クラスにいた他ほかの人間たちの喧けん噪そうに紛まぎれて、僕の視し線せんの先、つまり大田の背中越しに。

　──ふん、と。

　あからさま過ぎる嘲ちよう笑しようの溜ため息いきが、聞こえた。

　さすがにその場の全員が気付き、大田たちも一斉に背はい後ごを注視する。

　僕もその方向を何なに気げなく見た。

「……ん？」大田が眉まゆをひそめる。

　そいつ──声を発したのは、クラスメイトのひとり、直なお川かわ浩こう輔すけだった。

　自分の席に座り、赤本を広げている。高校二年一学期の時点で赤本を所持し、学校に持ってくることが周囲にどんなふうに思われるかをまるで考こう慮りよせず、むしろ見せ付けるようにして。全員が振り返るより早く直川は僕らから目を逸そらし、下を向いていた。それでも、身体からだからあからさまに立ち上らせている刺とげ々とげしい気け配はいは、自分は呆あきれている、と周囲に喧けん伝でんしているのに等しい。大田はどう反応していいものか判断が付いていないような、微妙な表情をしている。大田の友人であるその他ほか──会話に混じっていたのは僕と大田を除外すれば三人──が、うんざりしたような視線を直川に送った。

　剣けん呑のんになりつつある気配を悟った大田が、わざと明るい声を出す。

「悪い、煩うるさかったな」

　これで相手の機き嫌げんはどうあれ表面上は丸く収まるし、呆れているという態たい度どを皮肉げに見せて仲間も納なつ得とくさせることができる、そんな対応だ。僕は微かすかに感心する。そのスタンスこそが大田の処世術なのだろう。

　しかし、対する直川の返事は、とても感心できる類たぐいのものではなかった。

「……別に煩くはないよ。ただ、君たちのレベルの低さに少し呆れただけだ。くだらない色恋沙ざ汰たでそうまで一いつ喜き一いち憂ゆうできるだなんて、まったくもっておめでたいね」

　──喧けん嘩かを吹ふっ掛けようとしているのだろうか？

「何だそれ？　喧嘩でも売ってんの？」

　案あんの定じよう、ひとりが少し上うわ擦ずった声をあげた。

　確たしかにこの学校は進学校で、目立って荒れた空気もないし、陰湿な苛いじめも少ない。誰だれもが適度に他ひ人とと接するのが上う手まく、適度に他人に無関心だ。だけどそれは決して、全員が皮肉や悪口も笑って受け流す心の広さを持っている、という意味ではない。

「誰も喧嘩を売ってなんかいないよ。事実を言ったんだ」

　皮肉げに眼鏡めがねを中指で持ち上げる直川浩輔。成せい績せきはトップクラスで、だけどクラスの中ではまったく目立たない存在──こうして声を聞くのさえ四月の自己紹介以来かもしれない。

　喋しやべり方から察するに、恐らくはコミュニケーションが下へ手たなのだろう。もしくは友人と大声で騒さわいでいるクラスメイトに屈折した嫉しつ妬とを抱いているか。

　どちらにせよ、悪意は口く調ちようほどではない。

「……あ？　今何て言った？　お前」声を荒げる、大おお田たの取り巻きのひとり。

「やめときなよ」僕は彼を制することにした。小声で──方法は、さっきと同じ。

「放っとこう。な、大田」

「ああ……そうだね」

　大田の言葉で取り巻きたちは黙だまる。その場はそれで収束した。

　丁度いいタイミングでチャイムも鳴り始める。僕は大田に目配せをしながら、鞄かばんから筆記用具とノートを取り出し、無言で会話終了の合図を送った。

　これでいい。




　始業前の朝。それが喧けん噪そうに包まれているのはすべてが平へい穏おんな証しよう拠こだ。

　僕たちの生活は、こういう喧噪を軸に成立している。それを受け入れるのも無視するのも本人の自由だし、事実僕はこの騒がしさがそれほど好きではない。だけど参加しているし、乱されるようなら落ち着ける側に回る。それが僕の密ひそやかなスタンスだ。

　平穏を拒絶してはいけない。何故ならそれは、日常だからだ。

　日常が退屈だと思う人は多いし、直なお川かわのように、こんなものは無む駄だだと考える者もいる。だけど日常を失った時、そこには非日常が展開される。もちろんこんな程度で日常が崩くずれる訳わけはないけれど、他た愛あい無ないことしか起きない毎日に、無理に波風を立てる必要もない。

　気にし過ぎかもしれない。だけど僕は、日常が壊こわれてしまうのを恐れている。

　四年前の、僕の日常が崩れてしまったあの日から。

　或あるいは、六年前、硝しよう子こが僕の元へ来た、あの日からなのかもしれない。

　そうだ──僕自身の『日常』と呼べるものは何もかもがとうに失われていて、だからこそ僕は、周囲の日常に寄り掛かることでしか安心感を得られないのだろう。

　日常から乖かい離りしてしまった場所、時間、人。そこにはただ喪そう失しつが存在するだけで、決して、そこに何かがあるなどと期待してはいけない。そこには何もない。本当に、何も。

　僕は知っている。

　この日常が、毎日の平坦な繰くり返しに見えて、その実起伏に富んだものであるということ。

　その起伏を作り出すのは自分自身であって、日常を嫌けん悪おする人間は要するに起伏を作り出せない自分自身を嫌悪しているだけだということ。

　そして、日常というのは──とてつもなく崩れ易いものであるということ。

　失ってしまってから気付き、失ってしまってからでは遅いのだ。

　嫌悪してはいない。拒絶してもいけない。ただやり過ごし、決して離はなさないように。

　些さ細さいなトラブルを回かい避ひし、平坦な毎日を送るための努力。

　それはつまり、日常を守る能力に直結すると、僕は思う。

　僕は、周囲の日常を愛している。周囲の日常に執着する。

　何な故ぜなら、僕の日常は、もうどこにもないのだから。

　だからせめて、僕の身の回りくらいは──。

　非日常という名の喪そう失しつを、広げたくはない。

　それぞれが席に着き、朝のホームルームに備え始める。教室が静かになっていく。

　教室を観かん察さつした。休んでいる人間はいないようだ。クラスメイトたちは妙に雰囲気が浮き足立っている感が強い。そういえば明日あしたは一学期実力テストの結果が出る日だった。つまり今日きようは、各授業でテストの答案が返ってくる日でもある。

　教室で空席はただひとつ。僕の隣となり。

　そこに座るべき人間は、よっぽどのことがない限り教室へと来ない。

　日常と、非日常との境きよう界かい線せん上にいる、危うい僕の友人。

　柿かき原はる里り緒おのことを、僕は思った。
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　この世には勝者と敗者しかいない。

　私立挾はさ間ま学園二年三組、直なお川かわ浩こう輔すけは、世界を見ているといつもそう思う。

　家族。毎朝毎朝隣町の工場まで汚いスーツ姿で通い、もっと汚い作業着に着替えて日がな一日中くだらない労働をするしか能のない父親は、泊まりがけでの作業すらある重労働に比して給料はやたらと低く、家の中でも居場所をなくして心地ここち悪そうにしている。そして母親はそんな父親を結婚相手に選えらんでしまった我わが身の愚かさを棚たなに上げ、自分の夫を毎日のように嫌けん悪おし忌き避ひし、浩輔の未来がそのまま自分の人生の敗北を取り戻す切り札だと勘違いして、過剰に浩輔へ気を遣つかう。妹はどうしようもないバカで、父の遺い伝でん子しを濃こく受うけ継ついだ。成せい績せきは悪く要領も悪く、家の中でヘマをする度たび、母に殴られている。母は多た分ぶん、妹を見ていると、自分の夫の無能さを目まの当たりにしているような気分になるのだろう。とは言え、人が部屋で勉強している最中に聞こえる隣の部屋からの罵ば声せいと怒ど号ごうは、はっきり言って集中の邪じや魔まだった。

　学校も同じだ。ファッションがどうした、音楽がどうだ、どこそこのクラスの誰だれが可愛かわいい、カラオケに新曲が入った、今週のジャンプがどうなった、誰と誰が付き合っている──そんなどうしようもなくどうしようもない一時の些さ事じにだけ心を奪われ、大局的なことを見ることもできないクラスメイトたちにうんざりしていた。彼らにはせいぜい三年先のことしか見えていない。今を犠ぎ牲せいにすることで将来の平へい穏おんを掴つかまなければならないという、世界の当たり前の真理に何故気付かないのだろう？

　事実、浩輔以外の人間たちが必死になって享受しているものはとてつもなくくだらなくて、同時に十年後にも確かく実じつに世界に存在するものだ。十年後にも存在する些さ事じに、今この時に拘こう泥でいする必要はない。今頑がん張ばっておかなければ、十年後に自分が世界の些事になってしまうかもしれないのに。──まるで理解できなかった。

　浩こう輔すけの人生設計は至ってシンプルだ。

　いい成せい績せきを取っていい大学に行く。そして大学でも勉学に励み、いい成績を残していい会社に就しゆう職しよくし、人生の勝ち組になる──具体的に何をどうしようとはあまり考えていなかった。ただ、人生に勝ちたかった。父や母や妹のようになりたくはなかった。

　周りにいる人間たちは、それぞれ学校生活をそれなりに楽しんだ上で個々の将来設計をぼんやりとながら考えているのに対し、浩輔はただひたすらに外界を遮断し、学校の成績を上げることのみに血道を上げていた。将来設計における具体さの程度は、客きやつ観かん的てきに見れば彼らと浩輔とは五十歩百歩だったが、それには気付かない。ただ違いは、学校生活というものを楽しむか、拒絶するか。或あるいはそのぼんやりとした将来像へ、朧おぼろげが故ゆえに必死になれずにいるか、どうにかして近付くために足あ掻がいているか、それだけのことだ。

　そして、それだけのことに、浩輔は思い至らない。

　自分の未来像。

　浩輔の中にあって、曖あい昧まいなまま、だけどその感覚だけは明めい確かくなビジョン。

　周りの人間が自らを畏い怖ふし、敬い、羨せん望ぼうするような──そんな未来、そんな願望を浩輔は抱いている。それは本当に、どこまでも具体性に欠けた漠然によって打ち立てられていた。だけど彼は、それが実現できると信じていたし、それを成し遂げるためにはくだらないクラスメイトに関かかわっている暇ひまはないと思っていた。浩輔は学校生活にまつわる人間関係の殆ほとんどを拒絶し、霞かすみがかった自分の将来にできるだけ明るいものを引き込もうと、躍やつ起きになっていた。

　行動だけを見るならば、それは誰だれかに非ひ難なんされることでも、賞賛されることでもない。

　ただ問題は──浩輔が、自分以外の存在を見下していた、ということだ。

　さっきまでぎゃあぎゃあと煩うるさかった、前の席の連中を睨にらむ。

　だけど彼らも浩輔にとっては些事だ。確たしかに成績はいいが、自分ほどではなかったから。

　浩輔は密ひそやかに嘲ちよう笑しようする。今度は無言で。せいぜい井の中の蛙かわずで満足していればいい。色恋だの、クラスでの立ち位置など、そんなものに固こ執しつすること自体、頭の悪い証しよう拠こだ──。

　浩輔が世界で唯ゆい一いつの真理だと思っている事象、成績を盲目的に信奉しているのは、少なくともこのクラスでは浩輔ひとりだった。だけど彼はその事実にまったく思い至らずに、逆に『世界の真理』に気付かないクラスメイトたちを、心の底から見下していた。

　人が、自己を睥へい睨げいする視し線せんや空気に酷ひどく敏感だということには気付かず、浩輔は嘲笑する。




　その視線は俯うつむき加減で、平等に教室中に向けられていた。

　だから──城き島じま晶あきらは、その睥睨をまだ、知らない。
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　一時限目、現代文、八十一点。二時限目、世界史、七十五点。三時限目、化学、六十八点。四時限目、古文、七十点。──それぞれクラス平均点との差は、大きくて五点。学年平均点との差は、大きくて七点。高校二年一学期初の実力テストは、僕の予想通り凡ぼん庸ような結果に終わりそうだ。お前はいつもそうだよな、と良りよう司じが二時限目の休み時間に言った。どうしてそうも狙ねらったように平均点と同じほどの点数が取れるのか、と。そんな良司は苦にが手て科目の世界史を除く全教科が九十点以上で、世界史だけが四十五点と暗あん澹たんたる結果になっていた。世界史さえ克服すれば学年十位に入るのも可能なのだが、それはテスト問題を窃せつ盗とうしない限り無理だといつか断言していた。ともあれ、そんな良司は、僕の受け取ったもうひとつの解答用紙を見ながら、眉まゆをひそめつつ溜ため息いきを吐つく。

「毎度毎度、すっげえな」

　現代文、世界史、化学、古文──すべて満点。

「しかし、興きよう味みとかはないのかね、あいつ。それとも他ひ人とに点数見られても平気なくらい高得点取ってる、って自覚があるからか？」昼休みになって、良司が僕の隣となりの席──つまり、このすべて満点を取っている人間の席に座り、頬ほお杖づえを突きながら言う。

　僕は僕のものでない解答用紙を折おり畳たたみながら、答えた。

「どちらかと言えば前者だろうな。たとえ点数が低くても行動は同じだろ」

　総合出席番号十七番、男女別出席番号九番。

　柿かき原はる里り緒お、と、整ととのった字で、テストの記き名めい欄らんには書かれてある。

　名前を呼んで本人に手渡しが原則の解答用紙は、僕の手元に在った。それはひとえに、柿原里緒が学年一──いや、学校一──の問題児であるからだ。

　身長、百五十四センチ。体重は三十九キロ。痩やせて小柄でボブカットで、いつも薄うすく笑え顔がおを浮かべている里緒は、僕の友人であり、同時に登校拒否生徒だ。

　正せい確かくにはクラスへ登校するのを拒否している。というよりは、テストなどの必要な時にしか入室しない。学校にはちゃんと来ていて、そういう意味では休んではいないし皆勤賞ですらあるのだが、授業もまったく受けず、ホームルームにすら出席しない。

　晴れた日は屋上、雨の日は保ほ健けん室しつ──それが、里緒の場所だった。

　教師は基本的に黙もく認にんしている。それを補ってあまりある高こう成せい績せきと、しっかり払われている授業料のお陰だ。里緒は全教科満点という機き械かいじみた結果を残すことも珍めずらしくなく、学年一どころか全国模試でも一位になることがある。そこまでの成績を出されては、授業に出ていないというデメリットよりも有名大学合格数を増やすメリットの方が大きい。とんでもない力技だ。

　もちろん、学校の成績よりも筋肉を増やすことを至上とする体育教師などには目を付けられていて、それなりに憎まれているが、里り緒おの持つもうひとつの個性──或あるいは性質──のお陰で、公然とは糾きゆう弾だんされ難にくい環かん境きようができている。

　そんな里緒の解答用紙をポケットに突っ込んでいた僕に、良りよう司じが尋きいた。

「で、お前どうすんだ？　行くのか？」

「ああ、お前も来る？」

　弁べん当とう箱ばこを鞄かばんから引っ張り出しながら、僕は問い返す。良司は一いつ瞬しゆんだけ考え込み、

「いや……今日きようはいいや。ここで食う」

　コンビニの袋からパックのコーヒー牛乳を出し、苦笑する。

「そっか。じゃ、僕は行ってくる」

「ああ」

　僕は晴れた日はいつも、昼食を屋上で里緒と食べる。日によって良司が付き合ってくれることもある。が、基本的にこの学校の殆ほとんどの人間は、柿かき原はる里緒が苦にが手てだ。良司もまた例外ではない。それなのに来てくれることがあるのは、彼なりの気き遣づかいなのだろうと思う。

　ともあれ、踵きびすを返し手を振り、僕は教室を後にした。




　屋上は基本的に立ち入り禁止だがそんな規則はあってないようなもので、昼休みともなると十数人の人間が昼食を摂とりにやってくる。天てん井じようのある場所よりも開放的だからだろうか。僕に言わせれば天井がない方がよっぽど落ち着かないのだが、それは個人の感覚なのかもしれない。自分を取り巻く空間が広ければ広いほど、世界の広さが助長されるような気がして、どこか怖い。決して一般的な捉とらえ方ではないのだろうけれど。

　ともあれ授業棟の屋上は、そんな広い空に取り残された、給水塔と広場でできている。

　建物の配置上、ここから職しよく員いん室しつは見えず、だから教員が口を酸すっぱくすることもない。危険な事件でも起きれば厳げん重じゆうに立ち入り禁止となるのかもしれないが、対策というのは事件が起きてからようやく練ねられるものだ。

　僕は十数人の人ひと影かげから、里緒を捜さがした。すぐにわかる。制服姿の生徒の中にあって、たったひとり、体育用のジャージを纏まとっている人物──それが里緒だった。

　歩み寄る僕の姿に気付き、里緒の方から手を振ってきた。

「あ、晶あきらだ！」小柄な身体からだでどんなに背伸びして手を振ろうがそれほどの大きさにはならない。風に乱れたボブカットも、頭の小ささを際きわ立だたせているだけだ。だけど、里緒はそれでも、僕に存在を知らせるように、必死で手を振っていた。

「おはよう、元気だった？」前に立った僕を上うわ目め遣づかいに、里緒はにこにこと笑う。

「今は昼だよ」僕はいつものように応こたえる。

　里緒は僕と、その周囲の空間を見回し、小首を傾かしげた。

「あ、今日はお友達いないの？」

「ああ」

「そっか。ごはん食べる？　食べるんなら上、行こうよ」

　そっけなく返した僕の袖そでを引き、里り緒おは斜め後方を指差した。

　給水塔の上──この学校で空に一番近く、世界的に見ればまったく大したことのない高度。

　そこは里緒のお気に入りの場所だった。

　僕は手を引かれるようにして、給水塔へと登る。タンクの上は決して広くはないが、人間ふたりが座って食事をするには充分だ。

「テストが返ってきた」

　硝しよう子この作った弁当を開く前に、僕は里緒に折おり畳たたんだ紙切れを渡す。

「どうだった？」受け取りながら、屈託のない表情で里緒は尋きいてきた。

「いつも通りだよ」

「そっか。ならよかった」成せい績せきが悪いと学校追い出されちゃうからね──そう言って笑う里緒に、僕はそうだな、と返す。里緒はコンビニで適当に買ってきたと思われるおにぎりの包みを破きながら、受け取った答案を見もせずにジャージのポケットに突っ込んだ。
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「おにぎりの中身、何だ？」

「おかか」

「またか。たまには違う味にしろよ」

「そんなこと言われても困るよ。里り緒おが食べ物の味わかんないの、晶あきらも知ってるでしょ？　だからどれだって一いつ緒しよだよ。栄養なんて知らない。だって栄養を計算したらご飯が不ま味ずくなるんでしょう？　テレビでやってたよ」

「また変な知ち識しき仕入れやがって。……味、わかんないんだろ？」

「味はわかんないけど、美お味いしいか不味いかはわかるよ。だってそれは気持ちの問題だもの。晶と食べるご飯は美味しいよ」味に頓とん着ちやくすることなく、里緒はおにぎりを齧かじる。

　言っていることは一応、本当だ。里緒には様さま々ざまなものが足りない。欠落している。味覚はその内のひとつで、何を食べても同じ『味』がするらしい。甘いのか、辛いのか、酸すっぱいのか、苦にがいのか、それはわからないが──とにかく『味』はあるが、どれを食べても同じに感じる。美味しいか不味いかは、だから完全に気分によって決まるのだろう。

「じゃあ何でいつもおかかなんだ？」

「響ひびきが詩的だもの。おかか。食べていると楽しいよ」

　ただし言っていることはよくわからない。いつものことで、これは本人の性格。僕はあまり気にしないことにしていた。知り合った当初は戸と惑まどうことも多かったが、友人になってしまった弱みか──今はもう慣なれてしまっている。

　それぞれ口に食事を運びながら、ぽつぽつと他た愛あい無ない会話を交かわした。

「そう言えば最近、雨、降ってないな」

「そうだね。もうすぐ梅つ雨ゆだから、でも、沢山降るよ」

「保ほ健けん室しつには行ってないのか？」

「行ってないよ。少なくとも新学期になってからは、行ってない。雨、降ってないし。先々週降ったけど、あれ日にち曜よう日びだったし」

「そうか」保健教師である佐さ伯えきネア、彼女も里緒の友人と呼べる数少ないひとりだった。

　雨の日にしか会わないが、それでも会っていないことを気に病やんだり、長い時間会っていなかったからと言って態たい度どが変わるような人でもない。まあいいか、と僕は思い、ぽつぽつと食事を進める。硝しよう子この作った弁当は基本的に量が少なく──単に僕の食が細いからだ──十分も経たたない内に互いの食事は終わった。

　おにぎりを消費し尽くした里緒は、そのまま給水塔に寝転がって、空を見ている。だから僕も黙だまった。空を見るのはあまり好きではないから、屋上の様よう子すを眺める。俯ふ瞰かんした先の生徒たちは皆それぞれが思い思いに動いていて、だけど全員が同じ服を着ている。

　冷静に考えると異様なその様子は、やはり僕にとっても、誰だれにとっても他愛無い日常で、僕は空よりこちらの方が落ち着くと、そう思った。

　と、その人間たちに混じって、見知った顔がある。

　痩やせて背が高く、周りをきょろきょろと見渡しながら誰かを捜さがしている男子生徒。良りよう司じだ。

「お、いた。晶」給水塔の下から、あまり大きくもない声で僕を呼ぶ。

　屋上のコンクリートと給水塔の天てつ辺ぺんとの距きよ離りはせいぜいが三メートルもない。僕の名が呼ばれたことに反応して、里り緒おが跳はね起きた。

「よお、柿かき原はる、元気にやってるか？」

　そんな里緒に、にか、と良りよう司じは笑えみ、

「えっ、と……誰だれ、かな？」里緒は曖あい昧まいな表情で首を傾かしげた。

　良司と里緒が会うのはこれが初めてではなく、話をするのも同じだ。ついでにいうなら良司の容姿は特徴的で、初対面の人間に対しても印象が濃こい。

　それでも里緒がそんなことを言うのには、理由があった。

　──柿原里緒。

　私立挾はさ間ま学園二年三組、総合出席番号十七番、男女別出席番号九番。

　身長、百五十四センチ。体重三十九キロ。痩やせて小柄でボブカットで、いつも薄うすく笑え顔がおを浮かべている、成せい績せき優ゆう秀しゆうな屋上の引きこもり。

　屋上が好きな理由は、そこにあまり人間が来ないから。

　給水塔が好きな理由は、昼休みに屋上に上がってくる人間がいるから。

　食事が偏かたよっているのは、味覚が欠けているから。

　いつもジャージを着用しているのは、制服を着ていると周囲の人間と自分との見分けがつかなくなってしまうような気がするから。

　そして。

　それらの根本にあるのは、形容するなら病で、表現するなら性質だ。

　安易な言い方をするなら、認にん知ち障害の一種──里緒は、人の見分けが付かない。

「ああ、すまん。敷しき戸ど良司だよ。一応クラスメイトだ」

「あ、名前は覚えているよ。ごめんなさい、わかんなくて」

　良司が会う度たびに名乗っても、里緒にはわからない。顔が覚えられない、というよりは、体格も容姿も判別できないのだ。目の前にいるのが人間だということはわかる。だけどそれが、個性を持った人格であるということがわからない。僕らが百本並んだペットボトルのコーラに個別違和を見付けられないように、里緒は人間という存在に差異を見付けることができない。

　もちろん例外はあって、僕はそのひとりだ。里緒が顔を、声を、姿を、他ほかと区別できる数少ない存在のひとりだった。

　この、世界の善意と悪意を有効に利用するためなら『障害』と形容できる性質が、この学校の、ひいてはこの世界における里緒の居場所を作ってくれている。私立高校の教員は、成績優秀な障害者に強く出ることができない。成績優秀であるからこそ多少の問題には目を瞑つむるし、障害者だからこそ切り捨てることを世せ間けん体ていが邪じや魔ましてくれる。

「あー……、別に気にすんな」

「そう、ありがとう」

　もちろんそれは生徒たちに関しても同様で──里り緒おの陰口を叩たたくことは、ある種の罪悪感を抱かせる。だからよく思っていない生徒は多くても、面と向かってその悪意を表に出す者は少ない。今里緒と話をしている良りよう司じは、悪意までは持っていないだろうし、どちらかと言えば里緒と積せつ極きよく的てきにコミュニケーションを持とうとする側だ。

　だけど、永遠に自分の顔を覚えてくれない、それどころかまともに認にん識しきさえしてくれないような人間を好んで友人にするほどではない。あらゆる意味で決して自分を認めてくれない相手と何かを構こう築ちくすることなど不可能なのだから。それは良司の性格に関係なく、まともな人間ならば誰だれだってそうだ。善いい悪いの問題でも、倫理感や感情論の問題でもない。

「何か僕に用事か？　それとも里緒に誰かが用事？」僕は横から口を挟はさんだ。

「おお」良司は僕に向き直り、告つげる。

「お前にだよ、晶あきら。次の生物、資料使うから取りに来いってよ。係だろ、お前」

「今、何時？」

「四十分だ」

　午後十二時四十分。あと十五分で五限目が始まる。準備を手伝わなければならないから、もうそろそろ行く必要があるだろう。僕は立ち上がり、給水塔の梯はし子ごに足を掛けると、腰を降ろしたままこっちを見ている里緒に向かって軽く手を振った。

「じゃあ、行くよ」

「うん」里緒は破顔し、「また明日あした。明日じゃなかったら明後日あさつて。明後日じゃなかったらまたいつか」いつものように、別れの挨あい拶さつを口にした。

　僕は里緒に一いち瞥べつをやると、足あし下もとを確かく認にんしながら給水塔を降り、屋上の扉とびらを開ける。

　里緒はその間、嬉うれしそうに笑えみながら、僕をずっと見詰めていた。

　僕は──人間の顔を見分けられない里緒が顔を判別できる存在、つまりは友人になれる可能性がある存在だ。この学校にそんな人間は数少ないし、この世界にだって数えるほどしかいない。だからだろうか。里緒はいつも、僕を過剰に引き止めもせず、決して一定以上離はなれることもない。その距きよ離りは多た分ぶん、嫌われるのを恐怖しているからなのだろうと思う。

　柿かき原はる里緒と、僕──城き島じま晶。

　ふたりには共有すべき秘密がある。

　秘密を共有する存在同士は、敵か味方か、どちらかにしかなれない。そして里緒は、僕を敵にはしたくなかったし、僕も里緒を敵にする理由はなかった。

　利害関係が一致しているだけの薄うすい友情かもしれない。事実、僕は里緒が消えてしまったとしても泣くかどうか、泣けるかどうかわからない。

　だけど、それでも、秘密を誰かと共有しているという気分は悪くなくて──僕はいつものように、屋上の扉を閉める直前、振り返って軽く手を振った。




　　　　‡




　昼休み。

　私──この世界の戸こ籍せきの上で城き島じま硝しよう子こという名称を持った『私』は、規則的に並んだ机のひとつに着席し、まだぎこちない雰囲気のある教室をぼんやりと眺めていました。この場にいる人間の服装はたった二種類。制服と呼ばれるそれは、纏まとっている性別の違いがそのままデザインの違いになっています。この異様が学校外においての所属を示すものであるという定義は正しいし、そのこと自体に論ろん理り的てきな矛む盾じゆんはないと判断していますが、ただ、自分自身が学校という場に所属し、目の前の人間と同じ服装をしているという事実には、一カ月経たった今でもなかなか馴な染じむことはできずにいます。

　これらは、自分という存在が『学校』に所有されているということに繋つながるのではないか。

　誰だれかに所有されるということに対して、私は慣なれません。慣れないというよりは、許容できないと表現した方が正せい確かくです。それは感情とか理論とか、そんなものではなく、私の性質上、絶対にできないことなのですから。

　その質問を、主人マスターに対してぶつけた時にははっきりと否定されました。これは所有ではなく所属であり、この所属を命じたのは僕自身なのだから、矛盾はないはずだ、と。

　理解はしたし許容もできました。命令であるならば従うのが当然です。

　だけど、どうにも慣れません。思考回路に微かすかな違和があります。その違和を許容し『我が慢まん』するのも練習だ、とマスターが仰おつしやるから従っていますが、それはあまり合理的な命令とは言えない──私は、そう結論しています。

　私にとって、学校に通うということ自体が初めての経けい験けんです。こちら側にやってきた時に戸籍は取得していたし、小学校や中学校にも籍は置いていましたが、通ったことはありません。

　そんな私がこの高校に入学するにあたって問題はありました。けれどマスターはそれらの厄やつ介かいごとをすべて背負ってまで、私を入学させたがったのです。その思考は理解できます。社会的な生活を送ることで、私の精神的成長を促そうと判断したのでしょう。

　マスターが、私に対してどんな感情を抱いているのかは判断できません。はっきりと言ってしまうならば、分析する必要性がありません。

　私はただ命令にも従うだけで、そこに──マスターがいつも私に尋きくように──厭いやだとか嬉うれしいとか、そんな感情めいたものが、あろうはずもないのです。

　ただ、この学校という空間に所属せよ、という命令には、私の論理回路に僅わずかな矛盾を軋きしませている、それだけのこと。

「城島さん」硝子の隣となりの机が定位置である──つまりは席が隣である男子生徒が、私に向かって何なに気げなく声をかけてきました。名前は確たしか、上うえ野の恭きよう一いち。

「何でしょう？」

「あの、今日きようも天気いいよね。眠っちゃいそう。もう少ししたら梅つ雨ゆだけど」

　私は小首を傾かしげ、愛あい想そ笑わらいを浮かべて返答します。

「特に天候に関しての問題はありません。あと、睡眠欲求も」

「……そう、かな……。そうだよね」苦笑と困こん惑わくの入り交じった表情で、彼は頷うなずきました。

　この話し方があまり一般的ではないのは承知しています。ただ、流りゆう暢ちように会話をするためにこれを変える訳わけにはいかないのです。私の言語機き能のうには感情表現に関するルーティンがありませんから、無理にそんな話し方──つまりは喜き怒ど哀あい楽らくを交えたコミュニケーションを試みると、会話と挙動がフリーズしてしまうのです。そして、そうなってしまうよりは今のように『少し機き械かい的てきな話し方をする子』と定義されていた方が問題が少ない、と判断しています。どちらにせよ一般的で社交的な『普通の人』を装うのは今の私には不可能で、カテゴリから外れてしまうのはどうしようもないのだから、要はカテゴリエラーを如い何かに少なくするか、です。

「五時間目は……数学だっけ。課か題だいはやった？」

「ええ」

　イエス／ノーで答えるのは無む駄だが少なく、合理的です。他ほかに何かを、所謂いわゆる『気の利きいた言葉』でも付け足して返した方がいいのかもしれませんが、出会って一カ月ほどしか経たっていない上に『異性』というものなのだから、そうするのも不自然でしょう。

　思考しながら、ふと別のことを思考しました。

　一般的。普通。そんなものは不可能だ、と。

　マスターは何を期待しているのだろう。

　そんなことよりも、私にはもっと重要視すべき事項があるのに。

　自分の席の右四つ向こうを見ました。そこには長い黒髪をアップでまとめた少女がつまらなさそうに頬ほお杖づえを突いています。年に似合わない鋭するどい目鼻立ちは整ととのっているけれど、他ひ人とに冷たい印象を与える類たぐいのもので、私の持っている情報の限りでは一カ月経った今でも友人らしき人間は存在しないようです。グループのひとつに所属することは、私にさえどうにか可能だったのに──彼女はその努力すら放棄していました。

　出席番号、女子十四番。舞まい鶴づる蜜みつ。

　彼女もまた、私と同じ、絶対的な矛む盾じゆんを抱えた存在です。

　──虚軸キヤスト。

　この世界の存在ではない存在。

　或あるいは、この世界の存在ではない存在が入り込んだ存在。

　実軸ランナと呼称されるこの正しい世界に対して、うそものの世界という意味の名前。

　彼女は虚軸キヤストと固定剤リターダが一個体に同化している寄生型で、対する私は虚軸キヤストと固定剤リターダが別個体である共生型だという違いはありますが、本質的な意味では同じでしょう。要は彼女も、そして私も──この世界にあって異い端たんであり、同時にカテゴリエラーなのです。

　彼女の情報を入手したのは、一年ほど前のことでした。ふとした切っ掛けで知り合い、一度敵同士になったことがあります。結局その諍いさかいは第三者の介入によって未遂で終わり、その後は膠こう着ちやく状じよう態たいを保っているのですが、私は彼女を危険と断定し、マスターもまた彼女を安全とは断定していません。現状、あちらから仕掛けてくる可能性はほぼないものの、いずれ排除する必要があるのは目に見えています。

　排除。それはつまり、この世界から排除するということ。

　彼女と私が同じクラスに配置されているのは偶然なのでしょうか、それとも必然なのでしょうか。偶然と捉とらえることも可能ですが、必然と定義することの方が合理的なのかもしれません。断定条件がない上での推測でしかありませんが。

　彼女の義あ姉ねであり、同時にマスターと私の協力者である女性がいます。私立挾はさ間ま学園三年一組所属であり、挾間学園生徒会書記でもある女性──速はや見み殊こと子こさんは、義妹いもうとである舞まい鶴づる蜜みつと同様に、寄生型の虚軸キヤストです。マスターと殊子さんには、私と舞鶴蜜を同じクラスに置くことで得られるメリットは大きいでしょう。

　ともあれ一カ月前から始まった学校生活はそれなりに達成困こん難なんな事項が多いと結けつ論ろんします。

「上うえ野のくん」

「何？」

「もう十五日ほど降雨がありません」

「えっ、と……どういうこと？」

「そろそろ雨が降った方が、農作物には良好です」

「ああ……そうか、そうだよね」

　上野恭きよう一いちくんは苦笑と愛あい想そ笑わらいの中間の表情を浮かべました。

　何か変なことを言ったのでしょうか。恐らく言ったのでしょう。しかし致命的でないというのは理解できますから、それで問題はありません。

　故ゆえに私は机の中から教科書を出し、五限目の準備をします。数学。私が単純な計算行為を行うことに何か得があるとは判断できません。が、マスターには『教師に指名されたら二十回に三回ほどの頻ひん度どで間違った答えを言え』と命令されています。

　……さて、今日きようはどうしましょう。




　高校一年生の現時点での一日のカリキュラムは、五十分一コマの授業、全六回で終了します。木もく曜よう日びのみ七限目が存在しますが、今日は月曜日。

　五限目の数学と六限目の英語は滞とどこおりなく進み、ホームルームもまた異常なく終了し、帰宅時刻となりました。部活動をしていない私は、これでいつでも帰宅することが可能です。

　マスターは二年生なので、月曜日も七限授業。待っているよりは一足早く帰宅し食事を作っておいた方が合理的と判断し、私は教科書やノートなど、課題を済ませるのに必要なもの一式を鞄かばんに詰め込み、席を立ちました。

「硝しよう子こちゃん」そんな私のところに来たのは、クラスメイトの直なお川かわ君きみ子こさんです。

「もう帰るー？」やたら間延びした声で、彼女は言いました。

「はい。きみちゃんは一いつ緒しよに帰りますか？」

　君子さん──愛称きみちゃんも、部活動には所属していません。

　ウェーブのかかったショートヘアに細い目。のんびりとした性格で男子にからかわれ女子に愛されているようです。私は彼女と同じグループに所属しており、昼食も一緒に摂取する仲。

「硝子ちゃん、今日きようは彼氏さんと一緒に帰らないの？」

「はい、帰りませんよ。あと、彼氏は違うと何度修正したら理解して頂けますか」

　えーまだそんなこと言うのーとの呟つぶやきは無視です。マスター──城き島じま晶あきらと私は戸こ籍せき上じよう、一応従妹いとこ同士という関係になっています。マスター自身は私のことを『妹のようなもの』と周りに紹介しますし、私自身も他ひ人とに尋きかれれば『兄のようなもの』と答えるようにしていますが、こういった類たぐいの疑念や誤解はまったく晴れることがありません。

「同どう衾きんしてるのにー？」

「同居です」断言しておきました。

「あと同衾などというあまり一般的でない言葉はどこで覚えたのですか」

「小説ー。知ってる硝子ちゃん？　小説っていうのは無む駄だな知ち識しきを仕入れるためにあるの」

　彼女は読書家です。私も学習のために本を読みますので、話題に付いていくことが可能でした。それが元で、こうして友人関係を構こう築ちくできたのですが。

「まーいいや。じゃさ、一緒に帰ろ？　寄り道して行こうよ寄り道」

「ケーキですか？　また体重が増加しますよ？」

「…………意地悪だね」

「忠告です。しかし行くのは吝やぶさかではありません」

「訂正。やっぱ優やさしいー。だいたい硝子ちゃん痩やせ過ぎなんだからもう少し食べた方がいいんだよ？　そんなんじゃ胸も大きくならないんだからー」

「私の体重はケーキでは増加しません。あと胸は大きさで言うならきみちゃんの方が小さ」

「うるさいー！」ぱこん。はたかれました。コミュニケーション失敗です。

「どこ行くー？」

「『カドー・ドゥ・アンジュ』を提案します。春の新作『木いちごと豆乳ホイップの絹きぬごしプリン』が出ているはずです」私はきみちゃんに、先日得た情報を披ひ露ろうしました。

「硝子ちゃん、またプリンなのー？」

「またとは何ですか」せっかく情報を提示したのに、きみちゃんは呆あきれ顔がおをしていました。

　どうやら、私がプリン好きであると判断されているようです。彼女たちとケーキ屋に行くこと十二回、そのすべてにおいてプリンを注文したのが原因でしょうか。しかし──私に『好き』などという感情めいた執着などある訳わけがないので、それは誤解というものです。

「いいですかきみちゃん、プリンは非常にシンプルかつ合理的な菓子なのですよ。牛乳、卵らん黄おう、砂さ糖とう、その三種類を味の基本とし、その他ほかの要素は風味や食感を工く夫ふうするためのものであって味の本質的な方向性を必ずしも左右しません。材料の鮮せん度どや質、パティシエの技量がストレートに現れるのです。それ故ゆえに私は、店のレベルを見み極きわめるために敢あえてプリンを」

「でも『カドー・ドゥ・アンジュ』だけでも五回くらい行ってるのに……硝しよう子こちゃん毎回プリンだよー。お店のレベル見極めたいなら、一回だけで充分じゃない」と、きみちゃんは私の論ろん理りの穴を突いてきました。説得力を重視し、論理性の優ゆう先せん順位を下げた私のミスと言わざるを得ないでしょう。きみちゃん、存外に鋭するどいです。

「わかりました。論理性が欠けていたということは認めましょう。しかし、私は決して個人的嗜し好こうからプリンばかりを注文している訳ではないのですよ？　そもそもプリンというものはですね、五世紀以前、イギリスの庶民階級で作られたものが始まりとされています。無論、当時は今のような菓子などではなく、小麦粉やパンくずなど有り合わせの食材を卵で溶いて布で蒸むしたもので、味付けも塩やスパイスであったといいます。現在のように菓子として認知されるのはこれよりも更に後、十八世紀フランスにおいてですが、しかしプリンというのはそもそも、経済的にも決して恵まれなかった家庭の主婦が工夫に工夫を重ねて創作した……」

「……わかったから。硝子ちゃんのプリンに対する思いは充分わかったから……」

「いいえ、理解していないと判断します」

　どうやらきみちゃんは私への誤解を訂正する気がないようです。私がせっかくプリンの歴史的価値を論点に組み替えて説得を試みたというのに、聞く耳を持ちません。

「仕方がありません。それではプリン、正しくはカスタードプディングの栄養学的視点から」

「硝子ちゃんー、いいから、プリンはいいから……みんな待ってるのー」

「……はい？」

　見ればきみちゃんの背はい後ご、数人がこちらに手を振っていました。

　同じグループの女子生徒たちです。見れば全員が『早くしろ』というような表情でした。

　どうやら急せかされている模様。仕方ありません。これ以上ここに留とどまるのは効率が悪いようですので、きみちゃんには道すがらに納なつ得とくしてもらうこととしましょう。

「じゃ、行こうかー」きみちゃんは荷物を鞄かばんに詰め終えた私の手を引き、踵きびすを返します。

　だけど、その時、

「……お取り込み中のところ悪いけれど」

　明らかに棘とげのある、厳きびしい声が、私ときみちゃんの足を止めました。

「え」振り向いたきみちゃんの顔が、一気に緊きん張ちようします。

「あ、……舞まい鶴づるさん」

　地じ毛げと言うよりは染そめたと形容した方が自然なほどに真っ黒な髪と、切れ長の眼。

　舞まい鶴づる蜜みつが──立っていました。

「城き島じまさん、ちょっといいかしら？」彼女の視し線せんは私に向けられています。

「あの……硝しよう子こちゃん、今から私たちと……」

「あなたには言っていないの。わかるでしょう？」

　口を挟はさもうとしたきみちゃんをぴしゃりと一いつ喝かつし、だけど視線をまったく動かさず私を睨にらんだまま、蜜は唇くちびるの端を歪ゆがめ、底意地の悪そうな笑えみを浮かべました。確たしかきみちゃんと蜜は同じ中学の出身だったはずですが、ふたりの間にそんな気安さは微み塵じんもありません。

「野や暮ぼ用ようだけど、城島さん、ケーキ屋さんは諦あきらめてくれるかしら？」

「……ちょっと、舞鶴さん？」

　剣けん呑のんな雰囲気を察知したのか、私たちを待っていたグループの中のひとり──皆みな春はる八や重えさんがこちらに歩いてきました。ショートカットの彼女は陸上部。
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　表情にはあまり起伏がなく、喋しやべり方もやや平坦な彼女は、しかし印象とは裏腹に、他ひ人とへの配はい慮りよを決して欠かさない、俗に『気が回る』と形容できる性格をしています。私たちのグループも彼女を中心に結成されているようなものです。

　教室内で常に刺とげ々とげしい気け配はいを放ち、決して他者と相あい容いれないクラスメイト──舞鶴蜜に接触された私たちを心配してやってきたのでしょう。

「硝しよう子こは今から、私たちと出掛けるんだけど」

　物もの怖おじせず、背筋を伸ばして、八や重えさんは蜜みつの前に立ちました。

「あら、あなたたちに用はないって、さっき言ったの聞こえてなかったかしら？」

　敵意しか込められていない舞まい鶴づる蜜の声に、

「先約はこっち。だから、遠えん慮りよするべきなのも舞鶴さんだと思うけど」

　八重さんは表情も動かさず、怯ひるみもしません。

　私は──この流れはトラブルに発展する可能性が高いと、そう判断しました。

　八重さんは決して誰だれかに敵意を持つような人ではありません。しかし、つっけんどんな喋しやべり方と薄うすい表情は、よく『怒っている』と誤解されがちです。私はもう彼女の表情と感情の機き微びを分析し理解できていましたが、他ほかの人、特に舞鶴蜜にとってそうである訳わけがありません。

　故ゆえに、私は八重さんに目配せし、

「わかりました。仕方ありません……ごめんなさい、きみちゃん、八重さん。今日きようはパスでお願ねがいします。ひめひめにも謝あやまっておいてください。……後日、埋め合わせをするので」

「硝子……？」短く私の名を呟つぶやき、そうして微かすかに心配そうな顔をする八重さんに、

「大丈夫ですよ」頷うなずきました。

　そして、ほんの少しの間があって、

「……夜、電話する。何かあったら言って」

　八重さんはきみちゃんの袖そでを引き、私を心配そうに一いち瞥べつ。

　それだけで、意思の疎通は十二分に為なされました。

「片付いた？　……じゃ、行きましょうか」

　そんなふたりを意に介したふうもなく、舞鶴蜜は踵きびすを返し、教室の出口に向かって歩き始めます。私は皆に手を振り、特に八重さんにはもう一度目で合図してから、蜜が私を呼びつけた理由について思案しつつ、彼女の背中を追いました。




　彼女に付いて階段を上り屋上への扉とびらを開けると、晴れた春の風が微かに、髪と後頭部のリボンを揺ゆらします。私の前を歩いていた舞鶴蜜は、扉が閉められたのを確かく認にんすると、私に向き直り、眉まゆをひそめながら唇くちびるの端を歪ゆがめました。

「ふん。……随ずい分ぶんとクラスに溶け込めているじゃないの」忌いま々いましそうに、或あるいは羨うらやましがっているのかもしれないと邪推してしまうほどに、彼女は鼻を鳴らします。

「お陰さまです」

「『お陰さまです』ね。まったく皮肉も使いこなせるのだから上等だわ」

「皮肉のつもりはありませんし、その概がい念ねんは未いまだ咀そ嚼しやく中ちゆうです」

「いつものことだけど、日本語の雅みやびを破は綻たんさせた言い回しをしないで頂ちよう戴だい。あんたと話すとまったく頭がおかしくなりそうだわ。一年前と比べて少しは進歩したのかしら？」

　肌は病的なほどに青白く、唇くちびるさえもが朱しゆというよりは黒に近い色をしています。そんな彼女が腕を組み、爛らん々らんと鋭するどい瞳ひとみをこちらへ向けながら笑う様よう子すは、鴉からすを連想させました。

　鴉は頭がよくてついでにしつこい性格をしている、とどこかで目にした知ち識しきが、私のメモリをフラッシュバックしました。こういった連想が出てくること自体、感度が良好な証しよう拠こです。

　ともあれ、そんなことを確かく認にんしている場合ではありません。私は、答えました。

「進歩してはいます。……それよりも、私に何の用事ですか」

　入学してから一カ月──彼女と私が会話をしたことは殆ほとんどありません。入学式の日に互いに気付き、軽く眼を合わせただけです。暗あん黙もくの了解として不干渉。時折、教師から何かを言こと付づかってそれを伝えたりといった、事務的な言葉を交かわすのみでした。

　──それなのに、何な故ぜ。

　そんな私の疑問を嘲あざ笑わらうかのように、蜜みつは言いました。

「用事、って。あんたもしかして気付いてないの？」

「……、何のことですか？」

「は！」蜜の顔に、途と端たん、はっきりとした嘲あざけりが混じります。

「鈍にぶい鈍いと思ってはいたけど……やっぱりあなた少し機き能のう不全なのではないかしら？　それとも共生型は皆こうなの？　固定剤リターダが近くにいなければ感覚さえもが不充分になるのかもね」

　挑発と受け取りました。が、私には怒りも憎しみも存在しません。

　故ゆえに礼れい儀ぎとして、最低限の言葉だけを。

「……共生型と寄生型による差異は、現在表面上にしか見付けられていません。あなたこそ、封印による機能不全を疑ったことはあるのですか？　殊こと子こさんに為なされた制限は緊きん急きゆう時じ以外は解放されないのでしょう？」

　蜜は忌いま々いましそうに唇を咬かみ、

「……あの女の名前を口にするんじゃないわよ。分解してあげましょうか？」

　私はいつもと変わらない声で返します。

「できるのですか？　……今のあなたに」

「やって欲しいの？」

「質問を質問で返さないでください」

　緊迫した空気が張り詰めます。

　が、私はその空気によって感じるべきストレスなどありません。表情を変えない私に飽あきたのか、やがて蜜が前髪を弄いじりながら嗤わらいました。

「埒らちが開かないわね。両方が自分から仕掛けることができないってのも。……別に取っ組み合いの喧けん嘩かをしてもいいし、それでも私は構わないけれど」

「私は遠えん慮りよします。身体からだに傷を付けることを許されてはいません」

「大した人形っぷりね。頭が下がるわ。……まぁ、いいけど」

「どう致しまして」

　悪口の応酬では埒らちが開かないという点に関しては彼女に同意です。私は自分のターンにあたり、ずれていた話題を引き戻しました。

「それで、用事とは何なのですか？」

　蜜みつは答えず、背はい後ごを振り返り、辺あたりを見渡しました。現在屋上に人ひと影かげはありません。

「『有識分体分裂病』はもう帰ってしまったようね」

　有識分体分裂病──。

　それは、マスターの友人である柿かき原はる里り緒おさんの形式名モデリング。

　私たち『虚軸キヤスト』が、互いのことを形式名モデリングで呼ぶ時──そこには明めい確かくな敵意か特別な親愛のどちらかが込められています。そして蜜は里緒さんのことを敵視していました。

　と言っても、彼女が敵視していない存在など、この世界のどこにもいはしないのですが。

「里緒さんにも伝えておかなければならない用件ですか？　それとも、里緒さんには知られたくない用件でしょうか」

「前者よ。後者だったらあなたに言う訳わけがないじゃない」

　それもそうです。私は続きを促しました。

「『有識分体分裂病』がいれば話は早かったんだけど……まぁいいわ。とにかく、帰ったらあなたの『固定剤リターダ』にも言っといてね」

　蜜はそこで息を吸い言葉を止め、その後僅わずかに吸った空気を吐き、普ふ段だんから鋭するどい視し線せんを一層細めて、まるで──埃ほこりに塗まみれた屋上の空気を嫌けん悪おするかのように『用件』を吐き捨てました。

「……注意しときなさい。近くにね、いるわよ」

　主語を省略した簡かん潔けつな言葉。

　しかし私には、その主語が何であるかが、容易に推測できました。

「本当……ですか？」




　予想し得ない言葉に思考回路が一いつ瞬しゆんだけ混乱します。思考回路そのものにフリーズは少ないのですが──体内裏面の本体で行う思考を、この人間の身体からだの有ゆう機き脳のう細胞にフィードする過程での僅かな齟そ齬ごが、私に表情の喪そう失しつを与えました。

　舞まい鶴づる蜜は、そんな私の機能一時停止に気付いたふうもなく、

「本当も何も、こんなことで嘘うそを吐つく必要などどこにもありはしないわ。もっとも、本当に顕現しているのか、もしくは出現しかけているのかもわかんないことではあるけど」

　真剣そのものの口く調ちようで、尖とがった顎あごへ手を遣やります。

「しかし、」ようやく接続の回復した私は、彼女の言葉を肯定するために必要な判断材料を収集するため、一いつ旦たんの反はん証しようを行うべく言葉を紡つむぎました。

「……『近く』とは……具体的な範はん囲いをあなたは得ているのですか？」

「さあね。うちのクラスか、或あるいいは学校の中か……断定できないけど、要するに『近く』よ。機き械かい人形のあなたに抽象的な概がい念ねんが理解できるとは思えないけど」

「一年九組のクラス内部……もしくは、学校内の可能性が高いという結けつ論ろんですね？　でしたらその根拠は？　それに『出現しかけている』という単語の意味するところが不明です。『虚軸キヤスト』混入の兆候を察知できる能力など、私たちには備わっていません」

「確かくたる証しよう左さなどないわ」しかし、蜜みつは再び、人を嘲あざけるようないつもの笑えみを浮かべ、

「これもまぁ機械人形のあんたにはわかり難にくいかもしれないけれど……勘のようなものよ」

「『勘』……？　それは……」信用には程遠い架空の精神物質です。

「人間には『空気を読む』って言葉があるの。私が感じる世界の微妙な変化、それから来る違和……学校にいてふと背筋に纏まとわりつく厭いやな感じ。ここは何かおかしい、っていうこと」

　妙に自信に満ちた声でした。私はそれに反はん論ろんします。

「そのような不確定情報で断定するのですか？」

「信じる信じないは自由だけどね」

　しかし蜜は、そんな私の疑問をばっさりと斬きり捨てました。

「私は、いると思うのよ。もちろん、思い過ごしは否定しないし、この怖おぞ気けは虚軸キヤストとまるで関係ない別のことから来てるかもしれないわ。でも、私は虚軸キヤストだと思ったし、そういう前提で行動しているし、あなたにも伝えてあげた方がいいと判断したからそうしているのよ」

「あなたは『虚界渦アンダーゲート』開放に至っていない。それなのに……『世界系インスト』へのアクセス権も持たないにも関かかわらず、そう判断するというのですか？」

「……何言ってんだか。開放できていないのはあなたも一いつ緒しよでしょ？　『有識分体分裂病』ならそれもできるし、目で見て虚軸キヤストを確認するのも容易だから……或いは『生まれかけ』であっても何かが判別できるかもしれない。だから会えればと思って屋上を選えらんだのだけど、無む駄だ足あしだったしね。確たしかに現時点で証拠などないわ。でもね、だからこそ信じる信じないは自由、って言った訳わけ。そのくらい、機械人形にでもわかるでしょう？」

　言葉に淀よどみはありません。

　これ以上根拠を問うても水掛け論になると判断し、私は質問の方向性を転換しました。

「……何故、私に？」

「黙だまっててもよかったんだけどね。親切よ」

「その返答は虚きよ偽ぎと判断します」

　ただし、方向転換した代わりに、追及を深く。

「あなたがそのようなボランティア精神により行動を起こすとは結論できません」

「言ってくれるわね、機械人形……そうね、私がこんな推測を、推測など信じないあなたに話したのは……要するにね、提案、よ」

「提案？　もっと単刀直入な返答を求めます」

「やれやれね。わかったわよ。つまりね、城き島じま硝しよう子こ……私は、私の周り……特に学校に違和感を覚えた。それも、私が虚軸キヤストに対していつも感じる厭いやらしい寒気、この世界に是ぜが非ひでも居場所を作ろうとする意地汚さを。そして私の……世界系インストによって『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』と定義された私が、他ほかの虚軸キヤストに対して取る行動は、あなたならわかるでしょう？」

　舞まい鶴づる蜜みつ。彼女の形式名モデリング──つまり本来の名前──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　私の意い識しきは学校という非日常から、私にとっての日常へ引き戻されました。

「理解可能です。あなたはその虚軸キヤストを……破は壊かいするつもりですか」

「まあね」まるで、今日きようも綺き麗れいだねと気のない異性に誉ほめられた時のように──彼女は前髪を指先で弄もてあそびながら首肯しました。

　にやり、と嗤わらい、

「私の名前は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。からから廻る世界の要素を輝かがやく限りに粉ふん砕さいし、包んだ筒つつごと砕くだいて捨てる、それが私の存在意義であり、それだけが至上の愉ゆ悦えつ。この実軸ランナはすべてがすべて私の遊び場なのだから──そこに入り込んだ不純物である虚軸キヤストも同様なのよ。

　わかる？　城島硝子……いえ、『全一オール・イン・ワン』。あなたも、あの忌いま々いましい『有識分体分裂病』も、あの毒々しい『アンノウンゆらゆら』も、そしてあの憎々しい『目ハ覚ラまハしラ時計』も……私にとってはいずれ破壊するべき玩具おもちやでしかないあなたたちに、その邪じや魔まをして欲しくないのよ」

　私のことを形式名モデリングで呼ぶ、舞鶴蜜。

　敵意か、或あるいは挑発でしょうか。後者と判断し、私は問います。

「邪魔をして欲しくないのに教えるのですか？　『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。それに邪魔をして欲しくないにも拘かかわらず、里り緒おさんの助勢を乞こうというのも、随ずい分ぶんと矛む盾じゆんした話です」

「黙だまってアクションを起こすのはゲームとしてフェアじゃないわ」

　その質問に、彼女の答えは堂々としていました。

「ただ私が破壊する、それだけで私が愉たのしめると思うの？　そうだとしたらとんだ浅はかね。あなたたちに黙って力を行使し、あなたたちに黙ってこっそりと虚軸キヤストを消す……それはゲームではなくて単なるボランティア活動、もしくはただのテロルよ。ゲームというのはルールと参加者と傍ぼう観かん者しやがいてこそ初めて楽しめるの。そして忘れた？　私たちがしているのは生存競争であり、私たちの居場所をこの世界に確かく保ほするのはゼロサムゲームみたいなものでしょう？　だとしたら、時には協力し時には裏切り時には陥おとしいれ時には団結し、そうやって最後の一存在になるまで徹てつ底てい的てきに殺し合う……それが楽しいのではないかしら？」

　虚軸キヤストは、この世界へ定着する際に『固定剤リターダ』を必要とします。

　この世界が有限である以上、固定剤リターダもまた有限であり、そして固定剤リターダとなるには虚軸キヤストとの相性と資質が必要となります。資源は有限、しかし虚軸キヤストは程度の差こそあれ、次々とこの世界へやってくる──蜜が形容するゼロサムゲームとは、つまりそういうことでしょう。

　しかしそれは、私の認にん識しきとは乖かい離りが深い意見です。

「私は、虚軸キヤストは共存可能であると判断しています。勿もち論ろん、あなたの言うように、固定剤リターダの取り合い……ゼロサムになるのは当然のことですが、だとしても利害が重ならない限りは、相互不干渉を原則として共存するのに問題はありません。それともその発想は……個体の一部に侵入し、他者の一部を乗っ取って同化する寄生型のあなたたち特有の思想ですか」

「別個体として存在することで、結果的により多くのものを奪う……あなたたち共生型の方がより残ざん酷こくだと私なんかは思うけどね。この舞まい鶴づる蜜みつという身体からだと『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』という虚軸キヤストは、もう完全に一体化して分ぶん離りは不可能なの。今の私の意思や感情も、それが舞鶴蜜由来のものなのか『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』由来のものなのかはわかりはしないわ。つまり結果的に、私たちは何も奪ってはいないし、失ってはいない」

「……水掛け論になりそうですね」

「そうね。やめておきましょうか。どっちみち興きよう味みなんてないし。……とにかく、私はゲームのために、あなたたちに話しておかなければならないから話をしようと思ったの。どこかに潜ひそんでいる、もしくはこれから生まれようとしている虚軸キヤストを、殺すか活いかすか……それを決めるのはあなただし、殺そうとする私に協力するかどうかもあなた次第。場合によってはあなたが殺してもいいし、それを私が手助けする形でも構いはしないのよ？」

　蜜はそう言って、黒に近い赤に染そまった唇くちびるから、鮮せん烈れつに過ぎるほどの血色をした舌を僅わずかに覗のぞかせ──まるで性行為を目前にした猫のように、唇を湿らせ、くすくすと。

「私はこの力を使って暴あばれられるのなら、それでいいのだから」

　危険過ぎる、という理由で殊こと子こさんに封じられたその『力』──発散したくてたまらない彼女の破は壊かい衝しよう動どうは、今にも破裂してしまいそうに飽ほう和わしているようでした。

　そして私はそんな彼女の顔を見ながら、早急に手を打つ必要がある、と結論しました。

　まずは家に帰り、マスターに相そう談だんと提案を。
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　ホームルームは簡かん潔けつに終わり、良りよう司じを誘さそって帰ろうとしたら軽音楽部の部室に寄らなければならないと言われた。振られたので仕方なく、ひとりで帰ることにする。硝しよう子こを捜さがそうかとも一いつ瞬しゆん思ったが──朝の一件を思い出し、やっぱりやめた。

　そういう訳わけで僕はひとり、帰路を辿たどる。

　校門の前まで歩いたところで、見知った影かげがあった。

「あ、今、帰り？」森もり町まち芹せり菜なだ。

　校門手前にある広場のベンチに腰掛けていた彼女は姿勢を僅かに変える。

「森町は？　陸上部練習終わったのか」

「うん？　あ、部活はテスト後休み」

　そっけなさと親しみの中間くらいの口く調ちようで一笑すると、芹せり菜なは立ち上がった。立ち上がると頭の高さはほぼ僕と同程度になる。小学生の頃ころに一度追い抜かれたが、中学で追いついた。そのまま追い抜くかと思っていたら──この頃、また芹菜が伸びているようだ。

「でも、変な学校よねぇ。実力テストは他ほかのところよりも半月以上遅いし、テスト終わった後も順位が出るまで部活は休み、って。何かリズムが狂って困る」

「独自のカリキュラムとか何かなんだろうさ。それか、体育教師連中の立場が弱い」

「言えてる」芹菜は僕の返答に、くすくすと笑った。「うちの顧こ問もんもあたしたち相手にストレス発散してるようなところがあるよ、確たしかに」

　彼女はベンチの横に置いてあった自転車に近付き、スタンドを上げた。そのままペダルには足を掛けずに歩き出す。自然と僕と並んで歩く格かつ好こうになる。

　帰り道は一いつ緒しよで、途と中ちゆうで別れることもない。

「……誰だれか待ってたんじゃないのか？　鴛おし野のさんとか」僕はふと尋きいた。

　鴛野在あり亜あ。文芸部所属の娘だ。芹菜とは中学以来の付き合いで、彼女の親友でもある。当然僕とも同じ中学の出身だが、芹菜とは真ま逆ぎやくに気の小さい女の子で、未いまだに眼を合わせて話してくれない。……ひょっとしたら嫌われているのかもしれないけど。

「あ、在亜は部活。文化部はもう活動してるとこもあるみたい」

「じゃあ誰を？」

「あぁ、えぇと……」芹菜は僅わずかに口くち籠ごもり、少しの間考えるようにして、

「そうそう、部活の後こう輩はいの子にね、ちょっと相そう談だんに乗って欲しいって言われてたの。でも先に授業終わったから、帰っちゃってたみたい。……約束してた訳わけじゃないから」

　まるで取って付けたようなことを言った。

　僕は少しそれを疑問に思いつつも、取とり敢あえず普通に返す。

「メールとかしろよ」

「それがね、その子凄すごい機き械かい音痴で、まだ設定できてないんだってさ」

「してあげれば？　森もり町まち、そういう世話って得意だろ」

　昔から気が強かった芹菜は、同級生や後輩の面めん倒どう見みがよく、慕したわれている。中学時代から、バレンタインデーに何な故ぜかチョコレートをもらったりもしていていた。

「自分でしないと進歩がないから、って。それに、得意なのと好きなのは違うよ」

「ああ、知ってる」

　実際そうだ。面倒見がいい、という事象と、世話を焼くのが好き、という事象を混同してはいけない。困った人間を放っておけない性格は、同時に不必要な悩みを抱え込んでしまう厄やつ介かいさを有している。他ひ人との人生に介入するのだから、ある意味では責任も大きい。自みずから好んで他人の人生に足を突っ込むのは、無責任な好こう事ず家かだけで──芹菜はそうではない。

「そう言えば城き島じまは、誰かに相談とかしないよね、絶対。……昔から」

　どこかほっとしたような声で、僕の方を見ずに、芹せり菜なは呟つぶやく。

「それって、優やさしいのか優しくないのか、わかんないけど、さ」

　僕が悩みを相そう談だんしないのは、自分に気を遣つかっているからなのか、それとも自分が必要とされていないからなのか──彼女はそう考えているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、僕は背はい後ごを振り返った。

　僕ら以外に人の姿は見えない。

「どーした？」

「……いや、何でもないよ」

　背中に視し線せんを感じたのだが、言えなかった。

　誰だれだろう？　ひょっとしたら良りよう司じかもしれない。だけど、良司なら僕らに混じってくるはずで──もう一度感覚を研とぎすませると何も感じなかったので、気にしないことにした。

　ここから僕たちの住む住宅街までは約二キロ。平地で起伏はない。十五分ほどの道みち程のりだ。

　校門を出て並木道へ。学校帰りの生徒はそれほど多くない。短い並木道を抜けると学校の敷しき地ちは終わる。三車線の国道をバスが走り抜けていく。渋滞する時間帯まではあと少し。

　脇わき道みちへ逸それるまで、無言で歩いた。

「あのさ」

　やがて──小さな商店街へと入り、揚げ物の匂においが排気ガスに勝ると、芹菜が言った。

「朝は、その……ごめん」

　まるで、意を決したようなその科白せりふに、僕は苦笑する。

「ああ、あれか」

　僕の言葉に赤くなりながら、芹菜は頬ほおを掻かく。

「何かさ、つい。いや、昔はああいうの確たしかにあったけど、この歳としになって、っていうのは……さすがにちょっと恥はずかったかな」言いながら、はは、と照れ笑い。

　もしかして芹菜は、僕に謝あやまりたいがためにわざわざ待ち構えていたのだろうか？　考え過ぎかもしれないけれど、少しだけそう思う。

「でも、まだまだ健けん在ざいって感じだったな。久しぶりだった、森もり町まちのああいうの」

　中学も同じだったけれど、クラスはずっと違っていた。芹菜が一日中近くにいるという今の状況は、小学校以来だ。

「……ひょっとして、呆あきれた？」

　怖おず怖おずと尋たずねる芹菜に、僕は首を振った。

「変わってなくて安心した。それに、怒ってくれたんだから逆に礼を言いたいくらいだ」

　芹菜は、「あ、いや、それはそんな大したことじゃないし……！」

　僕の感かん謝しやに、何な故ぜか妙に慌あわて、「違う、そうじゃなくて、結局は止めてもらったんだから、要するにあたしは謝りたかったんであって……もうっ」照れ笑いしながら、口を尖とがらせる。

　相変わらず、こういう時の感情表現が下へ手ただった。

　僕はだから、苦笑しつつ話題を変えてやる。

「でも、久しぶり、って言ったら久しぶりだな、一いつ緒しよに帰るの」

「あ……そう、だね」

　最後にこうして一緒に歩いたのはいつだろう。僕が思い出す前に、芹せり菜なが言った。

「小学五年の二学期だったかな、硝しよう子こちゃんが来たの。あれから？」

「そうだな」

　僕と硝子とは従妹いとこ同士ということになっていて、それは僕の幼おさな馴な染じみである芹菜に対しても同様だ。硝子の両親が事故で早そう逝せいし、僕の家に引き取られた──それで通っている。

「城き島じま、真っ先に家に帰るようになっちゃって。小学校時代はあたしも無む理り矢や理り付いて帰ってたけど……中学に入って、あたし部活始めたし。あ……硝子ちゃん、大丈夫？」

「ああ、上う手まくやれているみたいだ」

「そうじゃなくて、身体からだの方だよ。普ふ段だんの生活とか」

「ああ」そうだった。

　六年ほど前、硝子が家に──いや、この世界に来た時、彼女は口も利きけないどころか手足も満足に動かせない状じよう態たいだった。だから『元々身体の弱かった硝子が両親の死によって失語症も併発し、家から出られる状態ではなくなった』ということにもなっている。芹菜と硝子が直接顔を合わせたのはそれから三年後で、初めてまともな会話をしたのは更に一年後、僅わずか二年前だ。──もっとも、その数日後にはすっかり仲よくなってしまったのだけれど。

「近ちか頃ごろは健けん康こうそのものだよ」僕は話題を合わせる。「最近は僕より早く起きるし」

「そう、よかったね。必死で看病した甲か斐いがあったのかな」芹菜はこっちを向いて、笑った。

「小学校の卒業式は一緒だったね。あれが最後……か。そうそう、あの時は可お笑かしかったな。うちのお母さんたらさ、おばさんと張り合っちゃって……」

　──あ、と。

　そこまで懐なつかしそうに口にして、芹菜は不意に口を噤つぐんだ。

　僕の母の話題は、芹菜との間では禁きん忌きに近い。

「……ごめん」

「何を今いま更さら。もうそろそろ五年目だよ」

　気まずそうな顔の芹菜が嫌いやで、僕はそっけなく返す。

「そっか。もう……五年目か。まる四年だね」それでも芹菜の表情は少し曇っていて、

「あたし、おばさん好きだよ。綺き麗れいだし、優やさしいし」

　いつものあっけらかんとした笑え顔がおが無理をしているように見えた。

　だから僕は笑えむ。

「……あれだな。過去形で言わないのが、りなちゃんらしいね」

「だってさ。まだわからないんでしょ？」

「ああ、まぁそうだな。親おや父じ次第だ」

　僕の家に──城き島じま家けに両親はいない。

　四年前に母が行方ゆくえ不明となり、父親はそれを捜さがしに出て行ったきり。そういうことになっている。僕が中学入学を控えた春休み──小学校の卒業式の四日後だった。

　幸い、その後の生活の中で子供ふたりでは絶対に追い付かない諸もろ々もろは芹せり菜なの両親が引き受けてくれたし、預金通帳にはある程度の財産もあった。家一軒のローンも既すでに完済している。財産は僕と硝しよう子こが大学を出るくらいまでは生活に支障がない程度の額だったし、今ではもう森もり町まち家けの手を借りることなどなく生活できていた。

　それでも、芹菜は気にしてくれているようだ。

「定期的に親父からも連絡は入るし……りなちゃんが気に病やむ必要はないよ、別に」

　実際には父親の消息も不明だったが、僕は嘘うそを吐ついている。

　だけどその嘘に罪悪感が晴れたのか、

「訂正する。まだ五年目だもんね」芹菜は笑えんだ。今度は飾り気のない破顔だった。

「そう、だな」それに罪悪感を覚えながらも、僕は感かん謝しやした。

　だけど。

「っていうかさ。城島に『りなちゃん』って呼ばれるの、久しぶり」

「え？」

　話題を切り替えるかのように、芹菜の微ほほ笑えみは、不意に昔の──子供時代の色を濃こくした。

「……あっちゃんはさ、小学校四年生の一学期に同級生にからかわれてから、私のことを名みよう字じで呼び始めたんだよねー」

「……あ」僕は思わず、顔を俯うつむかせる。それは、硝子が家に来るよりも少し昔の記き憶おくで──それを思い出すのは、僕にとって辛つらいことだったから。

　僕は罪悪感のような感情を胸に広げつつも、誤ご魔ま化かすように笑った。

「いや……あれは違うだろ。僕は別にどうでもよかったのに、僕が無視したらあいつらが、あっちゃんなんて女みたいだー、って追加して……それにお前が切れて喧けん嘩か始めて。前歯三本だぞ？　たまたま乳歯だったからよかったものの、永久歯だったら訴訟ものだ」

「う……そうだったかな？　忘れた！」

「いや、僕が覚えてるから、それ」とぼける芹菜に、僕は冷静を装よそおって、

「……しょうがないから僕はお前を名字で呼ぶようにしたんだ」

　自身の記憶を自分で確たしかめるように、ゆっくりと言った。

　だけど、確かに──その記憶によるなら、芹菜は、多少は女の子らしさを身に付けたのだろう。殴る時の拳こぶしは、少なくとも平手になってはいる。

　あははー、と芹菜は誤魔化した。それを聞いて僕は安あん堵どする。気付かれてはいないようだ。

「しょうがないじゃない。あの時、城き島じま……あっちゃんのこと、あっちゃん、って呼んでいいのは……その名前考えた、あたしだけだったんだもん」

　だけど今はもう、その呼び名も過去のものでしかない──言外にそう込められた気がして、僕は僅わずかに唇くちびるを咬かんだ。もちろん、僕にそんなことを思う資格などない。むしろそういった過去を捨ててしまったのは僕の方だ。だけど、それでも。

　そして、そんな僕に追おい討うちをかけるように、芹せり菜なは言った。

「でもさ。その後のあれ。……あたしがあっちゃんの呼び方変えるようにした時……あの時の城島は立派だったよ。保証する」

「……え？」
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　その言葉に、僕の心しん臓ぞうは大きく跳はねた。

　──『あの時』？

　思い出せない。いつだろう。何かあったのだろうか。慌あわてて記き憶おくを探さぐる。だけどわからない。記憶にない。忘れてしまったのだろうか？　違う──そんなはずはない。僕が芹菜との思い出を忘れるなんてこと、ある訳わけがない。だけど、その時の記憶が──、

「いや……りなちゃんの買いかぶりだよ」

　乱れそうになる呼吸を必死で整え、僕は慌てつつも再度、誤ご魔ま化かしを口にした。

　芹菜は──気付かない。

　前を向き、自転車のベルを手で握り、どこか嬉うれしそうに笑っている。

「そう言えばさ」苦しみから逃のがれるように、逃げるように、僕はさりげなく話題を変えた。

「今度また、ご飯食べに行っていいか？　最近はどうも硝しよう子このレパートリーが尽きて、冷凍食品が多くなってるし。そろそろおばさんに新しい料理を教わるのもいいかな、って」

　硝子の料理は、基本的にすべて芹せり菜なの母親に習ったものだ。娘より筋がいいのが悔くやしい、とおばさんはいつも言っていた。ふたりの気も合う。

「うん？」芹菜は顔を上げてこっちを見、快活に頷うなずいた。

「そういうことなら、いつでもどうぞ。母さんも喜ぶだろうし」

　──話題が、上う手まく逸それそうだ。

　僕は更に、駄だ目め押おしのように、わざと意地悪く笑えみ、

「なあ、そう言えば、おばさん、たまに妙なもの作る癖くせは直ったのか？　形のいびつなハンバーグとか、スクランブルエッグと化したオムレツとか」

　隣となりの芹菜を見る。え、と彼女もこちらに向き、

「そんな失敗、母さんしないけど……」言葉の意味を理解し始め、「……あ」

　みるみる、頬ほおを紅こう潮ちようさせた。

「っこのぉ……！」

「今度、食べに行くよ。もうそろそろ料理の腕も上がってるだろうし？」

　昔、よくこうやって彼女をからかっていたのを思い出す。芹菜は僕にだけは暴ぼう力りよくをふるわなくて、だから調子に乗って時々やり過ぎ、泣かせてしまったこともあった。だけど僕が謝あやまりに行くとその時にはもうけろっとしている、そんな子だった。

　大丈夫だ。思い出せる。芹菜に関することはちゃんと覚えている。だからさっきのことも、ただの小さな、覚えておくにも足りなかったことに違いない。

　──記き憶おくの欠落なんか、ない。

「……バカ」そんな僕の葛かつ藤とうに気付かず、悔しそうに芹菜は笑った。

「森もり町まちが嫁よめに行く時恥はずかしくないように、チェックしといてやるよ」

　だから僕は、罪悪感を紛まぎらわせるように言い、少しだけ眼を伏せる。

　芹菜の押す自転車が、ちきちきと車しや輪りんの音を奏かなで、

「……いいよ別に。嫁になんか行かないから」

　再び前を向いた僕の横で、芹菜はどこか寂さみしそうに口を尖とがらせた。

　そのまま──沈ちん黙もく。

　ふたりの足音と、遠くに聞こえる車や人の発する雑音だけが耳に入る。そろそろ夕暮れ、誰だれもが家に帰る時間だ。それは意味もなければ理由もないノスタルジィを、やたらと助長する。

　歩きながら、家が遠くに見えてくる。

　やがて、別れが近くなって、芹菜は、

「でもさ、来るのは歓迎だよ。ほら……父さんも母さんも気にしてるし」

　ひとりごとともとれる言葉を、よく通る声で──僕に、言った。

「ねえ、あっちゃん。さっき、あっちゃんはあたしのこと『変わってない』って言ったけどさ……あっちゃんは変わったよね。凄すごく立派になった」

「……え？」

　それは、彼女にとっては自然な流れだったのかもしれない。

　だけど僕にとって、それはあまりに唐とう突とつだった。

　変わったと、その単語ひとつで──逃のがれたと思っていた流れが巻き戻る。

「変わった……のか、な。僕は」

　ようやくそれだけを口にする。芹せり菜なは嬉うれしそうに、うん、と頷うなずく。

「変わったよ。硝しよう子こちゃんが来て……おじさんとおばさんが……その……家を空けてから。それまでどっか頼りなかったのに、急にしっかりし始めて。まだ喋しやべれなかった硝子ちゃんの面めん倒どうまでたったひとりで見て、うちの父さんも母さんも凄い感心してた」

　変わった。変化した。──僕が僕でなくなった？

　違う、心の裡うちで否定する。そんなことを言ってるんじゃない。

「あたしもね、すぐ傍そばにこんなしっかりした奴やつがいるんなら、って。あたしもちゃんとしなくちゃ駄だ目めだって、そう思ったの。他ほかの人の面倒が見れるくらい立派にならなきゃ、って頑がん張ばった。だから私が世話焼きになっちゃったのは、あっちゃんのせい。後こう輩はいに相そう談だんしてもらえるようになったのは、あっちゃんのお陰」

　そうだ。違う。芹菜は単に、僕が成長したと、そう思ってくれているだけだ。そう言ってくれているだけだ。そのはずだ。

　でも、と。一方で。

　変わる。変化。心の変化。身体からだの変化。今までの貌かたちから、違う貌へ。

　──もしも。

　それが成長でなく、欠落だということを知ったのなら。

　それでも芹菜は、まだこういうふうに誇らしげに、笑ってくれるのだろうか──？

　溢あふれる思考を抑えきれない。

　切り抜けたと思っていた胸の苦しみは、さっきとは比較にならないほどに増大していた。

　かつての記き憶おく。まだ幼い彼女との記憶。たんけんしよう、と彼女に誘さそわれ、近所の廃屋に忍び込んだ。僕は泣き、彼女は弱虫、と笑った。でも窓ガラスが割れ、驚おどろいた芹菜も泣き出してしまい、それで我われに返った僕は彼女の手を引いてその場を逃げ出して──、

　廃屋。もう取とり壊こわされた廃屋。その窓ガラス。がらす。硝子？

　あいつが来る前の記憶。鮮せん明めいだった。記憶は鮮明だ。記憶は。記憶だけが。

　手を引いて廃屋から脱出した時、僕はどこかに引っ掛けて腕を浅く切っていた。りなちゃんはそれを見て、ごめんね、ごめんね、と一層激はげしく泣きじゃくった。

　それは知っている。それは覚えている。

　ならば僕はあの時、何を──何を思い、何を考え、何を感じた？

　それが、まるで空虚に、思い出せない──。

「でもさ、あんたを見て育って、世話焼きになっちゃったあたしが言うのもアレだけど……たまには人に頼っても、罰ばちは当たらないんじゃないかな？」

　芹せり菜なは気付かず、僕の思いとは乖かい離りした話を続ける。

　だけど、僕は芹菜を──見ることができない。ただ必死だった。跳はねる心しん臓ぞうを抑えるのに、背中を伝う汗を引かせるのに、浮き出る狼ろう狽ばいの表情を隠かくすのに、必死で。

「世話になりっ放しなのは厭いやなの。確たしかにあたし、あっちゃんに比べたら頼りないけど……あ、いや！　そう、うん……別にあたしじゃなくていいんだ。たまにはさ、たまには……誰かを頼ったっていいんじゃないの？」

　あたしも頑がん張ばるから、と。

　口の中でだけ囁ささやかれた呟つぶやきに、僕は何も言えない。反応もできない。

「今日きようの朝だって、止めてもらっちゃって。昔とおんなじ。進歩してないね……これからもずっと、あっちゃんがあたしを止めてくれるとは限らないっていうのに、さ」

　どこか寂さみしそうに俯うつむいて、前髪をぞんざいに弄いじり始めた芹菜に──、

　僕は震ふるえる指をポケットに隠し、帰路はもう終わり間ま際ぎわだった。




　芹菜と別れて家に帰った時にはもう玄関にカレーの匂においが漂っていた。

　僕は靴くつを脱ぐとそのままキッチンへと向かう。動どう揺ようは未いまだ収まらず、僅わずかに鼓動は乱れていたが、態たい度どには出ていないだろう。

「おかえりなさい、先せん輩ぱい」

「……だから家に帰ってまで『先輩』はやめろ」

　背中を向けたままエプロン姿で台所に立つ硝しよう子こは、僕の姿を確かく認にんもせず、じっと立っている。鍋なべを注視しながら、おたまを両手に握って動かない。

「……何をしてるんだ？」

「火加減を見ているのです。邪じや魔ましないでください」

　そんなに大事なことなのか、と僕は横から鍋を覗のぞき込む。

「……う」魔ま女じよの煉れん獄ごくのように、カレーがぐらぐらと悲鳴をあげていた。

「おい、それ……」焦こげるぞ、と言うよりも早く、

「今です」硝子は呟くと、両手に持っていたおたまをざんぶとカレーに投入、スナップを使いつつぐるぐると廻し始めた。掻かき混ぜながら片手をおたまから離はなし火加減を弱火に。

「焦こげ付く直前に掻き混ぜるのがポイントです」

　尋きかれもしないのに説明を始める。それは本当に正しい『美お味いしいカレーの作り方』なのか問い詰めたかったが、やめておく。硝しよう子この料理の腕も昔に比べ随ずい分ぶんと上達しているのだから、このまま任せておいた方が色々といいのかもしれない。たぶん。そうだといいけど。

「もうできたのか？」

「二晩ほどこのように煮詰め続けると世界一のカレーになりますが、如何いかが致しましょう？」

　──やっぱり、任せておかない方がいいのかもしれない。恐らく。そうに違いない。

「……やめとけ」

「ならば仕上げで」

　硝子は直立不動のまま、おたまから手を離はなし、両の掌てのひらを重ねて口元に持って行った。そしてそのまま、カレー鍋なべに向けて、まるで抱ほう擁ようを求めるように、だけど無感情に両手を広げる。

「何をしてるんだ？」

「愛情投入です」

　投げキッスだったのか。

「………………お前はどこでそんな知ち識しきを……」

「先週の火サス」

　思わず、その場にくずおれそうになった。

「……そう……か」

　やっぱり、芹せり菜なの母親に再度料理の知識と腕を叩たたき込んでもらおう。そうしよう。

「着替えてくるから、その間に準備を頼む……」

「了解しました。でも食事の前に手を洗ってください、先せん輩ぱい」

「だから家に帰ってまで『先輩』はやめてくれ、と」

「『ご飯の前に手を洗わなきゃダメだよ、ダーリン』……この方がいいでしょうか。これも先週の火サスで学んだのですが」

　背筋が砕くだけるような台詞せりふに背筋が凍るような棒読みだった。

「どういう役割の奴やつが言ってたんだそれは……」

「犯人の姉の夫の愛人です。ちなみに開始三十九分で毒殺されました」

　突っ込もうと思ったが、もう何もかもが面めん倒どうになって、僕は二階へ上がりバッグをベッドの上に放り出し制服の上着だけを脱いでそのまま階下へと降りる。僅か二十秒にも満たない行動だったにも拘かかわらず、台所へ入った時には既すでにカレーが皿に装よそわれていた。この行動の早さを日常的に、黙だまってやってくれればいいのにと眉まゆをひそめたが、

「早く味見してください、マスター。……今日きようのは完かん璧ぺきに近いです」

　喜びを感じているのかどうかわからないけれど、少なくとも自然な笑えみでテーブルに着き頬ほお杖づえでこっちを見る硝子に、僕は、まあいいや、と思った。

　──そう言えば。

　こいつの奇行のお陰で、動どう揺ようは殆ほとんど治まっている。そのことに僕は密ひそかに苦笑し、席に座り、スプーンをとって、ひと匙さじ掬すくい、口に運んだ。

「如何いかがですか？」

「いつも通りだ」

「でしたら万全です」

　朝と同じ台詞せりふを硝しよう子こは言った。対する僕の返事も同じだが今度は皮肉ではない。

　いつも通り──美お味いしい。

　そう思いながら二口目を咀そ嚼しやくする僕の前で、硝子は同様にスプーンを手に取り、カレーを食べ始める。一口頬ほお張ばり、もぐもぐとやりながら、

「ひはふはいふんはへひへいれふ」

「……口にモノを入れたまま喋しやべるな」

「はい」呆あきれる僕に頷うなずき、無表情で嚥えん下かし、言った。

「味覚配分は適正です」

　──『美味しい』という、主体の感情を表す形容詞を使わない──使えない、言語表現。

　そうか、と曖あい昧まいに返事して、僕らは夕食を済ませた。

　食事の後はそれぞれ入浴して、その後は自由時間。テレビを見る日もあるし、思い思いに読書をする日もあるし、適当な会話を交かわす日もある。今日きようは入浴後、硝子の携帯電話が鳴ったので僕はひとり居間でテレビを消し、本を読んでいた。

「……はい。いえ、何も問題はありませんでした」

　周囲は静せい寂じやく。

「きみちゃんとひめひめは如何でしたか？　ええ、……ええ、でしたら万全です。え？　それはいけません。毛布などに包くるまって体温を上げてから寝てください。薬くすりも忘れないように」

　扉とびらを隔てた廊下の向こうから、硝子の談だん笑しようする──あれは談笑の部類に入るだろう──声が洩もれ聞こえるが、それは別に煩うるさくもならない。

「それでは、決して無理をせず、また明日あした学校で」

　やがて電話の終わった硝子が、居間へと戻ってきた。

「友達からか？」

「ええ。クラスの子です」

　友人から電話がかかってくる程度にはクラスに溶け込めているようだ、と僕は安心する。

　硝子が僕の知らないところで僕以外の人間とコミュニケーションできているのは素直に喜ぶべきで、だから僕はよかったな、と言った。

「何がですか？」もっともそういう機き微びは、硝子には理解できない。

「何でもいいさ」適当に返事をして、僕は再び書物に眼を落とす。

「マスター」落とすと同時──硝子が僕を呼んだ。

「……どうした？」

「今の電話と関係がないこともないのですが……少しよろしいでしょうか」

　僕は本を閉じ、ソファから身体からだを起こす。テーブルを挟はさんで向かいのソファに腰掛けた硝しよう子こは、携帯電話をパジャマの胸ポケットに突っ込むと、酷ひどく真ま面じ目めな顔で口を開いた。

「今日きよう、夕刻……舞まい鶴づる蜜みつと会話をしました。その内容報告と、彼女の提案をお伝えします」

　普ふ段だん通りに始まるはずだった週明け。

　その後に続いた硝子の報告の内容は、その日常に亀裂を入れるものだった。
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　僕は、毎週月げつ曜よう日びに同じ夢を見る。

　それがどういう意味を持っているのか、或あるいはどんな意味も持っていないのかは定かでない。はっきりしているのは、その夢を見るのは決まって月曜日の夜から火曜日の朝にかけてということ、そして毎週毎回最初から最後まで内容がまったく同じであるということ、更には明めい晰せき夢む──夢の中にあって、これは夢だ、と認にん識しきできるものであるということだ。

　明晰夢を見続け、慣なれれば内容をコントロールできるという。だけど未いまだにそれを成なし遂とげたことはない。そもそも七日に一度、決まった間隔で決まった内容の夢を見るということそれ自体が本来あり得ない事象であるのだから、コントロールできなくても当然かもしれない。

　夢の中の僕は、十二歳さいだ。

　そして繰くり返されるのは、十二歳のあの日の光景だ。

　傍かたわらに立っているのは、僕と同年代の無表情な少女。

　彼女はこの段階で言葉を知らない。正せい確かくに表現するならば、言葉を知っていて理解してもいて、口も舌も発声に充分な発達を遂げていながらも、言語を発することができない。彼女の思考と肉体の動きとの連結は未だに上う手まくいっていなかった。文字を書かせれば饒じよう舌ぜつなのに、いざそれを音声にするには、彼女の存在は未だ不安定だった。

「あー、あ」何を言いたいのかはわからない。当時はわからなかった。だけど今ならわかる。

　彼女は僕に、告つげようとしていたのだ。

　──私を使え、と。

　夢の中の僕は十二歳で、彼女がどういう存在であるかを完全には理解していなかった。いや、それは言いい訳わけだ。理解してはいたし、彼女の言いたいこともわかっていたのだけれど──その時の僕には、それを冷静に分析する度胸も、実行する冷れい徹てつさもまるで足りなかった。

　だから、愚かにも、彼女を制する。

「……下がって、硝しよう子こ、危ない」

　しょうこ。彼女の名前。僕の母親が名付けた、固有名詞。

「母さん！」十二歳の僕は叫んだ。明晰夢でありながら身体からだの自由は利きかず、口からは勝手に言葉が洩もれる。幽ゆう体たい離り脱だつにも似ていると、夢を見ている十六歳の僕は思う──いつも、思う。

　場所は自宅のリビング。

　登場人物は四人。

　自分、自分の隣となりにいる少女、目の前の母親、そして。

「返して欲しいか？」自分に向けて、意地悪く、同時に嬉うれしそうに告げる、父親。

「やめろよ、父さん！　眼を醒さませ！」僕は叫ぶ。

　夢を体たい験けんしているもうひとりの僕は、冷静に思う。

　──それじゃあ駄だ目めだ。

　再放送のテレビドラマを毎週毎週見せられているかのような夢だ。どんなにショッキングであってももう慣なれている。この後の展開もわかっているし、今いま更さら夢がどうなろうと、それは過去に起きた事実なのだから覆くつがえせるはずがない。

　しかし、それでも憎しみは募つのる。

　母が、こっちに向かって手を伸ばしている。僕が十二歳さいの時の母親。確たしか、まだ三十三歳だった。彼女は、こんな時にさえどこかあどけない少女のように首を傾かしげて、こちらに──。

　父親の姿をしたそいつが、母の前に立たち塞ふさがった。

「返して欲しいか？　城き島じま晶あきら。お前の母親を、そして……」そして、

「そしてお前の父親を」

　嗤わらう。

　僕の名を呼びながら、嗤った。

　当時の僕は答えない。そいつの名を知らなかった。

　ある時を境に豹ひよう変へんした父に取とり憑ついた──父に入り込んだ存在の名を、知らなかった。

　十六歳の僕は知っている。今この夢を見ている僕は知っている。

　あれから様さま々ざまなことを調べ、様々なことを理解し、様々な体たい験けんを経へた今では知っている。

「母さん！」手を伸ばし、父親を押おし退のけようとする。

　途と端たん、衝しよう撃げき。何か見えない力に腹部を容赦なく撃うたれ、壁かべまで吹ふき飛んだ。

「あ、あ！」硝しよう子こが無表情のまま、蹲うずくまる僕に駆かけ寄る。衝撃に当てられて嘔おう吐とした。未消化の食物が緑色のカーペットを汚し、酸すっぱい苦にがみが口の中に。味覚までもが鮮せん明めいに。だけど実感のない感覚として、夢としてフラッシュバックする。気分が悪い。

「あ、きら」母親の声が途と切ぎれ途と切ぎれに聞こえるのは、僕が呻うめいていたからなのか、それとも母親の存在がその時もう希き薄はくになってしまっていたからなのか、それは何度考えてもわからなかった。ただ霞かすむ視し線せんに見えるのは、夫の肩に手を掛け、こちらへ来ようとしている母のその姿だけで──不意にそれに、ノイズが混じる。

「かあさん！」叫べたかどうかはよく覚えていないし、どうでもいい。

　とにかく、顔を上げた刹せつ那なだった。

　まるでテレビ画面が壊こわれるかのように、母の姿がざざ、と砂嵐のように──立体的なノイズを全身に歪ゆがませ、直後、

「だいじょう……」ぷつ、と、消える。

　父の姿をした、父の心と身体からだを支配した、父でないものが破裂するように嗤った。

「あはははははは！　あはははははは！　面おも白しろいなお前！　お前面白いな！　お前の母親も面白いしお前の隣となりのそいつも面白い！　何より、この身体……俺おれたちの生みの親、俺たちの元げん凶きよう、俺たちの存在意義、俺たちの因果律！　面白いな、恐ろしく面白い！　この世界は…ああ、この世界のすべてのなんと面白く、なんと美しいことかよ！」

　僕はその時、どうしていたのだろう。毎週毎週繰くり返される光景の中で、その時にとった行動はいつも不ふ鮮せん明めいだった。何な故ぜならいつも、この時、僕の感情は怒りと悲しみと憎しみと、その他ほか、殺意に繋つながるすべてのもので覆おおわれるからだ。

　夢を見始めてから四年間、そろそろ五年目、だけどそれだけが色いろ褪あせない。

　そいつは嘲ちよう笑しようを続ける。

「この身体もあっちに送ってやろう。夫がいないのでは寂さみしいだろうから！　どの虚軸かわからないし、同じところに行けるとも限らないが……親殺しこそ子の本ほん懐かいだろう？　俺おれはそれを為なさなければならないし、試ためさなければならないよ。親殺しを為して尚なお、俺たちは存在を許されるのか。親が不在になって尚、俺たちは生まれ続けるのか。そしてもし、そうであるとするならば、俺にも生まれてきた意味があるということだ。なぁ？　後からここへ来る俺たちの弟や妹にしてもそうだろう？　もはや種は蒔まかれている。発芽するのに親が必要ないことが証明されれば、皆が皆きっちりと、世界に祝福されているということだ！」

　まるで演説のように大おお仰ぎように、そいつは叫び、

「だから城き島じま晶あきら、俺はお前を忘れない。お前も俺を忘れない。だから城島晶、また会える、また遭える、また逢あえるよ！　お前は俺を追うだろうし、俺はお前を遠くから見守っているだろうから！　探してくれ、捜さがしてくれ、索さがしてくれ！　準備ができたら姿を見せよう。お前の準備が……そう、お前が隣となりにいるその娘を、最凶の害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やくなその娘を、お前自身が上手じようずに扱えるようになったら、すぐにでも姿を見せよう！」

　今度は──父の姿にノイズが混じる。母親と同じように、存在が希き薄はくになっていく。

「忘れるな城島晶」そして。

　それと同時に、何か影かげのような、薄うすくて黒い靄もやのようなものが、父親から乖かい離りして、

　僕の名を、父親の声で、忌いま々いましい声こわ音ねで呼んだそいつが、

　父の口からか、その影からか、どちらから発せられたのかわからない、強く厭いやな声が、

「俺の名前は──」




　　　　‡




　そいつの名前を脳から追い出すために飛び起きる。

　汗はかいていない。ただし鼓動は速く、全身が揺ゆさぶられるかのように大きい。

　起き上がり、カーテンを開けると、久しぶりの雨だった。

　陰いん鬱うつな朝。よりによって、月げつ曜ようにあんなことを聞いたのも手伝っているかもしれない。

　──学校に未み確かく認にんの『虚軸キヤスト』が存在する疑いがあるそうです。

　昨晩ゆうべ、硝しよう子この言葉は、僕を微かすかに驚おどろかせ、同時に逸はやらせた。

　疑いを持ったのはあの舞まい鶴づる蜜みつであるということだ。彼女と僕らは一年前に殺し合い直前にまで発展した関係だから、言葉自体が彼女の罠わなだという可能性もある。もちろん『学校内にいるかもしれない』『出現しかけている』など、不ふ明めい瞭りよう極きわまりない言い回しからして、ただの勘違いということもあり得る。すぐに断定はできないし、仮に舞まい鶴づるの言ったことが現実だったとしても──僕らにとって害になる類たぐいの『虚軸キヤスト』であるという可能性は薄うすい。

　だけど、もし、舞鶴蜜みつが本当のことを言っているとしたら。

　そして、ひょっとしたら、という懸け念ねん。

　もしも──万が一、あいつが何らかの形で、関かかわっているとしたなら。

　さっき見た夢の光景が、僕にそんな連想をさせた。

　あいつのことを考えただけで、僕の中にある冷静さはいとも容た易やすく消えてしまう。それはさっき見た夢の残ざん滓しなのか、それともあいつを憎みつつも待ちわびるが故ゆえの焦燥なのか。或あるいは、あいつを産み、自分の妻と息子を巻き込んで飛ばされてしまった、僕の父親の──城き島じま樹いつきの仕出かした不始末を片付けなければならないという責任感によるものなのか。毎週夢に見る、あの時の後こう遺い症しようは──僕の日常があっさりと欠落してしまった傷は、風化を知らない。

　あいつ。

　僕の日常を壊こわしてしまったあいつ。

　あれ以来、僕はずっと、非日常という名の喪そう失しつの中に生きている。

　あれ以来、僕はずっと、あいつを待ち、同時に捜さがし続けている。

　日常を取り戻すために。そして、周囲に築きずき上げてきた日常を守るために。

　あいつは言った。『その娘を扱えるようになったらすぐにでも姿を見せよう』と。

　その娘。硝しよう子こ。虚軸キヤスト。僕の虚軸キヤスト。

　皮肉にもあいつが残した言葉の通り、僕はあれから、硝子を上う手まく使えるようになった。

　だったらもうそろそろ来るはずだ。来ない訳わけがない。

　四年間。もう五年目。捜さがすには短く、待つには長い時間。

　柿かき原はる里り緒おに、舞鶴蜜に、速はや見み殊こと子こに、佐さ伯えきネアに──虚軸キヤストに出会う度に、僕はあいつの存在を疑い、そうしてことごとく外してきた。闇やみ雲くもに探さぐっては、足跡さえも見付けられずにいた。

　だったら次は、外れか、それとも当たりか。

　とにかく、虚軸キヤストが本当に居るのかどうか、そしてそれがあいつに関係しているかどうか、それを確たしかめないことにはこの感情が治まりそうにない。僕は硝子に起こされる前にベッドから出て睡眠していた硝子を起こし、いつもより三十分早く家を出た。気を急せかしてもどうにもならないのはわかっているし、焦あせったからといって最悪の事じ態たいにはそうそうなる訳もない。

　だけど、どうしても、今度こそは、という言葉を考えずにはいられなかった。




　虚軸キヤスト。『実軸ランナ』と呼ばれるこの世界から枝分かれした、架空世界。

　その発生は、主として人間の意い識しき体たいが原因となっている。実軸ランナに存在する意識体が、過去に起きた事象に対して期待や失望を抱いた時──つまりは『ここではないどこか』を仮想的に観かん測そくした時、その一定値が飽ほう和わすることで生まれるのだ。

『あの出来事がああなっていれば』。

『あんなことさえ起きなかったら』。

『こんなことができたらいいのに』。

　そんな意い識しき体たいの持つ期待や後こう悔かい、希望や絶望が強く働くことで、まるで木の幹から枝が伸びるように、別の世界が発生する。世界と言っても酷ひどく小さく脆ぜい弱じやくなものから、逆にこの世界まるごとをそのまま模倣したようなものまで様さま々ざまだ。

　例えば『教室で花か瓶びんが割れた』とする。

　そして、割ったものやそれを見たもの、その大勢が『この花瓶が割れなければよかったのに』と強く思えば──『花瓶が割れなかった』別世界が萌ほう芽がし、この世界とは別の空間で展開されることになる、という訳わけだ。

　勿もち論ろん、そんなつまらない原因で生まれた世界はとてつもなく狭く、弱く、不安定になる。教室ひとつ分の広さしかなく、そこに生まれた人間たちが『外に出よう』とした瞬しゆん間かんに壊こわれて消滅してしまう程度だろう。だけど、逆に言うなら、その世界を観かん測そくする力が強ければ強いほど──つまり世界発生に至る思いと世界を維い持じしようとする思いが強ければ強いほど、虚軸キヤストは広く、強く、安定したものになる。

　虚軸キヤストは本来なら実軸ランナと重なることはない。要するにそれはパラレルワールドで、次元も時間軸もまったく別個のものとして存在しているのだから当然だ。しかし、最終的には──実軸ランナから発生した虚軸キヤストは実軸ランナに吸収され、包括されることになる。

　それは、その世界が終わりを迎えた時。

　虚軸キヤストという、仮想観測によってできた不定量子の世界。それが終わってしまう、つまり崩ほう壊かいすると同時に、そこに最後に残った意識体は実軸ランナへと合流する。次元も時間軸も別個だったはずの虚軸キヤストは、次元と時間軸を飛び越え、本体であるこの世界へと舞まい戻る。

　まるで、木の枝が折れた時、幹に傷を残すように。

　世界最後の生き残りは、その世界を観測できるただひとつの存在になる。そして世界というのは誰だれかが『見る』ことによって──つまりは『観測する』ことによって成立している。観測によって成立する世界は、観測者が唯ゆい一いつとなった時、観測者そのものと世界そのものを重ね、イコールの関係として、元の発生源となった実軸ランナへと戻ってきてしまう。

　ただし、仮想観測によって発生した不定量子の世界は、この実世界において存在を許されない。傷付けられた幹が自然と癒いえるように、そこには排除する力が働く。それに負け、大半の虚軸キヤストは実軸ランナへとシフトした瞬しゆん間かんに消滅してしまう。先の例になぞらえるなら──花か瓶びんを割ってしまったことで生まれた『花瓶が割れなかった世界』が滅んでこの世界に戻ってきたとしても、誰かの精神に僅わずかな影えい響きようを与え、『花瓶が割れなかった夢』でも見せるのが精一杯だろう。それで消滅し、それまで。これはどこにだって有り触れている事象だ。

　しかし、そうはならない虚軸キヤストも在る。

　思いの強さに比例して強く発生する虚軸キヤストは、最後の観かん測そく者しやの思いの強さに比例してこの世界への影えい響きようを強める。そして、実世界の誰だれか──つまりは他ほかの意い識しき体たいへと寄生、或あるいは共生することによって、実軸への存在固定を行うのだ。

　現在僕の身の回りにいるのはそんな『虚軸キヤスト』たちだった。

　城き島じま硝しよう子こに対しての僕、城島晶あきらも──つまりは、『虚軸キヤスト』城島硝子が実軸上の存在確率を限りなく一へと近付けるための固定剤に相当する。滅んでしまった架空世界における最後の観測者と、その観測者の存在固定に使われる実世界の人間という図式だ。

　僕らは、それぞれ別個の存在として自我を並列させているために『共生型』と呼ばれる。これは硝子が三次元実体を伴った意い識しき体たいであったからで、意識体が実体を伴っていない場合、虚軸キヤストは人間もしくは動物に寄生し、癒ゆ着ちやくすることで存在を定着させる。それぞれの自我は溶け合いひとつのものとなるから、人格が大幅に変へん貌ぼうしてしまうという意味では共生型よりも質が悪いのかもしれない。例えば舞まい鶴づる蜜みつは、脳内に虚軸キヤストたる意識体を定着させた寄生型だ。

　無む論ろん、そんなふうに実軸ランナへと物理的な影響を与えるような大きな虚軸キヤストは滅めつ多たに現れるものではない。ただ──虚軸キヤストの出現と侵入は乱数的で、計算も制御も不可能だ。

　実軸ランナから枝分かれしたその瞬しゆん間かんへ戻ってくるということと、大きな虚軸キヤストであればあるほど実軸ランナに影響を与える度合いが大きくなるということ。そして、戻ってくる地点は、六年前に虚軸キヤストが発生するすべての原因を作った因果地点であるこの街であるということ──それらのことは確かく実じつだが、だけどそれらのことしか確実ではない。

　虚軸キヤストとして実軸ランナへの存在を完全に安定させれば、虚軸キヤスト、実軸ランナを含めた全世界の設計図である『世界系インスト』という情報体へのアクセス権を得るようになるらしいのだが──その権利を持っている者でさえも、これから先どんな虚軸キヤストが来るのかはわからないという。因果がはっきりしないのか、或いは虚軸キヤストの未来は見えても実軸ランナの運命など確定していないのか。物事をややこしくしている原因だが、仕方のないことでもあるだろう。

　とにかく、どんな形であれ、自分の世界の崩ほう壊かいを経へて実軸この世界へと移動してきた虚軸別世界の持っている生存欲求──或いは本能──は、時として実軸ランナそのものを脅おびやかす時がある。またそうでないにせよ、虚軸キヤストの固定剤リターダになるということは、実軸ランナの世界法則から一歩踏み出した何かを手にしてしまうということでもあるのだ。それが他者を傷付けるものや世界を壊こわしかねないものであることも多い。どちらにせよ、見き極きわめる必要性はある。




　クラスメイトが誰ひとりとしていない時間に教室へ入った僕は、取とり敢あえず硝子を一年九組の教室で待たい機きさせ、里り緒おに会いに行くことにした。

　柿かき原はる里緒。僕が三年前に見付けた、切り札。

　里緒は──その性質から、虚軸キヤストを捜さがすのにうってつけの存在だ。

　他者を認にん識しきできない病理。他者というよりも、人間の個性を認識できない性質。

　しかし裏を返せばそれは──人間と、人間でないものとの見分けは付くということだ。

　欠落の認識、と里り緒お自身は呼んでいる。虚軸キヤストに浸食された人間はすべからく心の一部が欠落しており、自分はそれを認識し、見分けているだけだ、と。僕にとっては許容できない意見だが、ともあれ、里緒が姿し貌ぼうの差異を認識できる存在は、虚軸キヤストもしくは固定剤リターダだけというのは本当のことだ。この学校に虚軸キヤストがいるのであれば、里緒に見てもらうのが最も早い。

　今日きようは雨が降っている。雨降りの日は屋上が使えない。

　だから、保ほ健けん室しつにいるはずだった。

　空気の湿った渡り廊下を進み、授業棟から教員棟に。階段を下りて奥へ。怪け我がや病気をした生徒や、授業をサボタージュしたくなった生徒、そしてクラスそのものの空気と乖かい離りしてしまった生徒が利用する、部屋の窓に性病や煙草たばこについてのポスターが貼はられた部屋へ。引き戸の横に下げられた小さな札に書かれたのは『火元責任者　佐さ伯えきネア』の文字列。

　保健室の灯あかりは点ついていた。中に人がいるということだ。

「……失礼します」僕は一声掛けて、引き戸を開いた。

　右手に白いカーテン。左手に薬やく品ひん棚だな。正面にデスクと椅い子す。そこには誰だれも腰掛けていない。

「佐伯先生、いますか？」

「いないよ」返事があったのはカーテンの奥、ベッドからで、

「ネアは職しよく員いん会かい議ぎ中ちゆうだよ。用事があるなら机の上のノートに名前書いといてだって。病気か怪我なら、勝手にベッドで休んでていいよ。十五分くらい経たったら戻ってくると思うから……って……あれ？　晶あきら？　おはよう」

　ベッドに俯うつぶせになり、色いろ褪あせたクリーム色のカーテンに手を掛け、顔をこっちに覗のぞかせた状じよう態たいで、里緒がきょとんとしていた。

「里緒、おはよう」

　僕は片手を挙あげる。里緒はカーテンを開けたままの姿勢で、

「どうしたの？　何かあった？　凄すごい眉み間けんに皺しわ寄ってるけど」

　僅わずかに首を傾かしげ、笑っているような心配しているような表情をする。

「ネアに用事？　それとも里緒に？」

「佐伯先生には今のところ用事はないよ。里緒にだ」

　僕の返答に里緒は、よっ、と軽い声をあげ、腕立て伏せの要領で身体からだを起こす。そのままベッドに跳はねるようにして足を曲げ、体操選せん手しゆの真ま似ねをしながら両手を水平に床ゆかへ着地した。

「へぇ、里緒に？　……ってことは『虚軸キヤスト』関係なのかな？」

「当たりだよ」

　ふぅん、と、腕を後ろ手にカーテンを潜くぐる。いつものジャージ姿だったが、今日は前髪をピンで留とめていた。根元に小さな桜の形をあしらったピン。

　僕の視し線せんに気付いた里り緒おが、何かを期待するように頭を軽く振り、それを指差す。

「これ、ネアにもらっちゃった。どう？　可愛かわいい？」

「僕に尋きくなよ」

「ネアはね、可愛いって言ってくれたよ。晶あきらは言ってくれないの？」

「誰だれが言うか」僕は苦笑する。佐さ伯えきネアならともかく──僕がわざわざ里緒にお世せ辞じを言う理由はない。それがわかっているのだろう、里緒も笑い、

「ふん、意地悪。まぁいいや。それで……晶、里緒に頼みたいんだよね？　虚軸キヤストの判定」

　笑え顔がおのままで、本題に切り込んできた。

「ああ」だから僕も表情を真ま面じ目めなものに戻して、頷うなずく。「頼まれてくれるか？」

「いいよ。だって、それが解決しないと、晶は眉み間けんに皺しわ寄せたままなんだもん。里緒が冗じよう談だん言っても、眼が全然笑ってないよ、晶。虚軸キヤスト絡がらみだといつもそう。それ自分で知ってる？」

　快活な声に、少し肩の力が抜けた気がした。

　だけど僕の表情はたぶん変わっていなくて──里緒に少し申もうし訳わけないと思った。

「とにかく頼むよ。舞まい鶴づるの言うことらしいから嘘うそか本当かわからないけど……とにかく、虚軸キヤストがいるかどうかを確たしかめないと、里緒の言う通り、僕はどうもぴりぴりしてしまうみたいだ」




　約束の時間は昼休みにした。今日きようは手始めに、硝しよう子こと舞鶴蜜みつの所属クラスである一年九組を中心に、一階を見て回る。蜜が『違和感を覚えた』というのなら、まずは彼女の近くから調べるのが自然だと思ったからだ。本来なら授業中が望ましいのだが、一年生にはともかく、里緒は教師連中の間で有名だ。授業中にうろうろと廊下を徘はい徊かいしているのが見付かりでもしたら何か声を掛けられるのは眼に見えている。また、発生しかかった状じよう態たい──つまりは『虚軸キヤストが固定剤リターダと同化しつつある途と中ちゆうの存在』を里緒が見分けられるかどうかも問題だったが、これは見てみなければわからない、らしい。

　この学校にいる他ほかの虚軸キヤストにも知らせておこうかと考えたが、それは早計だと思い、情報が確かく定ていしてからにした。どうせ数は多くない。

　保ほ健けん教師、佐伯ネア。

　三年一組、速はや見み殊こと子こ。

　一年九組、舞鶴蜜、そして城き島じま硝子。

　二年三組、柿かき原はる里緒、そして僕。

『虚軸キヤスト』と『固定剤リターダ』──合わせて六人。僕が知っている範はん囲いでの虚軸キヤストは、それだけだ。

　元来た道を辿たどって、教室へと戻る。時間はそれでもまだ早かったが、クラスには半分程度の人数がいた。取とり敢あえず知った顔には挨あい拶さつをしておく。

「あ、早いね」その中に、芹せり菜なもいた。「どーした？」

「目覚めが悪かったんで早く来たんだけど……森もり町まちも早いじゃないか」

「まーね」芹せり菜なはひらひらと手を振り、

「あ、明日あした、来るんでしょ？　母さん楽しみにしてるよ」

「ああ」昨日きのう別れ際ぎわ、食事をご馳ち走そうになりにいくと約束していたことを思い出す。タイミングが悪い時に約束してしまった、と心中で苦笑した。

　自分の席へ鞄かばんを置きに行く。席の近くでは、昨日と同じように会話を交かわす大おお田た敦あつしたちがいる。大田は目が合うとにやりと笑った。が、気分が悪いので先手を打つことにする。

「今日きようはみんな妙に早いね。何かあったっけ？」

　案あんの定じよう、また僕と硝しよう子ことのことをからかおうとしたのだろう──口を開きかけていた大田が、僕の質問にほんの少しだけ眼を泳がせ、何言ってんの、と反応した。

「何、って？」僕はとぼける。

「おいおい、そのつもりで来たんじゃないのかい？」大田がおどけ、

「実力テストの結果の告知日だろ、今日は」取り巻きがわざとらしく僕に笑った。

「あ……そうだった」僕は、今いま更さら気付いた振りをした。「忘れてたよ」

　この時間にクラスメイトの半分が登校している理由はそれだ。

「随すい分ぶん余裕だね。自信でもあるのかい？」

「いいや、単にいつも通り平々凡々なだけさ。そういう大田はどうなんだ？」

「うーん……今回はけっこうよくできたかもね」

　実際、彼の成せい績せきは常に上の中といったところで、謙けん遜そんするにも自尊するにもうってつけだ。

「ひょっとしたら直なお川かわくんに迫れるかもしれないよ」

　大田は何なに気げない仕し草ぐさで、背はい後ごを振り返った。

　そこには昨日と同じように、無言で赤本を広げる直川浩こう輔すけがいる。僕は心中で眉まゆをひそめた。彼の成績を褒ほめつつも、言外には皮肉。明らかに昨日のことを根に持っての発言だ。

　対する直川はそんな大田の言葉に上うわ目め遣づかいで一いち瞥べつ、

「話し掛けないでくれないか。君たちはレベルの低い会話をしてれば満足なんだろ？」

　それ以上の皮肉で応こたえる。懸け念ねんした通りの回答。僕は思わず大田の取り巻きを見る。また剣けん呑のんな空気にならなければいいが、そう思った。が、

「うわ、怒られちゃったな大田」

「はは、仕方ないよ」

　──何だ？

　彼らは何喰くわぬ笑えみで、それを受け流した。

　代わりに、とでも言うように、クラスの隅で囁ささやく声が聞こえ始める。

「うわ、酷ひど……レベルが低い、だって。昨日も同じこと言ってなかった？　そりゃ学年二位にしてみれば大たい概がいの人はレベル低いだろうけどさ」

「万年二位、でしょ？　入学からこっち、直川が一位になったのって見たことないよ？」

「あーそうか」

　直なお川かわはそれらをまるで無視してノートに筆を動かしているからそれ以上の騒さわぎにはならないが、僕はどういうことだろう、と僅わずかな違和感を覚える。直川が、ではない。呆あきれるクラスメイトたちでもない。僕の予想していたのとは違う反応をする大おお田たたち──それは何な故ぜだろう。

　考えていると、いつの間にか時刻は七時三五分となった。

　恒例の定刻。クラス担任が丸めた紙を持って教室へやって来る。
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　後ろの掲示板に実力テストの結果が掲示されるその時を、直川浩こう輔すけは待っていた。

　学年の一位から百五十位、つまり上位約半数のクラスと名前を総合得点と共に貼はり出すこのやり方は、生徒のプライバシーが騒がれる現在では割と珍めずらしい。私立の進学校だからできることだ。すぐにクラスメイトたちが掲示に群がり始めたが、浩輔は自分の席に座ったままでいる。全教科で失点は十二。いつも通りだ。だったらどうせ見るまでもないし、何より人ひと混ごみに紛まぎれて掲示を覗のぞくのは、あいつらと同等になったようで嫌いやだった。それよりも、ここに座ったまま、自分に感心する衆愚どもの声を盗み聴きくことの方が気分がいい。

　成せい績せきを掲示するというこの方式は気に入っていた。自みずからの能力をバカなクラスメイトたちに知らしめる瞬しゆん間かん。自分への感嘆が耳に入る優ゆう越えつ。自分の人生が正しいものであるという確かく信しんが、シンプルな数字として出るという現実。それは浩輔を満足させる。

　だけど。

　気に入っていた、と過去形なのは、今年度になってから気に入らないことがあるからだ。

　去年、入学した時から──常に学年一位をキープしている人物がいる。よりにもよってそいつと同じクラスになってしまったのは、浩輔にとって大きな痛手だった。

　柿かき原はる里り緒お。制服を決して着ない変人で、クラス登校拒否者。認にん知ち障害で、周囲から禁きん忌きのように扱われている人物。そいつは浩輔にとって、目の上の瘤こぶと形容するのが相応ふさわしい存在だ。

　去年までは、関係ない、そう思っていた。別のクラスにいる障害者の存在など、クラスメイトは気にも留とめない。だけど今のクラスでは、違う。

「すっげえな柿原、今回は失点二かよ」掲示に群がった内のひとりが感心したように言った。

「去年の期末は全教科満点だったわよ。たぶん今回のは数学よ。戸へ次つぎの奴やつ、解法が気に入らないと容赦なく減点するから。そうじゃない？　城き島じまくん」

「さあ、里緒の解答用紙、あまりじっくり見る訳わけじゃないし」

「そんなんだからお前、成績いつも真ん中ら辺なんだよ。……一応名前は載のるけど下から数えた方が早いって、悲しくねえ？」

「載ってない奴に言われたくないよ」

　朗ほがらかな笑い声が響ひびく。城き島じま晶あきらが、柿かき原はる里り緒おの代わりに話題の中心となっていた。全教科平均点の彼にとってみればさぞ嬉うれしいだろう。自分の能力でもないのに得意になって、馬ば鹿かは馬鹿なりの方法でしかプライドを保てないのだ──そんな憐あわれみを込めて、浩こう輔すけは背はい後ごの会話を傾けい聴ちようする。それは僅わずか十五秒ほどで終わった。その間、晶は面めん倒どうそうに受け答えしていたのだが、浩輔は気付かない。たった十五秒の晴れ舞ぶ台たいをせいぜい楽しんでいろ、と思いながら、自分の名前が出るのをただ待っていた。

「しかし、今回ヤバいよなぁ。上位三人、うちのクラス独占だろ？　二十位以内にもその三人とは別に五人いるし。クラス平均点いいよな。得した」

　──来た。

　浩輔の身体からだに思わず力が入る。

「うん。一カ月前にクラスの面子めんつ見てびっくりしたけど、まさかこんなに凄すごいって思わなかった。……でもいいよね。平均点高いと、先生が煩うるさくないし」

「そもそも、いつものワンツーフィニッシュが同じクラスになったんだから当然として……今回は大おお田たくんが凄いよね。どうしちゃったの？」

「いや、偶然だよ。春休みの課題珍めずらしくちゃんとやったのがよかったんじゃないのかな」

　三位──あいつなのか？

　大田、という名前に浩輔は不快感を覚えた。成せい績せきもそこそこで運動神経もよく、容姿も女子に人気が高い──五月のこの時点で早くもクラスの中心にいる、あのいけ好すかない大田敦あつし。

　今け朝さは自分に対して偉そうにしていたあいつの名前が、下にとは言え自分と連続するのは不快だった。浩輔は唇くちびるを咬かみ、あいつは僕の前座だと自身に言い聞かせ、自分の名が話題に出るのを待つ。机の下で拳こぶしを握り、二秒。

　待ち焦こがれた瞬しゆん間かんはしかし、浩輔にとって都つ合ごうのいい現実ではなかった。

「一位柿原、二位大田、三位直川。トップ３がうちのクラスか……」

　──順番が、違う。

　浩輔は思わず立ち上がった。あまりの狼ろう狽ばいに椅い子すが背後へと倒れ、けたたましい音をたてたがそれには気付かない。気付いたのは掲示に群がっていたクラスメイトたちで──彼らが驚おどろいて自分を見ているのにすら目に入らず、浩輔は教室の後ろ、掲示されている薄うすっぺらな一枚の紙へ、厚い人の壁かべを掻かき分けて躙にじり寄る。

　唖あ然ぜんとした衆人環かん視しの中、ずれてしまった眼鏡めがねを直し、視点を合わせた先にあった──、

「嘘うそ……だろ」

　直なお川かわ浩輔という自分の名前の上、まるで自分を踏み付けているかのような『大田敦』の名。

「おいおい、どうしたんだ直川……テストの結果がそんなに気になったのかい？」

　嘲あざけるように、事実嘲りを混ぜた大田の軽口が、クラスの失笑を誘さそう。

「……やだ、みっともない」

「聞こえるよ。でも、ちょっといい気味かも」

「だな。あんだけ大おお田たをバカにしといて、あっさり負けてるんだから」

　笑い声と、それ以上に聞こえる、自分に向けられた言葉。侮ぶ蔑べつの言葉。

「まぁ、お前もいつも通り頑がん張ばったみたいだけど、今回は大田の方が頑張ったみたいだな」

　大田の腰こし巾ぎん着ちやく、浩こう輔すけが名前も覚えていない誰だれかの言葉が決定打だった。

　──努力？

　そんなもので、こんなクズが、僕を越えられる訳わけがない──！

　思考する余裕を失い、浩輔は後先も考えず、ただその場の感情だけで叫んだ。

「う、う、嘘うそだ！」焦燥のあまり吃きつ音おんが出る。幼少時の癖くせだった。みっともないという劣等感から必死で訓練し、小学校中学年の頃ころには完全に克服したつもりの癖。その時の経けい験けんで、浩輔は自身の能力を確かく信しんしていた。自分はあらゆることを成なし遂とげられる人間なんだ、と。だけど洩もれ聞こえる笑い声に、吃音をからかわれた気がした。能力に対する確信に──罅ひびが入る。

　テストの順位。

　そんな、傍はた目めから見たらつまらなく些さ細さいな、価値のないことで、浩輔は飽ほう和わした。

「ぼ、僕が、さ、さ、三位なんてそんなこと、あ、ある訳わけがない！」

　罅を埋めようとして、或あるいは上から何か別のメッキを施ほどこそうとして。

　混乱しながら、大田に向かって突進し、胸むな倉ぐらを両手で握にぎり締しめ、叫ぶ。

「お、お、大田！　おま、お前、何をした！　僕が、僕が負けるなんてそんなこ、こと、ある訳……ない！　カンニングか、問題用紙を盗んだか……何か卑ひ怯きようなし、しゅ、手段で……！」

　きゃ、という誰だれかの悲鳴と、ざ、と広がる緊きん張ちよう。

　その行為が自分自身の傷を広げるものでしかなかったということに気付いたのは、

「……お、おまえ、おまえが、不正な、不正な手段を、！」

「離せよ」

「……え」

　周囲の喧けん噪そうが、落ち着き払った大田の態たい度どと力強い一言で瞬しゆん時じに静まり返り、酷ひどく冷たい、皮ひ膚ふを削り取るような沈ちん黙もくに取って代わったその後で──。

　目に入ったのは。自分と大田を数歩退いて取り囲んでいるクラスメイトたち。

　熱あつくなるのも刹せつ那ななら、冷めるのも刹那だった。

「離はなせ、直なお川かわ」大田が再び、低く、だけど強く言った。

　指の力が緩ゆるむ。一転、押おし潰つぶされてしまいそうだった。大田が乱れた制服の胸元を荒い仕し草ぐさで直し、大田の肘ひじが浩輔の肩にぶつかって、立つ力さえ失いかけていた足がくずおれる。

　浩輔はリノリウムへ、後ろ向きに転んだ。

「そろそろ席に戻ろう。先生が来る」そんな浩輔を無視するように、憐あわれむように──大田がクラスの全員に向かって呼び掛けた。静まり返った群衆は、ロボットさながらに従う。椅い子すの足が床ゆかと擦こすれ合う不快な音が教室中で鳴り、それは浩こう輔すけにとって致命的だった。

　動けない。床に尻しり餅もちをついたまま、一歩も。

　誰だれも来ない。動けない浩輔に手を差し伸べる者はいない。

　やがて、金属のようになった教室の空気はそのままに、あちこちからひそひそと、囁ささやく声が聞こえ始める。問題用紙盗んだってのあんまりじゃない？　大おお田た、よく我が慢まんしたよな。俺おれだったら殴ってるね。私、びっくりしちゃった。幾いくら頭よくても、あんな最低じゃねえ。いや、ああいうの頭いいって言わねえよ。本当に頭いいなら、あんなバカみたいな真ま似ね──。

「……あ」

　耳に入る声と蔑さげすむような気け配はいに、浩輔は愕がく然ぜんとする。その言葉と態たい度どは、つまり──浩輔がクラスメイトたちに抱いていた感情そのものだと、そう気付いて。

　自分が見下されている。

　自分が見下していた奴やつらによって、見下されている──？

　怒りと理不尽さを覚えた。だけど何も反はん論ろんできなかった。身体からだが萎い縮しゆくして、足が動かない。

　結局──。

　三分後、教室に入ってきた担任教師から席に着くように注意されるまで、浩輔はその場から動けなかった。雨が降りしきる朝の湿った空気は、のろのろと立ち上がった身体全体に、まるで重い粘液のようにまとわり付いていた。
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　雨は昼になってもまだ降っている。予報によると夜半まで降るという話だ。夢のことや虚軸キヤストのことに加え、この湿った空気──更に、クラスの雰囲気が無視できないほど剣けん呑のんになったことが重なり、平へい穏おんを望む僕にとっては、気分が悪くなる要素だらけになってしまっている。

　直なお川かわ浩輔に対するクラスメイトの冷ややかな視し線せんは、時間を経へても氷結したままだった。

　それに関して、いろいろと思うところはある。

　だけどこれだってまだ日常の範はん疇ちゆう内ないだ、と割り切って、僕は教室を出ることにした。

　歩きつつ考える。最も気にするべきなのは、目下の問題だ。

　僕は保ほ健けん室しつまで里り緒おを迎えに行き、一年九組の教室へと向かった。さすがに昼休みで他学年の階ともなると里緒を知っている者は少ない。一年生ばかりの場所で二年生用の色をしたジャージ姿は多少目を引くが、それだって許容範囲内だ。大したことはない。

「ね、晶あきら。どれくらいで終わらせるの？」

「そうだな……」周囲にいる人間のことごとくをさりげなく観かん察さつしながら、僕の隣となりで小首を傾かしげた里緒に、僕は率直な返事をする。

「取とり敢あえずは休みを除いて一週間だ」

　全校生徒から教師連中に至るまでひとり残らず里り緒おの眼に触れさせるというのは不可能に近いし、そもそも舞まい鶴づるの言葉に信頼性は薄うすい。だからまずは一年生の教室をざっと見て回り、同様に二年生と三年生の教室、職しよく員いん室しつや学生食堂などを同じ時間帯に歩き回ろうと思っていた。そうすればある程度は判断可能だろう。仮に舞鶴の虚きよ偽ぎや罠わななら対処する自信はある。

　懸念すべきは、彼女の発言が真実で、更に虚軸キヤストがあいつと関かかわりがあり、同時に僕のことを知っていて僕から隠かくれている場合。それを主眼に置き、僕は判断に一週間ほどを費やす予定でいた。三日を学校の見回りに使い、残り四日で相手の出方を見る。本当に気を張っていなければならないのは四日めからだが、ともあれ初日だからといって油断していい訳わけではない。

　まずは今日きようの計画。一年生の教室、全十クラス。中でも硝しよう子こが在ざい籍せきする九組を重点的に。

　──効率の悪い愚策だが仕方がない。

「取り越し苦労だったら悪い。何せ情報源はあの舞鶴蜜みつだ」

「うー、蜜は恐こわいからね」

　地道な行為を選せん択たくしてしまったことで苛いら立だつ僕に、里緒はちょっと見当外れなことを言う。

「でもね、晶あきら。素直な子だよ。蜜も、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』も。恐いけど、嘘うそは吐つかないよ。嘘が吐けない、って言った方がいいのかな？」

「……どういうことだ？」

「あのね、蜜の世界は……蜜を取り込んで、蜜に取り込まれた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、罠を仕掛けることはできても、嘘を吐くことができないの。仮に嘘を吐いても……ちゃんと問い詰めれば、蜜はそれを嘘だって認めるよ。特に『言葉』に関しては、絶対そう」

「虚軸キヤストの出しゆつ自じに関係あるのか？　それ。あいつの」

「あれ？　知らなかったっけ、晶。蜜の……出自」

　出自。それはつまり、虚軸キヤストが実軸ランナへシフトする前に『どのような世界でどのような物理法則の元に成立していたか』ということだ。

「知らないな。僕は少なくとも聴きいてない。速はや見み殊こと子こからも。当然、里緒からも」

「そっか。殊子が言ってないのなら、晶に言いたくないのかもしれないね。……晶は、蜜を排除したがってるから。里緒からは言わないよ。いいかな？」

「いいよ」僕は頷うなずいた。「それなら仕方ない」

　現在、里緒は、虚軸キヤストの誰だれとも敵対関係にない。基本的に敵意を持たないから相手から攻こう撃げきされない限りは仕掛けないし、何よりその能力が他ほかの虚軸キヤストとは一線を画すほどに強かった。性格だっていい。虚軸キヤスト以外の人間を区別できない里緒だからこそ、数少ない友人を大事にするのだ。だから僕も、舞鶴蜜のことに関しての追及を避けた。里緒から無理に情報を聞き出すような──そんな真ま似ねはあまりしたくない。

「とにかく、蜜は嘘を吐かないよ。それ信じてくれる？」

「ああ。蜜は信用してないけど、僕は里緒を信用してるよ。里緒は僕に嘘を吐かないだろ？」

「うん……ふふ、本当のことだけど、改めてそう言ってもらえるのは嬉うれしいな」

　里り緒おがそう言うのなら、少なくとも舞まい鶴づる蜜みつが違和感を持ったというのは本当だろう。僕はやや認にん識しきを改め──『舞鶴の仕掛けた罠わな』という可能性をほんの少しだけ下げた。

　思考しながら、僕はすれ違った生徒たちを眺めつつ、廊下の窓から見える教室を窺うかがう。できるだけ確かく認にん済みの顔を記き憶おくしておくに越したことはない。

「この辺って来たことないね。里緒と晶あきら、一年の時は二組だったし」

　確認作業をしている内に、廊下の突き当たりが見えてくる。一年十組と、その隣となりの九組。硝しよう子こと舞鶴蜜の所属するクラスの近くでは、自然と可能性も上がるだろう。

「そうだな。里緒、ちょっと注意を増しておいてくれ」

「おーけいだよ」

　僕らは普ふ段だん通りの歩ほ調ちようで、それでも少しだけ逸はやりながら、人の多い廊下を進んだ。
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「でね、主人公の女の子が凄すごいのー。だってチェーンソー二刀流だよ？　おかしくない？」

「それは危険です。怪け我がをしたらどうするのですか」

「怪我とかそういう問題じゃないと思うよ、私は……」

　マスターと里緒さんはそろそろこの教室に来る頃ころでしょう。しかし、だからと言って日常反復を一時中止するのは不自然です。私は今日きようも、普段通りの昼休みを過ごしていました。

　昼食が終わり、昼休みの教室はそれなりの喧けん噪そうに包まれています。私は普段と同じ、いつものメンバーでの雑ざつ談だんに加わっていました。きみちゃん、ひめひめ、私。ひめひめというのは姫ひめ島しま姫ひめさんの通称。名みよう字じが姫島で名前が姫です。ちょっとアンニュイな横顔の女の子というのはきみちゃん曰いわく。これに八や重えさんを加えた四人が、私の所属するグループです。ちなみに八重さんは本日病気のため欠席。昨日きのうの夜も多少体たい調ちようが悪そうだったので、これは予測していました。夜にでもこちらから電話してみるつもりです。

「で、その本と、あとは何読んだの？　昨日」

「んーとね、『虚無への供物』」

「それは重ちよう畳じようです。私は三回読みました」

「もう少しジャンルとか選えらぼうよ、君子……。硝子も追つい従じゆうしない！」

　で、今日は、きみちゃんが最近読んだ本の内容を一いつ生しよう懸けん命めい私たちに聞かせていました。

　彼女の説明は言葉足らずで辿たど々たどしい部分が多いのですが、八重さんやひめひめなどに言わせると、それが面おも白しろいのだそうです。私に『面白い』という概がい念ねんは未いまだ理解できませんが、顔で笑えむことはできますし、何より本の話をする時、きみちゃんの表情と気け配はいは非常に良好になるので、私はそれだけで笑え顔がおを作成する意味はあると判断しています。

「あとは『ドグラ・マグラ』で日本三大ミステリ制せい覇はなのー！」

「『黒こく死し館かん殺人事件』は読んでるんだ、君子……」

「その順番はあまり一般的ではありませんね。知名度と入手のし易やすさから言って、最初は『ドグラ・マグラ』、次に『虚無への供物』、最後に『黒死館殺人事件』を読むという方が多いという統計がありますから。『ドグラ・マグラ』だけで挫折する人も珍めずらしくありませんが」

「あのね、そういう話をしてるんじゃないの硝しよう子こ。私はあなたたちにね、もっと、こう、女子高生らしい本を……ああ、マンガだったら付いていけるのに……」
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「えー、だって、ひめひめの好きなマンガって、ボーイズラ」

「あーあーあーあーあーあー電波が悪い聞こえないー！」

「ところで一般的な女子高生はそもそも三大ミステリのタイトルを知らないと思うのですが」

「そうそう、そうだよひめひめー。おかしいよそれ絶対ー」

「あんたたちに言われたくない……というかそうよ、八や重えのこと！　硝子、昨日きのう八重に電話したんでしょ？　八重は大丈夫だった？　今日きよう、お見み舞まい行く？」

「話題を転換するのですね、ひめひめ。追及を逃のがれる手段としては上策です。しかしその話題は朝にしたではありませんか。多少無理が出ています」

「……この冷静娘め……」

「しかし八重さんを心配するのは重ちよう畳じようです。単に熱ねつっぽいということでしたから、明日あしたにでも登校してくるでしょう。ちなみにお見み舞まいは八や重えさんに余計な気き遣づかいをさせてしまうので、よした方がモアベターであると判断します」

「だよねー。八重ちゃん、むすっとしててそういうの気にしちゃうよねー」

　会話に淀よどみはありません。入学して一カ月──他者とのコミュニケーションに関して、私はどうやら上う手まくやれているようです。現状は合格点と言えるでしょう。

「お？」と。

　不意に会話がストップし、きみちゃんとひめひめが、教室の外、廊下へ顔を向けました。まるで餌えさを見せられた鳥のようです。

「ね、君きみ子こ。あれ、そう？」

「うん。ひめひめ。あれ、そう」

　何があるのか気になり、私もその方向を見ようとしました。瞬しゆん間かん、

「えへへへへ硝しよう子こちゃんー」

「うふふふふ硝子ちゃん？」

　餌がこちらへ移動。ふたりの顔が私に向き直りました。

「……はい？」

「はいじゃないですよはいでは。まったくお熱あついねえ。昼休みにまで」

「まったくだよー。来るんなら来る、って言ってくれたらさー」

　──ああ、そういうことですか。

　見ると、教室の外の廊下には、マスターと里り緒おさんが並んで立っています。周囲からの注目を微妙に受けながら、少しそわそわしている感があります。里緒さんは容よう姿し端たん麗れいで人目を惹ひき易やすいですが、マスターの容姿は至って平凡なのでそれほど視し線せんを気にする必要はないですよ。

「へぇー。私、初めてじっくり見たよ。ちょっと地味だけど割といい感じじゃないの？」

　ひめひめがマスターを眺めながら、そう評しました。マスター喜びなさい。私の友人はやや特殊な趣しゆ味みの持ち主のようです。

「もう入学してから五十八回目の訂正になりますが、彼氏ではなく従兄いとこです」

「数えてたの!?」

「でもさ、隣となりにいる人、誰だれかな？　すっごい可愛かわいいねー」

「ロリ系ね。君子、あんたは負けてるわね完全に」

「私ロリ系じゃないもん……」

「でも、何だろ。ふたりで来るなんて……まさか……浮気？」

「え、修しゆ羅ら場ば!?　修羅場なのー!?」

　いろいろと訂正する箇所はありますが、あり過ぎるので無視です。

「ちょっと待って、でも硝子の方が断然勝ってるんじゃないの!?　この娘こ小さくてその上綺麗系だし、仕し草ぐさとか微妙に天然入ってるし！　ああ苛いらつくわねこの完かん璧ぺき超人め！」

「ひめひめ、論ろん旨し変わってる……。でも、男の人の趣しゆ味みによるんじゃないのー？」

「いや、硝しよう子こなんてうちの男子の九十パーセントが目ぇつけてたのよ？　男付きだってわかって退散したけど……ほら、うちの男ども見て、彼氏さんに微妙な視し線せんをっ！」

　クラス中に妙なざわめきが走り始めました。

「……ふたりとも、それ以上はおしおきですよ」さすがに無視できなくなりましたので脅迫。

「でも……ほら、この低身長と細い手足、ロリ要素も備えてるわよ！　小ちゃくて可愛かわいいし！　こんな逸いつ材ざいをみすみす捨てるなんて男じゃないわ！」今度は私が無視されました。

　挙あげ句の果てには私の腕を掴つかんで撫なで回すひめひめ。──警けい告こくはしましたよ？

「ブラ外し秒読み開始します。冬服だろうが私の技術は完かん璧ぺきです。私に代わって周囲の視線を一身に浴びるがよいのです」私はひめひめの背中を摘つまみました。

「な……待って、セクハラ反対！」両腕を上げてホールドアップするひめひめ。

　と──さすがにマスターが私を発見しました。目で合図しています。以心伝心などと思われるのは心外なので無視してみます。そもそも私に心というものは存在しません。無む駄だ。

「呼んでるみたいだよー？　彼氏さん」

　そんな私に、きみちゃんが余計なことを言いました。仕方ありません。これ以上無視を決行するのは不自然と判断します。何より、マスターがここに来た用事は至ってシリアスな理由なのですから、こんなことをしている場合ではありません。

「私、ちょっと行ってきますね」ひめひめの背中から手を離はなし、私は立ち上がりました。

「おー行ってきな行ってきな。頑がん張ばってね！　最終手段は泣き落としよ！」

「ファイトだよー硝子ちゃん。譲ゆずっちゃダメだよー」

　ふたりの誤解はもはや地球圏を突破して重力から解放されそうな勢いですが、取とり敢あえず私は妙に注目を浴びながらも教室を出て、マスターと里り緒おさん、ふたりのところへ行きました。

　窓から覗のぞく観かん衆しゆうをシャットアウトするべく教室を少し離れ、まずは里緒さんに笑え顔がおで挨あい拶さつ。

「こんにちは里緒さん。お元気にしていますか？」

「うん。元気だよ。硝子はどうかな？　溌はつ溂らつ？」

「万全です。……で、先せん輩ぱい、もう一階の検分は終わったのですか？　終わっているのなら、私への報告は別にメールでも構わなかったのですが……」

「ああ」呼び掛けたマスターは、苦にがい顔をしていました。

「すぐ終わった。里緒が見るだけだからな……でも、今日きようはアウトだ」

「アウト？」

「全員、おんなじだったの」言葉を濁にごしたマスターの代わりに、里緒さんが唇くちびるを尖とがらせます。

「少なくともこの中にはいなかったよ、虚軸キヤスト」

「そう……ですか」

「硝子。このクラスに限ってだが……欠席者は二人だったな？　それと今教室にいない者も合わせて何人になる？」

　私は、直前までの記き憶おくを記き録ろく素そ子しから呼び出し、脳へとフィードしました。

　教室にいないのは五人。男子二人と女子三人です。

「七人ですね。しかし、その中には舞まい鶴づる蜜みつも含まれています。彼女は現在教室にいません」

「そうか。あいつにも問いただしたいところだったが……じゃあ、残り六人だな。その六人と……あとは担任と副担任。明日あしたの昼休みに来て、そいつらがいる可能性は？」

「欠席者については大丈夫でしょう。しかし、昼休みに教室へ残らない生徒については、ふたりほどの可能性が低いです。そのふたりは中学時代の同級生と食事しているようですから」

　マスターは私の言葉を聴きくと、コンマ一秒ほど思考し決断しました。

「放ほう課か後ごにするか……。リストアップして、効率的な計画を立てておいてくれ。詳細はお前に任せる。それでいいか？」

「わかりました」私は頷うなずきます。しかし、頷きつつも、思考回路にはマスターの論ろん理り矛む盾じゆんが疑問として発生。私は故ゆえに、マスターへ尋たずねました。

「しかし、何な故ぜ私のクラスを優ゆう先せんするのですか？　確たしかに舞鶴蜜の『勘』というものの存在を仮定するなら、彼女の近きん隣りんに虚軸キヤスト、もしくは虚軸キヤストが固定しかかった存在がいる可能性は高いですから、調ちよう査さを徹てつ底ていするのに矛盾はありませんが……しかし検分すべき対象は学校全体に及んでいます。まずは二階や三階を先に見回った方が効率がいいのではないでしょうか」

　マスターは何故か最初の質問には答えず、里り緒おさんへ視し線せんを向けます。

「里緒は構わないよ、何日かかっても」屈託のない笑え顔がお。

　それはとても自然で、私はつい、こんな表情をできるようになるにはあとどれくらいかかるだろうか、と当てのない計算をしてしまいました。そしてその計算が、マスターへの質問を追及する機き会かいを失ってしまいます。

　話題が──流れ、

「悪いな。ちょっと迷めい惑わく掛けるけど……頼む」

「いいよ。晶あきらの頼みだもん。晶、里緒には滅めつ多たに頼み事してくれないから嬉うれしいな。殊こと子こにはいつも何か頼んでるのにさ」

　そうして殊子さんの名前が出ると、マスターは眉まゆをひそめます。彼女が苦にが手てなのです。

「あいつに何か頼むのは僕だって嫌いやなんだ。察してくれ」

「でも、先せん輩ぱいは頼まざるを得ないのでしょう？」

　速はや見み殊子さん。彼女はやや特殊な趣しゆ味みの持ち主で『可愛かわいいものに目がない』のです。そしてその『可愛いもの』の中には、如い何かなる理由か私も入っており──、

「彼女がいつも要求する『ちゅー一回』くらいなら、私は構いませんが」

　渋い顔で、マスターは、そういうことを言うな、とだけ呟つぶやきました。

「里緒がしてもいいよ？　殊子のほっぺた、柔らかいから好き」

「だから里り緒おもそういうことを言うな。だいたいあの女は見境がないから……」

　里緒さんもまた、殊こと子こさんのストライクゾーン外角低めです。ちなみに、殊子さんがマスターに協力する見返りとしての『硝しよう子こちゃんのちゅー一回』は、殆ほとんど里緒さんが肩代わりしています。感かん謝しやの言葉を贈おくっていいものかどうか私には未いまだに判断できません。

「まあいいよ、それはその時になってからで」話を逸そらすように、マスターは話題を切り替えます。問題を先送りにするのはマスターの悪い癖くせですが、この際目を瞑つむりましょう。

「とにかく……できれば明日あしたと明後日あさつてで確かく認にんをとってみたい。舞まい鶴づるにも話を聞いてみようと思う。……放ほう課か後ご、残ってもらうように伝えておいてくれないか？」

「彼女が素直に言うことを聞くとは思えませんが、伝えます」

「それが問題か……」

　ともあれ、今日きようの捜そう査さは終了。マスターは里緒さんを促すと、廊下へと視し線せんを向けました。

「じゃあ、あとでメールを頼む」

「わかりました、先せん輩ぱい」私は頷うなずき、ふたりは踵きびすを返し──、

「……そうだ、硝子」二歩進んだところで、マスターが立ち止まり、振り向きました。

「今日、この場にいない人間の中で、お前の友達は何人いる？」

　あくまで何なに気げなく、マスターは私の顔を窺うかがいます。

　そこで、ようやく──私は、さっきのマスターの論ろん理り矛む盾じゆんについて、理解しました。

　何な故ぜ、一年九組を優ゆう先せんして念入りに調ちよう査さするのか。

　それは、私に対しての気き遣づかい。

　万が一、私の友人が虚軸キヤストに巻き込まれていたら、私が『悲しむ』と、そう考えている。

　嬉うれしさはありません。そんな感情は私に皆無です。

　しかし、私は──少なくとも、主人に気遣いを貰もらう程度には、大事にされている。

　私は思考回路を切り替えました。

「大丈夫です、マスター」学校の中で口にしてはならない単語で、私は笑え顔がおを作ります。

「気遣いは無用です。私と友人関係にある人物はその中に三人ほどいますが……たとえ誰だれがそうであったとしても、私は貴方あなたが決めたのなら、全身を以もつてそれに応こたえましょう」

　私への気遣いは、彼が私を所有しているがための論理帰結であり、同時に、私が彼にとって有用であるという何よりの証しよう拠こに他ほかなりません。

「私は貴方のものです。貴方の所有物です。貴方が殺せというのなら、私はどの世界の誰であったとしても、ええ、私ですらも完かん膚ぷなきまでに破は壊かいする準備はできています」

　故ゆえに、その気遣いは──、

「ですから命令を。その時になったら、躊ちゆう躇ちよと容赦と逡しゆん巡じゆんの一切が存在せず、憐れん憫びんと同情と哀あい惜せきの一切を混在させない、冷れい徹てつで怜れい悧りな純然たる──命令を」

　所有物としての、本懐です。

　ならばそれに応こたえるのが、最大級の義務。

「私はそれに恭うやうやしく跪ひざまずき、機き械かいの無表情で完かん璧ぺきに、この冥みよう利り尽きても従ってみせましょう」

　だからこそ私は、マスター専用に作成した、最も完璧な出来の笑え顔がおを見せ、

「……わかった」

　マスターは無表情な、しかし断固とした意志を潜ひそませた顔で頷うなずきました。

　──こういう時のマスターは、ひめひめの言う通りであると結けつ論ろんします。




　　　　‡




　その日の夜。

　直なお川かわ浩こう輔すけは自分の部屋、ベッドの上で蹲うずくまり、シーツを握にぎり締しめていた。

「……くそ、くそ、くそ、くそ、あのクズめ、クズどもめ、僕を、この僕を……！」

　低い呻うめきは最小限に抑えられている。本当はいますぐにでも大声で叫びたかったが、築ちく十年、３ＬＤＫのアパートは壁かべが薄うすく、大声を出すとすぐに隣となりの部屋へと洩もれるし、何より──夕方、殴られた腹部が途と方ほうもなく痛むから、それはできなかった。




　──今日きようの放ほう課か後ご。

　周囲から突き刺さる視し線せんに耐えながら、それでも、こいつらと関かかわり合いになるなど時間の無む駄だだと自分に言い聞かせ続け、どうにか授業に集中できた一日の終わり。終礼と同時に教室を出て、早足で靴くつ箱ばこへと向かった浩輔を待っていたのは、大おお田た敦あつしの取り巻きのひとりだった。

「なあ、直川。ちょっといいかい？」

　口く調ちようは慇いん懃ぎんながら、私立の進学校には似合わない、眇すがめにこっちを見る嫌いやな視線。進級と同時、クラスで最も力を持っているのが大田だと判断して腰こし巾ぎん着ちやくと化していたそいつ──名前は覚えていない──は、恐らくは終業よりも前から靴箱のところで浩輔を待っていたのだろう。

「な、なん……」

　慣なれない威圧に浩輔は怯ひるんだ。進学目的の私立中学出身の浩輔にとって、荒事への耐性はない。そもそも、この学校にも、本来こういう人間は異質なのだ。

「いいからいいから」

　明朗な、しかし決して人好きはしない笑えみを浮かべると、そいつは浩輔の腕を掴つかむ。

「ちょっとな。すぐ済むって」

「ぼ、僕には、用事は……」

「いいから来いよ」

　声と態たい度ど、それに腕を握ってくる力は、有う無むを言わせなかった。

　決して粗そ暴ぼうな訳わけではない。そいつの容姿だって、至って普通だ。粗暴というなら、柔道をやっているという敷しき戸ど良りよう司じ──彼の方がよっぽど不良じみていた。

　しかし、外見と内面とは必ずしもイコールではなく、むしろ日常を問題なく取り繕っている輩やからの方が厄やつ介かいであることを、浩こう輔すけはすぐに思い知ることになる。

　連れられていった先は屋上への階段、その最後の踊り場。ご丁てい寧ねいにも第二授業棟を遠回りし、知っている人間のいない三年生の教室がある三階を通っての移動だった。

　そして、浩輔が来たこともない、人の気け配はいのなくなったそこに待っていたのは、

「やあ、直なお川かわ。そんなに急いで帰らなくたっていいじゃないか」

「……なんで」

　大おお田た敦あつしを含む、三人。

「なんでって、そりゃあ、わかるでしょ」

　くくく……と含み笑いで取り巻きたちは応こたえる。

「便利なんだよな、ここ。昼休みとかならともかく、放ほう課か後ごは誰だれも来ないんだ。そもそも今日きようは雨だし、雨の日にこんなとこに来るのは例の脳のう障しようだってしないさ」

　浩輔の背筋が固まった。普ふ段だん、教室で朗ほがらかに笑い、クラスメイトたちから慕したわれている『大田敦』という人格──それと、ここで見る彼との間には、昏くらく決定的な乖かい離りがある。

「さて」大田は、教室では見せたことのない下劣な笑えみを浮かべ、浩輔に向かって一歩近付く。思わず逃げようとしたが、足が竦すくんで上う手まく動かないし、何よりいつの間にか両腕を、それぞれ取り巻きにしっかりと掴つかまれていた。非力な浩輔にはどうしようもない。

「ええと、俺おれもうよく覚えてないんだけどさ。朝、直川くんは俺に何て言ったんだっけ？」

「……あ、その」浩輔が口くち籠ごもった刹せつ那な。

「なんて、言ったんだっけ？」

　大田が拳こぶしを固め──浩輔の腹部に打ち込んだ。

「……が！」呼吸が止まる。痛みが広がる。がくがくと足が震ふるえ、頭の中が空っぽになった。

「あ？　俺が問題用紙を盗んだって？　カンニングしたって？」

　見下すような大田の視し線せんは、浩輔には見えなかった。

「ひ！」もう一発、同じ箇所に拳がめり込み、浩輔が俯うつむいたからだ。

　呼吸困こん難なんでひくひくと身体からだが震ふるえる。

　大田は、まるで屠と殺さつ前の豚にストレスを発散しているかのように──ひひ、と笑い、

「面おも白しろいこと言ってくれるじゃないか。すっごい面白いよ。品行方正でクラスの誰からも信頼を寄せられているこの俺が、カンニングとか問題用紙盗んだとか、そんな下劣で汚い最低の行為で、学年二位の点数を取ったって？

　……当たりだよ直川。お前も冴さえてるな」

　今度こそ、浩輔の頭の中が本当の白に染そまった。

　呼吸が少しずつ回復する。反動で酷ひどく咳せき込み、熱ねつを持って痛みを発散する腹を庇かばいつつ、涙と涎よだれで顔を汚しながら、それでも浩こう輔すけは顔を上げた。思わず、上げた。

「な……ん、だって」

「だから問題用紙盗んだって言ってんだろ？　まぁ盗んだってのは正せい確かくじゃなくて、本当はもらったんだけど。あと、カンニングはしてないぞ？　あんな効率の悪い手段取るかって」

　どうやって、と思った。そんな浩輔の思おも惑わくを読んだかのように、大おお田たは続ける。

「いろいろと方法はあるさ。君の真ま面じ目めな頭じゃ想像も付かないだろうけど。──英語の竹たけ田た、あれな、躾しつけてるから何でも言うこと聞くんだよ。去年、新卒でまだ慣なれてなかったから、ちょっと相そう談だんに乗ったりしつつ雰囲気盛り上げて突っ込んでやったんだよ。そしたら情が移ったらしい。あなたは特別よ、ってバーカ、それが教師のやることかってんだよね、はは」

　呆あつ気けに取られた浩輔を無視し、楽し気な会話は止まらない。

「それでも答案コピーさせるのに半年かかったじゃん、大田」

「半年で済むなら早かった内だろ。大変だったんだよ？　見るからに男慣れしてないじゃないか、あれ。しかも真面目でさ。……結局泣き落としたんだ。どうしても成せい績せきを上げないと、志望大学に入れそうもない、って。夢が叶かなえられないって。そうしたら他教科の問題用紙も持ってきてんの。バレたらクビだよね、間違いなく。ホント恋は盲目だよ。でもどうして教師連中は夢とかそんな言葉に弱いんだろうな。夢は寝て見ろっての」

　下げ卑びた──しかし、しっかりと周囲に気配りした含み笑いが、階段の踊り場に響ひびく。

「まぁそういうことで、今後君が俺おれにテストで勝てるなんてことはなくなったから。さすがに解答まではないけど、問題用紙さえあれば……元々結構成績優ゆう秀しゆうだったしね、俺」

　浩輔の目の前が、不意に真まっ赤かになった。

　──そんな卑怯な手段で、そんな意味のない行為で、こいつは上に立ったと思っているのだろうか。その行為にどんな意味があるのか。絶対にない。ある訳わけがない。

「ばらしてやる……」だから口をついて出た言葉は、恐怖よりも怒りによるものだった。

「絶対、絶対に暴ばく露ろしてやる！　そんな手段、許される訳がない！　校則とかそんな問題じゃない……竹田先生と一いつ緒しよに、この学校から追放してやる……！」

　だけど浩輔の怒りは、それ以上の威圧によって止められた。

　大田が、片腕で浩輔の胸むな倉ぐらを掴つかみ、喉のどを圧迫。

「だから、さ。……そういうことされないように、今から対策を施ほどこすんだよ。大声上げてもいいよ？　一階下でひとり見張ってるから、誰だれか来たらすぐにわかる。……おい」

　ああ、と浩輔の耳元で、取り巻きのひとりが返事をし、がさがさと何かを探さぐる音が聞こえた。直後、何かがそいつの手から放られ、大田がその物体を受け取る。

　デジタルカメラだった。

「俺はね、基本的に暴ぼう力りよくが嫌いなんだ」

　大田の声は嬉うれしそうで、それでいて残ざん虐ぎやくに。

「だから口止めにはこういう手段を使う。暴ぼう力りよくは最後の一いつ線せんでは抑止力にならないし、何より口止めの手段としては下の下だ。それよりも、もっと効果があるのは……、さ、頼むよ」

　取り巻きに視し線せんを送り、ははは、という笑い声と共に、四本の手が浩こう輔すけの制服の襟えりに、そしてベルトへと伸びた。

　何をされるのか──何を撮とられるのか、浩輔は悟る。

　抵抗は無む駄だだった。早々に口を塞ふさがれ、同時に頸けい動どう脈みやくを絞しめられ、半なかば意い識しきが遠のいた。




　その記き憶おくを思い出し、浩輔はベッドの上で涙を滲にじませる。

　あいつらの、浩輔を嘲あざける言葉のひとつひとつが今でも耳に残っている。抵抗した際に何度か腹を殴られ、両腕を押さえ付けられ、顔をこっちに向けられ、そうして焚たかれたストロボの光はまだ瞼まぶたの裏にちらついている。ネットも便利だけど最近はプリンタも性能いいよね、と皮肉げに笑う口元の歪ゆがみを怒りと共に思い出す。

　どれもこれもが、本当に──本当にどうしようもない絶望だった。

　だけど、浩輔を苛いら立だたせるのは、その絶望だけではない。

　うちの学校のサイトにハッキングしてこの写真載のっけたら面おも白しろいかもね、それとも学校中の掲示板に貼はり出しちゃおうか、と笑う大田の顔ではない。

　じゃあ、今度は動画撮りたいから、取とり敢あえずきみの貧相なそれ、頑がん張ばらせてみてよ、と、考えられないほどに下げ卑びたことを言い始める大おお田たに、泣きながら土下座して謝あやまり、許してください許してくださいと乞こうた自分自身でもない。

　何より苛立ったのは、そんな光景の前に現れた──あいつだった。




「何してるの？」

　唐とう突とつに開いた屋上の扉とびらと、怪け訝げんそうな高い声に、全員が振り返った。

「あらら。見たところあまり見たくない光景だけど……見ちゃったよ」

[image: ]

　本当に他ひ人と事ごとのような口く調ちようで、ジャージ姿のそいつは、ずぶ濡ぬれの髪をくしゃくしゃと掻かき混ぜる。ボブカットが無造作に乱れ、整ととのった顔がゆっくりと傾いた。

　──柿かき原はる里り緒お。

　授業を拒否しながら学年トップの成せい績せきを残す天才。認にん知ち障害で人の顔が判別できない障害者。学校には来ても絶対に制服は着ようとせず、一日の殆ほとんどを屋上で過ごす変人。

　柿原は、ぼんやりと、まるで空気が読めていないかのように、浩輔に言う。

「取り敢えずさ、服着た方がいいよ。見てる里緒が恥はずかしいよ」

「柿原。……お前が口出すことじゃない」

　明らかに緊きん張ちようした面おも持もちで、大田が声を強こわ張ばらせる。認知障害の柿原里緒にとっては、自分や大田の個人識しき別べつができている訳わけがないのだが、それには気付いていないふうだった。

「『お前』じゃないよ。里り緒おは里緒だよ。代名詞はやめて」

　そんな大おお田たに、柿かき原はるは見当違いの返答をする。こいつは頭がおかしいのかと浩こう輔すけは呆あきれるが、事実その通りなのだから当然だとも納なつ得とくした。

「どっちでもいいだろ、そんなこと。ったく、これだから頭おかしい奴やつは……とにかく、お前は黙だまってろ。それでとっとと帰れ。風か邪ぜひく前にな。こんな雨の日に何してたんだか」

　水滴を前髪からぽつぽつと垂たらした柿原は、代名詞はやめて、と再び呟つぶやき、続けた。

「里緒は聖人君子じゃないから、虐いじめはやめてとかそう言うつもりもないよ。でも……見ちゃったら気分が悪いし、里緒は里緒が気分悪くするのは凄すごく嫌いやなの。だからさ。どこか別の所に移動してやってくれないかな？　里緒が見てない場所で。里緒の世界の外で」

　──何を言っているのだろう、と浩輔は思う。

　確たしかに、助けてくれることを期待していなかったかと言えば嘘うそになる。その期待を裏切られた失望は大きい。しかし、それ以前に──こいつはそもそも、浩輔も、大田も、取り巻きも、本質的な意味で存在を無視しているのではないだろうか──。

「は！　じゃあ、見なかったことにするってそういう訳わけか？」

「違うよ。見なかったことにする訳じゃなくて、里緒の気分を悪くさせないでって言ってるの。ここで続ける気なら、里緒は止めるよ。でも、他ほかでやってくれるなら止めない。里緒の目の前から消えてくれるなら、里緒は全然関知しないし、関係ないの」

　浩こう輔すけの目の前が真っ暗になった。

　こいつは傑けつ作さくだ、と大おお田たは笑う。

「そうか……そうだよな。柿かき原はるは俺おれたちの顔も覚えられないしな。そうだよ。俺たちがどこで何をしようと……俺たちが何年でどこのクラスの誰だれかもわかんないんだよな」

　だったら安心だ、と。今いま更さら気付いたように、大田は肩を竦すくめた。大声で大田と自分の所属学年とクラスを柿原に教えてやろうかと一いつ瞬しゆんだけ考えたが、さっきの柿原の言葉からは、効果があると思えない。どうしようもない、と浩輔は唇くちびるを咬かんだ。

「そうだよ。だから、里り緒おには関係ない」

　そんな柿原に、余裕を取り戻したのか──大田は低い声で、脅おどしをかけるように笑った。

「でもな、柿原。俺たちがどっか行くってのはあり得ないんだ。いいから、お前が消えろ」

　途と端たん。

　浩輔も、そして大田も予期しないことが起きた。

「代名詞で呼ばないでって言ったよ。三回言ったよ、里緒は」

　唐とう突とつに──柿原の顔から表情が消え、小さな子供のような高い声が、急に無む機き質しつなものへ。

「三回言ってもどうしてわかってくれないの？　里緒はね、耐えられないんだ。代名詞で呼ばれると、存在が揺ゆらいじゃうんだ。里緒は里緒だよ。代わりなんかないの。唯ゆい一いつなの。この世界での大多数じゃないの。大多数になったら、消えちゃうんだよ？　……それをわかってとは言わないけれど、代名詞はやめて、って里緒、言ったよね？」

　言葉の意味はわからない。理屈にもなっていない。狂人のような論ろん理りだ。だが。

「……『小こ町まち』」

　柿原は、眉まゆ根ねを寄せ、瞬間。

「……う、あっ！」大田の顔を──何か白い、生物のようなものが掠かすめた。

　大田は慌あわてて顔を両手で覆おおうが、まったく間に合わない。左の瞼まぶたから頬ほおにかけて、二本。引っ掻かいたような切り傷が浩輔からもちらりと見えた。そしてその時にはもう、押さえた掌てのひら、指の隙すき間まから赤い液体がぽたぽたと垂たれ始める。

「お前、何しやがった！」

　取り巻きがふたり重ねて、まったく同じ科白せりふを書き割りのようにハーモニー。

　飛び掛かろうとしたそいつらに、里緒は無表情で、

「また二回。代名詞はやめて」

「う、！」「ぎゃ！」同じように。

　白い影かげがふたつ同時──ふたりを襲おそい、目から頬にかけての引っ掻き傷で以もつて足を止めた。浩輔にはそれが何なのかよくわからない。ただ、三人は混乱している。

　目に入った血を拭ぬぐう三人を見下ろしながら、柿原はびしょ濡ぬれのまま呟つぶやく。

「仕方ないから、里緒がどこかへ行くことにするよ。……気分、悪いな。せっかく雨の空見てたのに……ネア、まだいるかな？」

　まるでひとりごとのように。

　自分はお前になど関知しない、そう宣言しているかのように。

　踵きびすを返し階段に足を踏み出し、裸で蹲うずくまったまま呆ぼう然ぜんとしている浩こう輔すけを、一いつ顧こだにせず──。




　確たしかに、それを切っ掛けに大おお田たたちとのいざこざは自動的に終わったのだから、形だけを見るならば柿かき原はるが助けてくれたと言えなくもない。しかし、そうは思えなかった。浩輔が写真を撮とられているのは変わらないし、何より大田たちは、あの程度が報いになるような軽いことをした訳わけでもないのだ。結局のところ──柿原里り緒おは何もしてはいないし、大田たちのようなクズがこの先、卑ひ怯きような手段で浩輔を虐しいたげ続けるのは確かだ。どうしようもない。絶望だ。

　だけど浩輔は、何より、あの時の柿原里緒の眼が忘れられなかった。

　それは、自分をクズのように扱っていた、大田のものよりも──。

　柿原里緒の眼は、そんなものよりももっと、理不尽だった。

　興きよう味みや関心どころか、路ろ傍ぼうの石のように。視界にすら入っていない、と形容できるような。

　視し線せんですらない。意い識しきすらしていない。

「僕を……この僕を……っ！」

　柿原里緒が、自分のことを──学年二位で、常に学年一位を脅おびやかす立場にあるはずの直なお川かわ浩輔の存在を、人間として、物体として認識すらしていないという事実。自分が常に意識してきた、邪じや魔まだと思っていた存在は、自分のことを邪魔だとすら思っていない。

　それを突き付けられたような気がした。

　そしてそれは、浩輔にとってまるで予定外の事じ態たいだ。

　ずっと、漠然と思い描いていた未来像──周りの人間が自らを畏い怖ふし、敬い、羨せん望ぼうするような、そんなビジョン──に、無視されるという可能性はまったくなかったはずだった。大田敦あつしによって脅かされた自己よりも、柿原里緒によって罅ひびを入れられた理想の方が、遙はるかにショックだった。それは、巻き返しのできる現状ではなく、こうなればいいと思っていた未来が穢けがされたということに等しい。許せるはずがなかった。認められる訳わけがなかった。

　冷静に考えれば、柿原里緒は他者を認識できないという病を抱えているのだから浩輔の存在を個人として意識できないのは当然だったが、そこには思い至らない。

　自分の未来を汚された。それも、自分が必死で積つみ上げてきた価値をあっさりと越えている存在に。浩輔が未来を築きずくための価値を、まったく価値として捉とらえていない存在に。

　──あいつからしてみれば、確かに自分などゴミ以下の存在だろう。

「くそ、くそ、くそ、くそ、畜生……！」

　とても報復できそうにない大田たちへの憤いきどおりを、どうにか復ふく讐しゆうできそうな里緒へ転てん嫁かしていることには気付かない。ただ浩輔は、暗い部屋の中で、あの時の里緒の眼だけを思い浮かべ、苛いら立だちと憎しみと怒りを募つのらせる。

　浩こう輔すけの未来にあるべき世界に亀裂を入れた里り緒おを、ひたすらに。

「……またヘマしたの!?　このグズ！」

　薄うすい壁かべの向こうで、母親の罵ば倒とうがくぐもって聞こえた。

「……ひ！」それと同時に、何かを投げ付ける音と、少女の悲鳴。

　いつものことだ。妹が何かくだらない失敗をして、母親の怒りを買っているだけだ。

「どうしてあんたは何をやらせてもバカなの！」

　殴打する音と、ごめんなさい、ごめんなさいと必死で謝あやまる泣き声。普ふ段だんなら気にも留とめない。ただ、仲裁役の父が昨日きのうから泊まりがけで工場に籠こもっている。止める者はいない。いつもより長引くのが自明だ。このくだらない、クズがクズを殴る音が──。

　浩輔は癇かん癪しやくを起こした。

「煩うるさいんだよ！　集中できないんだ!!」

　同時、喧けん噪そうは一挙に静まる。あと数分もすれば母親が来るだろう。浩輔ちゃん、ごめんなさいね。お勉強の邪じや魔まをするつもりはなかったの、と。

　──何もかもが……うんざりだ。

　どうして僕がこんな目に遭わなければならない。どうして、こんな高い能力を持って、輝かがやかしい将来が待っているはずの僕が──。

　居間に行って、久しぶりに母の代わりに妹を殴ってやろうかと、そんなことを考えた。

　そして実際、そうしてみた。だけど、気は晴れなかった。




　　　　‡




「沁しみる？」

「いや……もう大丈夫だよ」

　家に帰って鏡かがみを見れば、瞼まぶたから頬ほおにかけて、まるで猫か何かに引ひっ掻かかれたような傷だった。出血の割に傷は浅く、もう痛みは殆ほとんどない。テープを押さえる細い指の感触が心地ここちよかったので、大おお田た敦あつしは、瞼をそっと閉じたまま、しばらくなすがままにされていた。

「これで良いよ」凜りんとした声と共に、やがて指が離はなれる。

　惜しいな、と思いつつ、大田は閉じていた瞼を開いた。

「敦くん、間抜け」

　傷を看てくれた少女が、口元だけで笑う。大田は苦笑して応こたえた。

「仕方なかったんだ。可愛かわいいなと思って抱き上げたら、急に」

　広い居間。ソファに隣となり合わせで座っているのは、隣に住んでいるひとつ年下の幼おさな馴な染じみだ。夕食を食べに大田の家に来たのだが、傷口を洗っているところを発見されて今に至る。

　お互いの両親が共働きで夜遅くにならないと帰ってこないという家庭の事情で、昔からどちらかの家を行ったり来たりしていた。その習しゆう慣かんは今でも続いていて──彼女が来る前に傷口の手当を済ませてしまおうという計画は失敗に終わっていた。

「じゃあ、私はそろそろ支し度たくをする」

「うん。頼むよ」

　ぶっきらぼうな口く調ちようで、少女は立ち上がった。短めに切きり揃そろえた髪がふわりと揺ゆれ、大おお田たはその様よう子すを片目で見る。ガーゼが鬱うつ陶とうしいと思った。

　と──、

「あ」立ち上がった瞬しゆん間かん、少女は足から力が抜けたかのようによろめいた。大田は慌あわてて彼女の両肩を後ろから支える。長身の彼女は、立つと大田とそれほど視し線せんが変わらない。だけど鼻先に触れた髪の匂においよりも先に、肩口の体温がやけに高いのが気になった。

「おい、ひょっとして」

「……あ」

　少女が呆ぼう然ぜんとするのも構わず──大田は彼女の前髪を掻かき分け、額ひたいに手を遣やる。

「熱ねつ、あるじゃないか」

「あ……え、と」

　見る間に頬ほおを紅こう潮ちようさせる少女の視線があったが、今はそれどころではない。

　どうして手当してもらっている時に気付かなかったのだろう。自分の不ふ甲が斐いなさに苛いら立だつ。

「学校、休んだのか？」

「うん……」

「莫ば迦か！　それを先に言え！」

　無む理り矢や理りにソファへ座らせ、壁かべ際ぎわの棚へと走った。そこにあった薬くすり箱ばこを引っ掻かき回し、市販の風か邪ぜ薬をひと掴つかみすると、取って返す。

「水、持ってくる。待ってろ」

「敦あつしくん、待って」

「いいから、お前はそこに……」

「飲んだよ、もう。薬」表情のない声が、耳に入った。

「え？　……そうか」

　少女の声は、元々起伏が少ない。ともすれば冷たく聞こえるような、棘とげのあるような声だ。いつもそんな喋しやべり方をする。だけど、大田は──今の声が、精一杯空から元げん気きを出して明るく振る舞まった声であるということを知っていた。

「本当か？」

「本当。ここに来る前。それに、学校休んでずっと寝てたから、今はいいんだ」

　そうか、と大田は踵きびすを返し、

「だけど、じっとしてろ。夕飯俺おれが作るから。お前はお粥かゆな。食欲はある？」

「あまり。でも、敦あつしくんが作ってくれるなら……食べる」

　薬くすりをテーブルに置くとダイニングキッチンへ向かう。彼女が好きなのは梅うめ干ぼし粥だ。

「敦くん、エプロン着けなよ」

「いいよそんなもん。お粥だけだ」

「でも、それじゃあ」

「俺はいい。カップラーメンでも食うよ。……たまにはいいさ。いつもお前がちゃんとしたもの作ってくれてるんだから」躊躇ためらう気け配はいが背はい後ごであったので、片腕を挙あげて制した。

　放っておくと無理をする癖くせがある。強引にでも座らせておかなければと思う。

　炊飯ジャーに残った米を茶碗に半分ほど装よそい、鍋なべに水を入れた。慣なれた手付きでコンロに点火し、冷れい蔵ぞう庫こを開け、梅干を取り出す。

　──料理をしながら、今日きようのことを考えた。

　直なお川かわを脅迫するネタは仕入れたし、精神的な恐怖も植え付けた。今後あいつが自分たちに逆らう訳わけはない──下へ手たをすると、卒業した後も、利益を産むかもしれない。勿もち論ろん自殺などされてはたまらないから、生かさず殺さず。

　柿かき原はる里り緒おに見付かったのは計算外だったが、大きな問題はないだろう。

　鍋を見詰めながら、くつくつと笑えむ。

　それにしてもあの顔は傑けつ作さくだった。いつもエリート気取りで他ひ人とを見下しているような顔をしていたあいつが情なさけなく涙を流し、雨降りの足跡で汚れた床ゆかに頭を擦こすり付けて、もう許してください、と懇こん願がんする様さま。考えただけで笑いが止まらない。

　クラスをまとめる計画も順じゆん調ちようだ。新しいクラスになって一カ月。自分は現在、ほぼ中心にいる。一年の頃ころと同じ状じよう態たいまで持って行くのに、さして時間はかからないだろう。成せい績せき優ゆう秀しゆうでスポーツも得意、ついでに容姿も悪くなく、更には人当たりも良好──そんな人間に人が集まってくるのは当然のことで、そしてそれこそが自分の望みでもある。

　単なる自己顕示欲と言ってしまえばそれまでだ。若い女教師を籠ろう絡らくしテスト問題を盗ませたのも、いい成績を取れば周囲の注目を浴びるからに過ぎない。大田は理解していた。自分はただ、スポットライトを浴びたいという欲望が人一倍強いだけだ、と。

「……作れる？」後ろから幼おさな馴な染じみが呼び掛ける。

「ああ、もうすぐできるよ」振り返って、笑え顔がおでそれに応えた。

　彼女は、自分が何をしているかを知らない。クラスメイトを脅おどしていることも、教師を手て籠ごめにしたことも、何も知らない。大田の自己顕示欲すら知らない。

　更に言うなら──彼女と出会った時、小学生時代から、程度の差こそあれ、大田は正当とは程遠い手段で自身の社会的地位を勝ち取ってきた。だけど彼女にはそれを見せたことはないし、見せるつもりもない。

　知られてはならないと思う。無む論ろん、誰だれにだって襤ぼ褸ろを出すような下へ手たは打たないが。

　彼女といる時だけ、大おお田たはこの欲望を忘れられる。昔からそうだった。彼女さえいれば他ほかには何も必要ないと、素直に、心からそう思うことができた。逆に、彼女のいない場所では、彼女の不在を埋めるように、自身の地位を向上し固めることに努力を費やしてきた。

　どちらが先なのだろうかと、ふと考える。

　彼女がいるから自分はこうなったのだろうか。立派な自分を見てもらいたかったのか。

　それとも、彼女が自分を立派だと思ってくれていたから、そうあろうとしたのか──。

　出来上がったお粥かゆを大きめの茶碗に注そそぎ、蓮れん華げと一いつ緒しよにお盆に並べる。零こぼさないように気を付けて、彼女の座るソファへと歩き、テーブルに置いた。

　彼女は少しだけ震ふるえながらぼんやりとテレビ画面に見入っている。地元局のニュースだった。最近隣となりの市で起きている連続殺人事件について。

　どこか心配そうな顔をしてアナウンサーの台本に聞き入っている姿が見ていられなくて、大田は無言でリモコンを取り、テレビを消した。周りからは毅き然ぜんとしていると見られがちな彼女だが、その実、人一倍恐こわがりで優やさしいのだ。誰よりも、大田が知っている。

「できたよ」だから、できるだけ明るい声で。

　彼女は暗くなった画面から目を離はなし、いつもの堅い、ともすれば睨にらんでいるとも取れるきつい視し線せんでお粥と自分とを交互に見──やがて、ゆっくりとソファに姿勢を正した。

　僅わずかな表情の変化、その思おも惑わくに気付くのは、世界でも自分ひとりだろう。

「食べさせてやろうか？」

「……うん」嬉うれしくもなさそうな声と顔で、少女は口を開けた。

「熱あついからな。冷ませよ」

「今日きよう、おじさんとおばさんは？」

「遅い」はふはふとゆっくり口を動かしながら問う少女に、大田は優しく微ほほ笑えんだ。

「じゃあ泊まってけ。お前が寝るまで俺おれ、見といてやるから」

「子供扱いしないでよ」

　その返事が否定でないことを、大田だけが知っている。

「あ、でも、友達から電話掛かってくると思うから一度帰らなきゃ。……ひょっとしたらもう、掛かって来てるかもしれない」

「携帯、置いてきたのか？　……でも駄だ目めだ。今日はこれ食べてから早く寝ろ」

「心配すると思う。優しいもの、あの娘こ。あまり笑ったりしないけどね、それを表に出すのがちょっと下手なの。たぶん、きっと、今の友達の中では一番……心配してくれてる」

「お前に似てるな」

「似てないよ。私、あの娘みたいに優しくない」

　いや、似てるよ、と大田は笑い、

「だけど、やっぱり駄だ目めだ」ゆっくりと彼女を押しとどめた。

「だったらなおのこと、その友達には明日あしたちゃんと元気な姿見せるのが一番だろ、違うか？」

「……違わない。そうする」

「風ふ呂ろは駄目だぞ」

「じゃあ、あとで身体からだ拭ふいて」

「わかったよ」

「発情しないでね」

「しないよ、莫ば迦か」

　つっけんどんな態たい度どで甘えてくる少女──皆みな春はる八や重えの頭に、大おお田たはゆっくりと額ひたいを付けた。
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　二回目の電話の二十回目のコール音を聴きき、私は通話ボタンを切りました。

「出ませんね、八重さん」

　誰だれも聴きいてはいないのに独白。居間に声は響ひびき、無意味な行動を取ってしまったことに思考回路が多少の混乱を起こしているのだと、言った後に気付きました。

　今日きよう、学校を休んだ私の友人、皆春八重さん。

　或あるいは何かが彼女の身に起こっているのではないか、その懸け念ねんがあります。可能性は決してゼロではありません。根拠の薄うすい可能性ではあるし、どちらにせよ明日あしたになれば判明することではありますが──たった一カ月の間にできた友人を優ゆう先せん事項にしている自分は、以前とはどこか違っているのかもしれません。もっとも、私にとっての最優先事項はマスターであり、一位と二位の間には天地以上の開きがあるのは確たしかですが。

　そのマスターは現在入浴中。上がってきてから話し合いの予定です。

　ともあれ、八重さんとは連絡がつきませんでした。可能性で考えれば熱ねつが高くて眠っているというのが妥当なところでしょう。あまり連続して電話をかけ、起こしてしまっては元も子もありません。メールだけ入れておくことにして、携帯電話のボタンを押しました。

　テレビからはニュース映像が流れています。隣となりの市で起きている連続殺人事件について。確たしか、マスターが虚軸キヤストの仕し業わざを懸念していました。根拠のないものではありましたが──虚軸キヤストの存在を舞まい鶴づる蜜みつに示唆されている今、可能性を考こう慮りよしておく必要性もあるでしょう。

「……電話は？」

　メールを打っていると、マスターが入浴を終わらせて居間へ来ました。タオルで髪を掻かき混ぜながら、手にはオレンジジュースの入ったコップがひとつ。

「私の分はないのですか？　先せん輩ぱい」

「だから家に帰ってまで先輩と呼ぶなとお前は何回……ひょっとしてわざとやってるのか？」

「ご名答です。それで、私の分はないのですか？　マスター」

「欲しいなら欲しいって言え」

　マスターは、オレンジジュースを私の目の前に差し出し、再び踵きびすを返しキッチンの方へ行ってしまいました。コップは洗って差し上げましょう。

「まったく」

　ぼやきながら戻ってきたマスターの手にあるコップには、牛乳が注そそがれてあります。

「オレンジジュースを飲まないのですか？」

「気が変わった」憮ぶ然ぜんとして呟つぶやきながら、ソファへと座りました。

　ところで、私は牛乳が飲めません。この身体からだの好き嫌いの問題で、飲もうとすると反射的に嘔え吐ずいてしまうのです。これは機き械かいである思考領域に関係のない、有ゆう機き体たい固有の弱点でした。

　マスターはそのことを当然知っているのですが、ひょっとして。

　考え過ぎでしょうか。

　閑話休題。マスターが戻ってきたので無む駄だな思考は一時凍結。

　私は昼間の結果について話題を切り出しました。

「マスター。夕方に送ったメールの件ですが……」

「ああ」牛乳を一口飲みながら、マスターは頷うなずきました。

「基本的にはお前の提案通りでいい。イレギュラーには随ずい時じ対応する。で、舞まい鶴づるの様よう子すは？」

「いえ、あれから……というより、今日きようは会話できませんでした。観かん察さつした結果、昨日きのうから格段、態たい度どの変化はなかったとは判断できます。私は虚きよ偽ぎである可能性も捨てていませんが」

「それはないだろう。里り緒おが言っていた。舞鶴はこういう時に嘘うそは吐つかない、って」

「……私よりも里緒さんを信用するのですか？」

　私は最近覚えた『意地悪な笑え顔がお』を作ってみました。

「そういうんじゃない。そんなジト目で見るな……」

　狼狽うろたえています。私は自分に及第点を与えてよいようです。

「とにかく……元々、舞鶴が直感的に判断したんだろう？　嘘じゃなくても勘違いという場合もあるし。何より、それを判断するために僕らは動いてるんだ。舞鶴が嘘を吐いているかどうかは本来関係がないことだろう」

「ええ、知っていますよ？」

「お前は……」マスターは溜ため息いきを吐き、その性格は誰だれに似たんだ、と呟きました。

「勿もち論ろん、貴方あなたにです。しかし、それは今回の件とは別問題ですね」

「問題なのか!?」

「ええ、大問題です。責任取る方法を考えておいてください。認にん知ちとか、結婚とか」

「だからお前はそんな余計な知ち識しきをどこで仕入れてくるんだ？」

「主に火サス」

　マスターは盛大に肩を落とし、気を落ち着かせるように牛乳をゆっくり飲みました。

「とにかく……舞まい鶴づる蜜みつの目的はわかりませんし、現時点では放っておいてもさして問題はないと言えますが……しかし、仮に真実、彼女の言う通り学校内に虚軸キヤストがいた場合、マスターはどうなさるおつもりですか？」

「害を為なす可能性がある力を持っているなら排除するし、そうでないなら無視する」

「賢けん明めいです。下へ手たに刺し激げきしても危険が増えるだけですしね」

　私が言うと、マスターはゆっくりと立ち上がりました。対策をそこまで詰める必要もないでしょう。ある程度は臨りん機き応おう変へんに行かないと──今の状況は何もかもが不ふ明めい瞭りようです。

「どちらへ？」

「牛乳、もう一杯飲む」

　それでは私もオレンジジュースを頂くとしましょう。

　台所へ消えるマスターを見送りながら、表面が結けつ露ろしたコップを両手で包んで、一口。

　甘いです。味覚良好。

　時刻は午後八時。明日あしたのことを考えるにはまだ早い時間ですが、私は明日虚軸キヤスト探しに決着がつけば明日の夜はゆっくりできるなと、人間のようなことを考えてみました。
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　水すい曜よう日びは晴れていた。

　校庭はまだ濡ぬれていて、水みず溜たまりが陽ひの光を反射している。

　雨は一日だけ降った挙あげ句く、勝手に止やんでしまった。僕は天気に関してさして好き嫌いを持たないけれど、ともあれ、クラスでトラブルがあった日にだけ空気を湿らせるのは勘弁して欲しい、と人並みのことを思う。もっとも、仮に昨日きのう晴れていたからと言って何かが変わっていた訳わけではないだろう。そういう意味では、天気というのは酷ひどく平等にできている。

　窓まど際ぎわの席で外を眺め、現代文の眠くなりそうな授業をぼんやりとやり過ごしながら、僕は左手に持ったシャープペンを何とはなしに弄もてあそんでいた。現代文の先生は生徒を指名しないのでそういうことができる。

　直なお川かわ浩こう輔すけは、学校を休んでいた。

　クラス内では、昨日の朝──テストの結果で狼ろう狽ばいし大おお田たへ掴つかみ掛かり、周囲の顰ひん蹙しゆくを買ったあの騒そう動どうを気にして来き辛づらかったのだろうという話になっている。一時限目の休み時間はその話題で持ち切りだった。だけど僕は、彼が本当にそれを理由に休んだのかを少し訝いぶかしむ。そもそも直川は、他ひ人との視し線せんをそれほど気にするような性質の人間ではないように思えたし、何より今日きよう学校を休めばそれだけ次の日に登校し難にくくなるだろう。ただ、こういうことは理屈ではないし、あれだけ無言の糾弾を受ければどんなに他者の視線を無視できるような人間でも多少は堪こたえるかもしれないし──考え過ぎかもしれない。

「つまり、この文章から導みちびき出される作者の思想は、３よりも４の方がより近いから、３は消えて、残った２と４を比較すると……」

　年老いた教師のつまらない授業は、思考する時間を僕に与える。問題を解かせた後で答えを解説するだけの授業なら誰だれにだってできるだろうに、と心中で苦笑した。挙げ句、彼は公式解答を見ずに解説することが多いから、時折正答を間違えて生徒に怪け訝げんな顔をされることすらあった。これで成せい績せきが上がったの下がったの喚わめいても、それは教師の手柄ではないよな、とぼんやり思う。もっとも、現代文ほど教師の力量が見えにくい教科もないのだが。

　ともあれ、無む駄だな思考を費やす暇ひまはない。

　今日は、昼休みに二年の教室がある二階、そして放ほう課か後ごにもう一度一階を洗うことにした。

　幸いにして水曜日は僕ら二年生も六時限授業、一年生と同じだ。硝しよう子こを迎えに行く振りをして教室の前で里り緒おと一いつ緒しよに待ち、終礼時の教室を見ようと思っている。そうすれば少なくとも、帰りのホームルームに参加する担任と欠席していない生徒に関してはチェックすることができる──早退などのイレギュラーに対しては明日あした対応すればいい。それにそこまで来たら、未チェックの人間はかなり絞られてくる。確たしかに硝子の言う通り、あのクラスを優ゆう先せんして集中的に見る必要性は薄うすい。だけど僕にだって優先順位はある。まずは硝子と僕──ふたりの身の回りが安全かどうかを確かめなければ、落ち着かなかった。

　それと、舞まい鶴づる蜜みつとも話をしてみなければならない。彼女は友好的とはとても言いい難がたいし、正直、僕自身、あまり顔を合わせたくないのだが──やむを得ないと言わざるを得ないだろう。場合によっては義あ姉ねである速はや見み殊こと子こを交える必要もある。

　それもあまりしたくはないが。僕は彼女がとても苦にが手てなのだ。

「よって、この場合、４よりも２の方が望ましいということで、問い三の解答は２」

　──先生、そこは４ですよ。

　あちこちで噴ふん出しゆつする『違うだろう』という気け配はいに、教師は気付かない。誰だれも手を挙あげて指摘しないのは、諦あきらめが半分と、日本人の性質が半分だろう。俄にわかに隣となり近所で答え合わせをする囁ささやき声も聞こえ始めるが、耳の遠くなり始めた老人はそれにも意を介さない。

　半なかば名物となったその先生の授業を適当に流しながら、僕は昼休みの到来を待った。

　今は二時限目。あと二回の授業が終われば、屋上へ行って里り緒おを連れて来よう。
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　城き島じま晶あきらが教室でぼんやりと思考していた頃ころ──直なお川かわ浩こう輔すけは、周りが見えないほどに焦燥しながら、教室へ向かう廊下を歩いていた。

　昨日きのうの屈辱から一夜。

　明けてみれば、残ったのは脅迫材料を握られたことによる、目前の不安だった。

　これから自分はどうなってしまうのだろうという恐怖と、自分を追い詰めた大おお田た敦あつしへの憎しみに嘖さいなまれながら、どうにも学校へ行く気になれず一時は欠席しようとした。しかし、病気でもないのに学校を休むという行為が何か大きな罪悪のように思えてしまい、二時間遅れでこうして登校することになった。生来の真ま面じ目め過ぎる性格が故ゆえだ。

　二年生の教室、二階への階段を上る。

　あと五分もすれば二時間目の授業が終わり、休み時間になるはずだった。その時を見計らって教室へ入ればいい。さぞ周囲の注目を浴びるだろうと思うが──そもそも、大田たち以外に対しては、遠えん慮りよなどすることはない。そもそも自分にとっての彼らは、本来相手にする価値もない塵ちり芥あくたと同等の存在だ。ゴミが何を喚わめいても聴きかなければいい。何も問題は、ない。

　──だけど。

　もし、万が一、あの写真がもう出回ってしまっていたら。

　そんなことはあり得ないと、そう思い込むことはできなかった。弱みを握られたことによる恐怖は、理屈を越えて身を竦すくませる。事実、さっきから周囲の光景さえも殆ほとんど目に入らない。靴くつ箱ばこからこっち、誰だれかとすれ違ったかどうか、それさえもよくわからない。

　瞼まぶたの裏に浮かぶのは、教室の後ろに大きく貼はられた自分の写真、そしてそれを見ながら嘲あざ笑わらっているクラスメイトたちだ。

　何度もその幻げん影えいを振り払いながら──浩輔はただひたすら、階段を上っていた。

　だから、気付くと、二階を通り過ぎている。

「……あ」

　階段は目の前で終わって、いつの間にか行き止まり。

　浩こう輔すけの背筋が凍る。そこは屋上への扉とびらがある踊り場で──昨日きのう、浩輔が大おお田たたちに殴られて写真を撮とられた場所だった。

　思わず引き返そうとする。急に吐き気が込み上げてきた。殴られた腹部に鈍どん痛つうが走る。

「……う……あ」嘔え吐ずきかけながら、浩輔は踵きびすを返した。こんな場所、一時も早く立ち去らなければならない。階段を下りてどこかに行かなければならない。──と。

　階下で、一斉に椅い子すを引くくぐもった音と、人間の雑ざつ談だんする気け配はい。

　どこかのクラスで授業が終わったのだ。

　──誰だれかが来るかもしれない！

　咄とつ嗟さだった。誰に見られたとしても何の不ふ都つ合ごうもないのに、浩輔はただ、誰にも見られたくないと思い、誰にも会いたくないと思い、逃げなければ、と思った。

　ここではないどこかへ。踊り場でもない、階下でもない。誰にも会わずに済む場所。誰かの視し線せんがあれば、それだけで身が竦すくむ。ひょっとしたらもう自分の写真が全校にばら蒔まかれているかもしれないという考えさえもが頭をちらついた。だから、そんな行動に出た。

「ひ……ああ！」

　反射的に。

　階下ではなく、屋上へ。

　鉄てつ扉ぴを押し開け、冷たい学校の空気ではなく、開放的な空を求めるように。

　何も考えてはいなかったが、それでも嫌けん悪お感かんに任せて、浩輔は扉を後ろ手に閉めると──長く重い溜ため息いきを吐つき、新しん鮮せんな空気を肺一杯に吸い込んだ。

「はあ……はあ」そのまま扉に背を預け、ずるずると腰を落とす。

　直後、自分のとった行動の情なさけなさに泣きたくなった。

　果たして逃げる必要はあるのか。学校を休む必要はあるのか。大田は自分の弱みを握ってはいるが、それは自分も同じだ。だったら力関係は均きん衡こうしている。互いを抑止し合っているのだから、自分から接触しなければ墓穴を掘ることもない。それどころか上う手まく立ち回れば、先に大田の行動を教師に密告して、秘密裏に大田を学校から追放することも可能なのではないか。

　希望的観かん測そくを頭の中で描くが、

「……ダメだ」それよりも先に恐怖が立つ。

　無関係な他学年の足音だけでこうして逃げ出してしまうほど怯おびえているのに、上手く立ち回れる訳わけがない。教室へ行くことさえ困こん難なんなのに、平然と振ふる舞まえる訳がない。

　どうすればいいのだろうと思った。

　──自分はどこへ行けばいいのだろう。

　──どこへ行けるのだろう。

　──どこへも行けないのではないか──。

　もうおしまいかもしれない、と心の隅で思う。

　自分は本来、クズどもを見下すべき立場にいなければならない存在だ。なのにこのままでは──工場で頭を下げている父親や、ヒステリーと現状否定でしか自己実現できない母親や、頭の悪さをへらへらとした媚こびで取とり繕つくろう妹などと同じ──どうしようもなくつまらない人間になってしまう。それは嫌いやだ。それだけは嫌だ。それなのに、今の自分の状況は、




　歌が、聞こえた。




　思考を中断され、浩こう輔すけは顔を上げる。

　音楽室の合唱ではない。たったひとりの歌声だ。伴奏もない、リズムも曖あい昧まいな、口笛にも似た、風に溶けて消えてしまいそうな独唱。





──夢があったの

──莫ば迦かげた夢だけど

──世界のすべてを知り

──世界のすべてを見て回るの






　何の曲かは知らない。

　英語で歌われていた。

　仮に曲名を言われても、音楽に疎うとい浩輔にはぴんと来なかっただろう。

　ただ、か細いメロディと柔らかな声がとても綺き麗れいで、誘さそわれるように立ち上がった。





──ねえ、私を見てよ

──ねえ、聴いてくれていますか？

──一いつ緒しよに歌おうよ

──何を喪なくしたのか、わかってないのなら






　声の、歌が聞こえる方へ。

　熱ねつ病びように浮かされるように。

　或あるいは救いを探すように。

　もしくは、逃げるように。

　浩輔は歩き、歩み寄って。





──それは、あなたが知ってるくだらない歌、全部

──大事にしなきゃならないちっぽけなもの、全部






　そして、

　その歌が現状から抜け出す切っ掛けになるかもしれないという希望を根拠なく持ちながら、

　こんな綺き麗れいな声をどんな綺麗な人が口ずさんでいるのだろうという淡い期待を抱きながら、

　屋上の手て摺すりに頬ほお杖づえをついて、楽しそうに歌っている小さな後ろ姿を見付け、

　浩こう輔すけの思考は、止まった。




　　　　‡




　チャイムが鳴ったが、授業は終わらなかった。

「あと三分。静かに！」教師の言葉に全員が無言の抗こう議ぎで応こたえる。最後の問題の解答は３だ。単純な穴埋めで、わかっていない人間でも正答を聴きけばすぐに納なつ得とくする類たぐいのものなのに、教師は回りくどい説明を続けていて、僕は椅い子すの背もたれに身体からだを預け、密ひそかに伸びをした。

　午前中の半分の授業が終わる。あと半分で昼休みだ。

　また里り緒おに昼食を抜かせることになってしまうなと、少し申もうし訳わけなく思った。週末にでも何か奢おごってやろう。味覚の欠けた里緒には基本的に食い意地はないけれど、どこかで外食するとこっちの方が美お味いしそうなどと言っては高いものばかり注文する困った癖くせがある。困りものではあるが──仕方がない。協力してくれるのだから我が慢まんしよう。

　ただそうなると硝しよう子こも一いつ緒しよに連れて行けと言うだろう。あいつはあいつでどうにも教育を間違えてしまったらしく、ここぞとばかりにプリンだのプリンだの、というかプリンばかりを五人前は食べる。この店てん舗ぽのプリンを全種類制せい覇はしますなどとウェイトレスに無表情で告つげる少女に周囲は奇異の視し線せんを向け、僕が消え入りたい気分になってしまうのは自明だった。

　プリンは硝子の好物だ。家の冷れい蔵ぞう庫こにも何種類も常備していて、わざわざ『食べたい時には要相そう談だん／硝子』などと僕へ向けた貼はり紙がみまでしている。好きなんだろ、と指摘すると本人は私に好きなどという感情はありませんと否定するのがいっそ微ほほ笑えましい。

　想像して、苦笑した。

　窓の外、グラウンドはまだ濡ぬれている。この調ちよう子しでは五限目の体育は体育館だろうか。晴れたらサッカーで雨ならバスケだそうだが、まあどちらにせよ面めん倒どうなことには変わり──、

　無む駄だな思考を巡らせていた、その一いつ瞬しゆん。

　偶然窓の外を見ていたのは、幸だったのか、不幸だったのか。

　──す。と。

　唐とう突とつに。

　僕の脳の処理速度よりも速く、目の前を、上から下に。ガリレオの鉄球のように。




　人ひと影かげが、落ちていった。




　教室のあちこちが一いつ瞬しゆんで硬直する。

　何人が見ただろう。間違いない。人間だった。身体からだをまるめるようにして、四し肢しを縮ちぢこまらせてはいたけれど、髪と、指と、手足と、顔と、眼と、こちらを見ていた視し線せんと、それから身に纏まとったジャージの色──ジャージ？

　教師は気付かなかった。

　数人が悲鳴をあげた。

　僕は立ち上がった。

「いやああ！」「何だ、どうした!?」「ひぃ、人が……！」「見たか!?」「あ、でも、あれ……」「おい、どうした？　授業はまだ終わってないぞ！」「それどころじゃねえよボケジジイ！　お前見てないのかよ！」「お前は教師にそんな……」「先生!!」

「人みたいなのが落ちてきたんです！　上からっ！」

　喧けん噪そうを聴きく前に、僕は教室の扉とびらを開けるのももどかしく廊下へ出る。誰だれかが呼び止めたような気がしたが無視。そんな場合じゃない。

　刹せつ那なだったが間違いない。普通の人間なら『人影かもしれない』で終わるところだったが、生あい憎にく、僕の動体視力はすべてを捉とらえていた。あのジャージの色は僕らの学年のもので、あの小柄な身体からだは見覚えがあって、こちらへ助けを求めるような視線は。

　一心に走る。屋上の高さからだったら助かりはしない。そんなことはわかっている。たとえ植えられた欅けやきに引っ掛かろうと、身体を枝が抉えぐり、重力が骨を叩たたき折り、あんな小さな四肢は引き裂かれ、原形を中ちゆう途と半はん端ぱに残した肉の塊になる。だから──だったら。

　僕は階段を上へと疾しつ走そうした。

　三階。もう騒さわぎは広がっていた。だけど屋上を確かく認にんしようと上ってくるものはいない。当然だ。人間が落下したのであれば、まずは下を確認する。そこに死体があるかどうかを確認する。人間は基本的に同族の死体が好きだ。普ふ段だん見ることができないものが好きだ。非日常が好きだ。それがどんなものであるかを本質的にはわかってなどいないくせに、憧しよう憬けいと好奇だけで、本能的な興きよう味みを覚える──全員、惨むごたらしく死んでしまえばいい。

　屋上の扉とびらを開け放つ。人影はない。

「おい……頼むぞ」

　事故か事件か。どちらの可能性が高いのだろう。僕は屋上のコンクリートを蹴けり、二年三組の窓の真上に当たる場所に当たりを付け、走る。給水塔の角を曲がり、裏へ回って、一段と広い、街が少しだけ見渡せる、屋上の端へ──いた。

　手て摺すりにしがみつき、両りよう掌てが白くなるほど格こう子しを握にぎり締しめ、弱々しく腰を落として、遠目にもわかるほどに震ふるえる矮わい躯く。ジャージ姿の、僕の友人。

「里り緒お！」思わず叫んだ。

　駆かけ寄る。肩を掴つかむ。見ていられないほどに怯おびえている。

「あ、きら？」

「大丈夫か!?　よかった。もしお前が本当に……」

「死んじゃった……よ」

　里緒は僕の顔を見ると、堰せきを切ったように、その大きな瞳ひとみから涙を溢あふれさせ始めた。

「死んじゃった。里緒が死んじゃった。恐かったよ？　重力は恐かったよ？　落ちちゃったの。里緒が……里緒が落ちちゃったの！」

　僕の胸に顔を埋め、まるで小さな子供のように──。

「大丈夫だ」僕は細い肩を抱き背中に手を回し、里緒の柔らかい髪をくしゃくしゃに撫なでる。

「大丈夫。もうすぐ治まるから。地面に激げき突とつする寸前に戻したんだろ？　だったらその恐怖は嘘うそだ。もう嘘になったんだ。大丈夫。里緒は消えてなんかいない。ちゃんとここにいる」

「う……うえええ、え、……」

　糸が切れたのか、里緒は大声で泣きじゃくる。僕の制服が里緒の涙で濡ぬれ、熱あつくなった眦まなじりはシャツに押し当てられ、まるで火のようだった。

　できるなら里緒が落ち着くまでこうしているのが最善だ。だけど、それはできない。

「里緒、もうすぐ人が来る。落ちていくのを見られた。それなのに下に何もないってわかったら……いろいろとまずいし、問題になる。逃げるぞ。立てるか？」

「う……うぅ……無理……ひっく、無理だよう。足、力、入んない」

「わかった」

　返事を聴きくや、僕は里緒を抱え上げた。ひ、と驚おどろく声は無視する。周囲を見渡す。北校舎へ繋つながる屋上の渡り廊下──駄だ目めだ。あそこは職しよく員いん室しつからぎりぎり見える。どうするか。

　僕は決心した。

「目、瞑つむってろ」

「……え？」

「ごめんな。またちょっと恐こわいかもしれないけど、我が慢まんしろ。僕がいるから」

　子供のように頷いて、力の限り瞼まぶたを閉じ、唇くちびるを咬かむ里緒。

　屋上の反対側へ。手摺を隔て地面のない空白を隔てて十二メートル向こうにある別の建物、第二授業棟。美術室や音楽室などがあり、それらの窓は反対側にあるから屋上は見えない。

　僕は里緒を抱きかかえたまま、回れ右をして、走り──。

「誰だれも見ていてくれるなよ……！」

　普通の人間には到底不可能な筋力で、十二メートルの距きよ離りを里り緒おを抱えて飛び越した。

　体感する偽にせ物ものの無重力と、その直後両足の骨に響ひびく反動。

　首に縋すがり付く里緒は絶叫を我が慢まんしてくれた。

　僕はそのまま足を止めずに走り、第二授業棟の屋上にある給水塔の陰に身を隠かくす。

　騒さわがしくなり始めた第一授業棟の屋上に気け配はいを向けながら、さてこれからどうしようと、緊きん張ちようで弾はずんだ呼吸を抑えながら思った。




「……じゃあ、里緒を突き落とした犯人はわからないんだな？」

　それから二時間の後。昼休み。

「うん。ごめんね。里緒……役に立たなくて」

　保ほ健けん室しつのベッドに寝転んだ里緒は、項うな垂だれた様よう子すで目を伏せ、申もうし訳わけなさそうに呟つぶやいた。

「いいさ。仕方ない」

　落ち着いてしばらくしてから話を聞いた結果、どうやら事故ではなく──何ものかの手によって突き落とされたらしい。後ろから突然足を抱え上げられ、そのまま投げ出されたそうだ。屋上の柵さくは里緒の胸くらいまではある。明めい確かくな殺意を認めざるを得ない。

「それにしても……」このタイミングで、しかも故意の事件。

「うん。これって、どういうことかな……晶あきら」

　正直なところ、判断に困る出来事だった。

　可能性は大きく分けてふたつある。

　つまり、虚軸キヤスト──或あるいは虚軸キヤストに関係した人間──の仕し業わざか、そうでないか。

　後者であれば里緒に怨うらみを持つものか、もしくは不特定を対象にした殺人だろう。確たしかに厄やつ介かいではあるが、まだ日常の範はん疇ちゆうに収まる。誰の現実にも起こり得ることなのだから、僕らにしてみれば気を付けてさえいればいい。

　問題は、前者の場合だった。つまり、虚軸キヤストが絡からんでいた時。

　僕らが虚軸キヤストを捜さがそうとしていたのを見抜かれたのか。見抜かれているならばどこまで知っているのか。里緒が虚軸キヤストと普通の人間を見分けられるのを知って狙ねらったのか、或いはそこまでは知らず単に邪じや魔まだから殺そうと思ったのか。それとも、僕らのことを見抜いてまではいなくて、里緒を虚軸キヤストと知った誰だれかが手を出してみただけなのか。もしくは最悪のケース、あいつの差し金か──可能性は幾いくつもある。個別のケースを考えていたらきりがない。

　足を抱え上げて落としたという酷ひどく常じよう識しき的てきな殺害方法も引っ掛かる。手口は普通。これが罠わななのか、違うのか。手掛かりが少な過ぎた。犯人の意図が読めない。

　とにかく、どんな場合だったとしてもうかうかしてはいられない。すぐにでも犯人を捜さなければならないところだ。

　だけど──、

「しばらく、動けないね」

「……ああ」

　項うな垂だれた里り緒おの言葉に、僕は苦にが々にがしく首肯する。

　──牽けん制せいとして行ったのなら、恐ろしいほどに効果的だ。

　屋上から落ちる『ジャージを着た人間のような』影かげは、僕の他ほかにも何人かに目もく撃げきされていた。目撃者のあったクラスは集団パニックにも似た状じよう態たいに陥おちいり、更にそれが伝でん播ぱして、学校中が大おお騒さわぎになるという事じ態たいにも発展している。職しよく員いん会かい議ぎで自習になった三限目と通常授業に戻った四限目を経へて今は昼休みになっているが、それでも不ふ穏おんな空気はまだ残っている。

　そして、授業中に屋上にいるような人間はこの学校には里緒くらいしかいなくて、憶おく測そくは噂うわさを呼び──現在学校中に流布している情報は、屋上から柿かき原はる里緒が落ちたらしい、というものになってしまっていた。ご丁てい寧ねいに、一年生の間では『柿原里緒という変人』の詳細な情報付きだ。こうなるともう里緒が歩き回るだけで致命的に目立つ。さすがに里緒に制服を着せることもできない。そもそも制服を極端に拒絶しているからこそのジャージ着用なのだ。

　里緒にとって、他の大多数と同じ服装をするという行為は、ある意味で死よりも苦痛を伴う。それを僕は知っている。どんなに切せつ羽ぱ詰まっていようとも強要する訳わけにはいかない。

　しかしとにかく、今の状態では、僕らは簡かん単たんに動けない。

　目先の虚軸キヤストとは別の問題もある。里緒がこうして無事な理由を問いただされるということだ。まあ、それを避けるために一計を案じてはいるが。

　保ほ健けん教師、佐さ伯えきネアに頼み、里緒の不ア在リ証バ明イを作ってもらったのだ。

　彼女の証言により、柿原里緒は朝から保健室にいたということになった。つまり二時限目に屋上にいなかった里緒が、屋上から落ちる謂いわれはなくなる。偽ぎ証しよう者しやがひとりというだけのお粗末な計画だが、屋上から落ちたはずの里緒が生きているという不自然な事実と、何より死体などどこにも見付かっていないという現実が、計画の穴を埋めてくれる。

　恐らく表面的には、柿原里緒のことを妬ねたんだ何者かによる質の悪い悪戯いたずらだという結けつ論ろんに落ち着くだろう。保健教師がいち生徒に対して理由の見付からない嘘うそを吐ついている、というのよりも、ジャージに重りでも入れて上から落とし下で回収した、という方が説得力はある。そもそもあれが人間だったかどうかを正せい確かくに判断し確信できるほどの動体視力は普通の人間にない。疑問を持ったとしても、見間違いだと断言されれば目撃者も納なつ得とくするだろう。

　事件が起きたことで屋上が封ふう鎖さされる可能性もあるのだが、その時は速はや見み殊こと子こに頼めばいい。もっとも屋上に固こ執しつするのは里緒であって、それは僕が頭を下げることではないけれど。

　とにかく──本当に厄やつ介かいなことにはなった。

　僕は目もつ下かの問題を取とり敢あえず脇わきに遣やり、明日あしたからの里緒の日常について口を開いた。

「虚軸キヤストのことはともかく、しばらく屋上に行けなくなるな」

「うん。そうだね。……でも、ネアが里緒を助けてくれるのなら、我が慢まんするよ」

　晴れた日には屋上。それは里り緒おの定位置だった。それが禁じられるとあれば、苦痛だろう。

　だけど里緒は、まだ青い顔で、必死に見えるほど笑った。

「ねえ、晶あきら。……ありがとうね」

「ん？」

「晶は虚軸キヤストのことで大変なのに、まず里緒の心配をしてくれたよ。本当なら晶が真っ先に考えたいのは虚軸キヤスト探しのことなのに、里緒の日常を心配してくれた。……嬉うれしいな」

「打算だよ。里緒の機き嫌げんを取っておかないと困るからさ」率直過ぎる感かん謝しやの言葉に、僕は照れ隠かくしなのか本ほん音ねなのか自分でもわからないような返事をする。里緒はよくこういったストレートなことを言ってくるが、正直なところ、面おも映はゆい。

　そして里緒の言葉は、どんな方向にも直接的だ。

　嬉しそうな顔のまま、里緒は言う。

「知ってる。それが計算だって里緒は知ってるよ。でも、それでも嬉しいの」

　──今度は、胸に刺さる科白せりふ。

　そうか、とだけ僕は応こたえ、更なる照れ隠しなのか、それとも自分をこうも無防備に信じる里緒に罪悪感を覚えたのか、とにかく話題を無む慈じ悲ひな方向に切り替えることにした。

「じゃあ、本題に移ろうか」

「うん。大丈夫。里緒はもう大丈夫だから、いいよ」

　僕は率直に言う。

「まず、今日きようの放ほう課か後ごは無理だな。一年生の間にも噂うわさが広まってる」

　携帯電話を開く。そこには硝しよう子こからのメールがあった。

『里緒さんの落下でクラスが騒そう然ぜんとしています。今日は危険と判断し中止を提案。かしこ』

　かしこの後にはハート形の絵文字が割れたり元に戻ったりしていた。ふざけた文面だが、困ったことに本人は至って真ま面じ目めだし、提案も理に適かなっている。

　捜そう査さどころではなかった。そもそも、里緒が保ほ健けん室しつを出るだけで騒さわぎになる。

「ごめんね。迷めい惑わくかけるね」

「里緒のせいじゃない。……それに、迷惑かけるのはこっちの方だ」

「それでも、ごめんね」

　疲れ切った顔の里緒は、笑え顔がおを絶たやそうとしない。かなり消耗しているはずなのに、無理をしているのだ──僕は、少し苛いら立だった。

　里緒の助かった理由。

　それは、里緒の持っている力──『虚軸キヤスト』としての力によるものだった。

　本来、里緒は僕と同じ『固定剤リターダ』で、そういう意味では多少性質の変化はあっても、本質的には通常の人間と変わらない。たとえば僕の筋力や動体視力は固定剤リターダとなった六年前から一般平均のそれを大きく上回るようになっているが、結局それはその程度であり、他ほかの虚軸キヤストのように、世界の物理法則を捩ねじ曲げてしまうような力は持たない。

　しかし、里り緒おは僕と多少事情が異なっている。

　里緒を固定剤リターダとして存在している虚軸キヤスト『有識分体分裂病』──猫の小こ町まちは、里緒の精神と肉体の奥深くにまで存在を浸食させていた。それぞれが別個体である共生型でありながら、根源的な部分では虚軸キヤストと固定剤リターダが一体になっている寄生型に近い、と形容すればいいのだろうか。とにかく、それによって──里緒は認にん知ち障害や味覚の欠落などの弊へい害がいを持ちつつも、『有識分体分裂病』の持つ力の一部を多少なりとも単独で使用できるのだ。

　それは、分裂。

『分裂病有識分体』の名の示す通り、里緒と小町は、自身を分裂させることができる。強しいて言うならばドッペルゲンガーに近いそれは、だけどどちら共に本体であり、実体でもある。里緒は最大三つ、小町はほぼ無制限にという差はあるものの、それはつまり存在の分割だ。

　突き落とされる直前、里緒は分裂した。ひとりを生いけ贄にえにすることで、残ったもうひとりを、犯人の背はい後ごにでも潜ひそませて難なんを逃のがれたのだろう。犯人がそれに気付いたか気付かないかはわからないしどうでもいい。どっちみち犯人に負い目がある以上、無視しておけばいい。

　問題は、里緒の分裂が『小町』のそれに比べると中ちゆう途と半はん端ぱだということ。

　生命を分裂させ、多重身ドツペルゲンガーを作り出す──片方が死んでももう片方が生き残ることによって死を免まぬがれるその力は、同時に、片方が死ぬことによってその死が生き残った方にフィードバックするという欠点を孕はらんでいる。里緒が怯おびえていたのは、それが理由だった。

　地面に激げき突とつする前に消したのだろうから直接的なものではないにせよ──屋上から突き落とされ、落下するという体たい験けんを、落下しなかった里緒も経へた。

　生き残れる代わりに臨りん死しを伴い、魂を削る力。

　本来の虚軸キヤストである猫の小町はその『死』も克服しているらしいのだが、里緒はあくまで固定剤リターダであって、虚軸キヤストそのものではない。最後の一いつ線せんで、その差が出る。

　里緒に、僕の友人に、『死』を体験させた。

　そのことに、僕は苛いら立だつ。

　偽ぎ善ぜん者しやぶっている訳わけではない。自分の計画が予定通りに行かなかったこと程度では苛立ったりはしない。偶発的な事象によって予定が破は綻たんする可能性などいつどこにでも存在する。

　──そうだ。

　さっき、里緒は計算だとそう言った。だけどそんなことはない。

　僕だって──友人を傷付けられれば、怒りを感じる。当たり前だ。

　思わず、唇くちびるを強く咬かんだ。

　気け配はいが強こわ張ばっていたのを感知したのか、里緒が笑って起き上がろうとする。

「駄だ目めだ。今日きようはゆっくり休め。里緒は疲れてるんだから」

　僕は、そんな里緒の額ひたいに手を遣やった。そのままベッドに押し付けて、再び寝かせる。触れた額は熱ねつを持っていて、青みがかった顔色とは対照的だった。

「……うん。ごめん」

「もうじき佐さ伯えき先生も帰ってくるだろうし、それまでは僕もここにいるよ。今は眠っとけ」

「……うん」

　里り緒おは素直に従い、毛布を肩まで引き上げて瞼まぶたを閉じる。

　この症状は数時間も眠れば回復する。問題はない。

　ベッドの横、椅い子すに座ったまま、僕は里緒の呼吸を辿たどった。

　もう昼休みは終わる。五時限目の途と中ちゆうから教室へ戻ることになるだろうか。言いい訳わけを考えなければならない。そんなことをぼんやりと思考していると、

「ね、晶あきら」

「何だ？」

「ありがとうね。晶は優やさしいね。……嬉うれしいよ」

　眠りに落ちる直前の譫うわ言ごとのように、里緒は、恐らくは暗くら闇やみに浮かぶ僕に向かって、

「たとえ欺ぎ瞞まんだとしても、里緒は嬉しいよ、晶」

　ふ、と。

　再び、容赦のないことを言い──、

「だから、安心してね。晶の欺瞞に、里緒は疑いを持たないから」

　嬉しそうに、本当に嬉しそうに口元を綻ほころばせ。

　安心したように寝息をたて始めた。




　あまりにも直球な、建前など寸すん毫ごうも混じらない感かん謝しやと労ねぎらいの言葉。

　僕は頭の中でそれを否定する。

　欺瞞なんかじゃない、そう思う。

　僕は心配している。里緒のことを、たぶん誰だれよりも心配している。利用価値があるから里緒と一いつ緒しよにいるなんて、機き嫌げんを取るために優しくするなんて、そんなくだらないことを──。

　違う、と言おうとした。

　ふざけるな、と怒ろうとした。

　だけど里緒は糸車の針に刺されたように、あっという間に眠ってしまっていて。

　僕の半はん端ぱに開きかけた口は、声を出すこともなくやがてゆっくりと結ばれる。

　ひょっとして僕は言葉を出さずに済んで安心しているのかもしれないと、ふと考えた。

　くだらない思考だと一笑に付すことは──できなかった。




　　　　‡




　見られただろうか。見られていないはずだ。見られているはずがない。見られているかもしれない。見られていたらどうしよう。誰だれにも見られていないはずだ。だけど──。

　布ふ団とんを頭から被かぶりベッドが軋きしむほどに震ふるえながら、直なお川かわ浩こう輔すけは完全に破は綻たんしかかっていた。

　どうしてあんなことをしてしまったのだろう。自分でもよくわからなかった。ただ、楽しそうに歌うあいつを見たら、頭の中が真っ白になった、それだけだ。

　自分を助けてもくれず、まるで風景の一部のようにしか考えていなかった、柿かき原はる里り緒お。

　思えば、一年の頃ころからだ。どう足あ掻がいてもあいつに勝てなくて躍やつ起きになっていた。

　それなのに、不正な手段で二位の地位さえ大おお田たに奪われ、しかも写真を撮とられ脅おどされて。

　殺意を覚えて、それなのに追い詰められて。

　その果てに救いを見出した歌声が──よりにもよってあいつのものだった。

　自分よりも上にいて、決して下にいる自分を見ない、柿原のものだったのだ。

　だけど、浩輔がその時感じたのは、不条理でもなければ不ふ甲が斐いなさでもない。

　──羨せん望ぼう、だった。

　まず、柿原里緒の歌に誘さそわれた自分がたまらなく惨みじめになった。次に、あいつが何か神のようなものに見えて、一いつ瞬しゆんだけ憧あこがれた。そして、崇すう高こうだと思った。

　だから自然の帰結として、ああなりたい、と。

　浩輔は、畏い怖ふし、敬い、そして──羨望した。

　自分は柿原里緒という存在に比べたら、ただのゴミにも等しい存在なんだということを思い知った。感情が飽ほう和わしたのはその瞬間だった。父親や、母親や、妹や、クラスメイトたちや、つまりは自分以外のすべて。ゴミだと思っていたそれらと自分とは、柿原里緒から見ればたいした違いなどないのだと、まったく違いなどないのだと、そう悟ってしまったのだ。

　浩輔がいつも思い描いていたあの未来。

　周りの人間が自みずからを畏怖し、敬い、羨望するような──それが、崩くずれてしまった。

　中心にいるべき自分が、柿原里緒を畏怖し、敬い、羨望したあの瞬間、完全に瓦が解かいした。

　だから、つい。

　こいつを殺さなければ自分は無価値になってしまう、と。

　忍び寄って足を掴つかみ、持ち上げて引っくり返し、落とした。

　大おお田た敦あつしのことなど、もうどうでもよかった。

　ただ今は、自分の未来があらゆる意味で破は壊かいされてしまったことによる絶望と、神にも等しい存在の柿原を殺してしまったことへの恐怖がある。

　もう、時間は夜の七時。場所は自分の部屋で、屋上ではない。




　だけど、まだ手には持ち上げた両足の感触が残っている。

　柿かき原はる里り緒おを屋上から落として、すぐに浩こう輔すけは逃げた。周りも確かく認にんしなかったし、その余裕もなかった。ただ一刻も早く、本来なら学校に来ていない自分がこんな場所にいるのはおかしいのだと、頭のどこかでは冷静に考えながら──何よりも、人を殺してしまったのだという果てしない後こう悔かいと、とてつもなく神聖なものを殺してしまったのだという底のない罪悪感が、浩輔を逃とう走そうさせた。もうどうしようもないのだ。あらゆる意味で、もう自分は許されない。社会的にも、倫理的にも、宗教的にも、自分を許してくれるものはいない。自分は世界の中心になどいないのだとわかってしまった今、その思いは時間に比例して膨ふくらんでいく。

　こんなはずではなかったのに、と思う。

　一いつ生しよう懸けん命めいに勉強しさえすれば、人生に勝てるはずだった。それだけでよかった。

　世界は単純だった。問題があって解答があり、問題のすべてを正しく解けばそれで点数が取れて、上に行ける。学校のテストと同じだ。

　そして自分は殆ほとんどの問題に正しい解答を導みちびき出していたのに。

　だからこそ、思い描く未来は自分が中心になって廻っていたのに。

　それなのにどうして。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう？

　帰き巣そう本能の赴おもむくまま、無む意い識しきにアパートへと帰り、自分の部屋に閉とじ籠こもって八時間。思考は延々と堂々巡りし、回る度に何かが音をたてて弾はじけていく。世界が壊こわれていく。浩輔の世界が、正しかったはずの世界が、崩くずれて──、

　不意に、ノックの音がした。

「ひ！」思わず声をあげる。今まで以上に布ふ団とんへと潜もぐり込む。

　裁きが来た。警けい察さつか、それとももっと恐ろしい、何か別のものか──浩輔は耳を塞ふさいだ。

「……お兄ちゃん？」

　くぐもった聴ちよう覚かくに、高く間延びした声が響ひびく。緊きん張ちようした身体からだにドアの開く振動が届く。

「お兄ちゃん、大丈夫ー？　熱ねつ、下がった？」妹だ。

　浩輔は耳を塞いでいた両手を緩ゆるめた。

「ご飯ね、できたの。だから……」

「煩うるさい！」

「あ、ごめんなさい、でも、お母さん遅くなるし、今日きようはお父さんが帰ってくるし……」

　戸と惑まどう声に、怒りと呆あきれと、その他の雑多な感情が湧わいて消えた。

　──こいつは、何を言っているのだろう？

　そんなことを言っている場合ではないのだ。

　世界は壊れてしまったのに。

　どうしてこのバカな妹は、それに気付かないのだろう。もう何もかもがおしまいなのに。自分は中心にいなかった。中心にいるべきは柿かき原はる里り緒おだった。だけど柿原は死んだ。自分が殺した。だから大おお田たにも写真を撮とられ、それがいつ公開されるとも限らない。学校の成せい績せきは落ち自分の将来は終わったも同然で、それなのに、夕食？

「お兄ちゃん……お粥かゆ作ったから、それだけでも食べようよー。身体からだ、壊こわすよ？」

　──ああ。

　不意に、思い出した。

　自分と比べて、昔から頭も弱く要領も悪く、いつもドジばかり踏んでは母親に殴られていた妹。参考書を読む自分の真ま似ねをして、本をよく読んでいた。何を勘違いしたのか、父親の持っているくだらないミステリ小説などを引っ張り出して、理解できもしないのに読よみ漁あさっては、浩こう輔すけと同じことをしている気になっていた。だから言ってやった。小説っていうのは無む駄だな知ち識しきを仕入れるためにあるのだと、皮肉を利きかせて。なのに妹はそれを真まに受け、さもその言葉が世界の真理であるかのように、そうなんだ、やっぱりお兄ちゃん凄すごいやなどと訳わけのわからないことを言い、更に夢中になってくだらない本を読み──。

「……君きみ子こ」

「あ！　お兄ちゃん、ご飯食べてくれるー？」

　名を呼ばれたのが嬉うれしかったのか、妹は──直なお川かわ君子は俄にわかに調ちよう子しづき、

「そうだ、学校でね、今日きよう、面おも白しろいことがあったのー」

　学校。お兄ちゃんと同じ学校に行きたい、と言い出して、奇跡的に受かったものの成績は下の下だろう。まだ始まったばかりだが、そうに決まっている。中間テストの頃ころにはどうせ、成績表を見て落胆した母親に殴られるのだ。

　母は言っていた。あれが鈍どん臭くさいのは父親に似たんだわ、と。だけどその度たびに思っていた。妹は母親にこそ似ているのではないか。だから母は苛いらつくのだ。自分自身の駄だ目めな部分を見せ付けられているような気がして、近親憎悪で腹を立てているだけなのだ。

　だけど──だったら。

　だったら自分は誰に似ている？

　母親か。それとも、父親か。

　どちらにせよ──どっちみち、自分もまた、父と母のくだらない遺い伝でん子しを持っているのだ。

「……そうか」

　部屋の前で嬉しそうな声をあげる妹のことを思った。

　このクズの遺伝子を、間違いなく自分も持っているのだ。

　だったら──悪いのは、遺伝子だ。この遺伝子がそもそも間違っていたんだ。

「あのねー、私の友達のね、硝しよう子こちゃんっていうんだけど、その子の彼氏さんの友達が……」

　浩輔は布ふ団とんを勢いよく剥はぎ、立ち上がり、ベッドから下りると、妹の許もとへ。

「何かね、飛び降りたとか、突き落とされたとか、そんな騒さわぎで、でもそれは……」

　もう、声は聴きこえていなかった。言葉も聴いていなかった。

「誰だれかのいたず……あ……きゃ！」

　妹の首を掴つかみ、身体からだを壁かべへと叩たたき付ける。

「煩うるさいんだよ、劣性遺い伝でん子し」

「か……お、にい、ちゃ……？」

「ああそうさ」浩こう輔すけは、笑った。

「僕はお前の兄だ。優ゆう性せい遺伝子だと思ってた。お前が劣性遺伝子で、僕が優性遺伝子。この家の悪い部分だけを持って生まれたのがお前で、いい部分だけを持って生まれたのが僕だって。でも……それは間違いだったみたいなんだ」

　喉のどを押さえ付ける。小さな身体が強こわ張ばる。青いワンピースの下、膨ふくらんだ胸が震ふるえていた。一丁前に女みたいな身体をしやがって、と思う。

「か……は、や、め……」

「なあ、君きみ子こ。僕は間違ってた。この家には……劣性遺伝子しか存在しなかったんだよ」

　空いた手で、腹を殴ってみた。柔らかかった。

　ぐぇ、と。妹がアヒルのような悲鳴をあげた。面おも白しろかった。さすが劣性遺伝子だ。恐らく自分が大おお田たに殴られた時も似たような悲鳴をあげたのだろう。何せ劣性なのだから。

「だから僕も、お前も出来損ないなんだ。なぁ、どうしようか？　どうすればいい？　クズみたいな父親とカスみたいな母親の間に生まれた僕はゴミみたいなお前と同じ劣性だったんだ。だから大田にもあんなことをされるし、柿かき原はるみたいな別次元の存在には無視されるし……どんなに頑がん張ばっても、僕はもうどうしようも……おい、聴いてるのか!?」

　青白い顔で表情を喪そう失しつさせる妹に腹が立ち、浩輔はそのまま、君子の後頭部を壁に叩き付けた。妹は声を出さなかった。気を失っていた。手だけで投げ飛ばすと、そのまま一メートルほども向こうへ。驚おどろくほど力が出た。工場で単純な力作業をしている、ブルーカラーの父親──その血を自分もひいているんだなと思った。

　君子は、だらしない姿勢で廊下の床へ転がっている。めくれ上がったワンピースのスカートから、白いショーツと太ふと腿ももが露あらわになっていた。その上の臍へそと、腰の曲きよく線せん。

　いっそ犯してやろうか、とくつくつ笑った。

　さぞかし痛快だろう。劣性遺伝子同士で子供を作ったら、どんな出来損ないが生まれるのか。それを試してみるのはどうだろう。実の妹に欲情するのも悪くない。それこそ劣性の証しよう拠こだ。どのみち壊こわれてしまった世界なのだから、もう完かん膚ぷなきまでに、粉々に砕くだいてしまえばいいではないか──浩輔の思考が、どうしようもないほどに行き詰まろうとしたその時。

「……何をしている？」

　背はい後ごから、声がした。




　　　　‡




　気を失っていたのは数秒だったようで、直なお川かわ君きみ子こはけたたましい音に薄うつすらと目を開けた。

　何が起きたのだろうか、と考える。兄の機き嫌げんを損ねてしまい、怒られたところまでは覚えていた。記き憶おくが混こん濁だくしている。首を絞められたのは久しぶりで、慌あわててしまった。

　母親から怒られる時はいつも、お腹なかを中心に殴られたり蹴けられたりする。顔が腫はれると学校に行けないので、その心こころ遣づかいはありがたかった。腹部の痣あざはシャツの下にキャミソールを着ていれば体育の時間でも隠かくせるし、足の火傷やけどはショートパンツにならなければ済むから、顔と腕にさえ傷がなければ大丈夫だ。でも──兄には時々しかこんなことをされなかったし、その上、首に痣が残ったら誤ご魔ま化かすのに大変だから──それが少しばかりショックだった。

　廊下の床ゆかに倒れ、視界は九十度回転している。

　そしてその、天地がずれた光景に見えるのは、兄と父親だった。

　兄は自分と同じように床へと倒れ、半身を起こしている。対して父は床へ立ち、それを見下ろしている。君子は顔だけを上げた。九十度ずれていた視界が元に戻った。

「面おも白しろいな」父が、呆ぼう然ぜんとしている兄に向かって、唇くちびるの端を歪ゆがめた。

　大きな仕事で三日ほど留守にしていた父。工場で作っている機き械かいの納期が迫ってくると時折そういうことがある。今日きようは帰ってくる予定で、君子はそれを楽しみにしていた。

　だけど。

　──お父さん？

　君子は心中で首を傾かしげる。

　口く調ちようがどこか、自分の知っている父の喋しやべり方ではないと思ったからだ。

「実の妹に欲情するか。いい具合に奈な落らくだ。お前がそんなに追い詰められているとは知らなかった。ついぞ知らなかったぞ？」

　おかしいな、と、今度は実際に首を傾げた。

　上う手まくは言えない。だけどとにかく、君子の知っている父はもっと物腰が柔らかで、兄の顔を真まつ直すぐ見たことなどなかったのに。

　自分には優やさしくて、通知表を持ち帰って母親に罵ば倒とうされた君子に、成績が悪くたっていいんだよと笑って頭を撫なでてくれた。それはもちろん母親の見ていない時にこっそりとではあったけれど──機械油の染しみ込んだごつごつとした指が髪をぎこちなく梳すく感触は、くすぐったくて気持ちよくて嬉うれしかった。

　四日前も同じだった。何も変わらなかったはずだ。

　夕食を外で摂とる母親の代わりに、君子の作ったオムライスを食べながら、お前は料理が上手だなあと、少し目を伏せながら寂さみしそうに笑っていた。

　だけど、今のお父さんは、違う。

　しゃがみ込み、兄の髪を掴つかんで、無む理り矢や理りに顔を上げさせ、

「ほう」父は、嗤わらった。

「弱いけれど強いな。脆ぜい弱じやくだが強きよう靱じんだ。既に離型しかかっている。……まさかお前が抱え込んでいたとは意外だな」

　短く刈かった髪を掻かき、

「ふむ──これはまたいいものを持っているな。なかなかの掘り出し物だ」

「何、を……」兄の声は、戸と惑まどいつつも震ふるえていた。

「何を、だって？　……は！」

　君きみ子こは思う。

　──この人は、誰だれ？

「世界が壊こわれたのではないのか？　……お前の世界が。知っている。俺おれは知っているぞ？　俺は世界のことならばすべてを知っている。お前が揺ゆらいだのを俺は知っている。お前の世界が揺らいだのを知っている。壊れかけてそれを元に戻そうとしてそうしてまた……崩くずれた」

「……とう、さん？」兄が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　浩こう輔すけが父のことを『とうさん』と呼ぶのを、君子は久しぶりに聴きいた気がする。

「違う」

「……え？」

「俺はお前の父親だが、お前の父親ではない。それにしてもお前の父親は脆弱だな。……あっという間に飲み込まれて消えた。何の抵抗もなく俺に喰くわれて消えた。普通、守るべきものがあると心は同化を拒こばむものだ。自我を残し、たとえ同化しても、俺に影えい響きようを与えるものだ。だけどお前の父親はそうはならなかった。俺に微み塵じんの影響も与えなかった……おっと、逸はやるなよ？　それは別に、お前の父親がお前のことを愛していなかったからという訳わけではない。お前たちが、父親の守しゆ護ごを拒否していたからというだけのことだ」

　父は──いや、恐らく、父だったものが──そこで、君子へと視し線せんを移した。

「お前もだ、直なお川かわ君子。……こいつはお前を愛していたし、守りたいと思っていたようだが……お前はこいつに守られたいとは思っていなかった。それどころか、こいつを守ろうとさえ思っていた。分を越えた思考だな。子供というのは親を守るものではない。子にとって、親とは守ってもらう存在であり、束そく縛ばくされる枷かせであり、いつか殺す仇かたきなのにな」こいつ、と言う度に自身の心しん臓ぞう辺あたりを親指の先でとんとんと突きながら、その人は君子を睥へい睨げいする。

　君子は、訳がわからないなりに思った。

　──父さんは、この人に殺されたのかもしれない。

　怒りは湧わかなかった。喪そう失しつもなかった。現実味がなさ過ぎて普通の反応ができなかった。隣となりの市で起きている連続殺人事件のことが何とはなしに頭を掠かすめたが、上う手まくは繋つながらない。

「とにかく、だ」

　そいつは、再び兄へ──浩こう輔すけへ向き直る。

「直なお川かわ浩輔。欲するか？」

「なに、を、言ってるん……」

「答えろ」

　浩輔の眼を射い貫ぬきながら、口元を歪ゆがめ、そいつは楽しそうに嗤わらった。

「お前は世界を欲するか？　選えらばれたいか？　特別な存在になりたいか？　壊こわれてしまった世界の上へ、お前の夢想する理想の世界を再び打ち立て、そうしてその幻想を現実のものとして構こう築ちくし、圧倒的に圧倒的な存在になりたいか？　そう尋きいているのだ」

　浩輔は応こたえない。意味がわからないのだろう。頭のいい兄ならこの異常な状況に何らかの解答を出してくれるのではないかと君きみ子こは期待したが、それは無む駄だだった。

「どうだ？　直川浩輔。俺おれに頷うなずけば、世界を与えてやるぞ？　離り型けいしかかったお前の世界に完全な形を与えてやれるぞ？　それがどんな世界かは、もちろんお前の想おもい次第だが……どんな力が欲しい？　『目ハ覚ラまハしラ時計』──速はや見み殊こと子このような、人の心を踏ふみ躙にじり強ごう姦かんする無む慈じ悲ひな繰くり糸いとか？　それとも『アンノウンゆらゆら』──佐さ伯えきネアのような、セーブとリセットを永久に繰り返し運命を唾だ棄きする狂気的な刃やいばか？　或あるいは『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』──舞まい鶴づる蜜みつのような、平坦な戦争を交こう錯さくさせる容赦のない哄こう笑しようか？　もしくは『有識分体分裂病』──柿かき原はる里り緒おのような、無限の生命を分化させ生と死を弄もてあそぶ痴ち呆ほう的てきな数の暴ぼう力りよくか？」

　君子には、父であったそれが何を言っているのか、まったくわからなかった。

　だけど。

「なん……だって？」

「ん？　決めたのか？　俺に頷くのを決めたのか？」

「……違う！」

　浩輔が、それの言葉に、過剰ともいえる気け配はいで反応した。

「さっき、何て言った!?　名前だ……あんた、誰だれの名前を口走った！」

「どうした？　ああ、そうか。そうだったな。お前は同じクラスだったな。それにお前の世界が追い詰められた原因……なるほどそういうことか」

　父は嬉うれしそうに、決して父のものではあり得ない微ほほ笑えみを見せ、

「そうだ、直川浩輔。お前が望めば、俺はその力を与えてやれる。素質と心とお前の世界次第だが……お前を、柿原里緒と同じ場所へと、導いてやれるぞ」

　兄は、一いつ瞬しゆんだけ身を竦すくませた後、怒りのような鋭するどさで奮ふるえた。

「柿原が、選ばれた存在？　いや……僕も柿原と、あいつと同じ場所に立てるって、あんたはそういうのか？　あんたならそれができるって、そう言うのか？」

「それが、答えか？」

「……やめ、て、おにいちゃ、ん」

　浩こう輔すけの声こわ音ねが強くなる。君きみ子こは嫌いやだった。兄がどこか遠くへ行ってしまうような気がして、決して戻って来られない致命的な場所に行ってしまう気がして、恐こわかった。

　しかし浩輔は、自分を振り返ってくれずに。

「なら、さっさとやってみろ！　僕を……この劣性遺い伝でん子しの塊を、あいつと同じ高みにまで持って行けるって言うんなら、やってみろよ！　あんたと母さんからできた、くだらないクズみたいな身体からだから生まれた僕が……あいつに見てもらえるようになるっていうんなら！」

「──よく言った」

　君子の制止を意に介さず、浩輔が叫んだその瞬しゆん間かんだった。

　びし、と。

　周りの空間に、罅ひびが入った気がした。

　それが何なのか、君子には理解できない。ただ、空気が不意に重くなり、暗い部屋の色彩が喪そう失しつし、硬い床ゆかの質感が柔らかく歪ゆがみ、そしてすべての感覚が、吐き気を催すほどに狂う。

　そいつが、両腕を広げた。

「与えてやろう、直なお川かわ浩輔。俺おれの世界はすべからくお前たちの傍そばにあり、お前の世界はことごとく俺の手元にある。さあ、起きるがいい眼を醒さますがいい浮上するがいい。欺あざむくがいい嘯うそぶくがいい吠ほえるがいい。そして夢のように世界を構こう築ちくしろ。悪夢のように世界を興こう亡ぼうしろ。黄よ泉みのように世界を哄こう笑しようしろ！　お前の望む存在し得ない未来を、この俺が俺の名の下に枝分かれさせ成長させ滅びるのを待って刈かり取ってやる！」

　君子の意い識しきが不意に薄うすれていく。まるで本能が──この場に意識を置くことは死と同義であるとそう判断したみたいに、核シェルターのように外界から自我を閉ざしていく。

「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。お前の望むがままの夢を魅みせてやろう。さあ来るぞ！　さあ来い！……俺の『純白虚偽スノウブラインド』」

　もはや朦もう朧ろうとして、そいつが何を言っているのかわからない。

　だけど君子は、その時、はっきりと観みた。




　浩輔の身体からだから、影かげのような薄暗いものが分ぶん離りする。

　分離すると同時、ノイズをまとった色彩を帯おびる。

　靄もやのように広がった影、その中に、プロジェクターで投とう影えいされたような映像が浮かんだ。

　映像は──。

　整せい然ぜんと並べられた椅い子すと机。その背はい後ごには黒板と教きよう壇だん。

　──教室、だった。




　並んだ席に座っているのは、まるで出来損ないのマネキンにも似た木で偶く人形。

　そして教きよう壇だんの前に立ち、その人形たちを得意げな視し線せんで睥へい睨げいしているのは、

「……お兄ちゃ……ん？」

「なるほどそれがお前の世界か」

　君きみ子この疑問は、薄うす笑わらいとともに発せられた父の声によって遮さえぎられる。

「その幻げん想そう、その妄もう想そう、その空想、現実を拒否し来歴を否認した挙あげ句くにお前がお前の中に作り上げた世界……見ろ、直なお川かわ浩こう輔すけ。そら、お前の世界が死に、光と影かげが入れ替わるぞ？」

　そして、父が訳わけのわからないことを言い、

「……きゃ！」途と端たん。

　色彩を纏まとった影かげが、現実を揺ゆるがすかのように発光した。

　眩まぶしさの中で、像が崩くずれていく。

　マネキンが壊こわれ、手足がばらばらになって教室へ散らかった。机と椅い子すが倒れ、直下型地じ震しんでも起きたかのように床ゆかから浮遊し落下する。教壇は壊れ、黒板は軋きしみ、そしてその中心にいた兄の立体像が不意に頭を抱えて床へと倒れもがき苦しんでこちら側へと手を伸ばし。

　ノイズを混じらせながら、現実の、浩輔の頭を、鷲わし掴づかみにした。

　その映像、浩輔の頭の中にあった空想の世界が崩ほう壊かいし、現実へと回帰する──。

　だけど君子はそんなことを知る由よしもない。

　ただ、それはとても危ないことなのだと、そんな直感だけがあった。

　陰いん鬱うつな色をした光は、どうしようもないまでに濃こくなっていく。

　兄が、映像から出てきた直川浩輔に頭を掴つかまれている直川浩輔がどんな顔をしているのか。

　それももう、見えない。

　光が痛い。光が寒い。光が暗い。

　光が君子の意い識しきを刈かり取っていく。

　眠気と悪お寒かんの中間で、五感が閉ざされていく。

　父親の声が、嬉うれしそうに叫んだ。

「直川浩輔！　俺おれの作り出したあいつの敵。お前のやるべきことはひとつだ──望むがままを行え！　俺の愛するものはお前の近くにいる。故ゆえにお前の行為はすべて俺の愛するものに届くだろう。それを俺は見届けよう。俺はそれを見守ろう。……なあ、城き島じま晶あきら。まる四年だ。俺は四年も待った。もういいだろう？　もう大丈夫だろう？　お前と、お前の持つ最凶の害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やくなあの娘こは、もう充分過ぎるほどに大丈夫なのだろう!?」

　意識を失う直前、君子は薄ぼんやりと、父親だったそいつの声が口走った名を脳に刻む。

　あきら。

　それは、君子の友人である、城島硝しよう子この──。

「直川浩輔……いや……世界系インストの作成した形式名モデリングに従おうか、『矮少関数オンリーＦ』。あいつに会ったら……城島晶に会ったら、伝えておくがいい」

　しかし、君きみ子この思考は、そこで途と切ぎれる。

「俺の名前は──」




　　　　‡




「違うのよ硝しよう子こちゃん、キャベツの千切りには執念を込めるの。糸のように細く、病気のようにしつこくね。けれど決して繊せん維いを殺してはいけないわ」

「ええと……こうでしょうか？」

「ああっそうよそう上手じようずだわ神業だわ……って凄すごい！　まるで本当に糸のように……こいつは素す敵てきに無敵ね。うちの体力娘にもこの繊細かつ大胆な手て捌さばきを分けてもらいたいもんだわ」

「母さん！　聴きこえてるっての！」

「聴こえるように言ってるのよ？　空気読みなさい！」

「読みたくないわよ……もう……」

　妙に和わ気き藹あい々あいとしたキッチンでの会話にうんざりしたように、芹せり菜なは再びテーブルに広げたファッション雑誌に目を落とした。僕はすることがないので、対面で逆さかさに見えるその雑誌をぼんやりと見詰める。夏物の新作を特集したページだった。

　今、僕と硝しよう子こは森もり町まち芹菜の家にお邪じや魔ましている。

　月げつ曜よう日び、芹菜と約束したからだが、正直なところ助かっていた。家でじっとしていると気分が滅め入いる。──それは、これからどう手を打てばいいのかを迷っている自分への苛いら立だちだ。

　里り緒おが屋上から突き落とされるという事件は、一応のところ、質の悪い悪戯いたずらとして処理された。死体など見付かりようもないし、何より里緒はその時保ほ健けん室しつにいたことになっている。厄やつ介かいなことと言えば、しばらくは屋上の立ち入りが厳げん重じゆう禁止──もっと高いフェンスを付けるらしい──になったという職しよく員いん会かい議ぎの結けつ論ろんだが、これは僕に直接的な被害はない。里緒のことを考えると何とかしてやりたいとは思うが、僕にどうこうできる問題でもない。まあ、厳重禁止と言っても、屋上へと至る鉄てつ扉ぴには鍵かぎそのものがないし、フェンス取り付け工事が終わった後ならどうにかなるだろう。それよりも問題は、もっと目前のところにある。

　里緒の件に虚軸キヤストが絡からんでいるかもしれなくて、それなのに何もできないということだ。

　予定外の事じ態たいがあってもいい。イレギュラーに苛立ったりはしない。だけど早急な対応ができないのは僕の能力不足で、それに焦しよう燥そうを覚える。

　判断材料が少な過ぎた。手掛かりを絞るためにはもう少し情報が必要だ。

　加えて──情報入手を最さい優ゆう先せんにするなら里緒を無む理り矢や理りにでも動かせばいい、どこかでそう考えている自分がいて、それは殆ほとんど追おい討うちのように怒りを助長させた。

　わかっていた。僕が本気で頼めば、里緒は動いてくれる、と。

　確たしかに他ひ人との視し線せんを無視して強行することも不可能ではない。だけど、周囲からのあからさまな注目は里り緒おにとって恐怖そのものだ。

　そんな、本心では厭いやがっていることを無む理り強じいさせるなんて、僕は──。

　頭の隅に湧わいた、関係あるものか、という最悪の思考を否定した。

　そうだ。洗い出しを優ゆう先せんすることで僕らが目立ってしまうデメリットも大きい。生徒連中だけならばいいが、教師が絡からむとさすがにややこしくなる。そして現在、里緒は今まで以上に教師から睨にらまれている。今はよくてもこの先のことを考えたら早計に過ぎる。

　そもそも、すべては舞まい鶴づる蜜みつの『勘』から発生した疑念だ。そこまで焦あせってやらなければならないことでもない。現状、里緒を突き落としたのが虚軸キヤストであるかどうかという可能性はごく低いものだ。だったら何な故ぜ、無理をする必要がある？

　そう思い、自分を納なつ得とくさせようとしてみたが、どうにも上う手まくいかなかった。

　虚軸キヤスト絡みになると冷静さを失う。

　里緒にも、佐さ伯えきネアにも、速はや見み殊こと子こにも度たび々たび言われていることだが、どうにも自分の感情が制御できない。他ほかのすべてを蔑ないがしろにしても構わないという意い識しきさえ浮上する。それこそ、親友であるはずの里緒の感情さえもを無視して、利用してやろうと。

　──最悪だ。

　密ひそかに溜ため息いきを吐つき、思考を強制的に中止した。

「あ、これ、いいんじゃないか」

　ミュールとサンダルの特集ページで芹せり菜なの手が止まっていたのを見て、僕は言う。

「え、どれ？」

「これ」僕は、ヒール付きの赤いトングミュールを指差した。

「へぇ……城き島じまもなかなかセンス出てきたじゃない」

　芹菜は雑誌に目を落としたまま、そろそろ任せていいかな、と呟つぶやいた。

　硝しよう子この私服は基本的に芹菜が選えらんでいる。女物の服に関して僕が無知なのが原因だが、最近は僕も勉強したり、硝子も独自の計算式とやらを構こう築ちくして自分で選んだりもしていた。

「硝子ちゃんに似合いそう」想像しているのだろう、顔を上げて芹菜が視し線せんを宙に遣やる。

「森もり町まちにも似合うんじゃないかな」僕は何とはなしに言った。

「え？　……私に？」

「あまりこういうの履はいてるの見たことないけど、嫌いなのか？」

「いや、私は……」彼女は一いつ瞬しゆんぼんやりとした後、妙に顔を赤くし、

「私は似合わないよ。……っていうか、ヒール付いてるし」

「ヒール付いてたら駄だ目めなのか？」

「だって、あたし、背が……いや、そもそもさ、ミュールとかって歩き難にくいし動き辛づらいし、サンダルはまだいいとしても……うん、あたしはスニーカーの方が好き」

　背が高いのを気にしているのだろうか。芹菜の身長は百六十七センチ、僕よりも少し上だったはずだ。確たしかに女の子にしてはやや高い。

「でも、いいんじゃないか？　格かつ好こういいと思うけど」僕は思ったことを口にするが、

「……っちゃんが、もっと伸びてくれればいいんだけど……」

「え？　何て」

「あ、いや……何でもない！　でも、どっちみちあたしも硝しよう子こちゃんも無理だよこれ、だってほら見て、四万二千円だよ？　一介の高校生に手が出る値段じゃないよ」

「……そうだな」さすがにこれは買えない。

「ファッション誌に載ってるやつなんて、『ああいいなあ』って見てればそれでいいの」

　芹せり菜なはそう言って雑誌を閉じ、いい匂においがしてきた、とキッチンを振り返った。

「次はどうするのですか？　おばさま」

「この豚野郎を煮にえたぎった油の中で狐きつね色いろになるまで熱ねつするのよ」

「了解しました。……ところで、愛情投入はいつ行えば万全でしょう」

「今日きよううちのパパは出張で帰ってこないからその必要はないわ。その辺は臨りん機き応おう変へんに」

　──硝子と芹菜の母親との、歯車がずれた会話は料理とともに続行中だった。

「娘に対する愛情はない訳わけ……？」

　置き去りにされつつあるひとり娘が、呆あきれたようにぼそりと呟つぶやく。

　間かん髪はつ入れず、キッチン越しの声。

「あらあら芹菜、あんたへの愛情は仕込みの段階で注入済みよ？　子への愛を控えめにしておくのが正しい親の在り方なのよ。入れ過ぎると不ま味ずくなるからねっ！」

「地じ獄ごく耳みみめ……あんたの親子愛は酢すか何かか……？」

　芹菜が発した二度目の愚痴に返事はなかった。代わりに硝子の声。

「なっ……何な故ぜそれを仕込みの時に言ってくださらなかったのですか、おばさま」

「ふふ……何度も言っているでしょう、硝子ちゃん。料理はね、人から教わるものではないの。人の技を盗むものなのよ！」

「……了解しました。再度意い識しきを上書きします」

　──硝子と気が合う理由が、僕にはわからない。あまりわかりたくない。

「でも、嬉うれしそうでしょ、お母さん。私が料理下べ手ただから、ストレス溜たまってるのよ」

　と、芹菜が雑誌から顔を上げ、僕に微ほほ笑えんだ。

「練習すればいいのに」

「ダメよ。私、手先が不器用なの知ってるでしょ？　何回工作の時間に怪け我がしたことか」

　少しだけ寂さみしそうに芹菜は笑いながら、リモコンを手に取り、テレビを点つける。

　幾いくつかチャンネルを確かく認にんした後、結局ニュースに落ち着いた。

『……次のニュースです。先週から玖く珠す市で起きている無差別連続殺人事件について、県警けい察さつは市で非常警戒宣言を発令すると共に、周辺の市町村にも注意を呼び掛け……』

　どうにも夕食前にそぐわない報道だが、いいのだろうか。芹せり菜なも実は母親に似て、多少ずれたところがある。バラエティ番組や料理番組だってやっていたのに、どうしてわざわざこれを選えらんだのか僕にはよくわからない。

　お陰で僕の頭に、さっきまでの厭いやな思考がよぎる。数日前から起きているこの事件、死体はすべて尖とがったもので急所をひと刺しに貫通されているそうで──やけに手て慣なれたふうの殺害方法に虚軸キヤストの仕し業わざである可能性はないとも言えず、僕は少し気になっていた。

　──考え始めたらきりがない。

　僕が微かすかに首を振ると同時、芹菜が他ひ人と事ごとのように言った。

「隣となりの市、物ぶつ騒そうね。こっちは平和そのものだけど」

「森もり町まちも夜出歩く時は気を付けろよ？　犯行は夜に集中してるってさ」

「大丈夫だよ。玖く珠すって言ってもここと犯行が行われてるところじゃ電車で一時間以上じゃない。それに、夜中に出掛ける趣しゆ味みはないし」

「そうだな」

　キッチンに意い識しきを遣やる。あちらは相変わらず、どこか軍事訓練じみた胡う乱ろんな料理教室が盛り上がっている。会話の内容から察するに、もうすぐ完成はしそうだ。

「お母さん、張り切っちゃってる」

「……確たしかに」

「あたしにできないこと硝しよう子こちゃんがやってくれてるから。娘が増えたみたいで嬉うれしいんだと思うよ。あたしも……妹がいるみたいで楽しいな」

　芹菜はキッチンへ優やさしい視し線せんを送る。僕は、そんな彼女の顔をじっくり見るのが久しぶりで──少なくともこの家にいる間、昼間のことは考えずにおこうと決心した。

　と、

　ぶぶぶぶぶ、とテーブルの上で携帯が震ふるえ、着信メロディが流れ始める。キング・クリムゾンの『21世紀の精神異常者』？　……僕ではない。というか、センスを疑う着メロだ。

　あ、と芹菜が声をあげ、携帯を掴つかんだ。

「これ、敷しき戸どくんに借りたＣＤの中に入ってた曲。最近のお気に入り。……あ、もしもし？」

　にこ、と楽しそうな一いつ瞥べつをくれて、森町が携帯を耳に立ち上がった。僕は密ひそかに溜ため息いきを吐つく。良りよう司じの奴やつ、いつの間に。純情かと思っていたら案外抜け目ない。

　……それにしても好きな女の子にキング・クリムゾンを貸すのはどうか。ピンク・フロイドではないだけ気を遣つかったのだろうが、その気遣いはおかしい。

　まあ、借りた本人が気に入っているなら問題はない訳わけだけど。

「どうしたの？　うん。うん……ああ、はいはい」

　芹菜は居間を離はなれ、廊下へと消えていく。僕は仕方ないのでテレビを何となく眺めた。

「うん。……ごめんね、晩ご飯前だから……うん。え？　……ちょっと、八や重え、それって」

　声が遠くなっていく。どうやら階段を上り、自室へと入っていったようだ。

　僕は、森もり町まちの声が消える寸前、耳に最後に残った単語に引っ掛かった。

　──『やえ』？

　硝しよう子この友人で、そんな名前の娘がいた。

　しかも、昨日きのう一年九組を見に行った時には休んでいた娘だ。同名の偶然だろうかとも思ったが、確たしかその娘は陸上部。芹せり菜なとは先せん輩ぱい後輩になる──そして、確か数日前、僕と一いつ緒しよに帰った時、森町は『後輩から相そう談だんを持ちかけられている』と言っていて──。

「でっきったっよー！　取りにきなさいバカ娘と晶あきらちゃん」

　おばさんの声で、思考が揺ゆれた。

「今行く。でも、りなちゃん電話中だよ」

　僕は脳と身体からだを乖かい離りさせつつ立ち上がり、キッチンへと向かう。とんかつにキャベツの千せん切ぎり、それから白米、けんちん汁が載った人数分のお膳ぜんと、大皿に盛られたシーザーサラダ。鉢はちには大根の煮付け。それからタッパに詰められた漬つけ物もの。意外と量が多い。

「じゃあ晶ちゃん、あんたが準備当番ね。どんどん持って行っちゃって」

「もたもたしないでください先輩。とんかつが冷めてしまいます」

「……お前、強気だな。硝子」

「無む駄だ口ぐちを叩たたく暇ひまがあったら手を動かしてください。あと私を呼ぶ前と後にサーを付けろ」

　おばさんの口く調ちようが少し伝う染つった上で更によくない方向へアレンジを加えたと思われる硝子の言葉だったが、今はどうにも突っ込む余裕がない。

「はいはい」ぞんざいに返事をする。

「はいは一回です」

「あらあら。ふたりとも板に付いてるわねえ。さすが新婚。でもおばさん、晶ちゃんにはうちの芹菜を嫁よめにもらって欲しかったなあ。どう？　今からでもイスラム教に改宗しない？」

「母さんっ!!」

「……。電話してるってのに地じ獄ごく耳みみな娘ね。誰だれに似たのかしら」

　向こうから聞こえる芹菜の絶叫に、おばさんは苦笑する。僕は肩を竦すくめ、並べられた料理を取り居間へと踵きびすを返した。だけど頭の中では、考えないようにしようと決めたばかりの思考が否応無しに氾はん濫らんしている。不安が増す。まさか、と思う。

　考え過ぎかもしれない。

　だけど──。




　厄やつ介かいなことに、電話を終えて帰ってきた芹菜は少しだけ浮かない顔をしていた。もちろん態たい度どには出さないようにしていたし、むしろ明るく振ふる舞まってはいたのだが──そもそも彼女は隠かくし事ごとが苦にが手てだ。遠回しに何かあったのか尋きいたが、言葉を濁にごすばかり。その態度もまた、付き合いの長い人間にとってはあからさま過ぎた。

　十中八、九、後こう輩はいの『八や重え』という娘このことなのだろう。

　そして、午後九時。自宅。

「……可能性は低いと思います。それに、理り論ろん的てきではありません」

「ああ、わかってる」

　夕食を終えて戻った僕と硝しよう子こは、二階にある僕の部屋で目を合わせずに会話していた。

　僕は窓のカーテンの隙すき間まから外の様よう子すを窺うかがい、硝子はベッドに行ぎよう儀ぎよく腰を降ろして、僕の背中を見詰めている。真向かいにある芹せり菜なの家の玄関が開けば、すぐにわかる状況。まるで刑事ドラマの見張りみたいで落ち着かないが──どうにも気になったのだから仕方がない。

　唯ゆい一いつ僕に残された身近な日常であり、同時に僕が喪うしなった日常を、まだ持っている娘。

　芹菜──りなちゃんを巻き込むのは、どうしても避けたい。

「そもそも仮定が多過ぎます、マスター。舞まい鶴づる蜜みつの言っていることが正しい『として』、学校の中にいる虚軸キヤストが八重さん『として』、その虚軸キヤストがマスターたちを妨害するために里り緒おさんを屋上から突き落とした『として』、更に今度は何らかの目的を持って芹菜さんに接触した『として』……そのすべてが不ふ確たしかな事項なのですよ？」

「そんなことは承知してる」だけど、万が一にもりなちゃんが──。

　そう言いかけて、僕は口を噤つぐんだ。硝子に言っても無む駄だだ。

「気になるんだ。それだけじゃ駄目なのか？」

　そんな僕の矛む盾じゆんを突くかのように、硝子は僕に反対意見を表明した。

「……私は、現状として判明している条件から導みちびき出された、根拠の確かつ固ことした推測のみで行動することを提案しているのです」

　硝子には感情がない。だから、感覚というものにも理解を示さない。

　それがわかっているからこそ、僕も、

「たまには直感で動いてもいいだろう？　そういう不可視のものも、案外軽んじられない」

「マスターは、その『直感』に任せて動き過ぎるきらいがあります。普ふ段だん行動を起こすまでは思考実じつ験けんばかりしているのに……私には理解できません」

「役割分担だよ。お前は論ろん理りで結論するなら僕は感情を試ためす。もし僕の感情が有益なら統計として数字に残る。だったらお前もそれを信じない訳わけにはいかないだろう？　そもそも計算っていう分野においては、お前がいる限り僕の出る幕じゃない。だったら僕は別方向から攻める。……それに、こっちの命が懸かかっている訳じゃないんだ。外れたとしても失うものはない。労力と時間を浪費要素から消去しろよ。そうすれば信用できる数字にはならないか？」

「……労力と時間は、無視できるほど軽微な要素ではありません。どちらも活動限界までの残エネルギーと密接に関係しています。活動限界は即すなわち、死そのものではないですか？」

　僅わずかな苛いら立だちを覚えた。硝子が僕に反対している、その行動は珍めずらしい。

　確たしかにいつも硝しよう子こは僕に反はん論ろんや反抗を試こころみるが、それは決して反対ではない。それなのに今日きようは──はっきりとしていた。

　芹せり菜なが巻き込まれやしないかという不安も手伝い、僕はいつしか、むきになっていく。

「……そもそもの考え方の違いだな。お前には無む駄だがない。活動限界がデジタルの存在に、無駄は必要ないからだ。でも僕らはどうしたってアナログで、無駄だらけで、そしてその無駄なことが逆に寿命を延ばすことだってある」

「論ろん理りのすり替えです、マスター。それに……先の役割分担という点に関しても、私は頷うなずけません。そもそも役割は決まっています。貴方あなたは使う者、そして私は使われる物。それ以上もそれ以下もなく、それ以外も存在し得ません。更に、敢あえて私の見解を述べさせて頂くなら……マスター。あなたの計算能力は、私にも決して引けを取るものではありません」

「買い被かぶり過ぎだ」

　窓の外から視し線せんを外さず僕は苦笑する。表情が強こわ張ばっているのを自分で理解しながら。

「だけどそう言うのだったら、僕の計算能力は第六感的な演算式を多た分ぶんに利用してる」

「……私には理解不能ですが、否定も不能です」

「それにだ。お前は言ったな？　僕は使う者、お前は使われる者だ、って。だったら、お前の結論や推測をどこまで優ゆう先せんさせるかは、僕に委ゆだねられている。……違うか？」

　硝子は、応こたえない。そのまま数秒、沈ちん黙もくが部屋を支配した。

　僕はふと、窓から視線を離はなし、背はい後ごの硝子を一いち瞥べつする。

「……あ」

　そして、しまった、と思った。

　硝子は表情なく俯うつむいて、両りよう拳こぶしを膝ひざの上でじっと、握って動かずに。

　──とんだ間抜けだ。

　頭が冷える。文字通り、体温が下がる。

　その姿を見て──僕は自分の仕出かした莫ば迦かを思い知った。

　里り緒おが突き落とされたという事実に対する怒り。

　予定外のことに翻ほん弄ろうされている自分への苛いら立だち。

　そして何より、芹菜を巻き込みたくないという思い。

　それらが重なって、いつの間にか熱あつくなっていた。僕を否定する硝子に向かって、それならばと意地になり、いつの間にか硝子を機き械かいとして扱っていたのだ。

　僕はようやく気付いた。何な故ぜ、硝子がこうまで僕の意見を否定しているのか。普ふ段だんは絶対に逆らわない僕に、こうまで躍やつ起きになっているのか。

　それはたぶん、僕とまったく同じ理由だ。

「そうか……そうだよ」

　最悪だ。

　これじゃあ、硝しよう子こに感情が生まれる余地を、自みずから消し去っていることに等しいのに──。

「……硝子」

　僕は、窓から離はなれ、ベッドに座った硝子の目前へしゃがみ、俯うつむいた顔を覗のぞき込む。

「悪かった。そうだよ。お前は……お前が反対して、当たり前だ」

　どうしてこんな、簡かん単たんなことに気付かない？

　僕が疑っている皆みな春はる八や重えは──硝子の友人だという、簡単なことに。

「……マス……ター？」硝子はきょとんとして顔を上げる。

　それは、彼女の思考回路が一時フリーズに陥おちいっていたという証あかしだ。

　僕への反はん論ろんを構こう築ちくするタスクと、僕の命令に従わなければならないという存在理由に従おうとするタスクに、深しん層そう意い識しきの中の『反対したい』という論理矛む盾じゆん。そして、更に別の、雑多な、僕なんかでは想像もできない論理回路の動き──それらすべてが噛かみ合わず、思考結果を人間の身体からだへ行動としてフィードさせるという作業に遅延があったのだろう。ナノセカンド単位の遅延だったかもしれない。だけど、城き島じま硝子という肉体そのものはアナログであるが故ゆえに、その遅延を何千倍、何万倍、或あるいは億倍にまで増幅する。

　人間は、機き械かいよりも無む駄だが多いのだから。

　そして硝子は機械ではなく──半分は人間なのだから。

「済まない。お前の気持ちを、僕は考えてなかった」

「きも、ち？」硝子の声は掠かすれていた。当然だ。

　思考しているのが機械であっても、身体そのものは違う。それが硝子だ。機械の思考を反映する脳ですら蛋たん白ぱく質しつでできた有機体だ。人間の身体は些さ細さいな変化に対して敏感に反射する。脳の電流が多少乱れただけで、混乱して配はい線せんを繋つなぎ間違える。

　条件反射だ。当たり前だ。幾いくら感情がなくても、いや──僅かに生まれかかった感情が鬩せめぎ合っただけで、身体はそれに過剰な動作を促す。

「すまない、硝子」

　僕は顔を青ざめさせていた硝子の頭へ手を遣やる。

「……な、ぜ。ますたーはあやまるのです、か？」

　ゆっくりと、撫なでられるがままに、硝子は首を傾かしげる。

「いいんだ」僕は、首を振った。

「硝子。……確たしかに僕はお前の友達を疑ったし、そのせいでお前が嫌いやな気分になるのは当たり前のことだ。でも……」

　さっきまでの疑ぎ心しん暗あん鬼きからではなく、僕は断言する。

「どちらにせよ、確かめなきゃならない」

　止まりかけた硝子を見ながら、はっきりとした声で。

「お前の友達だ。どっちみち、優ゆう先せん的てきに確かめておかなきゃならないんだ……安心するために。そのためなら、幾いくらでも労力と時間を使っても無む駄だじゃないだろう？　少なくとも僕はそう思う。僕はそれで安心する。それに……仮に最悪の事じ態たいになったとしても、お前が全力でやれば、彼女を傷付けずにいることは可能なんじゃないか？　どうなんだ？」

　そこで一度言葉を切り、最大の親愛と最高の信頼を込め、

「できるだろう？　──『全一オール・イン・ワン』」

　彼女を、彼女本来の名で、呼んだ。

　硝しよう子この顔から、今度こそ表情の一切が消失した。

　代わりにその瞳ひとみに、力強い何かが宿る。

「無む論ろんです──マスター」

　頷うなずく硝子の細い髪を、僕はくしゃくしゃと撫なで回した。
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　硝子は、猫のように眼を細め、されるがままに。

　僕は笑い、立ち上がり、再び踵きびすを返して、窓の外へ視し線せんを遣やる。

　そうして、すぐに。

「……硝子」

「はい」

「動いた。……行くぞ。僕の友達と……そしてお前の友達を、助けに」

　暗い道路を小走りに駈かけていく芹せり菜なの後ろ姿を認め、カーテンをぞんざいに閉めた。

　硝しよう子こは応こたえる。

「……謹んでお伴しますイエス。私の主人マスター」

　その顔には何も宿らない、いつもの無表情。

　当然だ。

　硝子にとって表情はあくまで心情とは切きり離はなして作成するものであり、表現手段ではない。硝子の感情はもっと奥深く、誰だれにも手の届かないところで多た分ぶんひっそりと眠っていて──。

　今はまだ、それでいい。

「他ほかの方々に連絡は？」

「道すがらでいい。それに、里り緒おさえいれば僕らで足りる」

　僕は、未いまだ制服を着たままでいた硝子の肩に手を置くと、部屋の扉とびらをぞんざいに開けた。
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　午後九時十二分。

　自室の電話が鳴って、大おお田た敦あつしは受話器を取った。両親はいない。留守電に切り替えてもよかったのだが、偶然電話の近くにいたので何とはなしに手が伸びたのだ。

　だけど、

「……もしもし？」

『ああ、大田くんかい？　僕だよ。直なお川かわ浩こう輔すけだ』

　受話器から聞こえる声に、ああ面めん倒どうくさいやめておけばよかったと思う。

　事実──会話は酷ひどく面倒で、かつ、恐ろしいものになった。

「何の用だ？　直川」

『くく。そんなそっけないことを言わないでくれよ。お互い秘密を知っている者同士……気を置かずにいこうじゃないか』

「どうしたんだ？　追い詰められておかしくなったのか？」

『おかしくなった？　僕が？　しかも追い詰められて？　くく。それはおかしなことを言うね。僕はこれっぽっちもおかしくなんかなってない。至って正常、すこぶる良好さ』

「……ああ、こりゃヤバいな」

『ん？　何か言ったかい？』

「いや、……何も。で、何の用だ？」

『ああそうだ。そうだよ。そうだね……何と言えばいいのかな？　僕の新しい人生の第一歩を記念する祝賀会？　違うな。今までの僕の人生をリセットする謝しや肉にく祭さい？　それも違うか……ああ、もう少し表現力を身に付けなければならないな。君きみ子こみたいに低俗な小説でも読むか。気の利きいた言い回しは虚きよ構こうの物語に溢あふれているからね。現実世界で使う機き会かいなど本来ならありはしないし、使うような奴やつはただの莫ば迦かだけど……僕が足を踏み入れたのは非現実だ。非現実には非現実の言葉こそが相応ふさわしいだろう』

「……ちっ」

『おっと、切らないでくれよ？　切って後こう悔かいするのはそっちだからね』

「何だよ。何の用件だ？　いい病院紹介してくれっていうんなら紹介してやってもいいけど。脳が溶けた連中を社会から排はい泄せつするための病院だ。そこでゆっくりするのをお勧めするよ」

『おやおや。おやおやおや。そんなことを言ってもいいのかい……大おお田た敦あつしくん。竹たけ田た先生が君の行動ひとつでとてもとても酷ひどい目に遭うっていうのに、そんな尊大な態たい度どで後悔はしないっていうのかい？　剛ごう胆たんだねえ』

「……は？　お前、今、何て言った……？」

『聞き取り難にくかったかい？　でももう二度は言わないよ。代わりに別のことを言おうじゃないか。そうだな。君の隣となりの家に住んでる、この娘……名前は何て言うのかな？　まあいいさ、名前なんかどうでも……彼女、きみの恋人じゃなかったのかな？　もちろん竹田先生もこの子も、君にとってどうでもいい存在であるならどうでもいいんだけど。

　……………………、もしもし？　大田くん、君ちゃんと聴きいてる？　無視かい？　それならいいよ。仕方ない。君との会話はここで終わりだ。竹田先生とこの子には、君たちは大田くんにとってはどうでもいい存在だったってことを教えてあげてから……』

「おい……お前、今……どこに、いる？」

『……って、ああ、やっと興きよう味みを示してくれたみたいだね。嬉うれしいなあ。本当に嬉しいよ』

「黙だまれてめえ……おい、今どこにいやがるんだ言え!!」

『十分以内。学校』

「あ!?　答えになってねえぞ！」

『黙れよ。十分以内に学校だ。場所は屋上。一秒遅れるごとに指を一本ずつ切り落とす。両手両足の指の数以上に遅れたら手足だ。それでも来ないなら順番にひとりずつ犯す。それでも本当に来ないなら、五体バラバラにしてふたりの死体をシャッフルしてから部品ごとに宅配便で学校長と君の家とクラスメイト全員と親しん戚せき一同に送りつける。「僕のささやかな気持ちです。大田敦」ってメッセージカードを添そえてね。部品が余ったら玖く珠す市にでも捨ててあげるよ。そうすれば連続殺人もきみの仕し業わざになるかもしれないね。……ああ、カメラは持って来なくていいよ。あんなデータ、ネットで流そうがプリントアウトして教室中に貼はり付けようがもう一向に構わない。僕はただ、あいつを乗り越えるために、まずゴミを潰つぶしておかなければならないと思ったからそうしているだけだからね。あいつと対等の立場に立つのなら……屋上から落ちても死なない、何もかもを超越した存在であるあいつの横に並ぶつもりなら、まずは自分の身体からだを綺き麗れいにしておかなくちゃ。儀ぎ式しきのようなものだよ。わかる？』

「お前、狂ってやがる。本当に……狂って」

『無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまがあるのかい？　それほどまでに余裕なのかい？　おかしいなあ。カウントダウンはもう始まっているんだよ。そら、あと九分さんじゅ』

　大おお田たは電話を切った。

　時計を確かく認にんする余裕はない。

　ここから学校まで、走って八分を切るか切らないか。校庭を突っ切って屋上まで上がるには、二分か、三分か──。

「畜生ッ！」

　ぎりぎりの時間指定が見事だ。罠わなかどうかを考えさせる余地を残さない。

　机の引き出しを引っ張り出し、中のものをカーペットにぶち撒まける。散らかった中にある、催さい涙るいスプレーとスタンガンを拾い上げ、ぞんざいにポケットに突っ込むと──大田敦あつしは、着の身着のまま、家に施せ錠じようもせずに、夜の路地へ向かって走りだした。
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　柿かき原はる里り緒おは、携帯電話を覗のぞき込んでいた顔をゆっくりと上げた。

　──『ひとり確たしかめたい。学校へ来てくれ』

　画面には、簡かん潔けつに記しるされている。送信者は城き島じま晶あきらだ。

　晶の頼みなら、断る理由はない。里緒がひとりで住んでいるマンションから学校までは近い。ゆっくり歩いて二十分ほどだ。他人の目を気にせず全速力で走れば一分ほどで着く。

　──『急ぐ？』そう返信した。

　──『できるだけ早く頼む』

　三十秒ほどの後、更に返信されてきたメールを見て、里緒はひとりごちる。

「……なら、走んなきゃね」

　だけど、その前に服を着替えよう。

　血ち飛沫しぶきを模した赤い模様をあしらったＴシャツに、お気に入りのカーディガンとタータンチェックのロングスカート。足あし下もとは黒いハイソックスに安あん全ぜん靴ぐつを合わせる。いつも外出するスタイルだ。もちろん、桜をあしらったヘアピンも忘れていない。

　ドアから外へ出て、鍵かぎをかける。春とは言え、夜の空気は少し冷えた。

「晶も心配性だねえ、小こ町まち」

　里緒の肩に乗った猫が、にゃあ、と鳴いた。真っ白な体毛に真まっ赤かな瞳をした猫だ。種類は判別できない。シャムにも見えるし、アビシニアンにも見える。体たい躯くが細く耳がやや長く、気品と獰どう猛もうさを兼ね備えたようで、決して人には馴なれそうもない雰囲気を纏まとっていた。

「うん。そうだね。急がないと。何かがあるとは限らないけど、何かがあった時に遅れちゃったら……それはとてもいけないことだよ」

　里り緒おは走りだし、階段を異様な速度で下りる。傍かたわらの猫──小こ町まちも、同様の速度でそれに追つい従じゆうする。五秒も経たたない内に、一人と一匹は五階から一階までの階段を走破し、街へと続く並木道へと躍おどり出た。学校まで、あと五十五秒。

「行くよ、小町」

　里緒は手に持った携帯電話をぽちぽちと操そう作さしつつこともなげに言うと、前も見ずに、更に速度を上げて走った。ストラップとしては大おお仰ぎように、山ほどぶら下げたマスコット群がそれに合わせてじゃらじゃらと揺ゆれる。全部、里緒のお気に入りだ。

　夜の闇やみに紛まぎれて疾しつ走そうする小さな影かげは、すれ違う人間が気付くことすらできない。両目は手元の画面を覗のぞき込んだままで、前も見ず、器用に障害物を避よけながら、それでも下へ手たなバイクよりもずっと──速く。

「それにしても……」疾走しながら息も切らさず、里緒は呟つぶやいた。

「昔、晶あきらは言ったよね」

　ここにいない友人に向けて。里緒の、一番の親友へ。

「虚軸キヤストっていうのは、世界に掘られた奈な落らくの穴のようなものなんだ、って。大小に拘かかわらず、存在するだけで世界を脆ぜい弱じやくにしてしまう奈落なんだ、って。『だからすべての虚軸キヤストは世界のために消す必要がある。どんなに無害でも、小さくても、次々に開くその穴を塞ふさがなければ、その内、世界はスポンジみたいになって、やがてぼろぼろに崩くずれてしまうんだ』……ねえ、晶。晶はそう言ったんだよ」

　まるで城き島じま晶が隣となりにいて、それに語りかけているかのように、柿かき原はる里緒は寂さびしげに笑った。

「でも……だったら、どうしてかな？　どうして晶は、里緒のことを殺さないの？　ううん、里緒だけじゃないよ。明らかに危険だって判断してる蜜みつも、苦にが手てだけど役に立っている殊こと子こも、都つ合ごうのいい時に都合よく言うことを聞いてくれるネアも……そして、そしてそして、晶が一番大事な、晶にとって一番大事な『全一オール・イン・ワン』──硝しよう子こも……ううん、硝子こそ、何よりも大きくて何よりも深くて、何よりも昏くらい、世界に開いた奈落なんだよ？　今はまだそこそこに強くてそこそこに大きいだけでも、成長すれば……すべての虚軸キヤストを凌りよう駕がし、すべての虚軸キヤストを圧倒し、実軸ランナですら破は壊かいしかねない煉れん獄ごくの釜かまになるんだよ？　日常を守りたいだなんていつも言ってる晶が、それを放っておくの？　それとも、虚軸キヤストを駆く逐ちくして世界の墓穴を埋めるなんて──『父親の仕出かしたことの責任を取る』なんて──ただの詭き弁べんなのかな？」

　持っていた携帯電話をスカートのポケットに放り込み、俯うつむく。

「……晶だって本当はわかってるんでしょう？　晶は……日常に固こ執しつして、非日常である虚軸キヤストを嫌悪してる晶は……すべての虚軸キヤストを生んだ城島樹いつきの息子である城島晶は……心の奥ではちゃんと理解してるんでしょう？　……硝子を抱え込み、里緒を懐かい柔じゆうして、蜜を警けい戒かいし殊子を頼りネアを利用する自分自身も、硝子たちとおんなじ。世界に開いた致命的な奈落なんだ、って」

　声は風に溶け、後方へ流れる。

「だって、そうでしょう？　そもそも、晶あきらの世界に最初に開いた穴はまだ埋められていないんだ。硝しよう子このことじゃないよ。晶の心の、硝子よりも更に奥深く、そもそもの始まりになったことを……晶自身の奈落を、欠落を……晶はまだ埋められていないんだ。だったら、それを埋めずに、どうして小さな穴が埋められるっていうの？」

　走りながら、

「どうしようもない欠落人間。論ろん理りの合わない矛む盾じゆん人間。それが、晶だよ。里り緒おと同じ……欠落と矛盾と歪わい曲きよくが身体からだ中じゆうに張り巡らされた、世界の奈な落らくだ」

　落ち着いた声で。

「奈落を埋めようともがく奈落。自己を嫌う自身。虚軸キヤストを消したがる虚軸キヤスト。……晶は、可哀かわい想そうだよ。どこにも居場所がない。この世界にも、別の世界にも、どこの世界にも居場所がないんだ。泣いて存在を主張することもできず、ただ上手に立ち回ろうと無理をして。

　ねえ晶、それ、自分で知ってる？　晶がもう、どうしようもなく追い詰められてどうしようもなく壊こわれちゃってること、自分で知ってる？」

　相手のいない問い掛けに、答えはない。

　正門が見えてきたので、里緒はそのまま、まるで縄なわ跳とびでもするかのように、閉ざされた鉄の格こう子しを、両足を揃そろえて飛び越えた。




　　　　‡




　十二分二十八秒。

　電話が切れてから学校の屋上に辿たどり着くまでに、大おお田た敦あつしが要した時間だ。

　急ぎ過ぎて時間を計算する余裕もなかったが、それでも電話で直なお川かわ浩こう輔すけが宣告した通りならば、囚とらわれているふたりの女性は、ふたりとも両手足を失っているのは確かく実じつだった。

「おい！　直川っ！　……どこだ！」

　大田は、嗄かれてしまった喉のどを引き絞り、叫ぶ。

　──どうしてこういう有事の際に誰だれもいないんだ、と思った。

　この学校に警けい備び員いんは配置されていない。学校のある挾はさ間ま市しは元々、決して都会ではない県の、更に中心部から外れたところにあるベッドタウンだ。治安はいいし、殺人どころか盗とう難なん事件も滅めつ多たに起きない。無事故連続四百二十九日の記き録ろくさえ更新中だ。だから学校も警備員などは必要なく、定時に校門が閉められて全出入り口に施せ錠じようされる程度の防犯しか為なされない。電車やバスで遠方から通っている連中には馴な染じみのない感覚だろうが、大田からしてみれば、どこかの窓をこっそり開けておけば夜の校舎へ侵入することは容易だった。

　もっとも、隣となりの市で連続殺人事件が起きている今でさえそんな具合なのは、そもそも人間の本能が劣化しているからかもしれない。

　しかし、そんな平和は今や、大おお田たにとって過去のものとなってしまっていた。

　あの連続殺人事件も直なお川かわの仕し業わざなのではないか、そんなことさえ思う。

　灯あかりの点ついていない夜の校舎はそれだけでどこか化ばけ物もののようで、その上、屋上は空気が黒い色を着けていると錯さつ覚かくするほどに重い闇やみを纏まとっている。本能的な恐怖も少なからずあって、それが無む意い識しきに足を竦すくませた。

　それでも、大田は苛いら立だっている。恐怖を憤ふん怒ぬで押し殺しているのかもしれなかった。

「どこだ……いるなら出てこい！」

　何より恐こわかったのは、浩こう輔すけが哄こう笑しようと共に大田へ告つげた電話の内容だ。

　皆みな春はる八や重えと、英語教師の竹たけ田た。

　ふたりが囚とらわれているという浩輔の言葉。本当か嘘うそかはわからない。嘘である可能性の方が高いだろう。だけど、確たしかめることができない。急いで家を飛び出してきたせいで、携帯電話を家に忘れてきた大田には──電話をして無事を確かめる、それさえ不可能だ。

　竹田のことはいい。大田は彼女の生死に何の感かん慨がいも持たない。

　しかし、八重は。八重だけは──。

　無事でなければならないし、何より大田のしていることを知られてもならないのに。

　恋人が殺されてもおかしくないことをしたという自覚がある。

　いいように掌てのひらの上で踊らされてしまったという悔くやしさもある。

　何より、八重との関係が壊こわれることが、あまりにも恐ろしい。

　それらの感情を、怒りで覆おおい隠かくして、大田は三度叫んだ。

「出てこいって言ってるんだ！　写真ばら蒔まくぞ!?」

　その、三度目。

「そんな大きな声を出さなくても聞こえてるよ、大田くん」

　不意に、暗闇の向こう──恐らくは給水塔の陰かげから、声。

　月明かりは薄うすい。だけど暗闇に慣なれた大田の目には、その痩やせた身体からだがはっきりと映る。

　とびきりの怒りと、明めい確かくな殺意で、大田敦あつしは直川浩輔と対たい峙じした。

「……お前……直川……覚悟はできてるんだろうな」

「覚悟？　何の覚悟だい？」

「死ぬ覚悟だよ。ふざけてるんじゃない。……八重はどこだ？」

　違法の薬くすりでも投与しているのではないかと思えるほど底抜けな態たい度どの浩輔に、大田はますます苛いら立だち、焦あせる。今のこいつはやり兼ねない、と思った。まずいかもしれない、と。

　浩輔は、へらへらと、チェシャ猫よりも軽けい薄はくに嗤わらう。

「やえ？　ああ、彼女のことだね。酷ひどいなあ。竹田先生はスルーかい？　悲しむだろうなあ先生。せっかく君のために問題用紙までコピーしたのに。職しよくを失うリスクを冒おかしてくれたんだ、ちょっとは大事に思ったらどうなんだい？」

「黙だまれ。ふざけるな。殺すぞ。……いるなら早く出せ」

「ここにはいないよ」

　ふざけている。からかっている。焦あせっている自分を見て楽しんでいる。

　だけど、怒りを抑えることができない。焦りは加速する。

　万が一にも、八や重えに何かあったら。何もなくても、自分の所行を聴きかされてしまっていたら。大おお田たの判断力は失われ、浩こう輔すけの余裕がますます癪しやくに障さわる。

「八重を出せよ、この薄うす汚ぎたないクズが」

　それが浩輔の狙ねらいであることはわかっていても──それでも。

　そして、大田のそんな苛いら立だちに、浩輔は止とどめを刺しにかかった。

「おやおや、クズのきみが僕にクズだって？　異いなことを言うものだね。そんなことを言ってもいいのかな？　だいたい、君、覚悟はできてるのかってさっき言ったよね。その言葉、そっくりそのまま返すよ。指定した時間に二分二十八秒遅れた大田くん……君の恋人ふたりがダルマになってるっていう覚悟はできてるのかな？」

「貴様っ！」大田は激げつ高こうし、絶叫し、走った。

　浩輔がそれまで以上に楽しそうに嗤わらったのには、気付かずに。
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　その頃ころ、森もり町まち芹せり菜なは、目的地である学校──授業棟の二階、二年三組の教室へと続く廊下を歩いていた。一年九組の教室の窓には鍵かぎがかかっていませんからという皆みな春はる八重の言葉に従って忍び込んだ夜の学校は、正直に言って相当に恐こわかった。こんな時間に学校にいるということへの罪悪感も手伝って、その恐怖はさっきから心しん臓ぞうを圧迫し続けている。

　──どうして八重は、こんな場所と時間を待ち合わせに指定したのだろう。

　国道沿いに出れば、二十四時間営業のファミリーレストランだってある。顔を見られたくないというのであれば公園もそこらに点在している。そもそも自分と八重は同じ町内に住んでいるはずだ。互いの家に歩いていける距きよ離りなのに、何な故ぜ、学校なんかを選えらんだのだろう。

　一いつ旦たん疑問に思うと、次々と他ほかのことも頭に浮かぶ。

　時間が夜である理由。待ち合わせ場所が八重のではなく、芹菜のクラスである理由。

　相そう談だん内容だって──確たしかに自分は陸上部の部長で、一年生で最も足が速い八重ともそれなりに親しくはなっているが、会って一カ月の人間に、こんなことを相談するというのは性急過ぎはしないだろうか。それにあんなこと──真ま面じ目めで、確かつ固ことした態たい度どを持っていて、性格だって固く融通の利きかないところがある娘こが、本当に？

　考えていると、もう二年三組の教室の前だった。

　中は暗い。八や重えがいるのかどうかわからない。扉とびらを開くのを躊ちゆう躇ちよする。毎日通う教室なのにどこか違って見えるのは、単に夜だからか、それとも──、

「……先せん輩ぱい？」中から、声がした。

「ひ」思わず小さな悲鳴をあげる。

　入り口にかかった手を反射的に引っ込めた芹せり菜なの耳に、少しくぐもった静かな声。

「……私です。皆みな春はるです。こんな夜遅く、すいませんでした」

　口く調ちようも、声こわ音ねも、知ったものだった。

　芹菜は深呼吸する。

　──そうだ。

　何を怯おびえている。待ち合わせ場所が多少変であっても、恐こわがることはない。何か事情があってそうしているだけだろう。それよりも──自分は相そう談だんを受けたのだ。だったら、できる限りのことをしてやらなければならない。

　他ほかの人の面めん倒どうが見られるくらい立派にならなければ。両親がいなくなった後、口の利きけない年下の従妹いとこの世話をたったひとりでやってきた、あっちゃんみたいに──。

　──そうじゃないと、つり合わない。

「……入るよ？」芹菜は、扉を開けた。

　教室は暗かった。だが、僅わずかな月明かりが、窓を仄ほのかに切り取っている。

　その窓に寄りかかるようにしている、長身の細い影かげ。

「……八重」

　芹菜は、シルエットで本人を確かく信しんし、名を呼んだ。

「ありがとうございます、来てくれて」

　恐怖は消えた。芹菜は微ほほ笑えみ、歩み寄る。

「いいよ。まだ時間早いし。ところでさ、八重……電話の。あれ、本当なの？」

「はい」

　そして。

　皆春八重は、近付く芹菜から少し顔を背そむけ、両手を胸の前で握り、少しだけ笑って、

「本当なんです」

　握った拳こぶしが開かれ、その掌てのひらが下腹部に重ねられる。

　八重は下した肚はらに手を遣やったまま、どうしよう、と呟つぶやいた。

　まずは落ち着かせようと思い、芹菜はわざと明るく振ふる舞まう。

「……えっと……電気点つけていいかな、八重。何も見えないよ。カーテン閉めれば外からは大丈夫だよね。誰だれにも見付かんないと思う」

　こく、と八重が頷うなずく。だから芹菜は踵きびすを返し、スイッチのある出入り口まで戻ると、三つあるうちのひとつだけを押す。蛍けい光こう灯とう特有のちらつきがあった後、三列の蛍光灯、その真ん中が鈍にぶい音をたてて教室を照らした。

　眩まぶしさに眼を細め、芹せり菜なは振り返る。窓まど際ぎわに寄りかかっているのは──やはり間違いなく、皆みな春はる八や重えだった。恐怖に続いて不安も霧む消しようする。まずは、ほっと一息。

「どっか座ろ。どこでもいいよ？」促しながら八重に歩み寄った芹菜に、

「いえ……いいんです」八重は頭を振る。「……このままで」

「そう？　あたしは座るね。疲れたら座っていいんだからね？」

　八重の目の前──窓際の席のひとつの椅い子すを引き、芹菜はそれに、逆向きに腰掛けた。背もたれに両手をかけ、組んだ腕に顎あごを乗のせる。

　あっちゃんの席だ、と思った。狙った訳わけじゃないんだけどね、と自分自身に心中で何となく言い訳しながら、芹菜は思案する。

　相そう談だんしたいことがあります、と聞かされたのは日にち曜よう日びのことだ。込み入った話だということだったので、それじゃあ互いの時間が合った時にということになった。だけど、今日きようの夜──かかってきた電話の中で、急な呼び出しとともに、八重は重々しく告つげた。

　──お腹なかに、赤ちゃんがいるんです、と。

　八重は、さっきからずっと自分の下腹部をさすっている。昨日きのうは学校を休んだということだ。妊娠に際してホルモンのバランスを崩くずし、体たい調ちように影えい響きようしたのだろうか。

「あのね、八重……いや、当たり前だけど、あたしもこういうことは未み経けい験けんで、的てき確かくなアドバイスができるかどうかわからないんだけど……」

　重い相談だとは思う。しかも、かなり。

　だが、逃げる訳わけにはいかない。八重は、この問題からは決して逃げられないのだ。そんな彼女に頼られたのなら、自分もできる限り向き合わなければ。

「相手の人には……もう、言ったの？」

「……まだです」

「恐こわくて言えない……の？」

「いえ、……」

　八重は目を逸そらす。相手が誰だれなのかはわからない。けれど、許せないと思った。八重自身が望んだのならばともかく──この様よう子すでは、決してそうじゃないのに。

「その相手の人はどういう人？　何か、言えない事情がある？」

「あの……先せん輩ぱい」

　俯うつむいたまま歯切れの悪い八重に、芹菜は不安を覚える。いつも無ぶ愛あい想そうで、だけどしっかりとしていて、入学一カ月で早くも一年生部員に頼られていた八重だ。まさか相手がわからないなどと、そういうことはないだろう。

「まずは、相手のことがわかんないと……私も何も言えないよ。八重」

　名前を呼ばれたのに反応して、八や重えは視し線せんを芹せり菜なに戻した。

　そして、恐る恐る──、

「先せん輩ぱい。あの……違うんです」

　──違う、ってどういうこと？

　そう問おうとした、その瞬しゆん間かん。

　八重の手が腹部から離はなれる。その口が開きかけ、




　耳を突き刺すような音をたてて、芹菜の背はい後ご、廊下の窓ガラスが割れた。




「きゃ!?」反射的に椅い子すから転げ落ちそうになり、慌あわててバランスを取る。

　同じように音に驚おどろいた八重が、ひ、と身を震ふるわせたが、それに構う余裕はない。

　芹菜は振り返った。

「う、あ、あ、あ、ああああああああ！」

　途と端たん、野太い絶叫と共に、黒い影かげが飛び込んでくる。

「何っ!?」

　芹菜の思考が停止する。

　そこから先は──決して一瞬のうちに起きた訳わけではないが、呆ぼう然ぜんとしている芹菜にとっては認にん識しき能力を超えた速度の出来事だった。

　飛び込んできた黒い影。どこかで見たような顔。

　それが、床ゆかを転げ回り机や椅い子すを引っくり返して悶もだえる。

「……！　敦あつしくん!?」唐とう突とつに八重が叫び、芹菜の一メートル手前ほどで蹲うずくまる影に駆かけ寄る。

「八重……八重か!?」あつし、と呼ばれたそいつが、八重の名を呼び、

「たすけ……助けてくれえっ！」続いて取り乱した様よう子すで縋すがり付く。

　その人間が、クラスメイトの大おお田た敦だと思い当たる余裕はなかった。

　割れた窓から飛び込んできたもうひとつの影が大田にぶつかり、派は手でに蹴け飛とばしたのだ。椅子や机を巻き込んで、教室の後ろまで転がっていった彼が無事なのかどうかはわからない。

　ただ少なくとも──、

「さあ、追い掛けっこは僕らの教室で終了なのかな？　って……大田くん、ひょっとしてこの娘が八重ちゃんかい？　これはこれはまた素す敵てきな偶然だね」

「……あなた、いったい」

「こんな時間に学校に来るなんて、悪い予感でもあったのかい？　まぁ、結果的に僕が大田くんに言ったことは本当になってしまう訳だから、僕にとっては世界が都つ合ごうよく廻ってくれたと形容して差し支えないけれど。ほら大田、きみの大事な大事な八重ちゃんだ。予告通り……」

「あ……！」

「人ひと質じちに……取ったよ。さあ、どうするんだい？」

　冗長な科白せりふを嬉うれしそうに喋しやべりながら八や重えへ歩み寄ると、驚きよう愕がくで動けずにいる彼女の肩に手を回し腕を後ろ手に押さえ付け、まるでテレビの悪役のように嗤わらうもうひとつの影かげが、

「……それにしても無ぶ様ざまだね、大おお田たくん。証しよう拠こもまるでないっていうのに、慌あわてて来て挑発に乗ってさ。それほど大事だったんだね、この娘が。竹たけ田た先生のことは、抱いて使い捨てるつもりでいたっていうのに」

「あ……直なお川かわ……？」

　昨日きのうテストの結果に逆上し、今日きよう学校を休んでいた直川浩こう輔すけであることは、思考の停とまっていた芹せり菜なにも、理解できた。

「おやおや。確たしかきみはクラスメイトの森もり町まち芹菜さん。成せい績せきは……中の上くらいだったっけな。まあ、選えらばれた僕にとってはゴミみたいな存在だけど。ところで、何でこんなところに？　八重ちゃんとはどういう関係なのかな？」
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　芹せり菜なを追って辿たどり着いた先は学校だった。

　皆みな春はる八や重えが学校を指定したのか、それとも芹菜か。それはまだわからなかった。とにかく僕と硝しよう子こ、それに里り緒おは、灯あかりの点ついた教室を校庭から発見し、今は一階の廊下を歩いている。

　三人揃そろって忍び足というのも滑こつ稽けいだが──ともあれ、見付かる訳わけにはいかない。そもそも、家を出る前に硝子が主張したように、皆春八重は関係ないという可能性の方が現実的にはずっと高い。気を張り過ぎる必要はないのだと自分に言い聞かせながら、僕は足音を殺す。

　教室に灯りが点いているのは好こう都つ合ごうだ。ふたりに隠かくれての確かく認にん作業が楽になる。

　違うのならばそのまま帰ればいい。万が一そうならば、対策を施ほどこす。

　──それにしても、場所が僕らの教室だというのは、奇妙だった。

　やはり指定したのは芹菜なのだろうかと訝いぶかしみながら廊下を歩く。二階へ続く階段まではあと少しで、二年三組の教室はその階段を終えて三つめ。二階に入ってからは特に気を付けなければならない。後ろにいる硝子と里緒へ手で合図しながら、僕らは踊り場へと向かった。

　まずはゆっくりと顔だけを出し、階段の様よう子すを窺うかがおうとする。

　その刹せつ那な、

「……っ！」

　階上から唐とう突とつに響ひびく、甲かん高だかく、けたたましい音。

　思わず顔を引っ込める。

　心しん臓ぞうが大きく鳴った。二階、どこかの窓ガラスが割れたのだ。そして、割れたのは──、

「……何!?」里緒が目を丸くする。

「どうしますか？」表情を変えず、硝子が呟つぶやく。

「……行くぞ」僕は低い声で、「ただし、静かに、早く」

　駆かけ出した。何か異常が起きたのは確たしかだった。何でもなかったのなら言い訳はどうにでもなる。それよりも、取り返しのつかないことになってしまう方が恐ろしい。

　階段を一足飛びで上る。二階の廊下へ躍おどり出る。灯りが点いている二年三組の教室、その光を目を細めて見み据すえ──割れているのは、そこの窓。

「……ち！」舌打ちをしたがどうにもならない。一気に不安が胸に充ちた。何が起きたのだろう。わからない。判断材料が少な過ぎる。たかが十数メートルの距きよ離りが長い。焦燥が増す。

　思考をやめ、一秒を全力で駆かけ抜け、教室の扉とびらに手をかけて一気に引き、

「何があった!?」状況によっては酷ひどく間抜けな絶叫で中を見た僕は、

「……おやおや。何てことだ、きみは城き島じまじゃないか。それから……ああ」

　自みずからの意志でではなく、状況を呑のみ込めずに思考を停止させた。

　そいつは、僕らを認めると、里緒に視し線せんを定めて、にい、と嗤わらう。




「これは計算外だよ。……思ったよりもずっとずっと早く会えたね」




　教室にいるのは、四人。それはまるで予期しない数字。

　そのうちの二人は、森もり町まち芹せり菜なと、見知らぬ少女──恐らくは皆みな春はる八や重え。これは予想の内。

　だけどもう二人は、知った顔でありながら、僕の予想を越えていた。

　狡こう猾かつそうな笑えみで声を発したのは、少女を背はい後ごから捕らえ、まるで人ひと質じちのようにして教卓に背を預ける直なお川かわ浩こう輔すけ。そして教室の中心辺あたりで、襤ぼ褸ろ屑くずのように血ち塗まみれになった大おお田た敦あつしが、そんな直川を震ふるえながら見ている──。

「……しょう、こ、？」

　直川に腕を極きめられ喉のどに手を掛けられた少女が、喘あえぎながら硝しよう子この名を呼ぶ。
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「八重さん……」

　硝子はその少女──皆春八重に向かって、大きな目を見開いた。

「あっちゃん……と、硝子ちゃん、それに……かき……は……」

　窓まど際ぎわで身構えていた芹菜が、そのままの姿勢で茫ぼう然ぜんとした。

「こんばんは。里り緒おには誰だれだかわからないけれど、里緒の名前を知ってるの？」

　ともすれば呑のん気きに聴きこえる口く調ちようで、僕の背はい後ごに控えた里緒が小首を傾かしげる。

「クラスメイトだ。四人中三人。その内ひとりは僕の友達で、もうひとりは硝子の」

「そうなんだ。じゃあ、ごめんなさい。顔、覚えてなくて」

　僕の補足を受けて、里り緒おは教室全体に向かってぺこりと頭を下げる。

　教室中の空気が一いつ瞬しゆんだけ弛し緩かんした隙すきを突き、僕は芹せり菜なに言った。

「……何があった？」

「わかんない……よ」だけど。

　芹菜は急に肩を落とし、声を落とし、

「全然わかんない。八や重えの……後こう輩はいの相そう談だん受けて……でも、いきなり直なお川かわと大おお田たがガラス割って入ってきて、わけわかんないこと言って、八重が捕まって、大田が……ねえ、あっちゃん、あたし……あたし、何なの、これ？　わかんない……よ」

　芹菜の足が小刻みに震ふるえ出す。

「里緒」だからまずは状況判断。背後に小さく確かく認にんを取った。

「この場で見分けられるのは……僕らを除いて、いるか？」

「ひとりだけ。あの、人ひと質じちとってる人だけ」

「そうか」

　里緒の視し線せんの先にあるのは、直川浩こう輔すけ。

　つまり──皆みな春はる八重は外れで、予想もしていなかった直川浩輔が当たり、か。

　僕は自分に失望する。

　硝しよう子この回りにばかり気を取られていた。こんな身近にいたなんて。愚かしいにもほどがある。自分の周囲を疎おろそかにして対応が遅れた。完全に、僕の失策だ。

　直川はいつ取り込まれたのだろう。いや──あいつ自身が産み出したと考えた方が自然か？

　今の段階では確実なことは言えない。だけど少なくとも、さっきの口振りからして、屋上から里り緒おを突き落とした犯人は直川浩こう輔すけで間違いなさそうだ。

　とにかく、後こう悔かいしても始まらない。

　今こうなってしまっているのは僕のせいでもあり、同時に偶然の引き起こした結果だが──少なくともここまで来たこと、それ自体は無む駄だ足あしでなかったのだから。

「案外……根が深かったんだな、直川浩輔」

　昨日きのうのちっぽけなトラブル、それは間違いなく、彼に何かしらの影えい響きようを与えている。

　だけど、まずは──、

「里緒」僕は芹菜の方を向いたまま、隣となりで立つ友人を呼んだ。

「ん？」

「……頼む」

「あ、そうだね。りょーかいだよ、晶あきら」呑のん気きな声で里緒は答え、

「晶が見てる、あの人だよね」言い終わった瞬間、もう動いていた。

　床ゆかを蹴けったと同時、跳ちよう躍やく。

　教室の反対側にいる芹菜まで、机と椅い子すの散乱した八メートル強の距きよ離りを刹せつ那なで詰める。

「……え」芹せり菜なは反応できず、

「ごめんね」里り緒おは微ほほ笑えみで謝しや罪ざいし、

「殊こと子こでもいればよかったんだけど……里緒は力技だよ」

　言い終わるや、小さな拳こぶしが芹菜の腹部を打った。

　芹菜は衝しよう撃げきに昏倒する。痛みを感じる暇ひまはなかったはずだ。

「おやおや」

　それと同時、直なお川かわ浩こう輔すけが嗤わらった。

「おやおやおや。さすがだよ柿かき原はる里緒。さっきまでの僕なら反応さえできなかっただろうね。まぁ、今は違うけど。とにかく、先日と昼間はどうも……って言っても、覚えていないだろうな。それにしても随ずい分ぶんとまあ可愛かわいらしい服装だね。それは趣しゆ味みかい？」

　直川は、失神した芹菜を抱えた里緒の全身を上から下まで眺めながら、舌した舐なめずりをする。昨日きのうまでの彼とはまったく別人だ。酔っている。

　虚軸キヤストに侵入された者は自我境きよう界かい線せんを浸食される。虚軸キヤストは固定剤リターダになった人間の存在の一部分を削り取って隙すき間まに入り込むのだから当然と言えば当然だ。その上、虚軸キヤストそのものの意い識しきと固定剤リターダの意識も影えい響きようを受け合うから──固定剤リターダになるということは、大なり小なり、個人の人格が変へん貌ぼうするということでもある。仮に直川が寄生型であれば尚なお更さらで、それは影響を受け合うというような生なま易やさしいレベルではない。ふたつの意識が溶け合って、文字通り、人が変わる。

　目の前のこいつはもう、僕の認識の中にある直川浩輔ではあり得ない。

　僕は気を引ひき締しめた。

　人格も不定ならどんな力を持っているかも不定、そんな存在に油断してはならない。

　それに──僕らに自みずからちょっかいを出してきた以上、あいつが絡からんでいる可能性もあるのだ。それを思い、僕の鼓動は加速する。

　里緒が小さな身体からだで芹菜を抱え、ゆっくりとこちらへ戻ってくる。

　僕は里緒に注意を促し、目配せした。

「うん」ゆっくりと教室の隅へ芹菜を横たえながら里緒は頷うなずき、

「里緒を知ってる人だったのかな？　……あなたは、誰だれ？　いつこっちに来たの？」

　普ふ段だん決して口にしない代名詞を使い、直川に向かって質問する。

　直川は、一いつ瞬しゆんきょとんとした後、不意にすべてを理解したのか、

「ふふ……くく……はは、あはははははは！」

　身を捩よじらせて破裂したように哄こう笑しようを発した。極きめられた関節が軋きしんだのだろう、直川の腕の中に在る皆みな春はる八や重えが痛みに顔をしかめる。が、直川は構わない。

「ははははは！　そうかそうかやっと僕を、この僕を認めてくれたのか柿原里緒！」

「たった今、だけど。もしかしてその口振りだと、里緒と同じクラスの人？　……だったら、名前、聴きかせてくれないかな」

「そうだ、そうだね。じゃあ教えてあげよう。ひょっとしたら聴きいたことがあるかもしれないけど、きみは僕の存在なんて気にも留とめていないだろうから！　クラスメイトの直なお川かわだよ！　直川浩こう輔すけ!!　万年学年二位の、きみに一度も勝ったことのない直川浩輔だ！」

　──僕は内心で顔をしかめる。

　直川の絶叫が耳に痛い。

　だけど里り緒おは、窓が震ふるえるほどの声量に眉まゆひとつ動かさず、

「……違うよ」首を横へ振った。

　里緒は、直川を──今までとは打って変わった無表情で見み据すえ、

「違うよ。そんなことが聴きたいんじゃないよ、どこかの虚軸。……形式名モデリングくらいあるんでしょう？　形式なしっていう訳わけじゃないんでしょう？　それからね、最初に言っておかなかった里緒も悪いけれど……里緒を代名詞で呼ばないで」

　途と端たん。

　里緒の背から飛び出た白猫が、空中でくるりと回転し、僕らの前──教室の床ゆかへ降り立つ。

　ここからは里緒の話術も重要だ。

　どうにかして直川に取とり憑ついた虚軸キヤストの形式名モデリングと出しゆつ自じを聞き出せば、対策も立たて易やすくなる。

「改めて言っとくけど、三度里緒を代名詞で呼んだら……攻こう撃げきするよ。猶ゆう予よはあと一回。

　さあ、もう一度尋きくよ、虚軸キヤスト。形式名モデリングを言って。礼を失していたというなら里緒から答えようか？　……里緒の形式名モデリングは、本当の名前は『有識分体分裂病』。全生命が単為生殖になって滅んでしまった虚軸、有識分体分裂病だよ。……わかるよね？　全部が全部同じになった世界では、全部が全部個性を失ってしまった世界では、代名詞なんてものが存在しないことくらい。だから里緒は代名詞で呼ばれちゃ駄だ目めなの。だから里緒は虚軸キヤスト以外の存在を個別認にん識しきできないの。だってそうしないと、世界で唯ゆい一いつでないと……実軸ランナへ来た意味がなくなるんだよ？」

　里緒の世界の『出自』。それを述べたのは、最低限の礼れい儀ぎか、それとも僕が頼んだことによる詐さ術じゆつか。白猫が音もなく伸びをして、直川を見み据すえる。

「さあ教えて。教えてくれたら今の無礼は許してあげる。カウントをゼロに戻してあげる」

「はは……凄すごい。まさか、そんな世界があるなんて」

　直川が、感心したようにくつくつと笑えんだ。

「本当に凄いよ、柿かき原はる里緒。さすがだ。……だったら僕も教えよう。こんな凄い力を持った柿原に認めてもらったんだ。礼儀を尽くしてもらったんだ。だったら僕も礼で返さなければ文字通り失礼だよ。踏み越える対象に対して敬意を払わない奴やつはクズだからね。そして僕はクズじゃない。……僕の名前は、『矮小関数オンリーＦ』だ、柿原里緒。『僕が世界の王になったら』という夢を実在化した貌かたちだよ。その夢の貌が現実の僕に力を与えた、それが今の僕だ」

　その言葉を聞き、僕は推すい論ろんを組み立てる。

　直川に取り憑いたのはやはり、彼の思い描いた『自身の未来』を、抽象的に具象化した半はん端ぱな虚軸キヤストだ。だとすると能力は、深層意い識しきの願がん望ぼうを反映したものである可能性が高い。

「『矮小関数オンリーＦ』……『世界系インスト』には……載のったばかりだね。最近生まれたのかな？」

「そうだよ。ついさっき、ほんの三時間ほど前さ。まったく素す晴ばらしいよ。崩くずれてしまった僕の世界をリセットして、新しい世界を構こう築ちくする、そんな素晴らしい力を手に入れたんだ」

　最近生まれた。リセット。構築。これらはヒントとなる。

　直なお川かわは続けた。

「こんなに嬉うれしいことはないね。だって、なあ、知っているかい？　柿かき原はる里り緒お。それから城き島じま晶あきら。僕はね、そこに転がっている大おお田た敦あつしに……」

「……やめろ！」

　直川の言葉を、蹲うずくまっていた大田が叫んで遮った。

「それ以上……頼む。それ以上言うな……」

「は！　面おも白しろいことを言うね、大田くん。じゃあ逆に尋きくけど……昨日きのう、僕が泣いて頼んでも決して許さず、僕をひん剥むいて裸にして写真を撮とったのは一体誰だれだったかな？　それに……」

「やめて……やめてくれ、お願ねがいだから……頼む……」

　喧けん噪そうを横目に考える。

　ひん剥いて写真を撮った？　……それが、切っ掛けとなったのか。

　そして、

「煩うるさいんだよ！　大田敦！」殆ほとんど泣きそうな顔になった血ち塗まみれの大田を、直川が一いつ喝かつした。

　それと同時に、皆みな春はる八や重えの首を掴つかんでいた左手、指先を大田の方へ伸ばす。瞬しゆん間かん。

「……ぎゃん！」

　何か見えない力のようなもので、大田が殴られたかのように、床ゆかへ再び突っ伏した。

　僕は眼を細める。これは──不定量子を実軸ランナに強く反発させることで力場を産む、虚軸キヤストなら誰だれでもできる簡かん単たんな行為だ。固定剤リターダである僕にだって無理をすればできる。だけどそれは要するに、水に小石を投げ込むと発生する波紋のようなもので、言ってみれば小石が無む駄だになる。十のエネルギーを使って一の結果を引き起こすのだから、わざわざ使う意味がない。

　力を隠かくしているのか、それとも使い方を知らないだけか？

　僕の疑問に答えるように、直川が哄こう笑しようした。

「ははは……素晴らしいよ！　まったく素晴らしい力だ……こんなこともできるなんて！」

　──なるほど。

　今の科白せりふ。

　これまでの態たい度ど。

　そして、虚軸キヤストの出しゆつ自じ。

　データは揃そろった。

　僕は硝しよう子こに目配せをする。

「はい」硝しよう子こは頷うなずいた。「マスターの推測は正しいと判断します。あれは……」

「ああ……寄生型……そして、小物だ」

　僕は緊きん張ちようを解いた。

　油ゆ断だんしたのではない。単に、過剰に気を遣つかう必要がなくなっただけだ。

「やめておけよ、直なお川かわ」だから、吹ふき飛ばされて再び蹲うずくまる大おお田たを後しり目めに、僕は一歩前へ出た。

「おおよそのことはわかった。どうせ昨日きのうの件で、お前が大田に何か報復を受けて……それで脅迫されるような弱みを握られた、そんなとこだろう？　でも、それがどうしたって言うんだ？　そんなもの、日常の範はん疇ちゆうだ。だからやめておけよ。そんなものに押おし潰つぶされて、ちっぽけな非日常キヤストを呼んだお前程度の奴やつに、虚そ軸れが扱える訳わけがない。日常も制御できないような奴に、どうして非日常が制御できる？　恥を知れよ直川」

　恐らく大田敦あつしは、昨日の朝直川が指摘した通り、本当に不正を使って二位になったのだろう。だからそんな脅迫に出たのだ。大田敦の表と裏なんて、普ふ段だんの態たい度どを見ていればわかる。取り巻きが得意になってるのがその証しよう拠こだ。本当に人望を持った人間なら、取り巻きはむしろ中心こそを立てる。彼らはそれをせず、ただ威いを借りているだけだった。瞭りよう然ぜんだ。

　大田が焦あせった理由も理解できた。皆みな春はる八や重えの視し線せんはずっと大田を見ている。恋人か、それに近い関係なのだろう。

　つまりは全部──くだらない、本当にくだらないことから起きたんだ。

　そしてそんなくだらないことから生まれた虚軸キヤストに、効率の悪い反発力場の生成サイコキネシスを力と考えるような奴に、どうして僕らが脅威を感じる必要がある？　あいつが絡からんでいるかどうかとはまるで関係なく、そんな必要は──ない。

　故ゆえに、僕は言う。

「くだらないよ。本当にくだらない」

「……きみは何を言ってるんだい？　僕の絶望が……僕の世界が、あんなにあっさりと壊こわれたのに……くだらない、だって？」

　直川浩こう輔すけがこっちを睨にらみ付けている。その視線は敵意に充みちていた。

　だから僕は、挑発を込め、返した。

「いい加減にしろよ、直川浩輔……世界が壊れた？　お前はまさか、自分を取り巻く周りのものだけが世界だとでも思ってるのか？　たかだか歩いて数キロの距きよ離りが世界だって？　ふざけるのも大たい概がいにしておけよ。お前は世界の中心になんかいない。お前の世界なんて崩くずれようが壊れようが僕らに何の影えい響きようも及ぼさない。自分とそれ以外とを同格化してそれを対比させて『世界』なんて定義で括くくるなよ。お前も『それ以外』なんだ。全部集まってようやく世界なんだ。なのに勝手に期待して、自分が壊れたからって虚軸キヤストを呼んで、それで世界を壊そうとするのか？　虚軸キヤストを呼ぶってことは、虚うつろな世界を作るってことはそういうことだ。どんなにちっぽけな虚軸キヤストでも下へ手たを打てば実軸ランナそのものが壊れる原因になる。わかるか？　直川浩輔。お前が勝手に身の回りを取とり繕つくろったことで、もっと大きな、本物の世界が壊こわれるんだ。その時になって、お前のちっぽけな世界が残っていられるとでも勘違いしているのか？　だったら……そんな浅せん薄ぱくで、非日常に足を踏み入れるんじゃあない」

　直なお川かわは低く呟つぶやく。

「……何を……言ってるんだ？」

　激げつ高こうしているのだろう。当然だ。そういうふうに話をした。

　あいつの小さな矜きよう持じを、適度に傷付けるように。

　里り緒おがもう確かく認にんしている。ここにいる虚軸キヤストは直川だけだ。つまり排除するべきは直川のみ。

　後は、硝しよう子こにとっての問題──囚とらわれている皆みな春はる八や重えを如い何かにして助け出すかということと、僕にとっての問題──直川浩こう輔すけが、どのようにして虚軸キヤストを手に入れたのか、つまりはあいつが関かかわっているのかどうかを聞き出さなければならないということだけ。

　脅おどされた。写真を撮とられた。プライドを傷付けられた。それが理由だと直川は言う。

　そんなつまらないことで虚軸キヤストが生まれたとしても、実軸ランナへ定着する可能性は酷ひどく低い。

　──だとしたら、あいつが絡んでいる可能性が跳はね上がる。

　僕は半なかば確かく信しんを込めて、直川に薄うすい笑えみを投げ掛けた。

　直川は、全身を戦慄わななかせていた。

「ふざけているのかい……？　城き島じま晶あきら。そんな大それたことを……そんな、身の程知らずなことを……確たしかに君は成せい績せきも中の中、たいした未来も待っていないクズだ。そんなクズに、僕の輝かがやかしい未来が潰つぶされたという悲ひ劇げきを理解してもらえるとは思えないよ。でもね。クズはクズなりに……輝かしい僕の世界を祝福する義務があるんだ！」

「違うよ、『矮小関数オンリーＦ』」

　畳たたみ掛けるように、彼の怒りへ口を挟はさんだのは、里緒だ。

「あのね、『矮小関数オンリーＦ』。……晶はクズじゃないよ。全然クズなんかじゃない。矮小関数オンリーＦは、学校の成績のことを言ってるみたいだから、それを共通言語にさせてもらうけど……成績で言ったら、矮小関数オンリーＦよりも、里緒なんかよりも、晶はずっとずっと上にいるよ？」

「何を言ってるんだ？　……柿かき原はる里緒」

「里緒……そんなこと別にどうだっていい」僕は舌打ちする。それも演技。

　里緒は優やさしい。友人である僕のことを悪く言われればそれに反はん論ろんする。

　そして、こういうことは僕本人からではなく第三者から聞いた方が衝しよう撃げきは大きい。

「でも、でもね、晶」──僕の狙ねらい通り──里緒は、続けた。

「里緒はよくわかんないけど、少なくとも……学校のテストで、問題を出す先生の思考を読んで、クラス全員の能力を読んで、おまけに各問題の配点まで見抜いた上でわざと全教科の平均点を取り続けるなんて……そんなこと、里緒にはとてもできないよ。里緒は正解を出すことはできるけど、里緒以外のものは操あやつれないもん。だから、晶は凄すごいの」

「別に凄すごくはないよ」僕は謙けん遜そんともとれる返事をする。

　直なお川かわ浩こう輔すけのくだらないプライドが、ずたずたになるように。

　だけど実際のところ、こんなことは声を大にして言うことでもない。

　学校の成せい績せきは確たしかにその後の人生に多少の影えい響きようを及ぼすが──それを活いかす機き会かいは結局のところ受じゆ験けんの際に集中しているから、その時に発はつ揮きすればそれでいい。逆に普ふ段だんの成績は日常の学校生活に響ひびいてくるから、高くても低くてもいけない。平均前後を漂っていれば、煩わずらわしい事項を最も効率よく排除しつつ周囲に上う手まく馴な染じむことができる。それだけのことだ。

　──でも、それも彼に効果があるならば利用する。

　直川浩輔は、それを聴きいて、ますます冷静さを失っていた。

「じょ、冗じよう談だんじゃないぞ……冗談じゃない」

「冗談じゃなければどうなんだ？」そろそろ、詰めだ。

　里り緒おと硝しよう子こへ目配せする。

　ふたりは無言で、視し線せんだけで頷うなずいた。

　直川浩輔とあいつが関係あるかどうか。それを聞き出すと同時に激げつ高こうさせ、逆上の隙すきを突いて里緒の虚軸キヤスト、小こ町まちで攻こう撃げき。皆みな春はる八や重えを助け出してから、反撃を開始。あとは直川を捕らえて、そして──本当にあいつが絡からんでいたら、願ねがってもない好こう機きだ。

　僕は昂たかぶりながら、それでも皮肉げに口を開く。

「だったらどうする？　僕に攻撃でも仕掛けるのか？　そんなつまらない虚軸キヤストで。ひとりで作れもしなかった虚軸キヤストで……そうだろう？　お前はくだらないクズだからな。たかが学校のテストに躍やつ起きになって、それでも満点さえ取れないただのクズなんだ。……だったらひとりでこんな大層なことを仕出かせる訳わけがない。言えよ、直川浩輔。誰だれに手伝ってもらった？　お前のちっぽけな世界を立て直すのを、誰が助けてくれた？」

「……貴様あっ！」

　臨りん界かい。直川が叫ぶ。図星を突かれて。

　──当ビたンりゴか。

　僕は合図を出そうとした。

　だけど、その時。

「……！　マスター！」

　この日二度目の──予想外のことが、起きた。




　　　　‡




　鈍にぶい音。

　それは、浩輔が冷静さを失い城き島じま晶あきらへ飛び掛かろうとしたその瞬しゆん間かん、全員の耳に聞こえた。

　骨が折れる音だった。同時に、肉の裂ける音でもあった。更には、神経が千ち切ぎれる音も混じっていた。浩こう輔すけは立ち止まる。怒りの表情は、怪け訝げんなものへ変わっていた。

「なん……だ？」

　次の疑問が、その顔を驚きよう愕がくへと更に変える。

　当然だ。肘ひじ関節を固定して首根っこを押さえ付けられていたはずの、浩輔の人質──皆みな春はる八や重えが、浩輔の手を離はなれ、つかつかと教室を歩いていたのだから。

　浩輔は、自みずからの両手を見た。

「…………あ、え？」

　直後、思考と、疑問と、怒りの、すべてが表情から完全に消滅。

「え、あ、あ、あ？　あ、あ、ひ、あ、ああああああ！」

　代わりに湧わいて出たのは恐怖による絶叫。喉のどの奥から、意味もなく、ただ空虚に。網膜に映った、手首から先が切り取られている自分の腕を確かく認にんした瞬間──痛みと共に起きた無意味な声帯振動が、直なお川かわ浩輔の嗄かれた声を教室中に響ひびき渡らせた。

「な……」

　城き島じま晶あきらの、驚愕の声。

「八重、お前……」

　ようやく上半身を起こした大おお田た敦あつしが、腫はれ上がった顔で呆ぼう然ぜんと発する疑問。

「何が……起きた」

「わからない。里り緒おは……何もしてないよ」

　城島晶と柿かき原はる里緒が、身構えながら交こう錯さくさせる視し線せん。

　それらを無視して、浩輔の絶叫は響く。

　指がない。掌てのひらがない。手首から先がない。

　出血もなかった。それは虚軸キヤストと同化したことによる肉体の変へん調ちようだったが、浩輔の脳はその光景を現実と上う手まく繋つなげることができないようだ。だから、その場にいる者が呆然としているのを他よ所そに、相変わらず浩輔は絶叫を続けていて──そんな浩輔を僅わずかに一いち瞥べつした皆春八重は、微かすかに口の端に微ほほ笑えみを浮かべた。

「黙だまりなさい、出来損ない」

「……八重さん」

　自分の名を呼ばれ、彼女は浩輔を無視して声の方へ振り返る。

　そこには僅かに目を見開いた、城島硝しよう子こ──『全一オール・イン・ワン』。

「どういうことですか」

　戸と惑まどいを見せない無表情に、八重は微笑した。

「硝子。あなたのこと、私、結けつ構こう好きだったよ」

　続いて、眠り姫のように失神した森もり町まち芹せり菜なへ。

「あなたもです、芹せり菜な先せん輩ぱい。相そう談だんしたかったのは本当です」

　既き知ちに訣けつ別べつの言葉を告つげながら──最も愛いとしい幼おさな馴な染じみ、大おお田た敦あつしのもとへ向かう。

「あ……」

「敦くん……びっくりした。まさかこんなことになるなんて、思わなかった」

　敦の顔は腫はれていて、いつもと違う。

　最後に見る敦の顔がこれなのは少し寂さみしいと、八や重えは思った。

「あのね、敦くん。私……」そして。

　彼の目の前にしゃがみ、膝ひざを突き、目の前に腹部を見せ付ける格かつ好こうで、

「赤ちゃん、いるの」微ほほ笑えむ。

「え？」わからない、という表情をした後、敦はそれでも、反射的に問う。

「……俺おれ……の？」

　八重は答える。

「違うよ」




　芹菜が気を失っていて、よかったなと思う。

　──餌は、何も知らないまま眠っていてね。

「知らない人の子供。私、援助してたから。いつの間にか妊にん娠しんしてた」

　告白。言えなかったこと。だけど口にしてみれば簡かん単たんだった。

　敦は八重の言葉に反応しない。できないのだろう。さぞかしショックだろう。

　──でも、仕方ない。

「敦くんの子供だといいなって思ってたけど、でも違うよ。だって敦くん、ちゃんと避ひ妊にんしてくれてたから。だから、違うよ。……私もね、誰だれの子供かわかんないの」

　誰が悪かったのだろう？

　わかっている。悪いのは自分だ。誰でもなく──自や棄けになった、自分だ。

「や、え？」

　──だけど。

「ごめんね。私、知ってたよ」

　だけど、自棄になったのは、知ってからだ。

　本当の彼を知ってしまってからだ。

　──大田敦という人間が、八重に内ない緒しよで何をしていたのか。

「それくらいわかるよ。幼馴染みだもん」

　気付いたのはいつだっただろう？　初めて彼が抱いてくれた半年前だろうか。

　自分も初めてだと言っていた。だけど、やけに慣なれているなと思った。そんな単純な疑問。

　──こういうのって、女の子の方が鋭するどいんだよ、敦くん。

「ずっと一いつ緒しよだったんだもん。……お見通し、だよ」

　それから、彼の後をつけていて、偶然見た。

　英語教師の竹たけ田たのアパートへ入っていく敦あつし。その日、彼は帰ってこなかった。

　──だから、自や棄けになった。

「でもね。私も同罪」

　何な故ぜだろう。彼を諦あきらめられなかったのか。

　それとも、彼と同じになりたかったのだろうか。

　──皆みな春はる八や重えは、大おお田た敦に内ない緒しよで、いろんなことを始めた。

「だから、おあいこだね」

　罪悪感を覚えた。嬉うれしかった。

　これで、この秘密で、罪悪感で、彼と同じになれるんだと思ったから。

　──でも。

「私も、敦くんも、おあいこ」

　言いながら思う。男と女は不平等だ。

　どうして、自分の身体からだだけが変わってしまう？　どうして自分だけ──。

　──そう。だから、もう、いい。

「敦くん、大好きだよ。ばいばい」

　八重は左手を敦の頭上に掲げ、

　柔らかく微ほほ笑えみ、

　──母親になっちゃった。一番大事なものが、変わっちゃった。

「さ、ご飯だよ、私の赤ちゃん……『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』」

　自分の子し宮きゆうに向かって、語りかける。

　吾わが子は応こたえ、

　八重の子宮から左ひだり掌てへと繋つながる血管、そこを駆かけ上がった光の刃やいばが、さっきの直なお川かわの両手と同じように──大田の頭部を貫いた。




　その場を、冷たい空気が支配する。

　直川浩こう輔すけの絶叫はいつの間にか聴きこえなくなっていた。立ち上がり振り向くと、浩輔はどこにもいない。教室の扉とびらが開け放たれていて、だから、ああ逃げたのかと、八重はそう思った。

「……追わなくていいの？」

「いいよ、追わなくて」

　八重の質問に答えたのは、背の低いボブカット──確たしか、『有識分体分裂病』柿かき原はる里り緒お。

「ああ、そういうこと。抜け目ないね。それ、あなたの案？　それとも、硝しよう子この彼氏さん……城き島じま晶あきらの案？」八重は言い、

「……里り緒おの案だ」城き島じま晶あきらが重々しく唇くちびるを咬かんだ。

「そっか。いい友達を持ってるのね、城島晶。硝しよう子こ、いい彼氏さんだ」

　その背はい後ごの芹せり菜なを、ちら、と一いち瞥べつする。起きる気け配はいはない。しばらく邪じや魔まは入らないだろう。どのみち──赤ん坊の餌えさにしようと思って呼び出した人だ。この予定外を片付けてから食べても遅くない。一日に二人は初めてだが何とかなるだろう。

「どういうことですか……？」

「硝子、こういうことだよ。私も、あなたと同じだったの」

「でも……」

「虚軸キヤストじゃないよ。……だって里緒には、そこで座ってる人と区別できないもん」

　柿かき原はる里緒の声はこんな時にもどこか呑のん気きだ。少し可お笑かしくなって、八や重えは僅わずかに笑えんだ。

「そう。私は……あなたたちの言う、虚軸キヤストでも固定剤リターダでもない」

　だけど、自分のそんな微笑はもうどこにも届かないだろう。もともと表情が薄うすい上に、いつも怒っているような顔をしている。その変化に気付けるのは敦だけで、彼はもういない。

「そういうこと……か」城島晶が呟つぶやいた。

「お前の胎内にいる胎児が寄生型の虚軸キヤストに取とり憑つかれてる──そういうことか？　なるほど、それなら里緒にも区別できる訳わけがない。外見が隠かくれて見えないんだ、わかるはずがない」

「そういうこと。回転、早いね」八重は感心する。

「さっきの出来損ないを言い負かしたときも思ったよ。恐こわい人だね。感情の詰め将棋をしているみたいだったよ。相手を翻ほん弄ろうして、からかって、追い詰めて」

　だけど、城島晶のことを羨うらやましいとはまるで思わなかった。

「それに……友人や恋人に虚軸キヤストを……自分と身の回りのものだけが『世界』だった人たちを迎えておいて、そんな人たちを前にしておいて、表情も変えずに『そんなものはくだらない』って言える。自分自身も固定剤リターダなのに、それを涼しい顔で否定する。天才って言ってもいいほど高い能力を持っていながら、身の回りの平へい穏おんにのみ、その全能力を注そそぐ。それ……恐いよ。どこか壊こわれてなきゃそんなことできない。まともな精神をしていたらそんなことできる訳わけがない。必ずどこかで歯止めがかかる。そんな、普通じゃないことを……あなたは平然とやってるんだ。そして、自分がそんな酷ひどいこと言っても、友達や恋人が自分を見捨てないって、見捨てることができないって知っててやってるんだ。恐いよ。とても恐い」

　八重は確かく信しんする。それは、あの人の言った通りだ。

「結局のところ……あなたはすべてを信じてるんだね。世界の、人の、全部を……何もかもを信じてる。信じた上で利用する。自分の計画に組み入れてしまうんだね。恐くて、最低だよ」

　そう、最低だ。何な故ぜなら、彼のやっていることは──、

「善意に期待し悪意を計算し、涙を拭ふいてやり笑え顔がおで惹ひき付け、喜びを分かち合い悲しみで同情させ、感情に訴え理性を説いて、純粋を持ち上げて欺ぎ瞞まんを泳がせる。条理を算段し不条理を逆手に、愛で縛しばり付け憎悪で搦からめ捕とり、優やさしさで籠ろう絡らくし厳きびしさで翻ほん弄ろうする。打算も衝しよう動どうも信頼も裏切りも自じ己こ犠ぎ牲せいも責任転てん嫁かも嘘うそも真実も、人の綺き麗れいな部分も汚い部分も、世界のすべてを一切の区別なく……あなたは全部、信じてる。存在を疑ってない。そして、その上で……信じた上で、わかった上で利用してる。利用して、使役してる。支配してる。……恐こわい、よ」

　城き島じま晶あきらは応こたえない。

「そうだよ」

　代わりに返事をしたのは──柿かき原はる里り緒お。

「だから、里緒は晶が好き。晶は、里緒の全部を信じてくれるもの。里緒が晶を好きだってことも、里緒が晶を恐がってることも、里緒が晶を最後の最後で裏切るかもしれないってことを、全部わかってて……それでも尚なお、受け入れてくれるもの。利用してくれてもいい。操あやつってくれてもいい。信じてくれるなら、受け入れてくれるなら……里緒は、晶に付いていくよ。だって、里緒が裏切らない限り、晶にとって使えない存在にならない限り、晶は里緒のことを見捨てないもん。里緒が頑がん張ばれば応えてくれるの。それって最高だよ？　最低だけど、最高だよ？……知ってる？　『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』のお母さん」

「私はそんなもの知らない」

「八や重えさん」

　次に口を開いたのは、城島硝しよう子こ。

「その口く調ちようではもう理解しているものとして話をしますが……私は虚軸キヤストです」

「……うん」

「そして私は……私の本体は、この身体からだの内部裏面空間に収納された、体たい積せき三十六[image: ]の不定量子回路……巨大な四次元演算機き械かいです。その私は……機械である私は、徹てつ底てい的てきにデジタルに、使い主に従います。故ゆえにマスターの人格の是非を問うことなど、過去にも未来にも永えい劫ごうありません。マスターの人格の良否を判断することも一切ありません。何な故ぜなら……私は機械ですが、マスターが私を選えらんだのではなく、私がマスターを選んだのですから。この実軸ランナで生き延びるために、私が私の判断に従い、彼をマスターに、固定剤リターダに選んだのですから」

　八重は硝子の眼を見詰める。

　硝子は微ほほ笑えんだ。

「この人が今の人格になったのは、私がこの人を固定剤リターダに選んだからです。私という虚軸キヤストがこの実軸ランナに安定を求めたせいで。この人が私という虚軸キヤストをこの実軸ランナに安定させようとしたために。故にこの人はこう在ることを選び、私はこう在るべきこの人を選んだのです。そこには否定も肯定もありません。何より機械は……自分自身を肯定も否定もしません」

「……悲しい絆きずなだね、それって」

「ですが私に感情はありません。故に、悲しいこともなければ嬉うれしいこともないのです。……だけど、他ひ人との感情は理解できるのですよ、八重さん。体温、発汗、表情、筋肉の動き、それらを演算しデータに照らし合わせれば……他ひ人とがどんな感情を抱いているかなど、私には自明です。何な故ぜなら私は機き械かいですから。演算のみで世界を理解する、演算のみでしか世界を理解できない、さもしくも卑いやしい……ただの機械ですから」

　淀よどみもなく、迷いも見せない声に、八や重えはまた、少しだけ笑った。

「へえ。……じゃ、さ。私が今、どんな気持ちかわかる？」

「はい」一切の遅れもなく、即座に硝しよう子こは頷うなずく。

「八重さんは、今……悲しんでいます。何故悲しいのかは機械である私には推理しかできませんが。友人である私を裏切ったからでしょうか。先せん輩ぱいである芹せり菜なさんを騙だましたからでしょうか。恋人であるその人を殺したからでしょうか。或あるいは……」

　そして言葉を切り、息を吸い込み、城き島じま晶あきらを一いち瞥べつし、




「或いは、『無限回廊エターナル・アイドル』に利用されたからでしょうか？」




　城島硝子は──あの人の名を、口にした。

「……やっぱり、わかってるのね」

「状況から推理は容易です。……『矮小関数オンリーＦ』を『出来損ない』と表現したこと。それに、胎児に虚軸キヤストが寄生するなど、通常はあり得ません。『無限回廊エターナル・アイドル』──私たちの敵。出しゆつ自じも何もかも不明なあれの力は、『虚軸キヤストの操そう作さ』です。固定剤リターダを変えながら、宿り主を次々に変えながら私たちから隠かくれ続ける彼の虚軸キヤストは、時に人の心へ侵入し虚軸キヤストを作成し、時にそれを奪っては他ほかの誰だれかに与え、時に自みずからの力として抱え込みながら……実軸ランナに虚うつろな穴を開けながら、世界の基き盤ばんを壊こわしながら、ただ無作為に彷徨さまよっているのです」

「そう。そうね。聴きいたわ。あの人は……あなたたちの敵なんでしょう？　城島晶の両親をどこかの虚軸キヤストへと流してしまった敵なんでしょう？　でもね、硝子。私はあの人のことを恨んでなんかないのよ。だって、誰の子供かもわからず、殺されるしかなかったこの子を……」

　八重は、自らの下した肚はら──その子し宮きゆうに宿る『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』を撫なで、

「この子を永遠に、生まれなくしてくれたの。凄すごいでしょう？　この子に餌えさを与え続ける限り……この子は私のお腹なかの中で、永遠に生き続けるの。成長もせず、指先ほどの小さなままで」

　微かすかに笑えむ。その笑え顔がおはもう誰にも届かないだろうなと、思いながら。

　だから八重は、胎児を抱えるようにして姿勢を正す。

「会話は終わりにしようか、硝しよう子こ。もう、いいでしょう？　私、あなたたちから逃げるか、あななたたちを殺して逃げるか、選えらばなきゃいけないの」

「わかりました。……ごめんなさい、八重さん。私は……あなたを逃がしません。何故ならマスターが、あなたを逃がさないからです」

　──そうか。

「なら、殺し合おうか、硝しよう子こ」

「はい、八や重えさん。……ただ、ひとつだけ、私には疑問があります」

「……なに？」

「八重さんは……八重さんが悲しみという感情を抱いているのは、私にも理解できます。間違いありません。けれど……どうしてですか？　どうして八重さんは、笑っているのですか？」

　八重は、皆みな春はる八重は──弾はじかれるように、顔を上げた。

　ああ、と、思う。

　──ああ。たとえ機き械かいであっても、感情のない機械であっても。

「あなたと友達になれて、よかったよ、硝子」

「私もです、八重さん」

　もう少し早く出会っていたら、などと、そんなことは言わない。

　八重と硝子は対たい峙じし、

　ゆっくりと城き島じま晶あきらが、硝子の隣となりに立った。




　　　　‡




　直なお川かわ浩こう輔すけは、全力で逃げていた。

　冗じよう談だんではない。あんなことは知らない。何も聴きいていない。意味がわからない。

　皆春八重も、浩輔と同じ選えらばれた人間だった──そのことを知っていたら、あんな愚策を張らなかった。そもそもが今夜は、大おお田た敦あつしに復ふく讐しゆうしてやろうと思っていただけで、こんな事じ態たいを想定していた訳わけではない。あり得ないことだ。だから逃げるではなく、出直すのだ。

　自身が応用に弱い性質をしているという自覚はなかった。浩輔はそのことに気付かない。ただ、決して諦あきらめた訳ではなく、出直すのだと──そう誓い、逃げる。

　傷を完全に癒いやし、更に、力の使い方を熟じゆく知ちしなければならないと思う。自分でも完全に理解していない力だったから、余計にそう思う。

　千ち切ぎられた手首から先は、別の物で代用していた。

　浩輔の両手は、今や金属製だ。適当な教室で拝借した、椅い子すの足の一部。それを掌てのひらほどの長さに切り、手首の骨と繋つなげる。その椅子の足から更に小さな椅子の足のレプリカ──相似形をした小さなものを幾いくつも生はやし、骨組みのようにして紅葉もみじ型がたに広げていた。

　無む機き物ぶつを取り込むことで、身体からだの部品を模造する。浩輔の、浩輔自身が『無限回廊エターナル・アイドル』の力を借りて作った虚軸キヤスト、『矮小関数オンリーＦ』の力だ。すべてを再さい構こう築ちくしてやり直す、その一点に特化しただけの虚軸キヤストは、実際のところ、城島晶の指摘した通り、大きな力ではない。だけど浩輔はこれを素す晴ばらしいと思ったし、他ほかの力も知らないが故ゆえに疑問も持っていなかった。

　少しぎくしゃくするが意志通りに動く。指の代わりにはなる。小さな金属柱の束は五本。指の数と同じで、感覚は変わらない。痛みはない。無限回廊エターナル・アイドルの話では、このまま時を置けば少しずつ肉が付き、完全に身体からだの一部になるということだった。

　ある意味では不死の身体を手に入れたに等しい。浩こう輔すけは、初めて使用する特有の力に高揚していた。敗北感よりも、今に見ていろという気持ちの方が強いのはそのためだ。

　階段を下り、一階の廊下を駆かける。玄関を壊こわすのは目立つし音が聞こえると誰だれかが追ってくるかもしれないから、どこか適当な教室の窓を開き、そこから出ようとした。

「……ふふ」

　笑う声が聞こえたのは、その時だった。

「──誰だ!?」思わず立ち止まる。辺あたりを見渡す。誰もいない。見えない。恐こわくはなかった。相手が柿かき原はる里り緒おであろうとも逃げる自信はあった。だけど、ただ焦あせった。

　声は、

「予想とはちょっと違っちゃったけどまあいいわ。私の勘もあてにならないわよね。いや、当たってはいたけど、細かいところまではわかんなかった、って感じかしら？　ま、どっちにしても結果オーライで行きましょうか。あの『有識分体分裂病』もなかなか粋なことをしてくれるじゃない。……そもそも私が言い出したのだから、私に責任の一いつ端たんを負わせようというつもりなのかもしれないけれど……とにかく、ゲームとしてはまあまあ楽しめそうだわ」

　──前方。

　暗くら闇やみに目を凝こらす。ぼんやりと人ひと影かげが見える気がする。だが、白く浮かぶのは、顔のような形をした丸いものだけ。幽ゆう霊れいを想像し、浩輔の意思に呼こ応おうして声帯が、ひ、と鳴った。

「あら。恐かったかしら？　ごめんなさいね。今……灯あかりをあげましょう」

　浩輔の前、声が言い、直後。

　蛍けい光こう灯とうが、ぱちぱちと廊下に沿って順々に周囲を照らしていく。背はい後ごから前方へ。そして、その最後──廊下の突き当たり、去年一年浩輔が授業を受けた、一年十組の教室の前。

「初めまして。直なお川かわ先せん輩ぱい」

　立っていたのは、少女。

「……だれ、だ」

　その場違いな格かつ好こうと容姿に、浩輔の表情は固まった。

　漆しつ黒こくのワンピース。ただし袖そで口ぐち、襟えり、フリルが大きく広がった三段重ねのスカートの端などの、黒が途と切ぎれているありとあらゆる縁ふち取どりの部分には、純白と深しん紅くの入り混じった派は手でな装飾が施ほどこされ、まるで全身は血に濡ぬれた鴉からすのようだ。

　髪は服と同様に染せん料りようを塗ぬったような闇。艶あでやかに腰まで伸び、黒過ぎて緑みどりじみている。

　切れ長の眼と口元は酷ひどく冷たく、唇くちびるにはこれも恐怖を色にしたような黒のルージュ。

　白を殊こと更さらに強きよう調ちようした化粧を施ほどこした顔。袖から伸びる痩やせた両手には濡れたように黒光りする革手袋。紅べに色いろのラメブーツを履はき、純白のストッキングで覆おおわれた脚。

　どれもがまるで生気を感じられない。

　それらを強きよう調ちようするかのように、首に巻かれた革製の首くび輪わは──性的過ぎて背筋が凍る。

「な……」

　ゴシックに身を包んだその少女は、

「あなたは私のことを知っているのかしら？　知らないならば自己紹介をしなければね」

　意い識しきを持っていくような、冷たい微笑で──、

　片足を引き、スカートの端を両手でそっとつまみ、足でお辞じ儀ぎをして。

「舞まい鶴づる蜜みつ。……そして、」

　すぐにまた直立して、今度は右手でピストルを模し自殺のようにこめかみへ充あて、

「この脳のう髄ずいを駆かけ巡る電流の中に混じった、私の愛いとしい私……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。あなたのお相手をするために、正装にてまかり越しましたわ。さあ、殺し合いましょう？」

　唇を引ひき攣つらせ、偏へん執しつ狂きよう的てきに、さっきまでとはまるで違った残酷な笑えみを見せる。

「あ……なんだ……お前」

　少女は──舞鶴蜜と名乗ったその少女は、その笑顔を境に、語調を徐々に強め。

　哄こう笑しようを混じらせながら、凜りんとした声で。

「あら？　淑女レデイが名乗ったのだから、殿方ジエントルがエスコートしてくださるのが常じよう識しきでしょう？　さあ、名乗って私を連れて逝いってくださらない？　私、今とても気分がいいのよ。だって……私……今、殺したくて殺したくて殺したくて殺したくてうずうずしているのよ。ふ、ふふ……さあ、さあ、さあ！　さっさとかかって来なさいお兄さん。あなたから仕掛けるのが礼儀でしょう？　逃げたりしたら殺すわよ。どちらにしても殺すけど、逃げる程度の腰抜けならば死よりも深く殺すわよ。さあ来なさい！　不能でなければ」

　まずい、と浩こう輔すけは思った。

　こんな気の違ったような女は不気味過ぎる。踵きびすを返し走り去ることも考えたが、追い掛けてきたらどうすればいいか。だから一度だけ攻こう撃げきを加え、怯ひるんだ隙すきを突いて退却すれば──、

「……いや」

　そう固まりかけた考えが、さっき少女が口走った名を不意に思い出すことで、否定された。

　さっき、こいつは何と言っただろう。

　──『あの有識分体分裂病もなかなか粋いきなことをしてくれるじゃない』。

　確たしかに。

　この少女は、柿かき原はる里り緒おの名を口にした。

　あいつの知り合い。

　恐らくは、万が一自分が逃げた時のために、潜ひそませておいた伏兵。

「ふざけるな……よ」

　どこまで自分を莫ば迦かにすれば気が済むのだろう。

　あいつは──柿かき原はる里り緒おは、どこまで。

　浩こう輔すけは叫んだ。

「いいよ。やってやる。殺してやる。どのみち……こんな女ひとり殺せないようじゃ、あいつには並べないんだろう？　あいつに相手をしてもらえないんだろう？　それなら殺してやるよ。人形みたいな格かつ好こうをした狂人。あんたがあいつの手先だっていうのなら……殺して解体して犯して剥はく製せいにしてからもう一度繋つないで糸で吊つって操り人形マリオネツトにでもしてやるよ！」

　少女は応こたえる。

「いい覚悟ね。それに免じて誤解は解かずにおくわ。さあ……御ご託たくはいいからかかって来い」

　怒りを助長させ、湧わき起こる恐怖を抑えるために訳わけのわからない絶叫をあげ、浩輔はその少女へ──舞まい鶴づる蜜みつへ、飛び掛かった。




　虚軸キヤストとなった直なお川かわ浩輔の筋肉と反応速度は、普通の人間よりも遙はるかに強きよう靱じんとなっている。故ゆえに、疾しつ走そうは十メートルの距きよ離りを二歩。コンマ五秒ほどで、舞鶴蜜に肉にく薄はくした。

　蜜は動かない。反応できているのかどうかも疑わしい、と判断し、浩輔は──両手がスチール椅い子すの脚でできた不ぶ格かつ好こうなその虚軸キヤストを、蜜の頬ほおへ向けて思い切り振る。

　蜜は、避よける気け配はいもなかった。微かすかに浮かべた不敵な笑えみをそのままに、ただ真まつ直すぐに浩輔の瞳ひとみだけを見み据すえた。微かな違和感が浩輔の胸を刺す。

　そして、拳こぶしが頬へ当たる直前、

　舞鶴蜜は瞼まぶたを閉じて、そっと顎あごを傾けた。

　──何だ？

　浩輔の違和感が更に大きなものとなったと同時。

　だけど拳の勢いはそのままに、白い頬が弾はじける。

　呆あつ気けないほどまともに喰くらい、蜜はそのまま三メートルほど吹ふき飛んだ。

　浩輔は湧き上がる不安を傍そばに置き、更に追つい撃げきする。

　リノリウムを滑りながら、慣かん性せいが停止して止まったのは壁かべ際ぎわ──廊下の行き止まり。

「ああああああああ！」

　浩輔は絶叫をやめない。殴り飛ばした蜜に再び追い付き、もう目の前。しかし。

「……攻撃を感知。封ふう鎖さ、一時解除」途と端たん。

　蜜の黒こく瞳とうが、接せつ吻ぷんされた眠り姫のように。

　──見開かれた。

　切れた口。一筋流れた鮮せん血けつを舐なめ、厭いやらしい笑みが浮かぶ。

「……な！」

　思わず浩輔は短い悲鳴をあげた。さっきは微動だにせず、攻撃を喰らった彼女が──今度はあっさりと軽く身を躱かわし、浩輔の拳を空振りさせたのだ。

「教えてあげましょうか」体勢を崩くずした浩こう輔すけの背はい後ごで、軽やかに着地した蜜みつが囀さえずった。

「私の虚軸キヤストは、普ふ段だん眠らされているの。……糸車の針に刺されて、ね」

　意味のわからない言葉と同時、浩輔の背中が柔らかな掌てのひらで、とん、と押され、

「この傷なら三十秒、ってとこね。さあ、出番よ！　動けるのでしょう？　ならば動きなさい！　久しぶりの娑しや婆ば、思う存分暴あばれてね……私の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』!!」

　ざざざざざざざ、と、音。

　背中を押されたことでバランスを失い、転びかけて踏ふみ留とどまった浩輔がようやく身を起こし振り返った時にはもう、それは広がっている。

「な……」浩輔の姿勢が、半はん端ぱなまま、固まった。

「……ふふ」それを見詰めるのは、どこか物もの憂うげに腕を組み、手袋をはめた右腕を口元に、小指を僅わずかに咬かんで笑う蜜。そして、

　頭部から──放射状に伸び、床ゆかと天てん井じようと壁かべに突き立った、幾いく千せん幾いく万まん本の、頭髪。

　反射的に一歩飛とび退のき、浩輔は呟つぶやく。

「なんだ、それは……？」

「壊れた万華鏡デイレイドカレイド」疑問に、蜜は笑えんだ。
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　まるで、黒い蜘く蛛もの巣のような網の目を背後に張り巡らせながら、

「概がい算さん三十秒くらいしか力を使えないから、簡かん潔けつに動けなくして簡潔にいたぶって簡潔に殺さなければね。途と中ちゆう休きゆう憩けいは許されてるけど、それはふたりの甘い会話に使いましょうね？　……まずは教えてあげるわ。この髪が私の武器。鋼こう線せんにも等しい強きよう靱じんな糸。千ち切ぎれるなんて思わないでね。手入れは欠かしてないの。金ダ剛イ石ヤのカットにも使えるわ」

「だからって、それが……！」

　髪は蜜の後方、浩輔にはどう足あ掻がいても届かない場所へと突き立っている。浩輔は更に一歩退いた。そうすれば逃のがれられると信じるかのように。

　だけど、

「そして……私の力は、」

　浩輔が再び身構えるよりも早く、

「壊れた万華鏡デイレイドカレイドは、侵入した平面とその隣接した平面内を飛び越えることができる。その意味が理解できる程度にあなたが成せい績せき優ゆう秀しゆうであればいいのだけれど……」

　蜜が、殺意を発する。

「……刮かつ目もくしなさい！」

　壁や床や天井に突き刺さった髪は動かない。蜜も動かない。しかし、浩輔の目前に展開されたその光景と同じように──蜜から二メートル離はなれた場所、浩輔のいる場所の、何もない壁、床、天井の四方から、一斉に黒い針が突出し、浩輔の身体からだへと飛来した。

「……な……っ！」

　そういうことか、と気付く間もなかった。

　そんなまさか、と焦あせった時にはもう遅かった。

　眼を凝こらさなければ見えない細さの黒い鋼こう線せんは、鞭むちのようにしなやかさと、刃やいばのような鋭するどさを以もつて、上下左右から一斉に、躱かわしようもない速度で迫っていて、

「……う、ひ！」浩こう輔すけの喉のどは、その日何度めかの──恐怖による吐と息いきを漏もらした。

　蜜みつは残酷に舌した舐なめずりをする。




「さあ──万まん華げ鏡きようを廻まわしましょう」




　すぱん、と。浩輔の右腕に巻き付いた髪の数条が、あっさりと腕を切断した。

「天てん井じように刺した髪は、飛び越えて天井と左右の壁かべから」

　すぱぱん、と。左腕をコイル状に巻いた髪の束が、ハムのように輪わ切ぎりにする。

「床ゆかに刺した髪は、飛び越えて床と左右の壁から」

　すぱぱぱん、と。両足。まるで立体的な紙細工のように、複ふく雑ざつな軌跡でばらばらになる。

「そして壁に刺した髪は、飛び越えて左右の壁と、天井、床から！」

　すぱぱぱぱん、と。切り落とされたそれらのパーツが、更に更に髪によって細こま切ぎれに。

　抗あらがう間もなく、絶望を悟る暇ひまもなく、ましてや後こう悔かいする隙すきもなく──。

　あまりにも一方的な暴ぼう行こう。

「ひ、あ、が、か、ひ、あ、あ!!」

　浩こう輔すけの悲鳴は声の貌かたちさえなしてはいなかった。四し肢しを切断され、抗あらがえず床ゆかに転がり、受け身も取れずに仰向けに倒れ込む。

「どう？　感じてくれた？」

　そんな浩輔を、蜜みつは嬉うれしそうに、同時に冷淡に見下ろし、

「これで二十秒、かしら。あと十秒。とびきり素す敵てきに止とどめを刺してあげる」

　まるで淫いん猥わいな魔ま女じよのように、狂おしく微ほほ笑えむ。

　刹せつ那なの間に、どうしようもなく、勝敗は決していた。

「ひ、あ、……あ、あ、あ、あ、あ！」

　言語で思考する余裕はない。浩輔は本能的に身体からだを転がして、傷口を廊下の床へ押おし充あてる。リノリウムと骨を同化させ傷口を埋め、この素材を使って手足のレプリカを造ろうと躍やつ起きになっていた。訳わけのわからない悲鳴をあげながら、それでも。

　そんな浩輔に、蜜は冷ややかな声を投げ掛ける。

「醜みにくいわね、直なお川かわ浩輔。……その程度でパニック？　ついでだから教えてあげるけど……人を傷付けるというのはこういうことよ。取り返しのつかない傷を受けるというのはそういうこと。それ、あなた知ってた？　君きみ子こを殴る時、それをちゃんと意い識しきしてた？」

　──君子？

　何な故ぜこいつが妹の名前を。

「そりゃあ知ってるわよ。クラスメイトで、ついでに同じ中学だったもの。……ねえ、知ってるのあんた。君子は一度も水泳の授業に出たことがない、って。中学の修学旅行も欠席した、って。人前で裸になれないほど全身に傷を負った女の子が、どんな思いで学校生活を送ってるのか……あんたは知ってるの？　ねえ、直川浩輔。あの子は体育の時もショートパンツが穿はけないのよ？　それでもいつも笑って、お兄ちゃんが、お兄ちゃんが、って……まったく……あいつ見てるとね、苛いら々いらするったらありゃあしないのよ！」

　語ご調ちようとともに舞まい鶴づる蜜の殺意が増大していく。

　浩輔は──純粋に、恐怖した。

「あ、ひ、あれは僕じゃない母さんが」

「母親のせいにするんじゃないわよ！　あんたは止めなかったんでしょう!?」

　だけど言い訳は蜜によって一いつ喝かつされる。

「あの子は私のことなんか忘れちゃってるでしょうけど、私は憶おぼえているのよ！　だから……あんたを殺すのに、私は容赦しない。それどころか今、とても嬉うれしくてたまらないわ」

　忘れている。憶えている。過去にこいつと妹との間に何かがあったのか。それは浩輔にはわからなかった。ただ少なくとも、このままでは──殺される。

　浩こう輔すけは悟った。故ゆえに逃げようと、床ゆかの素材で手足を。

　もう肘ひじと膝ひざまではできている。冷たく柔らかい質感の骨組み。だから、あと少しだ。

　が──。

「あらあら。あなたが立ち上がれるようになるまで私が待っているとでも思うの？　待たないわ。待つというなら私がこの瞬しゆん間かんをずっと待っていたんだもの。私はあの最低な『目ハ覚ラまハしラ時計』に力を制限され、これを自じ衛えいにしか使えないのよ？　受けた傷に応じて比例する解放可能時間。最初に攻こう撃げきを喰くらってあげたのは、そういうことよ。わかる？　それにしても……まったく忌いま々いましいったらありゃあしないわ。でも、許したげる。だって今はとても気分がいいもの。……あなたを殺せるから。あなたを完全に殺せるから」

「……！　ひ！　や、やだ、やだ!!」

　まだだ。厭いやだ。死にたくない。そう浩輔は思い、もがき──ただ、恐怖が、死にたくないという欲求が、全身を覆おおう痛みと同どう調ちようして言葉にならない懇こん願がんを吐かせる。

「やめて、たす、たすけ」

「さあ、とっておきよ」

　けれど蜜みつは耳を貸さない。

　黒く垂たれた長い髪先を、今度はすべて背はい後ごの床へ埋め、

「最後に希望と絶望の入り混じった最高の恍こう惚こつを教えてあげる。あなたが死んだら……虚軸キヤストに浸食された者が死ねばね、世界に働く『修正力リペイントマーカー』がすべてをなかったことにしてくれるの。知ってた？　……つまりあなたの生命の記き録ろくは一いつ切さい合がつ切さい消失し……家族も友人も恋人も誰だれも彼かれもがあなたのことを忘れてしまう。誰もが二度と思い出さないの。覚えているのは、あなたのことを覚えていられるのは、同じ虚軸キヤストである私たちだけ。だからあなたの命は、全部が全部私のものよ。素す敵てきでしょう？　反へ吐どが出るでしょう？　それがね、あなたが足を踏み入れた──この大きな世界で、ちっぽけな世界同士が領地を取り合うゼロサムゲームの真骨頂よ」

「ひ……い、いや、だ……！」

「末期の科白せりふで弱音を吐くなよ。見苦しいからさっさと逝いけ……さあ、細切れになって撒き散らされるがいいわ！　壊こわれて飛び散った、万まん華げ鏡きようの中の色紙のようにっ！」




　刹せつ那な、暴虐が吹き荒れた。




「ぎゃ、ひ、ひぎ、あああ！」

　床から生はえた十万本の黒い鋼こう線せんが、一斉に浩輔の身体からだを取り囲んだ。

　それは実体を持った竜巻のように。

　浩輔を切り刻みながら、同時に粉ふん砕さいしていく。

　肉も、骨も、神経も、内ない臓ぞうも、すべてを平等に、粉こな微み塵じんに。

　糸の刃やいばの暴虐は、そのまま浩こう輔すけの身体からだを覆おおい尽くす。

「　　　　　……　　　　　……！」

　断だん末まつ魔まの悲鳴は、断裂の音に紛まぎれて廊下には響ひびかなかった。

「……概がい算さん三十秒。終了」

　ただ響いたのは、ゆるやかな少女の呟つぶやきのみ。

　後に残ったのは、沼にも似た赤い血ち溜だまりと、

　その上に立って血ち飛沫しぶきを浴びて尚なお涼やかな顔をする、黒くろ装しよう束ぞく──。




　それから。

　舞まい鶴づる蜜みつは、血で汚れたとっておきの衣装を、眉まゆをしかめてざっと眺める。

「……つまんないわね、終わると」

　嬉うれしそうな微ほほ笑えみはすぐにいつもの、機き嫌げんの悪そうなしかめ面へと変わった。

　そして顔に散った血の数滴をぞんざいに拭ぬぐうと、踵きびすを返す。

「犯人は母親、か。それじゃあ、あの娘の傷は消えないじゃない……」

　廊下の床ゆかに残った血溜りは、すぐに色を薄うすめる。

　それと同時、服に散った赤も、同じように。

　蜜の足音が廊下の奥へ消える前に、消失してしまった。




　　　　‡




　あいつの尻尾しつぽが、ついに見えた。

　四年振りに聴きいた名前。

　あいつの手掛かりとして現れた、虚軸キヤスト。

　どうした？　もっと喜んでいいはずだ。それなのに。

　僕は──自分でも驚おどろくほど、酷ひどく冷静だった。

　敵意が飽ほう和わし過ぎているのだろうか。

　或あるいは、もはや諦てい観かんに達してしまったのか。

　もしくは目の前の敵が彼女の友人であるという事実に、躊ちゆう躇ちよしているのか。

　それとも、予定外の事じ態たいが思わぬ幸運を呼んだことに拍子抜けしているのか。

「……違う、な」

　違う。そのどれもが違う。僕は──そうだ。多た分ぶん、皆みな春はる八や重えが言う通り、僕はそんな感情など欠片かけらも持っていない、計算のみで行動する冷れい酷こくな人間なのだろう。

　僕は世界のすべてを利用する。

　平へい穏おんを、日常を守る？　とんだ詭き弁べんだ。

　そんなもの、単にあいつのことを否定するための言いい訳わけに過ぎない。

　あいつが僕を求めているのなら、僕を非日常に引きずり込もうとするのなら、全力でそれを否定し、あいつが壊こわそうとしている日常に固こ執しつしたい、それだけだったんだ。

　そして僕は同時に、その日常が壊れるのを、待っていた。

　日常を築きずき上げておけば、あいつはいつかそれを壊しにやってくる。

　だからそれを待ち構え、そうして──。

　すべてを利用する。

　あいつに会うために。

　すべてを利用する。

　あいつを殺すために。

「……マスター」

　皆みな春はる八や重え、彼女を差し向けてきたのがあいつであるならば、彼女を消し去ることであいつに一歩近付けるのも事実だ。初めて会ってからまる四年。長かったような気もするし、短かったような気もする。何度夢を見ただろう。週に一度、年五十二週、それが四回。

　計算するのも莫ば迦か莫ば迦かしい。

「硝しよう子こ」

　僕は、柔らかくそして鋭するどい壊れ物の名称でもある彼女の名前を呼んだ。

　割れたガラスを踏ふみ締しめながら、微わ笑らう硝子の手を握る。

「僕は……非日常に足を踏み入れる」

　彼女は答える。

「──イエス」

「何度も練習したように……お前を使うよ」

「──イエス」

「お前の友人を、お前を使って消す」

「──イエス」

「だから硝子……『全一オール・イン・ワン』。僕を……僕に、付いてきてくれるか？」

「──イエス、マスター」

　硝子は、穏おだやかな表情で、僕に言った。

「元よりこの身はあなただけのもの。髪も、指も、手も足も、胸も舌も唇くちびるも、足の爪つま先さきから頭の先まで、そして内ない臓ぞうと裏面に内蔵する私の本体すらも……すべてがすべて、あなたに使われるためだけに存在します。あの日より私は、あなた以外に使役されることを自みずからに許しておりません。ですから、ですからマスター……命令を。あなたの要望さえあれば、あなたの命令とあらば、私は如い何かなる相手であっても完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶす最凶の害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やくなる武器を、あなたの前に差し出してご覧らんに入れます！」

「……ありがとう」

　僕は精一杯の韜とう晦かいで、硝しよう子こに向かって微ほほ笑えむ。

　目前の敵──皆みな春はる八や重えは、そんな僕らをただ黙だまってじっと見ている。

　だから、僕は、彼女を睨にらみながら、

「硝子っ！」──叫んだ。




「命令するorder！　不定量子start: system回路起動"all in one"！」

　硝子──虚軸キヤスト『全一オール・イン・ワン』は応こたえる。

「了解しましたYes,、我が主人My master」




　硝子はその言葉に反応し、体皮の裏面を本体と同どう調ちようさせる。

『全一オール・イン・ワン』が元いた世界を出る時に手に入れた少女の身体からだ──その皮ひ膚ふの裏側に、四次元的に構こう築ちくされた本体の一部を直結。仮想観かん測そくによって波動関かん数すうが任意収束可能な『不定量子』、その塊としての彼女は武器構築用インターフェイスを腹部に開かい孔こう。同時に僕の体内に設置した観測結果発信体からの詳細情報受信専用ラインを解放。更に『城き島じま晶あきら』の仮想観測を情報制御端たん末まつへとダイレクトリンクし、本体の波動関数を任意収束する。

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、鋏form:scissors。回路よりinstall start:D-link構築開始/"semi scratch"……終了O.K.」

　硝子の身体に外見上の変化はない。だけど身体の内部では、虚軸キヤストを殺すための武器が構築されていく。硝子は瞼まぶたを薄うすく閉じ、集中を始めた。

「……何をする気か知らないけれど……」だから先に動いたのは、皆春八重だった。

「私はそれを見み逃のがさない。……さあ、私の『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』」

　八重は、掌てのひらを、こちらへ向けて差し出す。

　さっき見た、大おお田た敦あつしを殺すために使った、胎内から血管を経へて昇ってくる青く細い光。

　それを生み出す虚軸キヤストがどんな出しゆつ自じでどんな原理を持っているのかはわからない。自律意思があるのかさえ不明だ。母親の命令に、ただ素直に言うことを聴きいている、それだけなのかもしれない。ただ、恐らく──光った時にはもう手遅れになる。だけど彼女は虚軸キヤストでも固定剤リターダでもなく、反応速度は遅い。発射の瞬しゆん間かんは見み極きわめることが容易だ。

　子し宮きゆうから血管へと収束する光が、身体から僅わずかに透すけて見える。

　僕は掌の方向と、八重の視し線せんで予測した射線から即座に身を捩よじった。直後、発光。

　ぶあ、と厭いやな音がして、背はい後ごの黒板が焦こげた。

「これ、人体以外にはたいして効果がないんです」

　無表情で長身の少女が呟つぶやく。硝子に一旦散開を合図して、僕らは教室を走った。

「赤ちゃんにとってこれが食事みたいで。だから生命以外には傷を与えられない。……他ひ人との命を奪って生きるのって、悪いことじゃないですよね？」

　再び、光。今度は硝しよう子こに向けて。硝子は教卓の後ろに身を隠かくしやり過ごす。

「生存を善悪で括くくるなよ、くだらない……母親だろう、あんた」

「はい……そうですよね。ありがとうございます」

　三度め。里り緒おへ。突っ立っているだけの里緒は、僅わずかに身体からだを捻ひねっただけで難なんを逃のがれる。こういう直接的な攻こう撃げきは里緒に効きく訳わけがない。

　僕は動きつつ、揺ゆさぶりをかける。

「それに……急所に当たらなければ意味がない。違うか？」

「はい、そうです。殺さなきゃ、この子が命を食べることができない。でも、油ゆ断だんしないでくださいね。急所じゃなくても、当たったら、凄すごく……痛いですよ」

　八や重えは動じない。僕はそれを承知している。

「……今のは、私から情報を引き出すための誘ゆう導どう尋じん問もんですか？」

「想像に任せるよ」

　言葉と同時にまた光が放たれる。僕は屈かがんで避よけた。

「……隣となりの玖く珠す市で起きてた連続殺人はお前の仕し業わざか？」

「はい」

　次は、教室の隅、俯うつぶせに眠っている芹せり菜なへ──けれど読んでいる。僕は光の軌道上へ椅い子すを投げた。タイミングに狂いはない。セーフだ。

「ひとつ、質問がある！」距きよ離りを取りながら、詰めながら、机や椅子を蹴け倒たおし、放り投げて攪かく乱らんしながら、僕は八重へ問うた。

「……どうして……何な故ぜ、森もり町まちを、りなちゃんを殺そうとした？　隣の市で大人おとなしくやっている分には、近くの人間を喰くおうとする必要なんてなかったはずだ」

　硝子へ光を放ちながら、八重は視し線せんだけをこちらへ向け、無表情で答えた。

「段々……この子が飽あき足らなくなってきてたんです」

　片手で腹部を撫なで、八重はもう片方の掌てのひらで僕に照準を定める。

「いろいろ試ためしていて気付いたんです。この子は、生命の重さに比例してお腹なかいっぱいになるって。それも、客きやつ観かん的てきな重さじゃなくて……私にとっての生命の重さ。私が大事に思う命を食べさせるほど、次に食事するまでの猶ゆう予よ時間は延びる。それに気付いたのは、玖珠で誘さそったおじさんよりも家で飼ってたコロを食べた時の方が時間が長かったからですけど……でも、この子が必要とする命の重さはどんどん重くなっていって。だから」

「そうか」

　しゃがんで光を避よけつつ、僕は思う。

　りなちゃんは、皆みな春はる八重にとって、それほど大事な存在になっていたのだろう。たった一カ月、しかも単なる、部活動の先せん輩ぱいなのに──。

「それなら尚なおのこと、僕はお前を許さないよ」

「許さなければどうするんです？　現状、あなたたちは私に手出しできてない」

　八や重えは、再び里り緒おを狙ねらった。

　──だから、僕は、叫ぶ。

「里緒！　そいつは里緒にとっても敵だ！　僕を手伝え……動きを止めろ！」

「今いま更さら、何を……！」

　八重の逡しゆん巡じゆんする間はない。里緒は──相手から仕掛けられなければ、たとえ誰が頼んだとしても決して自分から仕掛けない里緒は──二度向けられた光に納なつ得とくしたように、

「うん」天てん真しん爛らん漫まんに頷うなずいた。

「……小こ町まち」瞬しゆん間かん。

　足あし下もとに待たい機きしていた白猫が二匹に分裂する。その次の瞬間には二匹が四匹へ。四匹が八匹。八が十六、十六が三十二。三十二が──六十四。単為生殖の世界から来た虚軸キヤスト『小町』の無制限分裂。ほんの一秒弱の間にクラスの人数の倍にまで殖ふえる。猫たちは一斉に飛び、重力を無視して、しなやかな動きで壁かべ、床ゆか、天てん井じようのあちこちへと四し肢しを貼はり付けた。

「な……」八重が呆ぼう然ぜんとして動きを止めた。

「……く！」慌あわてて一匹を射うつ。だが、無む駄だだ。

「……動きだけでいい。止とどめは僕が刺す」

　短く断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて床ゆかへ落ちた小町の代わりに、別の小町がまた二匹に増殖。

「ねえ、晶あきら。里緒を利用するんだね？」

「ああ、……利用する。いいか？」

「もちろん」里緒は、嬉うれしそうに笑った。

「……小町。『有識分体分裂病』──囲んで」

　六十四の白い影かげが、同時に跳ちよう躍やくした。

　それらは皆春八重を取り囲み、牙きばを剥むく。

「……っ、く」

　八重は身構えた。その群れは隙すきさえあれば、彼女の喉のど笛ぶえへ飛び付き喰くらい千ち切ぎるだろう。

　確たしかに一匹一匹の力は弱いし、それだけなら対処可能だ。だが──有識分体分裂病の本領は、永遠に増殖する多重身による、圧倒的な数の暴ぼう力りよく。赤眼の白猫が六十四匹、教室に跋ばつ扈こし少女を囲う様さまは、猫という小動物に対する印象を裏返らせ、もはやおぞましい。

　僕は言う。

「少しの間、動くな……皆みな春はる八重」

「……ねえ、『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』のお母さん」

　にこにこと笑えみながら、里緒が僕の言葉に続く。

「里緒の役目は動きを封じることだから、晶あきらの言う通り……少しの間動かないでね？　晶と硝しよう子こが準備を終えたら解放してあげるから。動いたら……里緒は、攻こう撃げきしなくちゃいけなくなるの。手足の腱けんを切り裂かれて地面から起き上がれなくなるよりはいいでしょう？」

「殺すならさっさと殺せばいい。……どうして、あなたたちは」

　八や重えがこちらを睨にらみ付ける。だけどそれは本心ではない。

　だから、彼女の疑問には答えない。答える必要は──ない。

「マスター」硝しよう子こが小さく呟つぶやく。

「ああ」僕は頷うなずき、

「……っ!?」猫に動きを封じられた八重が、再び驚きよう愕がくの声を洩もらした。

　硝子が──ゆっくりと目を閉じ、制服のスカート、ホックに手を掛けたのだ。

　さぞかし場にそぐわない行動に映っただろう。

　すと、と、ホックを外したスカートが床ゆかへと落下する。

　次いで、セーラー。胸元のリボンを解き、前のボタンを次々と引き外し、滑らかな、慣なれた手付きで前をはだけさせる。下にはブラ以外のものを何も着ていない。覗のぞく双丘は薄うすく、下へと繋つながる腰のラインは白く、柔らかく撫なでるような鳩尾みぞおち、そして──。




　本来は臍へそがあるはずの下腹部、子し宮きゆうの辺あたりに、楕だ円えんの穴が開いている。




「なん……なの？」

　それはまるで、肌を、皮ひ膚ふを、そこだけメスで切り取ったかのような。

　だけど内部に見えるのは──露ろ出しゆつしているのは内ない臓ぞうではない。皮膚の裏面に貼はり付いた別次元空間に展開された、膨ぼう大だいな不定量子回路の一部だ。

　体たい積せき三十六[image: ]、その中でも三次元領域の内九十七％を占有する、『全一オール・イン・ワン』の『全一オール・イン・ワン』たる所以ゆえん。不定量子回路。

　──使い手の仮想観かん測そくを受けて波動関かん数すうを任意に収束させ、想い通りの武器を構築するための、最悪かつ最凶の万能武器。つまり、すべての力がここにあるオール・イン・ワン。

　硝子の子宮辺りに開いた穴からは、雑多な部品が垣間見える。

　歯車。ＩＣ。撥ば条ね。螺ね子じ。螺ら旋せん盤ばん。コード。Ｕ字磁じ石しやく。剥むき出しの配はい線せん。その他ほかありとあらゆる機き械かいじみた部品。それらが隙すき間まなく、ぎっしりと、噛かみ合いもせず、だけど不ふ思し議ぎな調ちよう和わを持って、楕円の穴の中を埋め尽くしている。

　それを一いち瞥べつし、僕は硝子の背はい後ごに回る。

　後ろから抱だき締しめるように硝子の矮わい躯くへ両腕を廻す。

「冥めい土どの土産みやげだ、『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』」

　そして僕は、最大級の敵意を込めて、目の前の『敵』へ告つげた。

「虚軸キヤストの中で最も広く、最も長く続いた虚軸キヤスト──一九九九年に東京で起きた、あの民間旅客機による連続自爆テロがアメリカで起きていたらという仮想観測を基にして生まれた、この世界まるごとをコピーした虚軸──暦こよみで言うなら西暦二三二九年まで続いたそれを滅ぼし、最後の生き残りである少女の身体からだに入り込み、そうして虚軸キヤストそのものとして現代の実軸こつちへ来たのが、全一型万能オール他律式武器・イン構築装置・ワンだ。光栄に思え胎児。祝福の中で足あ掻がけ。その娘の肚はらへ巣食った汚い意志と欲を、硝しよう子この大事な友人から……堕だ胎たいしてやる」

「な……に、を」八や重えの口からは、ただ驚きよう愕がくの言葉しか出てこない。

　僕は、硝子に問う。

「準備はいいか？Are you ready,　所有物 my lady?」

　硝子は答える。

「万全ですI'm steady,、私のmy主人steady──引き摺り出してPlease rape me.」




　僕は硝子の子し宮きゆうに開いた穴、機き械かいで埋もれた隙すき間まへと、自身の腕を強引に突っ込んだ。




「…………あ」硝子の口から、か細い声があがる。

「ん……っく、あ」吐と息いきと共に、ぎちぎち、と腹部から音がする。「あ、ひ」それと同時にどこか粘着質の、水気を纏まとった響ひびきが洩もれ聞こえる。「……ひ！、う……あ」硝子の足が細かく震ふるえる。切なげに浅く繰くり返される呼吸音と、苦しげに背はい後ご、僕の首へと回される腕。「やぁ、はっ！」立っていられない、とでも言うように苦く悶もんの声が僕の耳元で囁ささやかれる。「い、あ、あ、」それにも構わず、僕は無造作に腕を突き入れる。「あ、く、……う！」硝子が必死で掴つかむのは僕の肩。「い、や、」身を寄りかからせ、細い顎あごを仰のけ反ぞらせ、体重さえもを僕に任せる。「う……、ああ、やぁ、んン！」僕の腕は硝子の胎内をまさぐり、目当てのモノを指先に探す。「あ、っはぁあ……ふ」辛つらそうな呼吸と小刻みな痙けい攣れんが全身に伝わってくる。「お、あ、そ、、れ……」目指すものはひとつ。山のように重なった不定量子回路の中、僕自身のイメージを反映した、この場に最も適切な、

「あ、そこ、それ、です……ッ」それに、触れた。

「ひ」絡からませ、「い……」手た繰ぐり、「あ」掴み、「う……う、うああああん……っ！」

　引き摺り出す。

　ぎちぎちぎちぎちぎち、と歯車の回る音がした。

　にちちやああああああ、と粘液の滴したたる音がした。

　がきがきがきがききい、と部品の咽むせぶ音が──。




　肚から出てきたのは、巨大な鋏はさみのような『モノ』だ。




　すべてが歯車やコードやＩＣや螺ら旋せん盤ばんや撥ば条ねや螺ね子じや釘や血管で構こう築ちくされている。刃やいばの部分も持ち手の部分も区別がつかない。辛うじて形だけを見れば、丸いふたつの輪わと交こう叉さする細長いものが見て取れる。シルエットだけ見れば歪いびつな鋏はさみだった。しかしそれはガラクタを寄せ集めて作った畸き形けい細ざい工くだった。液体を滴らせながら、全長は硝しよう子この身長ほどもある物体が、常じよう識しきでは考えられないほどの大きさで、小さな硝子の更に小さな腹部から、引っ張り出されていく。

「……っ、あ、はああああああ……ああっ！」

　硝子が、ひと際きわ高い悲鳴を上げ、それは完全に外界へと乖かい離りした。

「ひあ、……く……ふ」

　もう立っていられない──そんな吐と息いきと共に、硝子はその場にへなへなと座り込む。代わりに僕がその物質を高く掲げる。

「……な、によ、そ、れ」八や重えが、混乱の極きわみとも表現するべき声で問うた。

「鋏、だ」その歪なものを両手に持ち、僕は瞳ひとみに無む機き質しつさを込めて呟つぶやく。

「皮肉だな。或あるいはこれは、お前たちに似てる」

　子し宮きゆうから決して生まれない、食事をする生命。

　子宮から生まれ出た、破は壊かいするための無機物。

　本物の行為の果てに宿った、空虚なる世界と、

　偽いつわりの行為の果てに構こう築ちくされた、歪なる武器。

「質量はあちら側へ置いてきた。そして鋏は切きり離はなすためにある。……覚悟をしろ、僕の敵てき」

　一息を吸い、身構えて、

「これからお前を──殺す。いいぞ里り緒お。小町を……下がらせろ」

　里緒が頷うなずくと同時、八重を取り囲んでいた白猫が、一斉に消失した。

　呆あつ気けに取られたように周囲を見渡した八重は──再び僕へと怨えん嗟さの視し線せんを向ける。

　その瞳にはより一層の憎しみが込められていて、僕はそれに睥へい睨げいで笑ってやった。




「──ふざけないで」

　皆みな春はる八重は低い声で、鋏を振りかざした僕を睨にらみ付ける。

「何様のつもりなの？　一度殺す直前まで追い詰めておいて、また解放するなんて……」

「何様のつもりもないさ」鋏を振りかざし、ゆっくりと横へ倒し、彼女に向け、

「お前は『無限回廊エターナル・アイドル』によってその力を与えられた……だったらお前は僕の敵だ。里緒の敵じゃない。僕の敵は僕が殺す。当たり前だろう？」

「詭き弁べんね。……さっきの出来損ないは見み逃のがしておいて、そんなことを言う訳わけ？」

「直なお川かわはどのみち何も知らないさ。それくらいはわかる。あいつにしてみれば、直川はただの予防線、もしくは威い嚇かくだ。だけどお前は何か知っている。直川よりも、もう少し『無限回廊エターナル・アイドル』に近い場所にいる……違うか？」

　八重は答えない。だから僕は続けた。

「お前はりなちゃんを喰くおうとした。それは単に、りなちゃんがお前にとって適度に親しかったって、それだけが理由じゃない。たぶん一番の理由は──僕だ」

「……私は森もり町まち先せん輩ぱいとあなたが親しいかどうかなんて知らなかったわ」

「嘘うそだな、皆みな春はる八や重え。……月げつ曜よう日び……僕とりなちゃんが一いつ緒しよに帰ってたのを尾行してたのは、どこのどいつだ？」問い詰めた僕に、八重は眉まゆをひそめた。

「……気付いてたの？」

「顔まではわからない。だけど誰だれかが見ていることは気付いた。でも……当たりだったみたいだな、皆春八重。言葉にも、顔にも出てる」

　あっさりと誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かった彼女は、薄うすく溜ため息いきを吐つく。

「……こういう騙だまし合いには向いていないんです、私」

「大おお田たのことはずっと騙していたのに、か？」

「あの人は私を疑わなかったから」

　僕は微ほほ笑えんだ。八重は笑わない。表情を引ひき締しめ──再びこちらを睨にらむ。

「……それで、あなたは私を殺すの？」

「ああ」僕は頷うなずいた。「殺すさ」

「殺させないわ。……絶対に、殺させない。どうして？　どうして殺すの？　この子がどんなに望まれない子供でも、この世界に発生したんなら生きる権利はあるはずでしょう？　そんな……こんな赤ん坊ひとりの命を許容できないほど、この世界は狭量だっていうの？　認めない。絶対に認めない。認めたくない」

　静かな声は怨えん嗟さに満ちている。だけど僕は構わない。

「お前が認めなくても知ったことか、皆春八重。……お前は、僕の日常を壊こわそうとした。理由はそれだけで充分だ。言いい訳わけも遺ゆい言ごんも命いのち乞ごいも絶叫も祈りも呪のろいも何も聞かない」

「そう。それなら……つまり、さっきの猫から私を解放したのも、要するにあなたのエゴという訳ね。他ひ人との手で私が追い詰められるのが我が慢まんならなかった、そうでしょう？」

「そう受け取ってもらっても構わない」

「……そうよ」八重は僕を睨み付ける。

「つまり……結局あなたは何もかもを信じているくせに、何も信用してはいないんだ。自分のことを決して他人任せにせず、他人のことを操あやつり、そうやって自分の世界を守ろうとしてるんだ。そうやって、その人のことも、硝しよう子このことも利用して、ただ私を追い詰めてあの人のことを喋しやべらせるためだけに。……だったらいいわ、城き島じま晶あきら……それなら、私も私のエゴを押し通す。この子は殺させないし、あの人のことも喋らない」

「じゃあ、口を割らせてみせるさ。力ずくで」

　決意したように宣言する八重へ、僕は挑発を込めて嘲ちよう笑しようを投げ掛けた。

　八重は、

「……やってみなさいよ！」短く叫び、僕に向かって掌てのひらを突き出す。

　彼女の腹部から腕を伝い、光が集まる。

「遅い」僕は床ゆかを蹴けった。

　放たれる直前に横へ。光条は一いつ瞬しゆん前まで僕のいた場所を通過し、背はい後ごへ消える。その隙すきを突いて僕は、両手で持った鋏はさみをぞんざいに振る。邪じや魔まな机を薙ないだ。

　部品で構成された刃やいばが触れた瞬間、その机が解体される。

　足を留とめていた螺ね子じが外れ、木と金属が離はなれ離ばなれになり、けたたましい音で床に散った。

「な……」八や重えの驚きよう愕がくに、僕は笑う。

「ただの鋏とでも思ったか？」

「……く！」八重がもう一度──今度は両手を翳かざした。

　片方は僕に、もう片方は、倒れている芹せり菜なへ。

　そんなもの、予想の範はん疇ちゆう内ないだ。

「里り緒お！」僕は背後へ短く叫ぶ。だけどそれはフェイク。

　警けい戒かいして、八重の狙ねらいが逡しゆん巡じゆんを見せた。
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　だからその瞬間に身を伏せ、鋏を──刃渡りが僕の身長の半分以上もある巨大な武器を、八重へ向かって投とう擲てきする。驚愕した彼女は芹菜を狙うのをやめ身を躱かわした。鋏は教室の隅、ディスプレイ一体型のパソコンへ鋏が突き立ち、ぴきゃ、と奇妙な形けい而じ上じようの音を立てる。ブラウン管が、プラスティックの筐きよう体たいが、ステンレスの外がい殻かくが、マザーボードが、ハードディスクが、部品ごとに一いつ瞬しゆんでバラバラになって崩くずれ落ちる。僕は解体されたパソコンが床ゆかへ落ちる前に近くの椅い子すを掴つかみ、それを芹せり菜なのすぐ隣となりへ放った。椅子が転がり、けたたましい音。射しや線せん上じように立ちはだかった椅子は狙ねらいを阻害する。八や重えが焦しよう燥そうの表情で僕を睨にらみ、もう一度狙いを僕へ定めて右手から発光。しかし当たらずにそれもまた僕の背はい後ごへと消え、

「終わりだ」僕は呟つぶやき、走りながらパソコンの部品を蹴け飛とばし、その背後の壁かべに突き刺さった鋏の持ち手を握り引き抜くと、そのままの勢いで彼女へ駆かけ寄り、一気に距きよ離りを詰める。

「……いやあっ！」焦燥の表情で、八重が左手でもう一度僕を捉とらえ、光を集めるが、

「遅いよ」僕は身体からだを沈め、狙いを外す。

　と──、

「マスター！」硝しよう子この短い叫びが聞こえ、同時。

「……遅くないよ。遅いのは、あなた」

　八重が、不ふ機き嫌げんそうな顔で、嗤わらった。

　直後、彼女は僕から狙いを外し、見当違いな方向へ光を放つ。

　その青を僕が認にん識しきした瞬間。

　僕の腕、肩口の辺あたりが背後から、鋭するどいもので抉えぐられ、撃うち抜かれた。

「……く！」僕は体勢を崩くずす。出血が始まる。

　倒れかけながら背後を一いち瞥べつすると、そこには教室、廊下側の窓のアルミサッシ。

　二箇所、別々のところが不自然に焦こげている。

　金属を使って光を反射させ、僕を狙った──つまり、ひとつ前の右手からの一いち撃げきは、囮おとりと同時に、反射の具合を試ためすための一撃だったという訳わけだ。

「残念ね」回転する視線の中で、八重が僕を睥へい睨げいする。

　その手には、再び光が灯ともりかけていた。

　だから、言う。

「──そうでもないさ」




　僕は、バランスを崩くずした振りをやめ、再び身体を起こし、彼女へと突進した。




「う……そ」八重が呟いた。

「ああ、嘘うそだ」僕は嗤った。

　そして、短い悲鳴と人の倒れる音が響ひびき──。

　僕は八重を蹴り倒し、

　彼女の腹部を挟はさみ込むようにして、開いた鋏はさみ、二つの刃やいばを床ゆかへと突き刺した。

「これで終わりだ、皆みな春はる八重」

　仰向けに倒れ、僕を見上げる彼女と、立ったまま、彼女を見下ろす僕。

　茫ぼう然ぜんとした表情で、八や重えは僕に呟つぶやく。

「……なんで」

　僕は答える。

「お前も承知の上でやったんだろうけど……アルミサッシが光を反射した際の拡散は大きい。だから威力が削そがれていたのがひとつ。そして……狙ねらいを精せい確かくにできなかったとは言え、一いち撃げきで僕の急所を撃うち抜いて生命を奪えなかったのがひとつ。それから、最後に」

　そこで息を吸い、吐いて、

「残念ながら、僕は痛みを感じない。だから軽い衝しよう撃げきはあっても、混乱なんかまるでない。『当たったら凄すごく痛い』ってさっきお前は言ってたけど……僕に関しては、外れなんだよ」

　肩の傷口からは血が流れ、僕の服を染そめていく。

　驚きよう愕がくに見開かれた彼女の瞳ひとみを、僕は無表情で見返した。




「どういう、こと」

　八重は、震ふるえる声で僕に問うた。

　僕は口を開かない。

　代わりに、とでも言うように──里り緒おが僕の背はい後ごで、彼女の疑問に答えた。

「簡かん単たんなことだよ。……虚軸キヤストはね、この世界に──実軸ランナへ存在を定着させるために、固定剤リターダが必要なの。それ、知ってるでしょ？」

「それが、何の……」八重は顎あごを上げ、里緒へ視し線せんを遣やる。

「そして虚軸キヤストはね、固定剤リターダに侵入する時に、いろいろなものを奪っていくの。当たり前だよ。この世界の人間たちは、水が一杯に入ったバケツみたいなものなんだ。そこへ新しく水を注そそぎ込むのなら……最初に入っていた水は溢あふれちゃう。流れ出ちゃう。もちろん、注ぎ込んだ方の水も少しばかり一いつ緒しよに流れていってしまうけど……それでも、水が流れて消えてしまうことには変わりないの。でも、『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』のお母さんが気付けなかったのは仕方のないことかもしれないね。だってお母さんは、固定剤リターダでも虚軸キヤストでもないんだもの。どこも欠落していないもの。知ってた？　里緒や、硝しよう子こや、晶あきらや、蜜みつや、矮小関数オンリーＦや……虚軸キヤストと固定剤リターダはね、必ずどこか欠落してるんだよ。たとえば里緒は、虚軸キヤストでも固定剤リターダでもない人間を見分けることができないし、味覚もない。たとえば硝子には、感情そのものがない」

　僕は沈ちん黙もくを保つ。里緒はそこで、少しだけ逡しゆん巡じゆんしたように言葉を詰まらせ、

「そしてね、」だけど淀よどみなく。

「晶には『痛み』が欠落してるの。傷付けられても、痛みを感じないの」

　唖あ然ぜんとする八重に向かって、僕は里緒の言葉を引ひき継つぐ。

「わかったか？　どんなにその光が痛くても……それは僕には届かない。こんなもの、単に肩を抉られた程度にしか感じない。急所を撃ち抜いたんならともかく……これじゃあ、僕の動きを止めることも、ましてや体勢を崩くずすことなんてできないんだよ、皆みな春はる八や重え」

　八重は、驚きよう愕がくを宿した瞳ひとみに、徐々に諦てい観かんを浮かべ──やがて深く溜ため息いきを吐ついた。

「……それじゃあ、私は最初から、あなたに勝ち目なんかなかったのね」

「そうでもないさ。お前は執念深かった」

「慰なぐさめになっていないわ。……勝てる訳わけがないじゃない。痛みを感じない？　殴られても、蹴けられても、刺されても、撃うたれても、あなたは揺るがないんでしょう？」

　ゆっくりと瞼まぶたを閉じながら、そして。

　八重は、再び目を開けて僕を見、嘲ちよう笑しようを混じらせた口く調ちようで言う。

「……それはつまり、あなたには他者の痛みがわからないってことじゃない」

　僕は、その言葉に──、

　応こたえない。

　応えることが、できなかった。

「そうでしょう？　他ひ人との感情を、ありとあらゆる感情を利用して、自分の望む世界を作ろうとしている城き島じま晶あきら。どうしてそんなことができるのか、たった今私にはわかったよ。それはあなたが、他者を傷付けることを何とも思っていないからなんだ。他者が傷付くことを何とも思っていないからなんだ！　……そんな人にどうやって勝てるっていうの？　傷付けられても痛いってことがわからない人間に勝てる人なんて、どこにもいないわ！」

　彼女の言葉はいつしか鋭するどくなって、僕を突き刺す。

　だけど、僕は、

「煩うるさい。黙だまれよ」

　痛みなど一片も混じらない声で、吐き捨てた。

「無む駄だな会話は終わりだ、皆春八重。この状況がお前にはわかっているのか？」

「……わかってるわよ」

　彼女の声は、さっきまで対たい峙じしていた以上に棘とげのあるものへと変わっている。

「あの人のことを喋しやべらなければ、私のお腹なかの子の命はないって、そう言いたいんでしょう？」

　そして、皆春八重は──瞳ひとみに涙を溜ため、僕を睨にらみ付けた。

　だから僕は、感情を殺す。

　痛みは、ない。

「わかってるなら話は早い。……言えよ。お前が知っていること、洗いざらい全部」

「卑ひ怯きようね。最低だわ。どうせあなたは、私が喋ってもこの子を殺すんでしょう？」

「ああ、そうだ」

「でもあなたは知ってる。私がこの子を人ひと質じちに取られたらどうしようもなくなるってことを」

「ああ、そうだ」

「私は嘘うそを言えないし、喋らざるを得ない。どっちみち殺されるのに……そうしなきゃいけない。だって、嘘うそを言ったり喋しやべらなかったりしたら、私はこの子を見捨てるってことになるもの。私がこの子を愛してるって、何よりも大事だって、見捨てることなんか絶対にできないって……それをあなたは充分に知ってるんだ」

「ああ、そうだ」

「それにつけ込んで、私の気持ちを利用して、あなたは前に進むのね」

「ああ、そうだ」

「……卑ひ怯きよう者もの……あんたなんか……いいえ、あなたこそ、生きてる価値のないクズよ」

「ああ、そうだ」

「あんたなんか呪のろわれてしまえばいい！　見苦しく苦しんで死んでしまえばいいのに！」

「ああ、そうだろうな。そこまでわかってるんなら、さっさと言えよ皆みな春はる八や重え。……この子の命が惜しいのなら、この子を助けたいなら、お前の知ってることを僕に教えろ」

　少しの無言。

　啜すすり泣く声。

　八重は腕で目を覆おおい、

「私が……私があの人と会った時、あの人は男だった。中年の、痩やせた男性。名前も知らない。顔はよく覚えていないわ。だけど……この子を生まれなくしてくれた時、あなたに伝えてくれって、伝言は預かってる」

「言え」

「言われなくても言うわよ……『いずれ来る、待っていろ』……それだけよ」

「他ほかには？」

「ないわ」

「本当か？」

「本当かどうか、わかってるんでしょう？　私が嘘なんか吐つけないって、隠かくし事ごとなんかできないって……私がこの子に裏切られない限り、私がこの子を裏切れないってことくらい……」

「わかった。信じるよ」

　僕は瞼まぶたを一いつ瞬しゆんだけ閉じた。

　暗くら闇やみの中で、彼女の声が聞こえる。

「信じるって言葉に、ここまで憎しみを憶おぼえたのは初めてよ」

「……そうか」

　僕は、両手に持った無む機き物ぶつのパッチワークに力を込めた。

「じゃあ、さよならだ、皆春八重。そして……虚軸キヤスト」

「……殺さないでって頼んでも無む駄だなの？」

「無駄じゃないかもしれないな」

「無駄だ、って答えたら、私が自殺するかもしれないとでも思ってるの？　だとしたら外れよ、城き島じま晶あきら。私は最後の最後までこの子を守るわ。抵抗できなくなって、絶望に打ちひしがれていたって……この子を見捨てない。絶対に見捨てない。そうじゃなかったら……私が敦あつしくんを殺しちゃった意味が、ないじゃない。なくなるじゃない！」

「じゃあ訂正しようか。……皆みな春はる八や重え。助けるかもしれない。だけど抵抗した瞬間、殺す。……わかったら、大人おとなしくしていろ」

「……ひとつだけ尋ききたいわ」

「何だ？」

「あなた……あの人を追い詰めて、それで何がしたいの？　失った両親を取り戻したいの？」

「ああ」僕は頷うなずく。「そうだ」

　八重は、泣きながら笑った。

「それで……両親を取り戻すのは……どこへとも知らない虚軸キヤストへ行ってしまった両親を取り戻すのは……助けるため？　それとも、自分の手で殺すため？」

　僕は答えない。

　代わりに、瞼まぶたを開き、

「お願ねがい！　…………この子を助けて！　助けて、助けてよ……っ!!」

「硝しよう子こ。切断対象を詳細定義」

「イエス、マスター」

　皆春八重の絶叫に構わず、背はい後ごで聞こえた硝子の返答と共に、持ち手を閉じた。

　刃やいばにはとても見えないふたつの刃は、持ち手に連動して対象を挟はさみ込む。

　それは彼女の身体からだを透とう過かし、彼女の子し宮きゆうに育った虚軸キヤストを容赦なく解体し、

　ぴし、と音がして、

　八重は泣きじゃくりながら、意い識しきを失った。

　残るのは、静せい寂じやく。

　後味の悪い、静寂だけ、だった。




　　　　‡




　そして──。

　それから、十五分の後。

「これはまた、随ずい分ぶんと派は手でにやったものね」

　すべての事項がひと通り片付いた後、二年三組の教室へと鼻歌混じりでやって来た舞まい鶴づる蜜みつは──呆あきれたように肩を竦すくめました。

　私はそんな彼女に、無表情で言い返します。

「あなたの格かつ好こうよりはまだ落ち着きがあります、舞鶴蜜」

「ふん。……せっかく雰囲気を盛り上げようっていう私の気き遣づかいがわからないとはね」

「ゴシックスタイルを理解する必要性がありません」

「あんたに理解してもらっても嬉うれしくはないけどね。それにしても、まったく酷ひどいもんね。無ぶ様ざまと言う他ほかないわ、これ」

　蜜みつが眉まゆをひそめ、私は改めて教室を見渡しました。

　結果は──確たしかに、惨さん憺たんたるものです。

　教室中の机と椅い子すは、辺あたり構わずエントロピーを極限まで増大させていました。

　廊下の窓ガラスも当然のように砕くだけています。『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』によってあちこちに付けられた焦こげ跡と、大おお田た敦あつしの死体は綺き麗れいさっぱり消えてしまっていますが、これは虚軸キヤスト消滅時に働く世界の『修正力リペイントマーカー』のせいです。

　ただ、大田敦の死体が消失してはいても、存在記録そのものが抹消されているかどうかは不明です。彼が虚軸キヤストではない以上、状況によっては生命そのものが何事もなかったかのように復元する可能性もありました。基本的に修正力リペイントマーカーというのは、観かん測そく者しや認にん識しきに対して最も無理のない世界修正を行うものです。復活と消失、どちらに無理があるのか。それは明日あした、夜が明けてからでないと確かく認にん不可能でしょう。

　目下の問題は、この教室と、そして。

　気を失って倒れている芹せり菜なさんと、八や重えさんのふたりです。

　芹菜さんは、まだ目を醒さましません。訳わけがわからない内に里り緒おさんが失神させたから詳細の記き憶おくはないでしょうが、どちらにせよ、今夜のことはすべて忘れてもらった方が懸けん命めいです。故ゆえに現在マスターは速はや見み殊こと子こさんに連絡中。殊子さんの力は、自我境きよう界かい線せんを強引に浸食することで行う、身体レベルにまで作用する強力な催さい眠みんです。舞まい鶴づる蜜に『自じ衛えい以外には力を使えない』という暗示を施ほどこしたのも彼女の仕し業わざ。マスターはさっきから廊下で携帯電話を片手に何やら揉もめていますが、恐らく『ちゅー一回』の件でしょう。

　八重さんに関しては──。

　マスターが私に命令した武器は『鋏はさみ』でした。武器の概がい念ねんは『切断』──つまり、母胎からの堕だ胎たい。マスターは、八重さんのお腹なかの中にいる虚軸キヤストだけを消滅させ、八重さん自体にはダメージを与えない方法を選せん択たくしたことになります。

　ともかく──八重さんは目覚めたら、お腹の中の赤ん坊のことなど綺き麗れいさっぱり忘れてしまっているでしょう。虚軸キヤストが死ぬとは、つまりそういうことなのですから。

　けれど八重さんは死んでいません。生きています。結果や手段の善よし悪あしは判断できませんが、少なくとも私は、明日も八重さんに会える、そのことだけは確実だと判断します。

　私は蜜へ向き直り、彼女へ問いました。

「直なお川かわ浩こう輔すけは如何いかがでしたか？」

「あいつ？　……弱かったわよ。三十秒しか暴あばれられなかった。最悪だわ」

　蜜みつは、この場の重苦しい空気にうんざりしたとばかりに吐き捨てます。

「ありがと、蜜。蜜は優やさしいね。里り緒おの頼みを聞いてくれたよ」

　そんな蜜に、里緒さんがにこにこと笑えみながら手を伸ばし、

「別に里緒の頼みを聞いた訳わけじゃないわ。私が暴れる口実が……って、何してん……む!?」

　──蜜を抱だき締しめ、軽くキスをしました。

　しかも唇くちびるです。

「ううん。嬉うれしい。ありがと。お礼だよ。ちゅー一回」

　ゆっくりと身体からだを離はなし、里緒さんが小首を傾かしげ、柔らかな表情を浮かべました。

「それは……私じゃなくて……あいつの……！」と、蜜の白い頬ほおが見る間に林りん檎ご色いろに染そまり、文句を言う声がデクレッシェンドで小さくなっていきました。俯うつむいて、何よこんなことちょっと待ってよ私初めてなのに……などと呟つぶやいていますがまる聞こえです。

　そんな彼女に、里緒さんが追おい討うち。

「あれ？　昔、殊こと子こが蜜にキスしたことあるって言ってたけど」

「……く、くくく唇には初めてなのよっ！　このバカ!!」

　蜜が怒ど鳴なり、里緒さんが首を傾げ──、

「あれ、そうだったの？　じゃあ里緒が、蜜のファーストキスだ。嬉しいな」

「嬉しいなじゃないでしょ！　あんたにはわかんないでしょうけど女の子にとっちゃね、ファーストキスってのはそりゃ一生の」

「もう、里緒を代名詞で呼ばないでよ。知ってるでしょ、蜜」

「ああ！　何なのよあんた、だから嫌いなのよ！」

「二回目。幾いくら蜜でも三回目は許さないからね？」

　里緒さんは笑いながらも、小こ町まちを肩へ乗せます。

「もう、わかったわよ……調ちよう子し狂う」蜜は自身の唇を撫なでながら、憮ぶ然ぜんと頭を掻かきました。

　私は特にすることがないので突っ立っています。

「……片がついた」

　そんなタイミングで、マスターが廊下から、さもうんざりしたといった表情で戻ってきました。携帯電話をポケットに仕し舞まいながら、溜ため息いきを吐つきます。

「ちゅー三回だそうだ。最初は五回だが譲じよう歩ほした。……ごめん。頼めるか、里緒？」

「いいよ。さっきね、蜜にも……む」

　舞まい鶴づる蜜が大おお慌あわてで里緒の口を塞ふさぎました。

　マスターはその様よう子すをちらと一いち瞥べつしましたが、特に興きよう味みもなさそうにすぐ視し線せんを教室に向け、これどうするかな、と呟つぶやきました。

「放置しておいて問題はないと判断します。多少の混乱はあるでしょうが、物盗りか愉ゆ快かい犯はんの犯行で落ち着くでしょう。ただ、マスターが分解したものは処理しておくのが無ぶ難なんですが」

「……そうだな」

　マスターは、疲れたように言いました。実際、私も疲労が蓄ちく積せきしています。

「……じゃあ、私は帰るわ。あいつの顔は見たくもないし」

　そんなマスターに便乗するかのように、蜜みつがいつもの口く調ちようで、歪ゆがんだ微ほほ笑えみを見せました。

「それにしても……私の勘、当たってたみたいね。皆みな春はる八や重えのお腹なかの中の仔、か。どう？　機き械かい人形。人間の感性って奴やつも侮あなどれないでしょう？」

「詳細が確かく実じつに判別できないのなら意味はありません。それに直なお川かわ浩こう輔すけの件は予測できなかったのでしょう？　……あなたの言葉で逆に状況が混乱したきらいもあります」

「まあ、そうかもね」

　全部わかっていて、故意に言っているのでしょう。そんな蜜の皮肉に、私はそれでも、何の感かん慨がいもありません。そのようなもの、私は持っていないのですから。

「……一応、直川浩輔を処理してくれたことには礼を言っておく。舞まい鶴づる蜜」

　マスターが、蜜を睨にらみながらも憮ぶ然ぜんとして言いいました。だけど蜜は、

「その必要はないわね。私はそこそこに楽しんだ。あんたはそこそこに苦しんだ。トータルで判断すると、私の勝ちかしらね？　……どっちみち、あんたのやり口はよくわかったし」

「……やり口？」

「そうでしょう？　すべてを誤ご魔ま化かして、何も解決せずになかったことにする……よくもまあそんな無ぶ様ざまな真ま似ねができるものね。あっちに倒れてる硝しよう子このお友達はいろいろなものを失った。それなのにあんただけはのうのうとして、自分で失わせたそれをまるごと全部忘れさせて。気分はどう？　偽ぎ善ぜん者しやさん」

　確たしかに──、

　恋人と二人、お互いを騙だまし合っていた事実。恋人を殺し、誰だれのものともわからないお腹の子供に餌えさとして与えた事実。連続殺人を犯した事実。それらをすべてなかったことにするのは、私の学習している倫理認にん識しきに照らし合わせても許容範はん囲いを大きく逸いつ脱だつしています。罪を償つぐなうという行為自体が具体的に何なのか、どういうことなのか、それは結けつ論ろんできませんが──。

　少なくとも、八重さんが『罪を償うことさえせずに無神経に生きる』という未来をマスターに押し付けられたに等しいことは、私の思考回路でも理解可能でした。

　マスターはすべてを承知した上で、この結果を選せん択たくしたのでしょう。それは私にとっては善よし悪あしを論ずる価値のないことです。倫理や感情を一切持ち合わせていない私には、マスターがどういう選択をすれば最も苦しまずに済んだのか、それを計算する術すべが存在しません。

　唯一、弁明のできる立場にいるマスターは──無言。

　蜜は更に続けます。

「それに、あそこで倒れてる眠り姫。聴きいてるわよ、殊こと子こから」

　それは──。

「……舞まい鶴づる蜜みつ！」私は制止しようとしました。

　しかし蜜はそれを無視し、

「あれがあんたの幼おさな馴な染じみ……あんたが昔好きだった、森もり町まち芹せり菜なでしょう？」

　──吐き捨て、ました。

「……答える必要なんてないな」マスターの表情は変わりません。

「……答えてもらう必要なんてないわね。知ってるもの」それでも蜜は緩ゆるめません。

　今度は私へと視し線せんを向け、

「ねえ、機き械かい人形。『全一オール・イン・ワン』。最悪最大の虚軸──あんたはこの人間を固定剤リターダに選えらんだことで、いったい彼のどこまでを奪ったの？　『痛み』ですって？　そんな小さなものを欠落させただけで、あんたみたいな巨大な虚軸キヤストが存在を安定させている訳わけはないのにね」

　まるで怒りを吐と瀉しやするかのように。

「城島晶がかつて森町芹菜に抱いていた恋心……いえ、恐らくは……あなたがここへ来る以前の、城島晶の持つ一切の感情記憶。固定剤リターダの過去を綺き麗れいさっぱり失わせて、ちゃっかり隣となりに居座っている気分はどう？　……城き島じま晶あきら、あんたもよ。森町芹菜のことが好きだったという自分の感情を言葉だけでしか覚えていないのはどんな気分？　生まれてからこの娘が来るまでの記憶の一切を記録としてしか記憶していないのはどんな気分？　まったくふざけた関係だわ。ねえ、あんたはそこの眠り姫に、どんな罪悪感を覚えているのかしら？」

　里り緒おさんは何も言いません。

　マスターもまた、応こたえません。

　だから、私も──。

　蜜の言っていることを、否定しませんでした。

　当然です。

　事実を否定する理由など、機械である私のどこにも、ありはしないのですから。

　──しかし、それでも。

　私は口を開きました。思考と結けつ論ろんのタスクを放棄し、半なかば反射のように。

「舞鶴蜜。……私は、私がマスターを選えらんだのです。マスターから様さま々ざまなものを奪ったのは私です。しかし、それ故ゆえに……私はマスターにどこまでも従います。それがたとえ世界を滅ぼすものであったとしても、滅ぶべき世界を生かしてしまうようなものであったとしても。ですからそういう意味で……私には、原因の所在も結果の善悪も、一いつ切さい合がつ切さい関知しません」

「……答えになってるの？　それ」

「判断はお任せします」

　そう、と。

　舞鶴蜜は失笑し、つまらなさそうに踵きびすを返しました。

　そして、教室の出入り口へ数歩歩いて立ち止まり、

「ああ、そうそう、最後に。硝しよう子こ、あんた……私が殺した直なお川かわ浩こう輔すけ、あれ、うちのクラスの直川君きみ子この兄だって、それ知ってた？」

「はい。無む論ろんです……マスターの住じゆう所しよ録ろくと私の住所録とを照らし合わせれば容易に判断できます。それに、きみちゃんは……よく、兄の話をしていました。私と違って頭もよくて、立派な自じ慢まんのお兄ちゃんなんだよー、と」

「なるほど。知っててやった訳わけか。それで、君子に兄のことを綺き麗れいさっぱり忘れさせてゼロに戻すって？　そんないい思い出も……全部が全部なかったことにするって？　あんたも、そいつと同じ……最低の道を行く訳ね。よくわかったわ。でもね」

　そこで一いつ瞬しゆん、言葉を切り、

「私は背負うわよ。全部背負う。それがゲームを楽しんだ者の義務だから」

　小さな、とても小さな声でそう呟つぶやき、教室の戸を後ろ手に閉めました。




　その後に訪れるのは沈ちん黙もく。

　誰だれも口を開きません。

　ですから──ですから、私は、

「……マスター」

「何だ」

「私は今回、如何いかがでしたか？　マスターのお望み通り……上手じようずにできましたか？」

　マスターは唇くちびるを咬かんだまま、重々しい声で、

「いつもと、普ふ段だんと同じだよ、硝子。お前に不満なんかない」

「でしたら……ご褒ほう美びをください」

「……何だって？」マスターの顔が怪け訝げんなものになります。

「私は滅めつ多たにマスターに誉ほめてもらえません。実は別に必要ないのですが、マスターの精神を通常の状じよう態たいに戻す作業の一いつ環かんであると判断し、発言します」

「本ほん音ねと建前くらい覚えろ。……何が欲しいんだ？」

「撫なで撫なでです」

「……は？」

「撫で撫で。先週の火サスで、犯人の姉の夫の愛人がねだっていました」

「……開始三十九分で毒殺された奴やつか？」

「はい。開始三十九分で毒殺された人です」

「……莫ば迦かか、お前は」

「莫迦でもいいので撫で撫でです」

「わかったよ」

　マスターは──ようやく、咬んでいた唇を笑えみに変え、私の頭にぞんざいに手を置くと、くしゃくしゃと髪を引ひっ掻かき回すようにして、撫なで撫なでを敢行しました。
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　その掌てのひらの感触を確たしかめながら、城き島じま硝しよう子こ──『全一オール・イン・ワン』は、思う。

　晶あきらは常に、自みずからが一番苦しむ方法を選せん択たくするのだ、と。

　今回もそうだ。八や重えに罵ば倒とうされ、自分を罵倒するように仕向け、そうして悪役を気取り、責任を一手に引き受け、全部を自分自身だけで背負おうとする。

　昔から──それは、自分が彼を固定剤リターダに選えらんだその時から。

　経けい緯いや結果はどうあれ、八重は自分の子が死んでしまうのを、自分自身が失敗したせいではなく、晶のせいにした。晶が、そうさせた。

　そう結けつ論ろんするのは、彼への贔屓ひいき目めだろうか？　あり得ない。そのような概がい念ねんはまだ学習していないし、何より自分には感情がないのだから。

　八重のことを柿かき原はる里り緒おに任せなかったのも──彼女を殺してしまっては自分が悲しむと、そう思ってのことなのだろう。

　晶は痛みを感じない。だけど。

　だけど、自分は知っている。

　彼から、幼い恋や、痛みや、その他様さま々ざまなものを奪った自分だけが、知っている。




　自分は、晶の心の痛みまでは奪えなかったことを。




　故ゆえに、彼の心が痛むなら、それを全身で引き受ける。

　奪ったものの代わりに彼へ与えられるものがあるのなら、何も惜しくはない。

　自分は心を持たない機き械かい人形。

　主人は痛みを感じない欠落人間。

　ふたりで十全。

　彼の痛みは自分の中へ。自分の心は彼の中に。

　誰だれにもそれを分かつことなどできはしない。

　だったら、彼が背負うものを、自分も背負う──主人の痛みを、引き受けるために。




　初めて会った時。

　六年前──。

　その頃ころ、確たしかに彼は、まともな人間としてのすべてを持っていた。

　だけどそれは──それらは、単なる機械であり、全能の武器としての役割しか持たない、『全一オール・イン・ワン』という存在をこの世界に定着させることで、あっさりと崩くずれ去ってしまった。

　彼は言った。

　殆ほとんど偶然に彼の部屋へ現れた硝しよう子こに、実軸ランナとの安定性を甚はなはだしく欠き、今にも霧む散さんしてしまいそうな硝子を見て、彼は躊躇ためらうことなく言った。

　──苦しいの？

　硝子は──『全一オール・イン・ワン』は、感情というものをまだ理解できなかったが、ノイズにまみれた演算装置によって、自みずからの状況と、それを打開するための手段、そしてその手段を取ることによって彼が背負うメリットとデメリット、それらの情報をまったくの偽いつわりなく伝達した。文字ではなく、最後のエネルギーを振り絞り、不定量子からのダイレクトリンクによって。

　彼は暫しばしの間逡しゆん巡じゆんし、それからまた尋たずねた。

　──苦しいってことじゃないの？

　その表現は正せい確かくではなかった。

　が、それが彼に理解できる最も近い概がい念ねんであったことも確たしかだ。

　だから硝子は頷うなずき、

　──じゃ、いいよ。

　彼はそう応こたえた。

　この時、幼い少年がすべての日常を──無邪気に過ごす毎日や、優やさしい未来、父と母と三人で過ごす平へい穏おんな生活、そして、当時好きだった女の子に対する幼い想おもいすらも──捨て去る覚悟を既すでに決めていたということには、気付かなかった。

　気付いたのは、ようやく人間の身体からだで言語を発することができるようになった頃ころで──。

　聡さとい子だった。

　それは、今でも変わらない。

　しかし、弱い子でもある──そう当時の『全一オール・イン・ワン』は判断した。

　それも、今でも変わらない。




　　　　‡




　不意に。

　当時の記き録ろくがフラッシュバックし、私の、実軸ランナでの中心活動体──有ゆう機き物ぶつで構成された人間の肉体部分──その心しん臓ぞう機能が僅わずかに乱れ、鼓動の速度が通常時の二〇％ほど高まりました。

　私はだから、まるで人間が照てれ隠かくしをするかのように、言います。

「ところで知っていますかマスター。強ね請だると強ゆ請するは同じ漢字なのです」

「……知ってるよ」

　マスターは口元を引ひき締しめずに──唇くちびるを咬かむのを、やめました。

　でしたら万全。

　私は乱れた髪を整ととのえながら、笑え顔がおを消し、いつもの無表情へと戻りました。私がマスターの前で笑顔を作成しなければならないような事じ態たいは、エネルギー効率に無む駄だが多いですから。

「マスター。……片付けて、帰りましょう」

「ああ」

　マスターは応こたえます。

　私は、踵きびすを返します。

　歩みに合わせて、後頭部に結んだリボンが揺ゆれるのを知覚。

　それは、初めて出会った頃ころ、隣となりの彼に初めてもらったもの。

　私が奪ったのではなく、彼がくれたもの。

　その僅わずかな重みを確かく認にんしながら、私は、

　これですべては上う手まくいくのだと、理り論ろん的てきでない思考をしてみました。
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　木もく曜よう日びは晴れていた。

　昨日きのう、家に帰ったのは深夜二時過ぎ。里り緒おと話をしていたら遅くなってしまった。

　すぐに就しゆう寝しんし、七時に起こされたが、学校を休むほどの疲れでもないから普ふ段だん通りに起きて普段通りに登校する。途と中ちゆうで良りよう司じと出会い、普段通り自転車で僕らを追い越していった芹せり菜なに僕が手を挙あげ、良司が辿たど々たどしく挨あい拶さつをして、靴くつ箱ばこで硝しよう子こと別れて教室へ到着。

　わかってはいたが、教室は酷ひどい有あり様さまで大おお騒さわぎだった。

　机はあちこちでひっくり返って倒れており、椅い子すは半分以上の数、フレームがよじ曲がっていてまともに立たない。備品のパソコンは消え、挙あげ句くに廊下の窓ガラスが派は手でに割られており──台風でも通ったのかという有り様だが、僕は、この程度で済んで上出来だと思った。

　ちなみに、パソコンの消失により警けい察さつが介入することになったので、それぞれの教科書とノートを回収、なくなっているものがないかを全員がチェックした後、僕らのクラスは化学教室やらＬＬ教室やらをたらい回しにされながら、日につ課か表ひよう通りの授業をこなすことになった。

　捜そう査さは午前中で終了。被害届を学校側が出したのかどうかは知らない。ともあれ昼休みと五時限めの授業を潰つぶして、全員で片付けとなった。里緒は保ほ健けん室しつなので──僕は二人分だ。




　床ゆかを掃除し、それぞれが、それぞれの机を探して並べる。

[image: ]

「誰だれがやったんだろうね、これ」片付けの最中──芹菜が僕に、眉まゆをひそめて言った。

「さあ。パソコン消えてるし、泥棒じゃないか？」

「そうかな、やっぱ……。でもあたし、何か引っ掛かる」

「え……？」

「あのね、いや……いいや。勘みたいなもの。あ……ところでさ、昨日、ありがと。母さんも喜んでた。また来なさいって。今度は中ちゆう華かを教え込んでやる、って息巻いてたよ」

「そっか。確たしかに中華はレパートリーにないな。……じゃ、近い内に」

　二人、気安い笑えみで、僕らは視し線せんに合図を込めた。

「おいおい、浮気かい？　城き島じま」

　芹菜との会話を終えた後、僕の肩を──大田敦が、ぽん、と叩たたく。

　片付けの時にまで取り巻きを従えて、それでもサボる素そ振ぶりを見せず、あくまで『ちょっと休きゆう憩けい』という程度の自然さで、両手をぱたぱたと叩きながら。

　どういう意図があるのか、僕をからかいに来たようだ。

「浮気じゃないし、そもそも浮気になるようなことでもないよ」

　芹菜が向こうへ行ったのを横目に、僕は普段通り応こたえる。

　だけど今日きようはついでに、もう一言。

「それより、知ってたか？　大田。お前の彼女、僕の従妹いとこと同じクラスって」

「……え？」

　大おお田たの表情が、一気に蒼そう白はくになる。

「お前……なんでそれ」

「そっちこそ浮気するなよ。されないようにも、な」

　警けい告こくと、皮肉と、そしてある種の自じ虐ぎやくを込めて。

　僕は大田の肩を、彼がいつもするように軽く叩たたいて掃除に戻った。




　帚ほうきを手に、リノリウムの床ゆか──昨日きのう僕が皆みな春はる八や重えの腹部に鋏はさみを突き刺した辺あたりを掃きつつ、階下、一年九組のことを考える。

　硝しよう子こは、上う手まくやれているだろうか。

　皆春八重の身に起きた過去の事実が、どれだけ修正力によってなかったことになっているかはわからない。彼女が誰だれにも言えない秘密を抱えたまま生きていくことになるのかどうか、そして互いに乖かい離りした大田との付き合いを続けていくのかどうかもわからない。

　直なお川かわ君きみ子こは兄の不在をどうやって受け止めるのだろう。記き憶おくなどそもそも消え去っているし、最初からいなかったことになってしまった兄だが、だけど、それまで兄を愛してきたという経けい験けん、心の積つみ重ねは、どんなに修正力リペイントマーカーが働いたとしても、彼女に何かしらの欠落をもたらすだろう。それを抱え、彼女は日常を取とり繕つくろわなければならないのだ。それは僕らも同様で、直川浩こう輔すけのいた日常は、たとえそれがどんなものであったにせよ、絶対に戻って来ない。

　──欠損した。

　舞まい鶴づる蜜みつ。あいつは、背負う、と言った。それがゲームを楽しんだ者の義務だ、と。彼女はそういう意味で、虚軸キヤストの中では最も人間的だ。敵意を使ってしか対象を理解できないと里り緒おは言ったが、結局のところ愛も憎ぞう悪おも本質的な意味では違いなどない。他ひ人とに執着すること、それこそが蜜が持っていて僕の持っていない感情なのだろう。僕は、あいつの言うように、彼ら彼女らを背負う気などない。それは確たしかだ。本当に、反へ吐どが出るほどに。

　そして、彼女たちに、硝しよう子こがどう接するのか。感情がないと断言し、けれど計算によって誰だれよりも周りの空気を読んでしまう硝子は、彼女たちのことをどう思っているのだろう。

　わからない。どれもこれも。

　わからないことだらけだ。




「……あれ？　ね、城き島じま」掃除している僕に、近くにいた芹せり菜なが怪け訝げんな声で問う。

「あのさ、この赤本……誰のかわかる？　そこに落ちてた」

　教室に散らばった私物の中で、誰のものでもないもの。

　いつもそれを広げていたのは、クラスでひとりしかいない。

　直なお川かわ浩こう輔すけの──残ざん骸がいだった。

「……うわ、しかも東とう大だいだよ。こんなに勉強好きな人って、うちのクラスにいたっけ」

　僕は無責任に、とぼける。

「先生に届けとけばいいんじゃないか？」




　言いながら、昨日きのう、皆みな春はる八や重えの口から聞いた言葉を思い出した。

『いずれ来る、待っていろ』──。

　あいつは、そう言った。僕へ向けて、そう言った。

　あいつ。

　父さんと母さんを消し去って、僕の日常を喪そう失しつさせたあいつ。

　日常という平へい穏おん、それこそが十全であると、僕に思い知らさせてくれたあいつ。

　僕が再び育て、温めてきた日常に、餌えさに──あいつはついに食いついてきた。

　あいつは──『無限回廊エタナール・アイドル』は、これから先、躍やつ起きになって僕の日常を破は壊かいしようとするだろう。あらゆる手段を使って、僕へ干渉してくるだろう。

　だけど僕は絶対に壊こわれない。

　来るならば来ればいい。昨日、皆春八重が言ったように、僕はすべてを利用してあいつを迎え撃うつ。むしろ壊したいのなら好きなだけ壊せばいい。僕はその度たびにこうして、無ぶ様ざまに卑ひ怯きように自分勝手に、その破壊をゼロに収束してやろう。

　あいつが日常を壊せば壊すほど、僕がそれをなかったことにすればするほど、あいつは僕に追い詰められていくのだから。

　あいつの目的がどこにあるのか、何をしようとしているのか、それはわからない。

　だけど少なくとも、あいつは、僕と硝しよう子こに拘こう泥でいしている。

　すべての虚軸キヤストを生み出す原因を作り、世界を壊こわす原因を作った男──城き島じま樹いつきの息子である僕と、虚軸キヤストの中でも最大級の奈な落らくである硝子。

　あいつは僕らに執着している。それだけは疑いようがない。

　ようやく姿を見せてくれた。影かげをちらつかせてくれた。

　だから、これからだ。僕の反はん撃げきは今日きようから始まる。

　来るなら来い。

　僕はお前を完かん璧ぺきに破は壊かいし、そうしてお前の破壊した日常を完璧に修しゆう繕ぜんしてやろう。

　偽物フエイクを被かぶせ紛い物イミテーシヨンで覆おおい、壊れた世界を取とり繕つくろってやろう。

　そうだ──。




　たとえ樹脂象りレジンキヤストのミルクであっても、噛かみ砕くだいて嚥えん下かしてやる。




　顔も知らない、姿も不定で、どこに潜ひそんでいるのかまったく見当もつかない、欠落だらけのあいつ。喪そう失しつという非日常を体現したような、象かたどれもしないあいつ。

　忘れるな。

　お前があの日から僕に執着しているように、僕はあの日からお前に執着していることを。

　思い知れ。

　僕はひとりではなく、彼女を隣となりに置いておけるまでに成長したことを。

　最凶の害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やく。

　それはあの娘のことか、僕のことか、それともお前のことか？

　誰だれでもいい。僕には関係ない。

　僕はいつか、あなたを殺す。






あとがき




　初めましての方は初めまして。前作から引き続きの方、どうもお久しぶりです。どちらにせよ本書を手に取って頂いてどうもありがとうございます。藤ふじ原わら祐ゆうと申します。




　そういう訳わけで、僕にとっては二シリーズ目になる『レジンキャストミルク』です。前作の『ルナティック・ムーン』とは少し雰囲気の違った感じのものになっていますが如何いかがでしょうか。具体的には未来世界ファンタジーから現代学園ものになってたり、アホほど暗かった雰囲気からやや明るい雰囲気になってたり、あまり喋しやべらないヒロインからけっこうよく喋るヒロインになってたり……などの変化があります。ヒロインが無表情な娘なのは前作から変わりませんがこれは仕様のようです。最近自分の趣しゆ味みに気付きました。嘘うそです。最初から気付いてました。まあ僕個人の趣味などはどうでもいいので、前作をお好きな方も、前作がお嫌いな方も、前作を知らない方も、まずは一度お試し頂けたら光栄です。




　ところで、本作ですが、実は少し変わった試みを行なっています。

　それは、企画段階からイラストレーターさんにも参加してもらい、設定の一部やキャラクターデザイン、本文内容などの面で通常よりも多くの協力をお願ねがいした上で『イラストのある小説』という特性をできるだけ活いかした本の作り方をいろいろと試みる、というものです。

　たとえば、第一稿の段階で出来上がったキャラクターにイラストさんのアイデアでデザイン的なアレンジを加えてもらい、それを更に第二稿で本文へフィードバックしたりなど──そういった細かなことを、本書では各部で行なっています（他ほかにもいろいろやってはいるのですが、全部挙げるときりがありませんので）。

　もちろん、他のものとは明らかに違うものになる……というような類たぐいの作業ではありませんし、作者側がどんな工程を踏もうが読者にとっては手元にある本書がすべてですので、この一冊を楽しんで読んで頂けたらそれが何よりの成果であると思っています。

　そんな関係もあり、イラストは前作と同じく椋くら本もと夏か夜やさんに担当して頂きました。こちら側のイメージした以上の絵を常に提示してくださる方ですし、何より、文章書きが全幅の信頼を置けるイラストレーターさんですので、是ぜ非ひにとお願いした次第です。やりとりが頻ひん繁ぱんになった関係で、椋本さん並びに担たん当とう編へん集しゆうの佐さ藤とうさんには通常以外の仕事と苦労が倍増しになってしまい山ほどご迷惑かけてますが……すいません有あり難がとうございます。

　ともあれ、関係者一同、これから二巻三巻と続けていけるように頑がん張ばっていきますので、どうか宜よろしくお願い致します。




　ちなみに、今年ことし八月に発売された『電でん撃げき hp Vol.37』において、椋くら本もとさんの手による本書の予告マンガが掲載されております。まだ一巻に出てきていないキャラクターも顔を見せていたりするので、是ぜ非ひそちらもご一読してみてください。




　最後に謝しや辞じを。

　出版にあたりご尽力頂きました、編へん集しゆう部ぶ、出版部、営業部、各部の皆々様。

　本書成立に際して欠かせない存在である、デザイナー様、校閲様。

　ちょこちょことご助言などを頂きました、有あり沢さわまみず様、成なり田た良りよう悟ご様、浅あさ井いラボ様。

　そして何よりも、これを手にとってくださった読者の皆様。

　有あり難がとうございました。

　続きである第二巻は順じゆん調ちようにいけば冬ふゆ頃ごろには発売されると思います。もし宜よろしければ引き続き読んでくださると嬉うれしいです。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。同県在住。今月でデビュー２周年です。書店から自著が消えないようにこれからも頑張ります。頑張っても消える時は消えるでしょうけど。僕はそんな世界が大好きです。嘘ですが。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。話題のペンギン映画を見に行けなくてちょっとしょげている。今作は久々の学園ものでかなり張り切っている（制服スキーらしい）。
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